
－
11

～
12

－

注）１．（ ）内の数字は単位数を示す。なお、表記のないものはすべて 2 単位科目である。

　　２．表中の色は以下のことを示す。なお、着色していない科目はすべて選択科目である。

　　　　　　　は必修科目を示す

　　　　　　　はアスリート・コーチング系の必修科目を示す。

　　　　　　　は生涯スポーツ系の必修科目を示す。

　　　　　　　は生涯スポーツ系の選択必修科目を示す。

カリキュラムマップ【スポーツ総合課程】

科目区分 単位修得要件 学習目標
1　　年 2　　年 3　　年 4　　年

前　　期 後　　期 前　　期 後　　期 前　　期 後　　期 前　　期 後　　期

一
　
般
　
科
　
目

コミュニケーション

最低修得単位数：
10 単位

英語科目（英語Ⅰ・
Ⅱ、英語コミュニ
ケーションⅠ・Ⅱ）
8 単位を必修とす
る

国内にはもとよ
り国際社会で活
躍できる語学力
とコミュニケー
ション能力を涵
養する

英語Ⅰ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ（再） 英語Ⅱ 上級英語コミュニケーション 上級英語

留学生のための英語 国語・文章表現法 英語コミュニケーションⅡ 現代日本事情 中国語 英語コミュニケーションⅡ（再・編）

日本語演習Ⅰ 日本事情 日本語演習Ⅱ 韓国語 フランス語

ドイツ語

各国文化研究

社会・文化・自然 最低修得単位数：
8 単位

社会の一員とし
て、人間、社会、
文化、自然及び
環境に関する教
養や態度を涵養
する

倫理・哲学 人権論（1） 歴史学（1） 異文化理解 国際関係論

日本文化論 ジェンダー論（1） 社会学（1）

生物化学論 日本国憲法

身体科学論 環境論

総合

最低修得単位数：
4 単位

情報処理科目（情報
処理Ａ、Ｂ、Ｃ）は、
１科目以上修得しな
ければならない

社会の一員とし
て、基礎的な情
報リテラシー、
表現力や討論力
を身につける

情報処理Ａ 情報処理Ｃ 情報処理Ｂ 総合演習Ａ 総合演習Ｃ

総合演習Ｄ 総合演習Ｂ プレゼンテーション・ 
討論Ⅱ（1）

総合演習Ｅ プレゼンテーション・ 
討論Ⅰ（1）

交流リベラルアーツ

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

キャリアデザイン

最低修得単位数：
4 単位

キャリアデザイン
Ⅰ（2 単位）を必
修とする。

実践的・創造的
なリーダーとし
ての将来像を展
望し、勤労観・
職業観を醸成す
る

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ（1） キャリアデザインⅢ（1） キャリアセミナー（1）

キャリア対策セミナー (1)

 企業実習１週（1）

企業実習２週

キャリアコミュニケーション

ボランティア活動（1）

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

基礎Ａ 最低修得単位数：
14 単位

体育学の基礎と
なる人文・社会
及び自然系の分
野の内容を理解
する

解剖生理学 運動生理学 スポーツ社会学 運動生理学（再） スポーツ医学

体育・スポーツ哲学 
と倫理 スポーツ栄養学 スポーツ経営・

管理学概論

体育・スポーツ史 スポーツ心理学 生涯スポーツ学概論

健康教育学 バイオメカニクス

衛生学・公衆衛生学

基礎Ｂ 最低修得単位数：
10 単位

スポーツ・武道
及び体育・健康
づくりについて
の指導・普及の
ための基礎的な
内容を理解する

武道学概論 救急処置論・実習 トレーニング科学概論 スポーツと法 障がい者スポーツ論

スポーツカウンセリング論 運動学概論（1）

コーチ学概論 (1)

学校保健

応用 最低修得単位数：
10 単位

国民各層のス
ポーツ・武道及
び体育・健康づ
くりを指導し、
普及させるため
の専門的、応用
的な内容を身に
つける

武道史 アスレチック
リハビリテーション論

マッサージ・ 
テーピング論・実習

マッサージ・ 
テーピング論・実習

ヘルスプロモーション論 
・実習

運動生化学 スポーツ産業論 生涯スポーツ実践論 体育・スポーツ行政学

スポーツ文化論 スポーツ老年学 アスレチック 
リハビリテーション実習（1） 武道文化論

スポーツトレーニング 
実践論 身体発育発達論

スポーツマーケティング論 スポーツ戦術実践論

イベント管理学概論 社会調査論

スポーツ運営論

体育・スポーツ統計学

運動処方論

応用スポーツ心理学

救急法実習（1）

実験演習

最低修得単位数： 
2 単位

体育学実験Ⅰ（2
単位）を必修とす
る。

スポーツ・武道及
び体育・健康づく
りに関する基礎的
な科学的支援力や
表現的能力を身に
つける

体育学実験Ⅰ 体育学実験Ⅱ（4）

関連実技 最低修得単位数：
8 単位

スポーツ・武道
及び体育・健康
づくりに関する
基礎的な実技力
を身につける

バスケットボール（1） バスケットボール（1） ラグビー（1） テニス（1） 陸上・体操・水泳（2） ダンス（1） ダンス（1）

サッカー（1） サッカー（1） テニス（1） ソフトボール（1） バレーボール（1） バレーボール（1） ゴルフ（1） ゴルフ（1）

柔道（1） 柔道（1） ソフトボール（1） ジョギング＆ 
ウォーキング（1） 卓球（1） 卓球（1） 弓道（1）

剣道（1） 剣道（1） 夏季山岳レジャー 
スポーツ実習（1）

冬季山岳レジャー 
スポーツ実習（1） バドミントン（1） バドミントン（1）

生涯スポーツ・ 
レクリエーション 
＆ゲームズ（1）

エアロビックダンス（1） 海洋スポーツ（1） ラグビー（1） ダンス（1） ダンス（1）

相撲（1） なぎなた（1）

野外活動（1） 弓道（1）

体力トレーニング（1）

最低修得単位数：
14 単位

ゼミナールⅠ以外
を必修とする

スポーツ・武道
及び体育・健康
づくりにおける
関心あるテーマ
について、体育
学の知識を総合
的に活用し、課
題 設 定、 解 決、
説明する能力を
身につける

ゼミナールⅠ（4） ゼミナールⅡ（4） ゼミナールⅢ（4）

卒業研究（6）

専
　
攻
　
科
　
目

専
修
科
目

ア
ス
リ
ー
ト
・

コ
ー
チ
ン
グ
系

最低修得単位数：
18 単位

論・実習Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲは同一の種目で
あること。

スポーツ・武道
及び体育・健康
づくりに関して、
年齢、目的等に
応じた体系的な
実技指導力や事
業運営力を身に
つける

競技スポーツ論・実習Ⅰ（6） 競技スポーツ論・実習Ⅱ（6） 競技スポーツ論・実習Ⅲ（6） 競技スポーツ論・実習Ⅳ（6）

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
系

最低修得単位数：
6 単位

論・実習Ⅰ、Ⅱは
同一のコースであ
ること。

レジャー・ 
レクリエーション論

施設・用具・ 
プログラム論 生涯スポーツ論・演習Ⅰ 生涯スポーツ論・演習Ⅱ

↑  1 科目以上選択  ↑ コミュニティスポーツ コミュニティスポーツ

健康・体力 健康・体力

野外教育 野外教育

指導実践
指導実践科目は、
専修科目で選択し
た同一の種目の実
習を必修とする。

専修科目等で身
につけた体系的
な実技指導力や
事業運営力を実
地的・実践的に
活用し、深める

スポーツ指導実践概論（1）
【アスリート・コーチング系】

スポーツコーチ実習 
（1 ～ 2）

SCO-OP 実習（4） SCO-OP 実習（4）

【生涯スポーツ系】 
生涯スポーツ指導実習
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カリキュラムマップ【武道課程】

－
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～
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－

科目区分 単位修得要件 学習目標
1　　年 2　　年 3　　年 4　　年

前　　期 後　　期 前　　期 後　　期 前　　期 後　　期 前　　期 後　　期

一
　
般
　
科
　
目

コミュニケーション

最低修得単位数： 
10 単位

英語科目（英語Ⅰ・
Ⅱ、英語コミュニ
ケーションⅠ・Ⅱ）
8 単位を必修とす
る。

国内にはもとよ
り国際社会で活
躍できる語学力
とコミュニケー
ション能力を涵
養する

英語Ⅰ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ（再） 英語Ⅱ 上級英語
コミュニケーション 上級英語

留学生のための英語 国語・文章表現法 英語コミュニケーションⅡ 現代日本事情 中国語 英語コミュニケーションⅡ（再・編）

日本語演習Ⅰ 日本事情 日本語演習Ⅱ 韓国語 フランス語

ドイツ語

各国文化研究

社会・文化・自然 最低修得単位数：
8 単位

社会の一員とし
て、人間、社会、
文化、自然及び
環境に関する教
養や態度を涵養
する

倫理・哲学 人権論（1） 歴史学（1） 異文化理解 国際関係論

日本文化論 ジェンダー論（1） 社会学（1）

生物化学論 日本国憲法

身体科学論 環境論

総合

最低修得単位数：
4 単位

情報処理科目（情
報処理Ａ、Ｂ、Ｃ）
は、１科目以上修
得しなければなら
ない

社会の一員とし
て、基礎的な情
報リテラシー、
表現力や討論力
を身につける

情報処理Ａ 総合演習Ｄ 総合演習Ｂ 総合演習Ａ 総合演習Ｃ

総合演習Ｅ 情報処理Ｂ プレゼンテーション・
討論Ⅱ（1）

情報処理Ｃ プレゼンテーション・
討論Ⅰ（1）

交流リベラルアーツ

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

キャリアデザイン

最低修得単位数：
4 単位

キャリアデザイン
Ⅰ（2 単位）を必
修とする。

実践的・創造的
なリーダーとし
ての将来像を展
望し、勤労観・
職業観を醸成す
る

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ（1） キャリアデザインⅢ（1） キャリアセミナー（1）

キャリア対策セミナー (1)

企業実習１週（1）

企業実習２週

キャリアコミュニケーション

ボランティア活動（1）

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

基礎Ａ 最低修得単位数：
14 単位

体育学の基礎と
なる人文・社会
及び自然系の分
野の内容を理解
する

解剖生理学 運動生理学 スポーツ社会学 運動生理学（再） スポーツ医学

体育・スポーツ哲学 
と倫理 スポーツ栄養学 スポーツ経営・

管理学概論

体育・スポーツ史 スポーツ心理学 生涯スポーツ学概論

健康教育学 バイオメカニクス

衛生学・公衆衛生学

基礎Ｂ 最低修得単位数：
10 単位

スポーツ・武道
及び体育・健康
づくりについて
の指導・普及の
ための基礎的な
内容を理解する

武道学概論 救急処置論・実習 トレーニング科学概論 スポーツと法 障がい者スポーツ論

スポーツカウンセリング論 運動学概論（1）

コーチ学概論 (1)

学校保健

応用 最低修得単位数：
10 単位

国民各層のス
ポーツ・武道及
び体育・健康づ
くりを指導し、
普及させるため
の専門的、応用
的な内容を身に
つける

武道史 アスレチック 
リハビリテーション論

マッサージ・ 
テーピング論・実習

マッサージ・ 
テーピング論・実習

ヘルスプロモーション論・
実習

運動生化学 スポーツ産業論 生涯スポーツ実践論 体育・スポーツ行政学

スポーツ文化論 スポーツ老年学 アスレチック
リハビリテーション実習（1） 武道文化論

スポーツトレーニング 
実践論 身体発育発達論

スポーツマーケティング論 スポーツ戦術実践論

イベント管理学概論 社会調査論

スポーツ運営論

体育・スポーツ統計学

運動処方論

応用スポーツ心理学

救急法実習（1）

実験演習

最低修得単位数：
2 単位

体育学実験Ⅰ（2
単位）を必修とす
る。

スポーツ・武道及
び体育・健康づく
りに関する基礎的
な科学的支援力や
表現的能力を身に
つける

体育学実験Ⅰ 体育学実験Ⅱ（4）

関連実技 最低修得単位数：
8 単位

スポーツ・武道
及び体育・健康
づくりに関する
基礎的な実技力
を身につける

バスケットボール（1） バスケットボール（1） ラグビー（1） テニス（1） 陸上・体操・水泳（2） ダンス（1） ダンス（1）

サッカー（1） サッカー（1） テニス（1） ソフトボール（1） バレーボール（1） バレーボール（1） ゴルフ（1） ゴルフ（1）

柔道（1） 柔道（1） ソフトボール（1） ジョギング＆ 
ウォーキング（1） 卓球（1） 卓球（1） 弓道（1）

剣道（1） 剣道（1） 夏季山岳レジャー 
スポーツ実習（1）

冬季山岳レジャー 
スポーツ実習（1） バドミントン（1） バドミントン（1）

生涯スポーツ・ 
レクリエーション 
＆ゲームズ（1）

エアロビックダンス（1） 海洋スポーツ（1） ラグビー（1） ダンス（1） ダンス（1）

相撲（1） なぎなた（1）

野外活動（1） 弓道（1）

体力トレーニング（1）

ゼミナール
（卒業研究）

最低修得単位数：
14 単位 ゼミナールⅠ（4） ゼミナールⅡ（4） ゼミナールⅢ（4）

専
　
攻
　
科
　
目

専
修
科
目

武
道
系

最低修得単位数：
18 単位

論・実習Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲは同一の種目で
あること。

専修武道論・実習Ⅰ（6） 専修武道論・実習Ⅱ（6） 専修武道論・実習Ⅲ（6） 専修武道論・実習Ⅳ（6）

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
系

最低修得単位数：
6 単位

論・実習Ⅰ、Ⅱは
同一のコースであ
ること。

レジャー・ 
レクリエーション論

施設・用具・ 
プログラム論

生涯スポーツ論・演習Ⅰ 生涯スポーツ論・演習Ⅱ

↑  1 科目以上選択  ↑ コミュニティスポーツ コミュニティスポーツ

健康・体力 健康・体力

野外教育 野外教育

指導実践
指導実践科目は、
専修科目で選択し
た同一の種目の実
習を必修とする。

専修科目等で身
につけた体系的
な実技指導力や
事業運営力を実
地的・実践的に
活用し、深める

スポーツ指導実践概論（1）
【武道系】 

武道指導実習（1 ～ 2）
SCO-OP 実習（4） SCO-OP 実習（4）

【生涯スポーツ系】 
生涯スポーツ指導実習

注）１．（ ）内の数字は単位数を示す。なお、表記のないものはすべて 2 単位科目である。

　　２．表中の色は以下のことを示す。なお、着色していない科目はすべて選択科目である。

　　　　　　　は必修科目を示す

　　　　　　　は武道課程に特化した必修科目を示す。   に示す 2 科目のうち 1 科目以上を選択必修

　　　　　　　は生涯スポーツ系の必修科目を示す。

　　　　　　　は生涯スポーツ系の選択必修科目を示す。 　　　　※関連実技科目について、剣道、柔道、なぎなた、弓道の中から 2 科目（各 1 単位）以上修得しなければならない。
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授業科目名 英語I（基礎①） 授業形態 演習 授業科目区分 一般科目 
pミュけ一ション科目） 

担当教員名 吉重 美紀 補助担当者名 TAl名 

単位数 2 単位 履修~ 	1年次 受け入れ人数 25名程度 

授業の概要 指導者として海外においても活躍できるためには、英語の基礎力は不可欠である。本授業では、英語を実際に運用する際に必要な基本的文法知識の習得

に焦点を絞って指導する。これにより、学生が将来どのような場面においても使える基礎的英語力が身にっくことが期待される。学生には授業前に自宅

で課題をノートに行なって来てもらう。 

授業の到達目標 

及び成績評価の 

方 	法 

授業の到達目標 ． 	 成績評価の方法 

DPで

目指す

資質・

能力 

コミュニケーション力、一般教養・倫理 

（専門的な知識・教養） 

『ー 	授業期間 定期 その他 '
i
i
%
  

割
‘
 
合

ノ0
 
 

血 
テスト レポート 発表 

試験 

■認知 

的領域 

英語の基本的文法事項にっいて理解し、それ

を応用できるようになる。 
0 0 0 30 

■情意 

的領域 

毎回の課題に主体的に取り組む。 

異なる国々の文化や習慣に関心を持っ。 
0 0 30 

■技能 

的領域 

英語で話し、聞き、書き、読めるよう基本的 

4技能を身にっける。また英語の発音に慣れ

る。 

0 0 0
  

40 

成績評価の基準 授業で扱う課の間題をノートにして来て、それを授業中に毎回チエックしポイントを獲得。毎回の小テスト 課題、定期試験（中間、期末）の

得点を合計し 60点以上を合格。なお、 4月受験の英語プレイスメントテストの得点も評価に加味される（ 1 0%) 。 

テキスト、教材 

参 考 書 

テキスト：『Eng1ish Missions Starter ミッション型大学英語の総合演習：入門編』 

(Robert Hickling, 臼倉 美里 著，金星堂、2019. 1800円＋勧 

補助教材：『「英語基礎」ワークブック」 （吉重美紀 編著、鹿屋体育大学国際交流センター発行、2013) 
参考書：『アスリートたちの英語トレーニング術』 （岡田圭子・野村隆宏著、岩波ジュニア新書） 

『＜意味順＞英作文のすすめ』 （田地野彰著、岩波ジュニア新書） 

履修条件・ 

関連科目 
唄受堕の英電でレイろ.1 :.'ト二ろtP黄塁でこロ1グろ‘備考（哲月メッ 
5世蛋誉で そ生。上敵生で党講希望の字生は、争月『に相■ セージ含む） 

訳に木勺よフに。 	 ． 

辞書必携。専用ノート 1冊を準備下さい。 

オフイス・アワー 木曜日：昼休み、午後4時～5時 図書館2階吉重教員室 

授業計画 

回 担当教員名 授業内容 授業時間外の指導等 

ft習、復習、ば斗等課題の指示） 

1 吉重 美紀 事前アンケート、コースおよび課題の説明、Pre-Un北 1課p.16.17予習する（ 1時間） 

2 11 Unit 1 Welcome to Vancouver be動 2課p.2l'-.22予習する（1時間） 

3 11 Unit 2 Ryo Loves San Francisco 一般動詞の現在形 4課p.3l-'32予習する（1時間） 

4 1, Unit 4 L.A. S加e 進行形 5課p.35-36予習する（ 1時間） 

5 ii Unit 5 The Canadian Rockies 時と場所を表す前置詞 6課p.37~38予習する（1時間） 

6 刀 Unit 6 The Grand Canyon 	可算／不可算名詞 7課p.45.46予習する（ 1時間） 

7 1, Unit 7 T.O.? Toronto, Ontario 	一般動詞の過去形 u1~U.7の復習，配布プリント課題（1.5時間） 

8 11 前半の総復習、中間試験円.1~U.7) 8課p.5l-'52予習する（ 1時間） 

9 1, Unit 8 B培 Texas 	疑問詞 9課P.56.-.57 予習する（ 1時間） 

10 ii Unit 9 Ottawa? The Capital 接続詞 10課p.6l"-.62予習する（1時間） 

11 刀 Unitl 0 Funky New Orleans 動名詞ノ不定詞 11課p.66-'67予習する（1時間） 

12 1, Unit l l Charming Quebec City未来形 12課p.7l-.72予習する（1時間） 

13 ii Unit 12 Florida Sunshine 	現在完了形 14課p.8l-.82予習する（1時間） 

14 刀 mt14 N.Y.C.? The B培却ple 助動詞，学期末試験の説明 15課p.86-.87予習する（1時間） 

15 1, Unit 15 Niagara Falls受動態 学期末試験に備え総復習する（2.5時間） 

16 ii 学期末試験嘩記＋リスニング，中間試験含む） 

…
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第２１回 教育課程改訂に関する特別委員会議事メモ 

 

１．日 時  令和２年３月１２日（火）１６：１０ ～１８：００ 

２．場 所  事務局大会議室 

３．議題 

（１）第２０回議事要旨の確認について（資料１） 

 委員長から資料に基づき説明があった後、諮られ、原案のとおり確認された。 

 

（２）審議事項 

   ① ナンバリング案について（資料２） 

      委員長から資料に基づき説明があった後、諮られ、種々意見交換の結果、国重委員から提案のあ

った「総合英語Ⅳ」４科目のレベル別コードを「Ａ」から「Ｂ」への変更を行うこととなり、そ

れ以外については原案のとおり了承された。また、金高委員から教職科目の教職科目について、

ナンバリング案の確認をすべきではないかとの提案があり、併せて了承された。 

 

   ② 令和３年度開設授業科目及び授業担当教員一覧（案）について（資料３） 

      委員長から資料に基づき説明があった後、諮られ、以下の点を修正することとなり、それ以外に

ついては原案のとおり了承された。 

       ・資料における担当教員欄の「不開講」及び「－」の記載について、記載を統一する。 

       ・「スポーツ経営・管理学概論」及び「スポーツ運営論」の科目名変更については、カリキュラム

マップはすでに決定していることから、変更を行わない。 

       ・「スポーツ経営・管理学概論」及び「スポーツ運営論」の授業担当教員について、隅野講師の担

当が削除され、竹下教授の後任教員１名（「（＊）」の記載）が単独で配置されているが、後任

教員の担当授業科目等の人事マネジメント方針は本委員会の審議事項ではないため、担当削除は

行わない。また、両科目及び「スポーツマーケティング論」の萩原准教授の担当削除も同様に行

わない。なお、人事マネジメント方針に係る後任人事については、スポーツ人文・応用社会科学

系から学長に提案し、了承があった場合に本委員会における担当教員の変更を行うこととなっ

た。 

       ・「歴史学」についても授業担当教員欄の「（＊）」を「（ ）」に戻す。 

       ・「スポーツ国際開発学」を「スポーツ国際開発論」に変更する。 

       ・「トレーニング科学概論」の授業担当教員について、「髙井准教授」「山本教授」の順に変更す

る。 

また、荻田委員から授業担当教員については、現在の配置のまま審議を進めることが原則ではな

いかとの意見があり、了承された。 

なお、本件について系会議に確認を依頼することとなった。 

 

   ③ 教養教育等検討ワーキンググループの設置について 

       委員長から総合演習の各科目等の担当教員について検討する必要があることの説明があった後、諮

られ、「教養教育等検討ワーキンググループ」の設置が了承された。なお、ワーキンググループ委員

は、委員長、森克己委員、北村委員、国重委員及び金高委員とすることとなった。 
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       また、今後の検討スケジュールとして、５月の教授会に、ナンバリング案、授業担当教員の配置及

び時間割について提案をすることを目標とすることが確認された。 

 

 （３）その他 

    ① 次回開催日程について 
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●回答者数

178/195 91.3% 180/191 94.2% 179/191 93.7% 171/185 92.4%

●あなたの本学での目標は何でしたか？（複数回答可）

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

115 31.5% 127 28.9% 126 32.9% 117 29.5%

72 19.7% 84 19.1% 76 19.8% 74 18.7%

51 14.0% 44 10.0% 54 14.1% 56 14.1%

74 20.3% 111 25.3% 75 19.6% 91 23.0%

42 11.5% 58 13.2% 39 10.2% 42 10.6%

5 1.4% 13 3.0% 8 2.1% 14 3.5%

3 0.8% 2 0.5% 5 1.3% 2 0.5%

3 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

365 439 383 396

その他内訳 教員免許状取得のため（4名）、体育教師になるため（4名）、課外活動で成果を上げるため（4名）、

スポーツトレーナーになるため（2名）、専門知識・技術習得のため（2名）、スポーツ指導者になるため、

プロのアスリートになるため

●あなたが卒業時までに身につけた力の満足度についてお伺いします。下の項目についてそれぞれ選択してください。

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

45 25.0% 62 34.6% 52 30.4%

106 58.9% 90 50.3% 98 57.3%

23 12.8% 26 14.5% 16 9.4%

6 3.3% 1 0.6% 5 2.9%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

33 18.4% 46 25.7% 47 27.5%

106 59.2% 108 60.3% 100 58.5%

31 17.3% 22 12.3% 20 11.7%

9 5.0% 3 1.7% 4 2.3%

179 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

28 15.6% 32 17.9% 27 15.8%

85 47.2% 93 52.0% 99 57.9%

55 30.6% 46 25.7% 38 22.2%

12 6.7% 8 4.5% 7 4.1%

180 179 171

4. 全く満足していない

計

28年度

28年度

未実施

未実施

未実施

29年度

29年度

29年度

1. 大変満足している

大学教育の満足度に関するアンケート調査結果（平成28年度～令和元年度）

－卒業生による本学の教育評価－

区分 28年度 29年度

29年度

スポーツ・武道についての専門的知識や技能の修得

28年度

元年度

元年度

元年度

計

計

28年度

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

計

実技力

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

計

区分

実技指導力

事業運営力 1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

自分の専門とする競技に専念し、競技力の向上

スポーツ・武道についての専門的資格の修得

社会人基礎力（汎用的能力）の向上

無回答

その他

漠然としていた

区分

区分

区分

スポーツ・武道についての実践的な指導能力の修得

1. 大変満足している

30年度

元年度

元年度

30年度

30年度

30年度

30年度
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実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

35 19.4% 41 22.9% 40 23.4%

106 58.9% 112 62.6% 106 62.0%

33 18.3% 23 12.8% 23 13.5%

6 3.3% 3 1.7% 2 1.2%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

57 31.7% 65 36.3% 69 40.4%

100 55.6% 93 52.0% 85 49.7%

20 11.1% 17 9.5% 14 8.2%

3 1.7% 4 2.2% 3 1.8%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

41 22.8% 37 20.7% 45 26.3%

89 49.4% 110 61.5% 94 55.0%

44 24.4% 30 16.8% 27 15.8%

6 3.3% 2 1.1% 5 2.9%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

26 14.4% 38 21.2% 45 26.3%

89 49.4% 101 56.4% 94 55.0%

53 29.4% 37 20.7% 24 14.0%

12 6.7% 3 1.7% 8 4.7%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

37 20.6% 51 28.5% 48 28.1%

105 58.3% 109 60.9% 107 62.6%

32 17.8% 19 10.6% 15 8.8%

6 3.3% 0 0.0% 1 0.6%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

18 10.0% 34 19.0% 29 17.0%

104 57.8% 101 56.4% 111 64.9%

49 27.2% 38 21.2% 28 16.4%

9 5.0% 6 3.4% 3 1.8%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

20 11.1% 41 22.9% 27 15.8%

90 50.0% 82 45.8% 98 57.3%

57 31.7% 51 28.5% 42 24.6%

13 7.2% 5 2.8% 4 2.3%

180 179 171

元年度

28年度

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

28年度

28年度

未実施

コミュニケー

ション力

リーダーシップ

キャリアデザイ

ン力

課題解決力

一般教養・倫理

科学的支援力

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

計

4. 全く満足していない

計

区分

区分

区分

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

計

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

計

1. 大変満足している

区分

1. 大変満足している

2. 満足している

29年度28年度

28年度

28年度
区分

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

計

28年度

区分

指導者基礎力

未実施

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

計

区分

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

計

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

29年度 30年度

29年度 30年度

29年度 30年度

30年度

29年度 30年度

29年度

29年度

元年度

元年度

元年度

元年度

元年度

元年度

30年度

30年度
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実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

19 10.6% 37 20.7% 25 14.6%

85 47.2% 88 49.2% 106 62.0%

62 34.4% 48 26.8% 37 21.6%

14 7.8% 6 3.4% 3 1.8%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

46 25.6% 62 34.6% 59 34.5%

106 58.9% 105 58.7% 101 59.1%

24 13.3% 11 6.1% 10 5.8%

4 2.2% 1 0.6% 1 0.6%

180 179 171

●あなたの本学における勉学の満足度についてお伺いします。

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

59 33.1% 87 48.3% 81 45.3% 80 46.8%

106 59.6% 71 39.4% 88 49.2% 82 48.0%

11 6.2% 19 10.6% 10 5.6% 8 4.7%

0 0.0% 3 1.7% 0 0.0% 1 0.6%

2 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

105 59.0% 96 53.3% 101 56.4% 108 63.2%

66 37.1% 69 38.3% 68 38.0% 53 31.0%

2 1.1% 10 5.6% 8 4.5% 7 4.1%

0 0.0% 5 2.8% 2 1.1% 3 1.8%

5 2.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

●各授業科目区分での学びはあなたを満足させるものでしたか。下の項目についてそれぞれ選択してください。

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

51 28.7% 33 18.3% 41 22.9% 41 24.0%

109 61.2% 118 65.6% 118 65.9% 113 66.1%

13 7.3% 23 12.8% 19 10.6% 16 9.4%

1 0.6% 6 3.3% 1 0.6% 1 0.6%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

56 31.5% 32 17.8% 34 19.0% 43 25.1%

108 60.7% 118 65.6% 124 69.3% 108 63.2%

9 5.1% 24 13.3% 20 11.2% 19 11.1%

1 0.6% 6 3.3% 1 0.6% 1 0.6%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

元年度

元年度

元年度

元年度

元年度

元年度

28年度

28年度

未実施

区分

区分

区分

計

未実施

科学的表現力

専門的な知識・

教養

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

計

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

「基礎科目A」は、「体育学の基礎

となる内容」を理解する科目とし

て満足させるものでしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

計

「基礎科目B」は、「スポーツ・武

道及び体育・健康づくりについて

の指導・普及に役立つ基礎的な内

容」を理解する科目として満足さ

せるものでしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

計

Q1. 本学4年間（編入生は2年

間）での自分自身の成長について

満足していますか。

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

計

Q2. 本学に入学したことについて

満足していますか。

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

計

区分

区分

区分

28年度

28年度

28年度

28年度

29年度 30年度

30年度

30年度

29年度

29年度

29年度 30年度

29年度 30年度

29年度 30年度
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実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

52 29.2% 40 22.2% 50 27.9% 57 33.3%

115 64.6% 115 63.9% 111 62.0% 103 60.2%

6 3.4% 18 10.0% 17 9.5% 10 5.8%

1 0.6% 7 3.9% 1 0.6% 1 0.6%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

59 33.1% 48 26.7% 57 31.8% 55 32.2%

98 55.1% 113 62.8% 107 59.8% 106 62.0%

12 6.7% 14 7.8% 14 7.8% 9 5.3%

1 0.6% 5 2.8% 1 0.6% 1 0.6%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

78 43.8% 67 37.2% 73 40.8% 70 40.9%

92 51.7% 101 56.1% 92 51.4% 95 55.6%

4 2.2% 8 4.4% 13 7.3% 5 2.9%

0 0.0% 4 2.2% 1 0.6% 1 0.6%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

91 51.1% 78 43.3% 101 56.4% 93 54.4%

79 44.4% 85 47.2% 68 38.0% 67 39.2%

4 2.2% 11 6.1% 9 5.0% 10 5.8%

0 0.0% 6 3.3% 1 0.6% 1 0.6%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

63 35.4% 48 26.7% 53 29.6% 55 32.2%

101 56.7% 115 63.9% 104 58.1% 102 59.6%

10 5.6% 11 6.1% 21 11.7% 12 7.0%

0 0.0% 6 3.3% 1 0.6% 2 1.2%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

64 36.0% 55 30.6% 53 29.6% 58 33.9%

97 54.5% 108 60.0% 110 61.5% 100 58.5%

9 5.1% 11 6.1% 15 8.4% 11 6.4%

1 0.6% 6 3.3% 1 0.6% 2 1.2%

3 1.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

元年度

元年度

元年度

元年度

元年度

元年度

「関連実技科目」は、「スポー

ツ・武道及び体育・健康づくりに

関する基礎的な実技力」を身につ

ける科目として満足させるもので

したか？

1. 大変満足している

区分

「実験演習科目」は、「スポー

ツ・武道及び体育・健康づくりに

関する基礎的な科学的支援力や表

現力」を身につける科目として満

足させるものでしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

区分
28年度

「指導実践科目」は、「専修科目

で身につけた体系的な実技指導力

や事業運営能力を実地的・実践的

に活用」できる科目として満足さ

せるものでしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

0. 未受講

無回答

計

無回答

計

0. 未受講

無回答

計

28年度

「応用科目」は、「スポーツ・武

道及び体育・健康づくりについて

の指導・普及に役立つ応用的な内

容」を身につける科目として満足

させるものでしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

計

区分
28年度

4. 全く満足していない

無回答

計

「ゼミナール」「卒業研究」は、

「スポーツ・武道及び体育・健康

づくりにおける関心のあるテーマ

について、これまでの知識を総合

的に活用し、課題設定、解決、説

明する能力」を身につける科目と

してあなたを満足させるものでし

たか？

2. 満足している

3. あまり満足していない

区分
28年度

「専修科目」は、「スポーツ・武

道及び体育・健康づくりに関し

て、年齢、目的に応じた体系的な

実技指導力や事業運営能力」を身

につける科目として満足させるも

のでしたか？

区分

1. 大変満足している

28年度

計

無回答

4. 全く満足していない

3. あまり満足していない

2. 満足している

区分
28年度

29年度

29年度

29年度 30年度

30年度

29年度 30年度

29年度 30年度

30年度

30年度

29年度

4/8



実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

53 29.8% 38 21.1% 46 25.7% 46 26.9%

89 50.0% 111 61.7% 108 60.3% 103 60.2%

28 15.7% 26 14.4% 22 12.3% 17 9.9%

4 2.2% 5 2.8% 3 1.7% 5 2.9%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

52 29.2% 30 16.7% 38 21.2% 36 21.1%

96 53.9% 113 62.8% 112 62.6% 104 60.8%

24 13.5% 30 16.7% 26 14.5% 27 15.8%

2 1.1% 7 3.9% 3 1.7% 4 2.3%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

50 28.1% 30 16.7% 41 22.9% 46 26.9%

102 57.3% 117 65.0% 120 67.0% 100 58.5%

21 11.8% 27 15.0% 16 8.9% 20 11.7%

1 0.6% 6 3.3% 2 1.1% 5 2.9%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

49 27.5% 36 20.0% 48 26.8% 44 25.7%

92 51.7% 110 61.1% 99 55.3% 98 57.3%

22 12.4% 23 12.8% 27 15.1% 22 12.9%

9 5.1% 11 6.1% 5 2.8% 7 4.1%

2 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

4 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

38 21.1% 49 27.4% 55 32.2%

106 58.9% 87 48.6% 83 48.5%

23 12.8% 34 19.0% 19 11.1%

13 7.2% 9 5.0% 14 8.2%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

47 26.1% 47 26.3% 53 31.0%

111 61.7% 99 55.3% 91 53.2%

14 7.8% 24 13.4% 16 9.4%

8 4.4% 9 5.0% 11 6.4%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

180 179 171

元年度

元年度

元年度

元年度

元年度

元年度

「キャリアデザイン科目」は、

「実践的、創造的なリーダーとし

ての将来を展望し、勤労感・職業

観及びキャリアデザイン力」を醸

成する科目として満足させるもの

でしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

計

「総合科目」は、「基礎的な情報

リテラシー、表現力や討論力」を

身につける科目として満足させる

ものでしたか？

教職科目について満足しています

か?

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

0. 未受講

無回答

計

区分

教職の専門科目について満足して

いますか ?

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

「社会・文化・自然科目」は、

「人間、社会、文化、自然および

環境に関する教養や態度」を身に

つける科目として満足させるもの

でしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

計

区分

「コミュニケーション科目」は、

「国際社会で活躍できる語学力と

コミュニケーション能力」を身に

つける科目として満足させるもの

でしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

計

区分

区分

28年度

29年度

29年度

29年度

28年度

28年度

28年度

28年度

0. 未受講

無回答

計

28年度

未実施

未実施

区分

区分

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

0. 未受講

無回答

計

30年度

29年度

30年度29年度

30年度

30年度

30年度

30年度

29年度
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実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

69 38.8% 78 43.3% 76 42.5% 75 43.9%

62 34.8% 52 28.9% 46 25.7% 41 24.0%

6 3.4% 6 3.3% 5 2.8% 5 2.9%

2 1.1% 3 1.7% 1 0.6% 2 1.2%

36 20.2% 41 22.8% 51 28.5% 48 28.1%

3 1.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

42 23.6%

77 43.3%

10 5.6%

2 1.1%

44 24.7%

3 1.7%

178

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

84 46.7% 90 50.3% 85 49.7%

80 44.4% 74 41.3% 71 41.5%

11 6.1% 10 5.6% 13 7.6%

1 0.6% 4 2.2% 1 0.6%

4 2.2% 1 0.6% 1 0.6%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

180 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

53 29.4% 53 29.6% 58 33.9%

73 40.6% 55 30.7% 51 29.8%

5 2.8% 5 2.8% 6 3.5%

5 2.8% 1 0.6% 1 0.6%

44 24.4% 65 36.3% 55 32.2%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

180 179 171

●あなたが履修した科目で満足度の高い授業科目名とその理由を記入してください。（複数記述可）

【解答例】スポーツ栄養学、スポーツ心理学：自分の競技に役立った

 記載省略

●4年次の前後期それぞれ、1週間あたりの平均学修時間（授業時間以外に自分で学修した時間、就活の時間は含んで良い）を選択してください。

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

61 34.1% 55 32.2%

71 39.7% 61 35.7%

22 12.3% 25 14.6%

9 5.0% 10 5.8%

10 5.6% 11 6.4%

6 3.4% 9 5.3%

179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

62 34.6% 60 35.1%

元年度

元年度

未実施

元年度

元年度

元年度

元年度

29年度

未実施

28年度

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

5. 履修していない

区分

生涯スポーツ実習について満足し

ていますか？

1. 大変満足している

2. 満足している

無回答

計

3. 3.5-7.5時間

4. 7.5-15時間

6. 30時間以上

計

5. 15-30時間

介護等体験について満足していま

すか？

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

5. 履修していない

無回答

計

区分

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

5. 履修していない

無回答

計

スポーツ指導実習について満足し

ていますか？ 2. 満足している

1. 大変満足している

教育実習について満足しています

か？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

5. 履修していない

無回答

計

29年度

28年度

未実施

未実施

28年度

区分
28年度

区分

30年度

29年度

30年度29年度

30年度

未実施

30年度

Q2. 【後期】1週間あたり授業以

外で学修した時間

1. 0-1時間

30年度

未実施

区分
28年度 29年度 30年度

Q1. 【前期】1週間あたり授業以

外で学修した時間

1. 0-1時間

未実施

2. 1-3.5時間

区分
28年度 29年度
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73 40.8% 66 38.6%

21 11.7% 20 11.7%

10 5.6% 11 6.4%

4 2.2% 4 2.3%

9 5.0% 10 5.8%

179 171

●授業科目の履修状況についてお伺いします。

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

68 38.2%

89 50.0%

8 4.5%

2 1.1%

11 6.2%

178

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

69 38.8%

87 48.9%

10 5.6%

1 0.6%

11 6.2%

178

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

88 48.9% 92 51.4% 78 45.6%

86 47.8% 84 46.9% 86 50.3%

5 2.8% 2 1.1% 6 3.5%

1 0.6% 1 0.6% 1 0.6%

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

180 179 171

上級英語
弓道

  関連実技科目で人気な競技をほとんどできたかった。体育大学ならもっとたくさんの競技の授業を受けることができる環境を作るべきだと思う。
  実技科目各学年で取らなければいけない授業をとってきたのにもかかわらず、4年で余っていたのがとってきたものばかりで教職のために作られた通年の授業を取らざるを得なかった。

  教職難しかったから

ゴルフ

●サークル活動（部活動）についてお伺いします。

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

159 88.3% 165 92.2% 154 90.1%

15 8.3% 9 5.0% 10 5.8%

6 3.3% 5 2.8% 7 4.1%

180 179 171

元年度

未実施

元年度

未実施

元年度

元年度

未実施

未実施

28年度

29年度

未実施

授業科目は希望どおりの履修がで

きて満足していますか ?

無回答

計

区分

29年度

参加した

最初から参加していない

参加したが途中でやめた

区分
30年度

30年度

未実施

未実施

未実施

29年度 30年度

28年度

Q2. 専門科目は希望どおり履修で

きて満足していますか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

Q1. 教養科目（一般科目及びキャ

リア形成科目）は希望どおり履修

できて満足していますか？

外で学修した時間

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

区分
28年度

計

部活動に参加していましたか ?

履修できなかった科目名を教えて

ください。

区分

計

28年度

29年度 30年度

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

無回答

計

未実施

未実施

2. 1-3.5時間

3. 3.5-7.5時間

4. 7.5-15時間

5. 15-30時間

6. 30時間以上

計
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【上の質問で部活動に参加したと回答した方のみ】部活動の取り組みは、あなたを満足させるものでしたか。

以下の項目ごとに回答してください。

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

120 67.4% 99 59.3% 113 63.1% 103 60.2%

32 18.0% 57 34.1% 54 30.2% 48 28.1%

5 2.8% 6 3.6% 6 3.4% 7 4.1%

1 0.6% 5 3.0% 6 3.4% 2 1.2%

8 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

12 6.7% 0 0.0% 0 0.0% 11 6.4%

178 167 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

111 62.4% 93 55.7% 103 57.5% 85 49.7%

38 21.3% 60 35.9% 54 30.2% 56 32.7%

7 3.9% 9 5.4% 15 8.4% 15 8.8%

2 1.1% 5 3.0% 7 3.9% 4 2.3%

8 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

12 6.7% 0 0.0% 0 0.0% 11 6.4%

178 167 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

111 62.4% 96 57.5% 99 55.3% 89 52.0%

38 21.3% 51 30.5% 61 34.1% 52 30.4%

7 3.9% 13 7.8% 13 7.3% 16 9.4%

2 1.1% 7 4.2% 6 3.4% 1 0.6%

8 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

12 6.7% 0 0.0% 0 0.0% 13 7.6%

178 167 179 171

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

114 64.0% 96 57.5% 106 59.2% 92 53.8%

39 21.9% 53 31.7% 53 29.6% 52 30.4%

4 2.2% 11 6.6% 13 7.3% 14 8.2%

1 0.6% 7 4.2% 7 3.9% 1 0.6%

8 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

12 6.7% 0 0.0% 0 0.0% 12 7.0%

178 167 179 171

●最後に、卒業後のスポーツリーダー／指導者としての意気込みをお伺いします。

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率

74 41.6% 98 54.4% 90 50.3% 86 50.3%

72 40.4% 60 33.3% 67 37.4% 63 36.8%

9 5.1% 14 7.8% 17 9.5% 17 9.9%

1 0.6% 8 4.4% 5 2.8% 5 2.9%

22 12.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

178 180 179 171

●最後に、本学の教育課程や教育について、意見・感想があればお願いします。（令和元年度のみ記載）

元年度

元年度

元年度

元年度

Q3. サークル活動はあなたの「実

践的指導能力の修得」を満足させ

るものでしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

元年度28年度

Q1. あなたは、卒業後、有給・無

給に関わらず、家庭、職場、地域

等でスポーツ指導者あるいはリー

ダーとしてどのように関わろうと

考えていますか？ 無回答

計

区分
30年度

28年度

Q4. サークル活動をする環境（人

的・施設等）は、あなたにとって

満足でしたか？

1. 大変満足している

2. 満足している

Q2. サークル活動はあなたの「競

技力の向上」を満足させるもので

したか？

Q1. サークル活動はあなたの「社

会性や人間性の成長」を満足させ

るものでしたか？

0. 参加していない

無回答

計

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

0. 参加していない

無回答

計

29年度

区分

3. 無給では関わりたくない

4. 全く関わりたくない

区分

1. 積極的に関わりたい

2. 要請があれば関わりたい

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

0. 参加していない

無回答

計

4. 全く満足していない

無回答

計

区分
28年度

区分
28年度

1. 大変満足している

2. 満足している

3. あまり満足していない

4. 全く満足していない

29年度

28年度

30年度

30年度29年度

30年度

30年度

29年度

記載省略

29年度

0. 参加していない
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調査科目     ：１４科目（一般科目３科目、専門科目１０科目、専攻科目１科目）
授業評価回答数：６７４件

専攻科目

講義
科目

演習
科目

講義
科目

演習
科目

講義実
習科目

実技
科目

講義演
習科目

授業内容について、興味を持つことができた。 4.19 4.34 4.11 4.47 3.95 4.50 4.47 4.42 4.67 4.31 4.41 3.75 5.00 4.42 4.67 4.47
新しい知識、考え方が身につき、さらに勉強したくなるよ
うな内容だった。

3.96 4.15 3.81 4.67 3.83 4.25 4.67 4.38 4.13 4.18 3.66 4.70 4.38 4.67

シラバスどおりに授業は進められていた。 4.27 4.38 4.22 4.47 4.23 4.30 4.47 4.23 4.41 4.43 4.25 4.11 4.60 4.23 4.41 4.47
授業の進行の速さは適切であった。 4.09 4.06 4.10 4.40 4.02 4.40 4.40 4.15 3.95 4.33 4.06 4.80 4.15 4.40
配布資料やプレゼンテーション資料は、授業の理解に役
立った。

4.19 4.34 4.08 4.40 4.17 4.31 4.40 4.10 4.38 4.23 4.05 4.80 4.10 4.40

学生が授業に参加できるよう配慮されていた。 4.23 4.51 4.12 4.40 3.91 4.58 4.40 4.38 4.36 4.51 3.91 5.00 4.38 4.40
学生の質問などについて適切に対応していた。 4.10 4.25 4.00 4.47 3.95 4.66 4.47 4.52 4.11 4.60 3.86 5.00 4.52 4.47
私語や遅刻等、受講する学生の態度について、適切に注意
を促していた。

4.09 4.42 3.87 4.40 4.05 4.18 4.40 4.27 4.56 4.07 3.76 4.80 4.27 4.40
板書、プレゼンテーション資料及び配付資料は見やすかっ
た。

4.16 4.25 4.12 4.40 4.11 4.36 4.40 3.96 4.28 4.25 4.11 5.00 3.96 4.40

成績評価について、明確に説明されていた。 4.37 4.48 4.32 4.53 4.27 4.57 4.53 4.38 4.60 4.47 4.51 4.15 4.90 4.38 4.60 4.53
資料配付や出欠確認に時間をとられず、スムーズに授業が
進められた。

4.14 4.36 3.94 4.14 3.94

教員の話し方は聞き取りやすかった。 4.12 4.28 3.97 4.12 3.97
当該種目を「できるようになる」又は「指導できるように
なる」ような授業内容で構成されていた。

4.44 4.44 4.44 4.44
当該種目の特性、ルール、専門用語等についても教授して
いた。

4.48 4.48 4.48 4.48

デモンストレーションは授業の理解に役立っていた。 4.45 4.45 4.45 4.45
運動時間が適切に確保されていた。 4.66 4.66 4.66 4.66
対象者のレベルにあわせた工夫がされていた。 4.43 4.43 4.43 4.43
授業は時間内に終了するように配慮されていた。 4.64 4.64 4.64 4.64
事故防止や安全確認について，常に配慮されていた。 4.53 4.53 4.53 4.53
季節や天候を考慮した授業が進められていた。 4.61 4.61 4.61 4.61
実技の実施や指導を行う点から、受講生のグルーピングは
適切であった。

4.51 4.51 4.51 4.51

平成２８年度前期　授業評価集計表

質 問 項 目
全体
平均

一般
科目

専門
科目

専攻
科目

講義
科目

演習
科目

講義
演習
科目

講義
実習
科目

実技
科目

一般科目 専門科目
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調査科目     ：１６科目（一般科目５科目、専門科目１０科目、教職科目１科目）
授業評価回答数：１２４２件

演習
科目

講義演習
科目

講義
科目

実技
科目

講義科
目

授業内容について、興味を持つことができた。 4.13 4.10 4.23 3.79 3.96 4.23 3.89 4.53 4.23 3.89 4.03 4.53 3.79
新しい知識、考え方が身につき、さらに勉強したくなるよ
うな内容だった。

3.88 3.94 3.92 3.62 3.84 4.06 3.74 4.06 3.74 3.92 3.62

シラバスどおりに授業は進められていた。 4.22 4.28 4.23 4.03 4.08 4.26 4.33 4.42 4.26 4.33 4.10 4.42 4.03
授業の進行の速さは適切であった。 3.88 4.11 3.61 3.99 3.72 4.05 4.23 4.05 4.23 3.61 3.99
配布資料やプレゼンテーション資料は、授業の理解に役
立った。

4.01 4.09 3.96 3.92 3.95 4.09 4.10 4.09 4.10 3.96 3.92

学生が授業に参加できるよう配慮されていた。 4.12 4.28 3.86 4.28 4.28 3.86
学生の質問などについて適切に対応していた。 3.99 4.24 3.79 3.89 3.82 4.27 4.20 4.27 4.20 3.79 3.89
私語や遅刻等、受講する学生の態度について、適切に注意
を促していた。

3.88 3.95 3.89 3.65 3.83 4.03 3.83 4.03 3.83 3.89 3.65
板書、プレゼンテーション資料及び配付資料は見やすかっ
た。

4.17 4.20 4.11 4.20 4.20 4.11

成績評価について、明確に説明されていた。 4.20 4.24 4.27 3.78 4.00 4.30 4.14 4.53 4.30 4.14 4.09 4.53 3.78
資料配付や出欠確認に時間をとられず、スムーズに授業が
進められた。

4.11 4.29 4.04 3.99 4.29 4.29 4.04

教員の話し方は聞き取りやすかった。 3.86 4.24 3.71 3.82 4.24 4.24 3.71
当該種目を「できるようになる」又は「指導できるように
なる」ような授業内容で構成されていた。

4.35 4.35 4.35 4.35
当該種目の特性、ルール、専門用語等についても教授して
いた。

4.44 4.44 4.44 4.44

デモンストレーションは授業の理解に役立っていた。 4.46 4.46 4.46 4.46
運動時間が適切に確保されていた。 4.44 4.44 4.44 4.44
対象者のレベルにあわせた工夫がされていた。 4.31 4.31 4.31 4.31
授業は時間内に終了するように配慮されていた。 4.64 4.64 4.64 4.64
事故防止や安全確認について，常に配慮されていた。 4.44 4.44 4.44 4.44
季節や天候を考慮した授業が進められていた。 4.38 4.38 4.38 4.38
実技の実施や指導を行う点から、受講生のグルーピングは
適切であった。

4.36 4.36 4.36 4.36

教職科目

平成２８年度後期　授業評価集計表

質 問 項 目
全体
平均

一般
科目

専門
科目

教職
科目

講義
科目

演習
科目

講義
演習
科目

実技
科目

一般科目 専門科目
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平成29年度前期・鹿屋体育大学授業振り返りアンケート結果分析表

授業科目名
講義・演習科目

全体平均
関連実技科目

全体平均
全体平均

区分 多人数 少人数 多人数 少人数 多人数 少人数 多人数 少人数 多人数 少人数 多人数 少人数 多人数 少人数 多人数 少人数 多人数 少人数 多人数 少人数 多人数 少人数 全体 全体 全体
科目数 8 1 1 1 4 2 2 6 2 2 2 6 1 2 3 2 44 18 62

回答者数（のべ人数） 185 191 5 32 204 255 21 787 114 251 260 163 3 363 242 3073 476 57

全科目共通 授業内容について、興味を持つことができた。 4.25 3.94 5.00 4.25 4.24 3.96 4.19 3.62 4.09 3.74 3.96 4.40 4.70 4.53 3.77 4.03 4.13 4.34 4.17

講義・演習
共通

新しい知識、考え方が身につき、さらに勉強したく
なるような内容だった。

4.13 3.73 4.50 4.28 4.09 3.89 4.00 3.57 3.99 3.69 3.87 4.28 4.70 4.26 3.75 4.02 4.00 4.04

実技科目
当該種目を「できるようになる」又は「指導できる
ようになる」ような授業内容で構成されていた。

4.12 4.12

実技科目
当該種目の特性、ルール、専門用語等についても教
授していた。

4.13 4.13

全科目共通 シラバスどおりに授業は進められていた。 4.02 3.91 4.50 4.13 4.05 3.97 4.07 3.89 4.06 3.82 3.97 4.37 4.30 4.48 4.04 3.98 4.08 4.10 4.10

講義・演習
共通

授業の進行の速さは適切であった。 4.14 3.38 4.33 4.06 3.93 3.94 4.14 3.72 3.96 3.76 3.79 4.37 4.70 4.59 3.96 3.83 3.99 4.03

講義・演習
共通

配付資料やプレゼンテーション資料は、授業の理解
に役立った。

4.11 4.03 4.17 4.16 4.08 3.96 4.14 3.81 4.08 3.66 3.98 4.37 5.00 4.37 3.88 3.98 4.05 4.11

講義・演習
少人数

学生が授業に参加できるよう配慮されていた。 4.40 3.60 4.60 4.34 4.11 4.01 4.14 3.83 3.80 3.69 4.01 4.40 5.00 4.51 3.90 3.95 4.09 4.14

講義・演習
共通

学生の質問などについて適切に対応していた。 4.31 4.22 4.33 4.19 4.21 3.86 4.05 3.62 3.95 3.63 4.05 4.29 4.30 4.41 3.95 3.92 4.07 4.08

講義・演習
多人数

資料配付や出欠確認に時間をとられず、スムーズに
授業が進められた。

3.93 4.09 3.66 3.67 3.49 3.70 3.89 3.78 3.78

実技科目
デモンストレーションは授業の理解に役立ってい
た。

4.21 4.21

実技科目 運動時間が適切に確保されていた。 4.28 4.28

実技科目 対象者のレベルにあわせた工夫がされていた。 4.02 4.02

実技科目 授業は時間内に終了するように配慮されていた。 4.19 4.19

講義・演習
共通

私語や遅刻等、受講する学生の態度について、適切
に注意を促していた。

4.04 3.86 4.17 4.00 3.72 3.99 3.71 3.64 3.62 3.66 3.88 4.07 3.70 3.97 4.02 3.86 3.88 3.87

講義・演習
少人数

板書、プレゼンテーション資料及び配付資料は見や
すかった。

4.19 4.17 4.23 3.90 3.99 4.31 4.30 4.42 4.15 4.19

講義・演習
多人数

教員の話し方は聞き取りやすかった。 3.79 4.16 3.80 3.86 3.71 3.80 3.93 4.00 3.86 3.88

実技科目
事故防止や安全確認について，常に配慮されてい
た。

4.23 4.23

実技科目 季節や天候を考慮した授業が進められていた。 4.10 4.10

実技科目
実技の実施や指導を行う点から、受講生のグルーピ
ングは適切であった。

4.06 4.06

評価について 全科目共通 成績評価について、明確に説明されていた。 4.14 4.17 4.31 3.76 4.29 4.28 4.30 4.02 3.87 4.10 4.16 4.13

進め方について

環境について

[５段階評価 ・・・    5：非常にそう思う  4：そう思う  ３：どちらともいえない  2：そう思わない  1：全くそう思わない］

応用科目
平均

実験演習科目
平均

生涯系
専修科目

平均

教職
平均

教職専門
平均

内容について

コミュニケーショ
ン科目
平均

社会・文化・自然
科目
平均

総合科目
平均

キャリア
デザイン科目

平均

基礎科目A
平均

基礎科目B
平均

3/24



 平成29年度後期・鹿屋体育大学授業振り返りアンケート結果分析表［講義・演習科目］
2018.6.28

授業科目群名：

コミュニ
ケーショ
ン科目
平均

社会・文
化・自然

平均

キャリア
デザイン

科目
平均

基礎Ａ
平均

基礎Ｂ
平均

応用科目
平均

生涯系専
修科目
平均

指導実践
科目
平均

教職科目
平均

講義･演
習 科目

平均

科目数 6 6 2 2 7 8 3 1 8 43
回答者数（のべ人数） 253 424 207 299 552 330 36 186 915 3202

≪自己学修に関する設問≫
設問1 ：あなたは、レポートや課題に対して納得いく
まで取り組みましたか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]大いにそう思う 44% 40% 32% 41% 37% 32% 46% 32% 34% 37%
 [2]そう思う 47% 52% 59% 51% 57% 62% 54% 60% 59% 56%
 [3]そう思わない 6% 5% 6% 4% 4% 4% 0% 6% 4% 4%
 [4]全くそう思わない 0% 1% 1% 0% 1% 0% 0% 1% 1% 0%
   未回答 3% 3% 2% 4% 2% 2% 0% 1% 2% 2%

設問2 ：あなたは、授業に対して「単位さえもらえれ
ばよい」という気持ちで出席しましたか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]大いにそう思う 18% 14% 21% 13% 12% 9% 14% 8% 13% 13%
 [2]そう思う 31% 34% 30% 26% 30% 25% 24% 28% 34% 30%
 [3]そう思わない 37% 31% 36% 32% 41% 44% 18% 53% 37% 37%
 [4]全くそう思わない 11% 17% 10% 25% 16% 19% 11% 10% 15% 15%
   未回答 4% 3% 2% 3% 2% 2% 33% 1% 2% 5%
  [1]と[2]の合計割合 49% 48% 51% 39% 42% 34% 38% 36% 47% 43%

設問3 ：この授業の内容はよく理解できましたか。
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
 [1]大いにそう思う 41% 23% 31% 38% 25% 35% 63% 24% 26% 33%
 [2]そう思う 51% 66% 55% 54% 65% 60% 35% 68% 66% 59%
 [3]そう思わない 3% 6% 8% 5% 8% 1% 0% 5% 4% 4%
 [4]全くそう思わない 1% 1% 2% 0% 1% 0% 0% 3% 0% 1%
   未回答 3% 4% 3% 4% 2% 4% 2% 1% 3% 3%

≪達成度に関する質問≫
設問4 ：シラバスに書かれている到達目標をあなたは
どの程度達成できたと思いますか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]十分に達成できた 31% 21% 25% 27% 23% 27% 51% 11% 22% 26%
 [2]ある程度達成できた 53% 58% 50% 53% 58% 60% 36% 57% 59% 56%
 [3]あまり達成できなかった 7% 10% 13% 12% 8% 8% 6% 18% 10% 9%
 [4]達成できなかった 0% 2% 2% 1% 1% 0% 0% 2% 2% 1%
 [5]到達目標がわからない 2% 2% 3% 0% 3% 1% 0% 3% 1% 2%
 [6]シラバスを読んでいない 3% 4% 5% 4% 6% 2% 7% 8% 4% 4%
   未回答 3% 4% 2% 4% 2% 3% 0% 1% 2% 2%

≪授業改善に関する質問≫
設問5 ：この授業で担当教員に改善してほしい事項を
チェックして下さい（複数可）。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1］特になし 65% 65% 69% 73% 72% 79% 93% 48% 69% 72%
 [2] 授業への熱意 7% 5% 6% 4% 4% 2% 0% 7% 7% 5%
 [3] 学生に対する対応 5% 4% 17% 3% 7% 2% 0% 19% 3% 5%
 [4] 説明のわかりやすさ 10% 16% 16% 10% 13% 3% 0% 22% 5% 9%
 [5] 板書、教材、PowerPoint等のわかりやすさ 7% 11% 3% 8% 6% 6% 2% 10% 6% 7%
 [6] シラバスのわかりやすさ 1% 1% 3% 1% 1% 1% 0% 4% 1% 1%
 [7] 授業の計画性・進行 7% 7% 4% 3% 7% 3% 2% 10% 6% 5%
 [8］授業の内容（情報） 3% 4% 3% 2% 3% 1% 2% 11% 2% 3%
 [9］成績評価の方法 2% 2% 2% 1% 2% 1% 0% 4% 1% 1%
 [10］iPad等のICT機器の活用 6% 4% 2% 3% 4% 3% 2% 10% 4% 4%
 [11］予習・復習を促す課題等（の工夫） 2% 1% 1% 0% 3% 1% 0% 5% 2% 2%
 [12］学生が参加できる授業づくり
   （質疑応答・発表・グループワーク等）

2% 2% 2% 0% 2% 1% 0% 10% 4% 2%

   未回答 7% 3% 2% 4% 2% 3% 0% 2% 4% 3%
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≪授業への興味・関心に関する質問≫
設問6： 授業を通じて、この科目に関連する分野への
興味や関心が高まりましたか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]大いにそう思う 41% 32% 28% 45% 35% 46% 64% 24% 30% 38%
 [2]そう思う 49% 51% 58% 47% 55% 47% 34% 61% 56% 51%
 [3]そう思わない 7% 10% 8% 3% 6% 3% 2% 10% 11% 7%
 [4]全くそう思わない 0% 3% 2% 0% 1% 0% 0% 3% 0% 1%
   未回答 3% 4% 4% 5% 2% 3% 0% 1% 3% 3%

≪授業成果に関する質問≫
設問7： 授業を通じて、特に身についた力をチェック
してください（3つまで可）。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]実技力 18% 6% 12% 8% 18% 18% 21% 9% 9% 14%
 [2]実技指導力 2% 3% 3% 7% 18% 6% 32% 22% 10% 10%
 [3]事業運営力 1% 2% 3% 2% 2% 10% 13% 3% 4% 5%
 [4]指導者基礎力 3% 3% 8% 9% 18% 14% 30% 54% 26% 15%
 [5] コミュニケーション力 63% 17% 36% 4% 11% 11% 57% 27% 23% 26%
 [6] リーダーシップ 1% 2% 4% 1% 4% 2% 17% 6% 3% 3%
 [7］キャリアデザイン力 5% 3% 50% 2% 4% 5% 5% 11% 2% 6%
 [8］課題解決力 15% 6% 5% 6% 11% 17% 28% 22% 14% 13%
 [9］一般教養・倫理 34% 47% 8% 24% 15% 12% 6% 23% 31% 24%
 [10］科学的支援力 1% 0% 0% 2% 4% 4% 0% 2% 1% 2%
 [11］科学的表現力 1% 2% 0% 4% 3% 6% 0% 4% 2% 3%
 [12］専門的な知識・教養 30% 58% 24% 74% 67% 58% 49% 24% 53% 53%
   未回答 3% 5% 3% 4% 3% 3% 0% 4% 2% 3%
 
設問8： 設問7で選んだ身につけた能力について満足
していますか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]十分満足している 30% 31% 29% 38% 29% 36% 57% 15% 24% 32%
 [2]満足している 52% 52% 55% 50% 60% 55% 39% 58% 63% 55%
 [3]あまり満足していない 14% 12% 10% 8% 8% 6% 4% 23% 10% 10%
 [4]全く満足していない 1% 1% 3% 1% 1% 0% 0% 3% 1% 1%
   未回答 3% 4% 3% 4% 2% 3% 0% 2% 2% 3%

≪総合評価（満足度）≫
設問9 ：総合的に判断して、この授業は意義のあるも
のでしたか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]大いにそう思う 49% 37% 36% 52% 36% 48% 51% 25% 38% 42%
 [2]そう思う 42% 49% 54% 42% 57% 48% 49% 63% 56% 51%
 [3]そう思わない 6% 8% 5% 2% 4% 1% 0% 9% 4% 4%
 [4]全くそう思わない 0% 2% 2% 1% 1% 0% 0% 3% 1% 1%
   未回答 3% 4% 3% 4% 2% 3% 0% 1% 2% 2%
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授業科目群名：
関連実技

平均
専修論・
実習平均

実技科目
平均

科目数 11 8 19
回答者数（のべ人数） 235 187 422

≪自己学修に関する設問≫
設問1 ：あなたは、レポートや課題に対して納得いくまで取り組み
ましたか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]大いにそう思う 54% 48% 52%
 [2]そう思う 42% 49% 45%
 [3]そう思わない 2% 2% 2%
 [4]全くそう思わない 0% 0% 0%
   未回答 2% 1% 1%

設問2 ：あなたは、授業に対して「単位さえもらえればよい」という
気持ちで出席しましたか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]大いにそう思う 11% 12% 11%
 [2]そう思う 21% 18% 20%
 [3]そう思わない 36% 40% 38%
 [4]全くそう思わない 30% 29% 30%
   未回答 2% 1% 2%
  [1]と[2]の合計割合 31% 30% 31%

設問3 ：この授業の内容はよく理解できましたか。
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
 [1]大いにそう思う 57% 45% 52%
 [2]そう思う 37% 53% 44%
 [3]そう思わない 5% 1% 3%
 [4]全くそう思わない 0% 0% 0%
   未回答 1% 1% 1%

平成29年度後期・鹿屋体育大学授業振り返りアンケート結果分析表
［実技科目］
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≪達成度に関する質問≫
設問4 ：シラバスに書かれている到達目標をあなたはどの程度達成
できたと思いますか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]十分に達成できた 46% 36% 42%
 [2]ある程度達成できた 44% 43% 44%
 [3]あまり達成できなかった 4% 3% 3%
 [4]達成できなかった 1% 2% 1%
 [5]到達目標がわからない 1% 0% 1%
 [6]シラバスを読んでいない 2% 1% 1%
   未回答 1% 2% 2%

≪授業改善に関する質問≫
設問5 ：この授業で担当教員に改善してほしい事項をチェックして下
さい（複数可）。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1］特になし 79% 82% 80%
 [2] 授業への熱意 5% 5% 5%
 [3]  技能レベルに合わせた学生への対応 8% 3% 6%
 [4]  指示、示範、デモンストレーションのわかりやすさ 4% 2% 3%
 [5]  教材、教具、環境の適切さ 3% 1% 2%
 [6]  シラバスのわかりやすさ 2% 1% 1%
 [7]  授業の進行・計画性 1% 5% 3%
 ［8］ 授業内容：ルール、記録、文化等の知識に
   関する内容

3% 1% 2%

 ［9］ 授業内容：運動技能を評価し、指導する能力に
   関する内容

2% 2% 2%

 ［10］授業内容：安全面への配慮、運営・管理能力に
   関する内容

2% 1% 2%

 ［11］成績評価の方法 1% 1% 1%
 ［12］iPad等のICT機器の活用 2% 1% 2%
 ［13］予習・復習を促す課題等（の工夫） 1% 1% 1%

≪授業への興味・関心に関する質問≫
設問6： 授業を通じて、この科目に関連する分野への興味や関心が
高まりましたか。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]大いにそう思う 60% 50% 56%
 [2]そう思う 35% 49% 41%
 [3]そう思わない 2% 1% 2%
 [4]全くそう思わない 1% 0% 0%
   未回答 1% 1% 1%
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≪授業成果に関する質問≫
設問7： 授業を通じて、特に身についた力をチェックしてください
（3つまで可）。

平均
（%）

平均
（%）

平均
（%）

 [1]実技力 84% 76% 81%
 [2]実技指導力 34% 47% 40%
 [3]事業運営力 3% 10% 6%
 [4]指導者基礎力 14% 23% 18%
 [5] コミュニケーション力 26% 28% 27%
 [6] リーダーシップ 3% 6% 5%
 [7］キャリアデザイン力 2% 2% 2%
 [8］課題解決力 12% 10% 11%
 [9］一般教養・倫理 3% 4% 3%
 [10］科学的支援力 0% 2% 1%
 [11］科学的表現力 0% 1% 1%
 [12］専門的な知識・教養 21% 53% 34%
   未回答 1% 1% 1%
 

設問8： 設問7で選んだ身につけた能力について満足していますか。
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
 [1]十分満足している 51% 49% 50%
 [2]満足している 44% 47% 45%
 [3]あまり満足していない 3% 3% 3%
 [4]全く満足していない 0% 0% 0%
   未回答 1% 1% 1%

≪総合評価（満足度）≫

設問9 ：総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか。
平均

（%）
平均

（%）
平均

（%）
 [1]大いにそう思う 65% 60% 63%
 [2]そう思う 31% 37% 34%
 [3]そう思わない 2% 1% 1%
 [4]全くそう思わない 0% 1% 1%
   未回答 1% 2% 2%
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授業科目名
コミュニケー
ション科目平
均

社会・文化・
自然科目平均

総合科目
平均

キャリア
デザイン科目

平均

基礎科目A
平均

基礎科目B
平均

応用科目
実験演習科目

平均

生涯系
専修科目

平均

教職
平均

教職専門
平均

講義・演習科
目

全体
科目数 18 2 6 6 10 3 5 3 3 3 2 29

回答者数 408 211 298 408 1167 338 314 30 67 349 247 2512

Q1.≪自己学修に関する設問≫
あなたは、レポートや課題に対して納得いくまで取り組みましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)

1.大いにそう思う 46% 51% 51% 53% 39% 44% 50% 53% 46% 40% 51% 46%
2.そう思う 51% 49% 47% 45% 56% 52% 49% 47% 51% 58% 48% 51%
3.そう思わない 3% 0% 2% 2% 5% 3% 1% 0% 3% 2% 1% 3%
4.全くそう思わない 0% 0% 1% 0% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

Q2.あなたは、授業に対して「単位さえもらえればよい」という気持ちで出席しましたか。 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)

1.大いにそう思う 14% 10% 8% 13% 12% 19% 12% 13% 18% 16% 15% 13%
2.そう思う 27% 27% 25% 28% 34% 27% 25% 20% 31% 26% 23% 29%
3.そう思わない 37% 39% 46% 38% 35% 34% 42% 13% 36% 39% 39% 37%
4.全くそう思わない 22% 24% 21% 21% 19% 20% 22% 53% 15% 19% 24% 21%

Q3.あなたは、この授業に対して授業時間外で総時間どれくらいの自己学習（予習・復習・
レポート・試験勉強含む）を行いましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)

1.1時間未満 32% 49% 38% 35% 50% 57% 48% 23% 34% 50% 29% 45%
2.1.0時間以上～3.5時間未満（1受講あたり、平均して15分未満） 34% 30% 32% 29% 31% 26% 30% 30% 33% 29% 35% 31%
3.3.5時間以上～7.5時間未満（1受講あたり、平均して15分以上～30分未満） 24% 16% 22% 26% 14% 12% 16% 17% 25% 14% 28% 18%
4.7.5時間以上～15時間未満（1受講あたり、平均して30分以上～60分未満） 7% 3% 6% 8% 4% 5% 4% 17% 4% 6% 5% 5%
5.15時間以上～30時間未満（1受講あたり、平均して60分以上～120分未満） 2% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 13% 1% 1% 2% 1%
6.30時間以上（1受講あたり、平均して120分以上） 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 1% 0% 0%

Q4.≪授業理解に関する質問≫
この授業の内容はよく理解できましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)

1.大いにそう思う 38% 33% 34% 43% 26% 40% 35% 60% 39% 33% 38% 34%
2.そう思う 54% 60% 59% 54% 63% 56% 62% 37% 57% 58% 59% 59%
3.そう思わない 8% 7% 5% 3% 10% 4% 3% 3% 4% 7% 3% 6%
4.全くそう思わない 1% 0% 2% 0% 1% 1% 0% 0% 0% 2% 0% 1%

Q5.≪達成度に関する質問≫
シラバスに書かれている到達目標をあなたはどの程度達成できたと思いますか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)

1.十分に達成できた 29% 27% 26% 35% 23% 41% 33% 47% 36% 31% 31% 30%
2.ある程度達成できた 54% 58% 54% 56% 54% 46% 55% 50% 54% 55% 59% 54%
3.あまり達成できなかった 11% 9% 14% 6% 14% 7% 6% 0% 4% 9% 6% 10%
4.達成できなかった 1% 1% 1% 0% 2% 0% 0% 0% 1% 1% 0% 1%
5.到達目標がわからない 1% 3% 2% 2% 3% 1% 1% 0% 0% 2% 0% 2%
6.シラバスを読んでいない 4% 2% 3% 1% 4% 5% 5% 3% 4% 2% 4% 3%

Q6.≪授業改善に関する質問≫
この授業で担当教員に改善してほしい事項はありますか（複数可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)

1.特になし  79% 83% 83% 80% 78% 84% 81% 97% 79% 76% 75% 80%
2.授業への熱意 3% 3% 5% 2% 4% 6% 3% 3% 4% 6% 3% 4%
3.学生への対応 3% 2% 6% 7% 6% 4% 2% 0% 6% 7% 8% 5%
4.板書、教材、PowerPoint等のわかりやすさ 5% 5% 3% 5% 7% 4% 4% 0% 4% 11% 10% 5%
5.シラバスのわかりやすさ  0% 2% 1% 0% 1% 1% 1% 0% 1% 2% 1% 1%
6.授業の計画性・進行 7% 4% 7% 3% 5% 4% 10% 0% 4% 5% 5% 5%
7.授業の内容（情報）   8% 3% 4% 3% 5% 4% 3% 0% 4% 7% 4% 4%

平成30年度前期・鹿屋体育大学授業振り返りアンケート結果［講義・演習科目］
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8.成績評価の方法   2% 1% 2% 2% 2% 1% 1% 0% 1% 2% 2% 2%
9.iPad等のICT機器の活用 3% 8% 4% 6% 7% 2% 3% 0% 1% 3% 7% 5%
10.予習・復習を促す課題等（の工夫） 3% 1% 1% 2% 2% 1% 1% 0% 1% 2% 3% 2%
11.学生が参加できる授業づくり（質疑応答・発表・グループワーク等）  2% 2% 2% 2% 2% 0% 2% 0% 1% 3% 2% 2%

Q7.≪授業への興味・関心に関する質問≫
 授業を通じて、この科目に関連する分野への興味や関心が高まりましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)

1.大いにそう思う 37% 36% 38% 40% 30% 42% 42% 80% 45% 29% 49% 37%
2.そう思う 56% 59% 56% 54% 59% 50% 54% 20% 48% 61% 47% 55%
3.そう思わない 6% 5% 6% 5% 10% 7% 4% 0% 7% 8% 4% 7%
4.全くそう思わない 0% 0% 0% 1% 1% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 1%

Q8.≪授業成果に関する質問≫
 授業を通じて、特に身についた力はありますか（3つまで可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)

1.実技力 19% 14% 47% 20% 12% 33% 10% 27% 13% 10% 24% 19%
2.実技指導力 5% 3% 5% 4% 5% 9% 6% 3% 15% 10% 37% 8%
3.事業運営力 1% 2% 8% 1% 3% 3% 10% 0% 9% 3% 4% 4%
4.指導者基礎力 2% 3% 2% 3% 6% 7% 7% 3% 9% 24% 40% 9%
5.コミュニケーション力 63% 1% 9% 64% 6% 8% 8% 20% 13% 10% 26% 21%
6.リーダーシップ 1% 1% 3% 5% 2% 3% 1% 0% 0% 3% 7% 2%
7.キャリアデザイン力 2% 0% 5% 53% 2% 2% 4% 0% 7% 2% 3% 8%
8.課題解決力 10% 7% 20% 13% 9% 12% 12% 27% 13% 9% 6% 11%
9.一般教養・倫理 32% 40% 26% 19% 35% 27% 30% 17% 25% 33% 31% 31%
10.科学的支援力 0% 4% 2% 0% 3% 3% 5% 13% 0% 0% 1% 2%
11.科学的表現力 0% 5% 2% 1% 3% 2% 4% 17% 0% 1% 1% 2%
12.専門的な知識・教養 37% 72% 55% 17% 67% 66% 77% 83% 75% 54% 55% 57%

Q9. 問8で選んだ身につけた能力について満足していますか。 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)
1.十分満足している 34% 33% 33% 34% 26% 43% 34% 57% 39% 29% 34% 32%
2.満足している   52% 61% 55% 59% 60% 49% 58% 40% 48% 58% 56% 57%
3.あまり満足していない 13% 6% 11% 7% 13% 7% 7% 3% 12% 12% 10% 10%
4.全く満足していない 1% 0% 1% 0% 2% 1% 0% 0% 1% 1% 0% 1%

Q10.≪総合評価（満足度）≫
 総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 平均(%)

1.大いにそう思う 43% 43% 50% 48% 34% 43% 46% 73% 40% 34% 51% 42%
2.そう思う 52% 56% 47% 49% 58% 51% 51% 27% 52% 61% 46% 53%
3.そう思わない 5% 1% 1% 3% 7% 5% 3% 0% 7% 4% 3% 4%
4.全くそう思わない 1% 0% 1% 0% 1% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 1%
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平成30年度前期・鹿屋体育大学授業振り返りアンケート結果［実技科目］

授業科目名
関連実技科目

合計

科目数 23
回答者数 650

Q1.≪自己学修に関する設問≫
あなたは、レポートや課題に対して納得いくまで取り組みましたか。

平均(%)

1.大いにそう思う 60%
2.そう思う 38%
3.そう思わない 1%
4.全くそう思わない 0%

Q2.あなたは、授業に対して「単位さえもらえればよい」という気持ちで出席しましたか。 平均(%)
1.大いにそう思う 12%
2.そう思う 19%
3.そう思わない 36%
4.全くそう思わない 33%

Q3.あなたは、この授業に対して授業時間外で総時間どれくらいの自己学習（予習・復習・レポート・試験勉強含
む）を行いましたか。

平均(%)

1.1時間未満 53%
2.1.0時間以上～3.5時間未満（1受講あたり、平均して15分未満） 26%
3.3.5時間以上～7.5時間未満（1受講あたり、平均して15分以上～30分未満） 12%
4.7.5時間以上～15時間未満（1受講あたり、平均して30分以上～60分未満） 5%
5.15時間以上～30時間未満（1受講あたり、平均して60分以上～120分未満） 2%
6.30時間以上（1受講あたり、平均して120分以上） 1%

Q4.≪授業理解に関する質問≫
この授業の内容はよく理解できましたか。

平均(%)

1.大いにそう思う 58%
2.そう思う 42%
3.そう思わない 1%
4.全くそう思わない 0%

 Q5.≪達成度に関する質問≫
シラバスに書かれている到達目標をあなたはどの程度達成できたと思いますか。

平均(%)

1.十分に達成できた 46%
2.ある程度達成できた 46%
3.あまり達成できなかった 4%
4.達成できなかった 1%
5.到達目標がわからない 1%
6.シラバスを読んでいない 2%

Q6.≪授業改善に関する質問≫
この授業で担当教員に改善してほしい事項はありますか（複数可）。

平均(%)

1.特になし  85%
2.授業への熱意 4%
3.技能レベルに合わせた学生への対応 4%
4.指示、示範、デモンストレーションのわかりやすさ 3%
5.教材、教具、環境の適切さ 2%
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6.シラバスのわかりやすさ  0%
7.授業の計画性・進行 2%
8.【授業内容】ルール、記録、文化等の知識に関する内容  2%
9.【授業内容】運動技能を評価し、指導する能力に関する内容  2%
10.【授業内容】安全面への配慮、運営・管理能力に関する内容 2%
11.成績評価の方法   2%
12.iPad等のICT機器の活用 3%
13.予習・復習を促す課題等（の工夫） 0%

Q7.≪授業への興味・関心に関する質問≫
 授業を通じて、この科目に関連する分野への興味や関心が高まりましたか。

平均(%)

1.大いにそう思う 61%
2.そう思う 37%
3.そう思わない 2%
4.全くそう思わない 0%

Q8.≪授業成果に関する質問≫
 授業を通じて、特に身についた力はありますか（3つまで可）。

平均(%)

1.実技力 89%
2.実技指導力 31%
3.事業運営力 4%
4.指導者基礎力 10%
5.コミュニケーション力 29%
6.リーダーシップ 6%
7.キャリアデザイン力 1%
8.課題解決力 8%
9.一般教養・倫理 4%
10.科学的支援力 0%
11.科学的表現力 0%
12.専門的な知識・教養 32%

Q9. 問8で選んだ身につけた能力について満足していますか。 平均(%)
1.十分満足している 51%
2.満足している   45%
3.あまり満足していない 3%
4.全く満足していない 0%

Q10.≪総合評価（満足度）≫
 総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか。

平均(%)

1.大いにそう思う 66%
2.そう思う 33%
3.そう思わない 1%
4.全くそう思わない 0%
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授業科目名
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

科目
社会・文化
・自然科目

総合科目
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

科目
基礎科目A 基礎科目B 応用科目

実験演習
科目

専修科目(生
涯ｽﾎﾟｰﾂ系)

指導実践
科目

教職 教職専門 全体

科目数 14 7 5 2 4 6 10 2 3 1 7 3 65
回答者数 438 704 105 279 520 708 329 128 49 190 860 212 4570

Q1.≪自己学修に関する設問≫
あなたは、レポートや課題に対して納得いくまで取り組みましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 54% 42% 42% 47% 46% 46% 43% 55% 47% 52% 42% 60% 46%

2.そう思う 44% 55% 51% 53% 52% 50% 54% 45% 53% 47% 56% 39% 51%

3.そう思わない 2% 2% 6% 0% 2% 3% 3% 0% 0% 1% 2% 1% 2%

4.全くそう思わない 0% 1% 1% 0% 0% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

Q2.あなたは、授業に対して「単位さえもらえればよい」という気持ちで出席しま
したか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 13% 16% 9% 13% 11% 17% 14% 9% 10% 7% 12% 14% 13%

2.そう思う 23% 29% 25% 28% 22% 29% 26% 24% 29% 26% 25% 18% 26%

3.そう思わない 33% 33% 44% 34% 36% 34% 37% 24% 33% 49% 37% 39% 36%

4.全くそう思わない 31% 23% 23% 25% 31% 20% 24% 43% 29% 18% 26% 29% 26%

Q3.あなたは、この授業に対して授業時間外で総時間どれくらいの自己学習（予
習・復習・レポート・試験勉強含む）を行いましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.1時間未満 26% 67% 21% 41% 27% 39% 50% 20% 22% 31% 49% 20% 41%

2.1.0時間以上～3.5時間未満（1受講あたり、平均して15分未満） 36% 23% 31% 23% 30% 23% 29% 20% 29% 21% 30% 33% 27%

3.3.5時間以上～7.5時間未満（1受講あたり、平均して15分以上～30分未満） 25% 7% 33% 25% 22% 17% 14% 25% 33% 29% 16% 32% 19%

4.7.5時間以上～15時間未満（1受講あたり、平均して30分以上～60分未満） 10% 2% 12% 11% 13% 15% 4% 25% 10% 16% 4% 12% 9%

5.15時間以上～30時間未満（1受講あたり、平均して60分以上～120分未満） 2% 0% 1% 0% 7% 5% 2% 9% 4% 3% 1% 2% 3%

6.30時間以上（1受講あたり、平均して120分以上） 1% 0% 1% 1% 3% 1% 0% 2% 2% 1% 0% 0% 1%

Q4.≪授業理解に関する質問≫
この授業の内容はよく理解できましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 45% 35% 23% 39% 36% 32% 40% 45% 43% 33% 37% 42% 37%

2.そう思う 53% 60% 65% 58% 59% 58% 56% 54% 57% 64% 60% 54% 58%

3.そう思わない 2% 5% 12% 3% 5% 8% 3% 2% 0% 3% 3% 5% 4%

4.全くそう思わない 1% 1% 0% 0% 1% 2% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 1%

Q5.≪達成度に関する質問≫
シラバスに書かれている到達目標をあなたはどの程度達成できたと思いますか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分に達成できた 42% 33% 22% 38% 29% 30% 37% 45% 29% 17% 35% 38% 33%

2.ある程度達成できた 47% 53% 59% 51% 54% 56% 55% 48% 61% 66% 55% 50% 54%

3.あまり達成できなかった 5% 8% 14% 6% 11% 8% 3% 5% 4% 11% 5% 7% 7%

4.達成できなかった 2% 1% 0% 1% 2% 1% 1% 0% 0% 1% 0% 1% 1%

5.到達目標がわからない 1% 2% 1% 1% 1% 1% 2% 0% 0% 2% 0% 0% 1%

6.シラバスを読んでいない 3% 3% 4% 4% 3% 4% 3% 3% 6% 3% 4% 4% 4%

Q6.≪授業改善に関する質問≫
この授業で担当教員に改善してほしい事項はありますか（複数可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.特になし　 89% 88% 86% 86% 89% 80% 88% 94% 88% 78% 91% 81% 87%

2.授業への熱意 2% 3% 2% 2% 2% 4% 5% 1% 6% 3% 3% 1% 3%

3.学生への対応 4% 3% 4% 7% 3% 7% 3% 2% 0% 13% 2% 5% 4%

4.板書、教材、PowerPoint等のわかりやすさ 2% 4% 2% 3% 3% 7% 2% 1% 0% 3% 3% 4% 3%

5.シラバスのわかりやすさ　 1% 1% 3% 1% 1% 1% 0% 0% 0% 2% 1% 2% 1%

6.授業の計画性・進行 3% 4% 5% 4% 2% 5% 2% 1% 4% 7% 2% 3% 3%

7.授業の内容（情報）　　 3% 3% 5% 3% 1% 6% 2% 1% 2% 8% 2% 4% 3%

8.成績評価の方法　　 2% 1% 0% 0% 2% 2% 2% 2% 2% 2% 0% 2% 1%

9.iPad等のICT機器の活用 2% 3% 0% 1% 2% 2% 2% 2% 2% 3% 2% 5% 2%

10.予習・復習を促す課題等（の工夫） 1% 1% 1% 1% 1% 1% 0% 0% 0% 2% 0% 4% 1%

11.学生が参加できる授業づくり（質疑応答・発表・グループワーク等）　 2% 1% 1% 1% 0% 2% 1% 0% 2% 3% 1% 1% 1%

Q7.≪授業への興味・関心に関する質問≫
 授業を通じて、この科目に関連する分野への興味や関心が高まりましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 46% 33% 34% 40% 48% 37% 46% 56% 49% 34% 41% 45% 41%
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2.そう思う 48% 56% 60% 54% 49% 55% 51% 44% 49% 61% 55% 51% 53%

3.そう思わない 6% 10% 6% 5% 2% 7% 3% 0% 2% 6% 4% 3% 5%

4.全くそう思わない 0% 1% 0% 1% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1%

Q8.≪授業成果に関する質問≫
 授業を通じて、特に身についた力はありますか（3つまで可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.実技力 12% 7% 50% 13% 7% 16% 14% 29% 14% 8% 11% 17% 13%

2.実技指導力 4% 3% 2% 6% 7% 15% 12% 17% 20% 45% 10% 19% 11%

3.事業運営力 1% 1% 2% 3% 2% 3% 8% 2% 20% 5% 4% 5% 3%

4.指導者基礎力 2% 4% 1% 7% 12% 15% 8% 10% 20% 59% 23% 34% 14%

5.コミュニケーション力 53% 7% 7% 24% 3% 8% 8% 21% 43% 25% 14% 34% 16%

6.リーダーシップ 1% 1% 1% 5% 1% 3% 2% 4% 2% 7% 2% 8% 2%

7.キャリアデザイン力 5% 3% 1% 59% 1% 4% 5% 4% 16% 8% 5% 3% 7%

8.課題解決力 15% 9% 23% 11% 9% 12% 13% 23% 14% 22% 12% 14% 12%

9.一般教養・倫理 41% 43% 22% 13% 25% 19% 17% 15% 22% 11% 33% 29% 28%

10.科学的支援力 0% 1% 2% 1% 4% 3% 3% 13% 4% 0% 1% 2% 2%

11.科学的表現力 2% 1% 3% 0% 6% 4% 2% 12% 4% 0% 1% 1% 3%

12.専門的な知識・教養 40% 63% 63% 28% 83% 65% 71% 84% 53% 26% 62% 57% 61%

Q9. 問8で選んだ身につけた能力について満足していますか。 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分満足している 40% 32% 28% 36% 37% 34% 37% 46% 41% 22% 37% 36% 35%

2.満足している   49% 58% 65% 56% 53% 56% 55% 51% 57% 68% 56% 53% 56%

3.あまり満足していない 9% 9% 8% 9% 8% 9% 6% 2% 2% 11% 7% 10% 8%

4.全く満足していない 1% 1% 0% 0% 1% 2% 1% 1% 0% 0% 1% 1% 1%

Q10.≪総合評価（満足度）≫
 総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 51% 37% 49% 44% 54% 40% 50% 60% 57% 36% 48% 49% 46%

2.そう思う 47% 56% 49% 53% 44% 55% 47% 40% 43% 61% 49% 49% 50%

3.そう思わない 1% 6% 2% 3% 1% 5% 3% 0% 0% 3% 3% 1% 3%

4.全くそう思わない 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 2% 1%
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授業科目名
関連実技

科目
専修科目(ｱｽﾘｰ
ﾄ・ｺｰﾁﾝｸﾞ系)

専修科目
（武道系）

合計

科目数 24 30 7 61

回答者数 641 278 173 1089

Q1.≪自己学修に関する設問≫
あなたは、レポートや課題に対して納得いくまで取り組みましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 63% 55% 65% 62%

2.そう思う 36% 44% 34% 37%

3.そう思わない 1% 1% 1% 1%

4.全くそう思わない 0% 0% 0% 0%

Q2.あなたは、授業に対して「単位さえもらえればよい」という気持ちで出席しま
したか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 13% 9% 16% 12%

2.そう思う 20% 20% 10% 19%

3.そう思わない 33% 37% 34% 34%

4.全くそう思わない 34% 35% 40% 35%

Q3.あなたは、この授業に対して授業時間外で総時間どれくらいの自己学習（予
習・復習・レポート・試験勉強含む）を行いましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.1時間未満 62% 43% 37% 53%

2.1.0時間以上～3.5時間未満（1受講あたり、平均して15分未満） 23% 31% 34% 27%

3.3.5時間以上～7.5時間未満（1受講あたり、平均して15分以上～30分未満） 11% 17% 14% 13%

4.7.5時間以上～15時間未満（1受講あたり、平均して30分以上～60分未満） 2% 4% 10% 4%

5.15時間以上～30時間未満（1受講あたり、平均して60分以上～120分未満） 2% 4% 4% 3%

6.30時間以上（1受講あたり、平均して120分以上） 0% 2% 1% 1%

Q4.≪授業理解に関する質問≫
この授業の内容はよく理解できましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 60% 47% 60% 56%

2.そう思う 39% 52% 39% 43%

3.そう思わない 1% 1% 1% 1%

4.全くそう思わない 0% 0% 0% 0%

Q5.≪達成度に関する質問≫
シラバスに書かれている到達目標をあなたはどの程度達成できたと思いますか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分に達成できた 50% 36% 55% 47%

2.ある程度達成できた 43% 54% 39% 45%

3.あまり達成できなかった 3% 4% 4% 3%

4.達成できなかった 1% 0% 0% 1%

5.到達目標がわからない 0% 1% 1% 1%

6.シラバスを読んでいない 3% 4% 0% 2%

Q6.≪授業改善に関する質問≫
この授業で担当教員に改善してほしい事項はありますか（複数可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.特になし　 91% 89% 87% 90%

2.授業への熱意 2% 4% 3% 3%

3.技能レベルに合わせた学生への対応 5% 4% 5% 4%

4.指示、示範、デモンストレーションのわかりやすさ 2% 3% 4% 3%

5.教材、教具、環境の適切さ 1% 2% 2% 1%

6.シラバスのわかりやすさ　 0% 1% 1% 1%

7.授業の計画性・進行 1% 3% 3% 2%

8.【授業内容】ルール、記録、文化等の知識に関する内容　 1% 2% 1% 1%

9.【授業内容】運動技能を評価し、指導する能力に関する内容　 1% 2% 1% 1%

10.【授業内容】安全面への配慮、運営・管理能力に関する内容 1% 1% 1% 1%

11.成績評価の方法　　 0% 1% 4% 1%

12.iPad等のICT機器の活用 1% 3% 2% 2%

13.予習・復習を促す課題等（の工夫） 0% 1% 1% 0%

Q7.≪授業への興味・関心に関する質問≫
 授業を通じて、この科目に関連する分野への興味や関心が高まりましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 59% 54% 65% 59%

2.そう思う 39% 44% 35% 40%

3.そう思わない 1% 1% 1% 1%

4.全くそう思わない 1% 0% 0% 0%
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Q8.≪授業成果に関する質問≫
 授業を通じて、特に身についた力はありますか（3つまで可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.実技力 88% 73% 89% 84%

2.実技指導力 33% 59% 62% 44%

3.事業運営力 3% 6% 2% 4%

4.指導者基礎力 11% 29% 33% 19%

5.コミュニケーション力 31% 28% 7% 26%

6.リーダーシップ 6% 10% 3% 6%

7.キャリアデザイン力 1% 2% 1% 1%

8.課題解決力 6% 10% 4% 7%

9.一般教養・倫理 4% 4% 5% 4%

10.科学的支援力 0% 1% 0% 1%

11.科学的表現力 1% 2% 1% 1%

12.専門的な知識・教養 34% 57% 53% 43%

Q9. 問8で選んだ身につけた能力について満足していますか。 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分満足している 54% 43% 58% 52%

2.満足している   40% 50% 39% 43%

3.あまり満足していない 5% 6% 3% 5%

4.全く満足していない 0% 0% 0% 0%

Q10.≪総合評価（満足度）≫
 総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 66% 58% 73% 65%

2.そう思う 33% 41% 26% 34%

3.そう思わない 1% 0% 1% 1%

4.全くそう思わない 1% 0% 0% 0%
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令和元年度前期・鹿屋体育大学授業振り返りアンケート結果［講義・演習科目］

科目群
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

科目
社会・文化・
自然科目

総合科目
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

科目
基礎科目A 基礎科目B 応用科目

実験演習
科目

専修科目（生
涯ｽﾎﾟｰﾂ系）

教職
教職
専門

合計

科目数 16 4 6 6 10 3 10 3 3 4 2 67

回答者数 379 419 238 301 1162 213 431 30 31 207 233 3644

Q1.≪自己学修に関する設問≫
あなたは、レポートや課題に対して納得いくまで取り組みましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 49% 48% 53% 56% 44% 46% 42% 60% 52% 61% 61% 49%

2.そう思う 47% 49% 45% 43% 52% 52% 56% 40% 48% 37% 38% 49%

3.そう思わない 3% 2% 3% 1% 3% 1% 1% 0% 0% 1% 0% 2%

4.全くそう思わない 1% 1% 0% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

Q2.あなたは、授業に対して「単位さえもらえればよい」という気持ちで出席し
ましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 10% 9% 9% 12% 12% 17% 14% 10% 10% 11% 13% 12%

2.そう思う 22% 23% 21% 15% 26% 29% 28% 23% 16% 16% 19% 23%

3.そう思わない 37% 43% 41% 38% 36% 28% 29% 17% 32% 40% 31% 36%

4.全くそう思わない 31% 25% 29% 34% 26% 26% 28% 50% 42% 33% 36% 29%

Q3.あなたは、この授業に対して授業時間外で総時間どれくらいの自己学習（予
習・復習・レポート・試験勉強含む）を行いましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.1時間未満 34% 40% 29% 37% 42% 43% 51% 23% 13% 50% 22% 39%

2.1.0時間以上～3.5時間未満（1受講あたり、平均して15分未満） 27% 30% 31% 29% 31% 32% 33% 40% 23% 29% 42% 31%

3.3.5時間以上～7.5時間未満（1受講あたり、平均して15分以上～30分未満） 23% 15% 20% 19% 15% 19% 12% 23% 26% 13% 24% 17%

4.7.5時間以上～15時間未満（1受講あたり、平均して30分以上～60分未満） 12% 10% 14% 11% 9% 4% 4% 7% 29% 5% 11% 9%

5.15時間以上～30時間未満（1受講あたり、平均して60分以上～120分未満） 4% 5% 5% 3% 2% 2% 1% 7% 10% 3% 1% 3%

6.30時間以上（1受講あたり、平均して120分以上） 1% 1% 1% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1%

Q4.≪授業理解に関する質問≫
この授業の内容はよく理解できましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 41% 33% 32% 51% 33% 43% 39% 43% 32% 46% 52% 39%

2.そう思う 52% 60% 62% 47% 59% 52% 56% 53% 61% 51% 45% 55%

3.そう思わない 6% 6% 6% 1% 7% 5% 4% 3% 3% 2% 3% 5%

4.全くそう思わない 1% 1% 1% 1% 1% 0% 1% 0% 3% 1% 0% 1%

Q5.≪達成度に関する質問≫
シラバスに書かれている到達目標をあなたはどの程度達成できたと思いますか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分に達成できた 35% 25% 22% 43% 26% 35% 36% 50% 26% 45% 37% 32%

2.ある程度達成できた 51% 55% 58% 51% 55% 54% 51% 43% 52% 46% 53% 53%

3.あまり達成できなかった 7% 12% 12% 2% 11% 8% 9% 3% 19% 6% 6% 9%

4.達成できなかった 2% 1% 2% 1% 2% 0% 1% 0% 3% 1% 0% 1%

5.到達目標がわからない 3% 5% 4% 1% 4% 1% 1% 0% 0% 0% 1% 3%

6.シラバスを読んでいない 2% 1% 2% 3% 2% 1% 2% 3% 0% 2% 3% 2%
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Q6.≪授業改善に関する質問≫
この授業で担当教員に改善してほしい事項をチェックして下さい（複数可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.特になし 87% 81% 87% 91% 82% 90% 88% 93% 90% 86% 87% 85%

2.授業への熱意 2% 5% 3% 2% 4% 2% 3% 3% 0% 3% 2% 3%

3.学生に対する対応 4% 3% 5% 3% 4% 1% 3% 0% 3% 5% 3% 4%

4.説明のわかりやすさ 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 0%

5.板書、教材、PowerPoint等のわかりやすさ 4% 6% 3% 1% 7% 4% 4% 0% 6% 4% 2% 5%

6.シラバスのわかりやすさ 1% 1% 1% 2% 2% 2% 1% 0% 0% 2% 1% 1%

7.授業の計画性・進行 3% 4% 5% 2% 4% 2% 2% 0% 3% 6% 4% 4%

8.授業の内容（情報） 6% 5% 4% 2% 4% 1% 3% 0% 0% 5% 3% 4%

9.成績評価の方法 3% 2% 2% 1% 2% 1% 1% 0% 6% 2% 0% 2%

10.iPad等のICT機器の活用 4% 5% 4% 1% 4% 1% 3% 0% 0% 3% 4% 4%

11.予習・復習を促す課題等（の工夫） 2% 1% 2% 1% 2% 3% 0% 3% 3% 1% 0% 2%

12.学生が参加できる授業づくり（質疑応答・発表・グループワーク等） 2% 3% 3% 1% 2% 3% 1% 0% 0% 2% 1% 2%

Q7.≪授業への興味・関心に関する質問≫
授業を通じて、この科目に関連する分野への興味や関心が高まりましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 42% 40% 43% 51% 37% 48% 43% 60% 48% 49% 56% 43%

2.そう思う 50% 53% 51% 47% 54% 46% 54% 40% 52% 47% 40% 51%

3.そう思わない 6% 7% 5% 2% 8% 5% 2% 0% 0% 3% 3% 5%

4.全くそう思わない 2% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 0% 0% 1% 1% 1%

Q8.≪授業成果に関する質問≫
授業を通じて、特に身についた力をチェックしてください（3つまで可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.実技力 19% 16% 52% 26% 10% 21% 18% 23% 16% 17% 26% 19%

2.実技指導力 3% 8% 5% 5% 6% 8% 7% 20% 10% 14% 38% 9%

3.事業運営力 2% 3% 10% 3% 5% 4% 4% 3% 10% 2% 3% 4%

4.指導者基礎力 2% 6% 3% 4% 6% 11% 6% 13% 6% 23% 37% 8%

5.コミュニケーション力 63% 6% 4% 58% 6% 9% 4% 20% 16% 31% 52% 21%

6.リーダーシップ 2% 1% 1% 6% 3% 4% 3% 0% 3% 4% 11% 3%

7.キャリアデザイン力 2% 3% 7% 47% 4% 3% 2% 0% 16% 6% 5% 8%

8.課題解決力 10% 14% 14% 13% 13% 17% 7% 27% 19% 16% 17% 13%

9.一般教養・倫理 36% 34% 29% 17% 38% 27% 28% 17% 35% 38% 34% 33%

10.科学的支援力 0% 8% 3% 1% 5% 3% 7% 20% 0% 1% 0% 4%

11.科学的表現力 1% 11% 4% 1% 7% 4% 3% 20% 6% 0% 1% 5%

12.専門的な知識・教養 44% 73% 64% 26% 69% 72% 73% 83% 81% 57% 52% 62%

Q9.問8で選んだ身につけた能力について満足していますか。 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分満足している 34% 32% 34% 48% 32% 42% 41% 47% 35% 45% 42% 37%

2.満足している 53% 60% 56% 46% 57% 49% 52% 50% 48% 47% 46% 53%

3.あまり満足していない 12% 8% 9% 6% 10% 8% 6% 3% 16% 8% 11% 9%

4.全く満足していない 2% 0% 1% 1% 1% 0% 1% 0% 0% 0% 1% 1%

Q10.≪総合評価（満足度）≫
総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 51% 47% 56% 58% 43% 51% 44% 60% 42% 58% 64% 49%

2.そう思う 44% 50% 42% 41% 51% 44% 53% 40% 58% 39% 35% 47%

3.そう思わない 3% 3% 1% 0% 5% 4% 2% 0% 0% 2% 1% 3%

4.全くそう思わない 2% 0% 1% 1% 1% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 1%
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令和元年度前期・鹿屋体育大学授業振り返りアンケート結果［実技科目］

科目群
関連実技
科目

合計

科目数 22 22

回答数 591 591

Q1.≪自己学修に関する設問≫
あなたは、レポートや課題に対して納得いくまで取り組みましたか。

割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 59% 59%

2.そう思う 39% 39%

3.そう思わない 2% 2%

4.全くそう思わない 1% 1%

Q2.あなたは、授業に対して「単位さえもらえればよい」という気持ちで出席し
ましたか。

割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 11% 11%

2.そう思う 16% 16%

3.そう思わない 34% 34%

4.全くそう思わない 39% 39%

Q3.あなたは、この授業に対して授業時間外で総時間どれくらいの自己学習（予
習・復習・レポート・試験勉強含む）を行いましたか。

割合(%) 割合(%)

1.1時間未満 50% 50%

2.1.0時間以上～3.5時間未満（1受講あたり、平均して15分未満） 25% 25%

3.3.5時間以上～7.5時間未満（1受講あたり、平均して15分以上～30分未満） 16% 16%

4.7.5時間以上～15時間未満（1受講あたり、平均して30分以上～60分未満） 7% 7%

5.15時間以上～30時間未満（1受講あたり、平均して60分以上～120分未満） 2% 2%

6.30時間以上（1受講あたり、平均して120分以上） 1% 1%

Q4.≪授業理解に関する質問≫
この授業の内容はよく理解できましたか。

割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 58% 58%

2.そう思う 40% 40%

3.そう思わない 2% 2%

4.全くそう思わない 1% 1%

Q5.≪達成度に関する質問≫
シラバスに書かれている到達目標をあなたはどの程度達成できたと思いますか。

割合(%) 割合(%)

1.十分に達成できた 44% 44%

2.ある程度達成できた 46% 46%

3.あまり達成できなかった 5% 5%

4.達成できなかった 1% 1%

5.到達目標がわからない 2% 2%

6.シラバスを読んでいない 3% 3%

Q6.≪授業改善に関する質問≫
この授業で担当教員に改善してほしい事項をチェックして下さい（複数可）。

割合(%) 割合(%)

1.特になし 91% 91%

2.授業への熱意 2% 2%

3.技能レベルに合わせた学生への対応 3% 3%

4.指示、示範、デモンストレーションのわかりやすさ 3% 3%

5.教材、教具、環境の適切さ 0% 0%

6.シラバスのわかりやすさ 0% 0%

7.授業の計画性・進行 2% 2%

8.授業内容：ルール、記録、文化等の知識に関する内容 1% 1%

9.授業内容：運動技能を評価し、指導する能力に関する内容 0% 0%

10.授業内容：安全面への配慮、運営・管理能力に関する内容 0% 0%

11.成績評価の方法 1% 1%

12.iPad等のICT機器の活用 1% 1%

13.予習・復習を促す課題等（の工夫） 1% 1%
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Q7.≪授業への興味・関心に関する質問≫
授業を通じて、この科目に関連する分野への興味や関心が高まりましたか。

割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 63% 63%

2.そう思う 34% 34%

3.そう思わない 3% 3%

4.全くそう思わない 0% 0%

Q8.≪授業成果に関する質問≫
授業を通じて、特に身についた力をチェックしてください（3つまで可）。

割合(%) 割合(%)

1.実技力 87% 87%

2.実技指導力 34% 34%

3.事業運営力 4% 4%

4.指導者基礎力 11% 11%

5.コミュニケーション力 38% 38%

6.リーダーシップ 6% 6%

7.キャリアデザイン力 0% 0%

8.課題解決力 10% 10%

9.一般教養・倫理 3% 3%

10.科学的支援力 0% 0%

11.科学的表現力 1% 1%

12.専門的な知識・教養 39% 39%

Q9.問8で選んだ身につけた能力について満足していますか。 割合(%) 割合(%)

1.十分満足している 52% 52%

2.満足している 42% 42%

3.あまり満足していない 6% 6%

4.全く満足していない 0% 0%

Q10.≪総合評価（満足度）≫
総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか。

割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 68% 68%

2.そう思う 30% 30%

3.そう思わない 1% 1%

4.全くそう思わない 1% 1%
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令和元年度後期・鹿屋体育大学授業振り返りアンケート結果［講義・演習科目］

科目群
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

科目
社会・文化・
自然科目

総合科目
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

科目
基礎科目A 基礎科目B 応用科目

実験演習
科目

専修科目（生
涯ｽﾎﾟｰﾂ系）

指導実践
科目

教職 教職専門 合計

科目数 15 7 3 2 4 6 11 4 3 1 6 3 65

回答者数 376 609 96 288 504 696 435 525 53 159 704 192 4637

Q1.≪自己学修に関する設問≫
あなたは、レポートや課題に対して納得いくまで取り組みましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 55% 43% 60% 48% 45% 46% 45% 58% 53% 52% 53% 56% 50%

2.そう思う 43% 53% 38% 51% 51% 50% 51% 40% 45% 44% 46% 43% 47%

3.そう思わない 2% 2% 1% 1% 4% 4% 3% 2% 2% 3% 1% 1% 2%

4.全くそう思わない 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 0% 1% 0% 0% 1%

Q2.あなたは、授業に対して「単位さえもらえればよい」という気持ちで出席し
ましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 11% 14% 8% 15% 13% 13% 18% 12% 19% 8% 12% 9% 13%

2.そう思う 21% 31% 23% 28% 21% 31% 29% 23% 30% 18% 24% 26% 26%

3.そう思わない 34% 30% 31% 28% 36% 32% 28% 25% 17% 50% 34% 32% 32%

4.全くそう思わない 34% 25% 38% 30% 31% 24% 25% 40% 34% 25% 31% 33% 30%

Q3.あなたは、この授業に対して授業時間外で総時間どれくらいの自己学習（予
習・復習・レポート・試験勉強含む）を行いましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.1時間未満 29% 59% 17% 34% 30% 36% 43% 34% 32% 36% 42% 23% 38%

2.1.0時間以上～3.5時間未満（1受講あたり、平均して15分未満） 35% 26% 22% 28% 27% 23% 34% 28% 38% 25% 32% 29% 29%

3.3.5時間以上～7.5時間未満（1受講あたり、平均して15分以上→30分未満） 22% 10% 28% 23% 21% 19% 18% 18% 21% 25% 18% 26% 19%

4.7.5時間以上～15時間未満（1受講あたり、平均して30分以上→60分未満） 11% 3% 25% 12% 14% 14% 4% 12% 4% 11% 6% 16% 10%

5.15時間以上～30時間未満（1受講あたり、平均して60分以上→120分未満） 3% 1% 5% 2% 6% 7% 1% 7% 4% 3% 1% 5% 4%

6.30時間以上（1受講あたり、平均して120分以上） 1% 0% 2% 1% 2% 1% 0% 1% 2% 1% 0% 0% 1%

Q4.≪授業理解に関する質問≫
この授業の内容はよく理解できましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 48% 36% 41% 39% 32% 35% 40% 46% 45% 36% 45% 42% 40%

2.そう思う 48% 57% 53% 57% 60% 54% 53% 50% 53% 60% 52% 56% 54%

3.そう思わない 3% 6% 5% 4% 7% 10% 6% 3% 2% 2% 3% 2% 5%

4.全くそう思わない 0% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 0% 2% 0% 1% 1%

Q5.≪達成度に関する質問≫
シラバスに書かれている到達目標をあなたはどの程度達成できたと思いますか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分に達成できた 41% 36% 35% 39% 28% 34% 36% 43% 36% 24% 41% 40% 37%

2.ある程度達成できた 48% 52% 48% 52% 57% 51% 51% 48% 55% 62% 50% 54% 52%

3.あまり達成できなかった 5% 7% 6% 3% 10% 9% 7% 4% 2% 10% 4% 2% 6%

4.達成できなかった 1% 0% 4% 1% 2% 2% 1% 1% 2% 1% 0% 2% 1%

5.到達目標がわからない 1% 1% 5% 1% 0% 1% 2% 0% 2% 0% 1% 2% 1%

6.シラバスを読んでいない 3% 3% 1% 3% 3% 3% 4% 3% 4% 3% 3% 1% 3%
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Q6.≪授業改善に関する質問≫
この授業で担当教員に改善してほしい事項をチェックして下さい（複数可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.特になし 85% 87% 88% 81% 86% 81% 85% 93% 96% 77% 88% 84% 86%

2.授業への熱意 2% 3% 1% 4% 3% 4% 3% 3% 0% 4% 2% 2% 3%

3.学生に対する対応 4% 3% 2% 9% 3% 7% 3% 1% 2% 11% 2% 4% 4%

4.説明のわかりやすさ 7% 5% 5% 8% 4% 11% 8% 3% 0% 8% 5% 7% 6%

5.板書、教材、PowerPoint等のわかりやすさ 2% 4% 2% 4% 5% 6% 4% 2% 2% 4% 3% 5% 4%

6.シラバスのわかりやすさ 1% 1% 0% 2% 2% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 1% 1%

7.授業の計画性・進行 2% 5% 3% 5% 3% 4% 3% 1% 2% 7% 3% 4% 3%

8.授業の内容（情報） 2% 2% 2% 3% 2% 4% 2% 1% 2% 3% 3% 4% 2%

9.成績評価の方法 2% 1% 1% 2% 2% 2% 1% 1% 0% 3% 0% 2% 1%

10.iPad等のICT機器の活用 2% 2% 2% 1% 2% 2% 1% 1% 0% 2% 4% 3% 2%

11.予習・復習を促す課題等（の工夫） 1% 1% 2% 1% 2% 2% 1% 0% 0% 3% 1% 3% 1%

12.学生が参加できる授業づくり（質疑応答・発表・グループワーク等） 1% 1% 3% 2% 1% 2% 2% 1% 0% 3% 1% 1% 1%

Q7.≪授業への興味・関心に関する質問≫
授業を通じて、この科目に関連する分野への興味や関心が高まりましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 45% 35% 48% 39% 49% 34% 42% 49% 57% 37% 46% 44% 42%

2.そう思う 49% 54% 46% 54% 45% 56% 52% 46% 42% 54% 49% 53% 51%

3.そう思わない 6% 9% 6% 6% 4% 8% 5% 3% 2% 8% 4% 3% 6%

4.全くそう思わない 1% 2% 0% 1% 2% 1% 1% 1% 0% 1% 0% 1% 1%

Q8.≪授業成果に関する質問≫
授業を通じて、特に身についた力をチェックしてください（3つまで可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.実技力 13% 10% 42% 12% 12% 13% 17% 22% 11% 15% 11% 18% 14%

2.実技指導力 4% 5% 4% 6% 12% 22% 6% 15% 15% 52% 12% 29% 13%

3.事業運営力 3% 4% 6% 6% 3% 3% 10% 4% 21% 6% 3% 3% 4%

4.指導者基礎力 4% 4% 3% 7% 14% 21% 5% 11% 9% 59% 21% 35% 14%

5.コミュニケーション力 53% 8% 7% 32% 5% 8% 8% 9% 34% 34% 26% 40% 18%

6.リーダーシップ 4% 2% 3% 5% 2% 4% 2% 1% 8% 13% 4% 6% 4%

7.キャリアデザイン力 5% 5% 7% 59% 3% 5% 6% 2% 21% 7% 4% 7% 8%

8.課題解決力 12% 9% 20% 17% 15% 16% 9% 16% 17% 28% 13% 18% 14%

9.一般教養・倫理 50% 50% 25% 20% 29% 24% 27% 19% 28% 20% 32% 33% 31%

10.科学的支援力 2% 2% 2% 1% 9% 4% 3% 14% 2% 1% 2% 1% 4%

11.科学的表現力 2% 1% 9% 3% 9% 5% 4% 17% 8% 1% 1% 1% 5%

12.専門的な知識・教養 41% 58% 74% 26% 73% 63% 74% 72% 60% 29% 66% 64% 61%

Q9.問8で選んだ身につけた能力について満足していますか。 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分満足している 45% 35% 35% 38% 39% 33% 40% 45% 38% 32% 42% 42% 39%

2.満足している 47% 56% 60% 56% 53% 56% 50% 50% 53% 55% 52% 51% 53%

3.あまり満足していない 8% 7% 4% 5% 6% 9% 10% 4% 9% 11% 6% 6% 7%

4.全く満足していない 1% 1% 0% 1% 1% 1% 0% 1% 0% 1% 0% 1% 1%

Q10.≪総合評価（満足度）≫
総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 52% 42% 59% 43% 51% 39% 43% 55% 53% 44% 52% 48% 47%

2.そう思う 43% 52% 38% 53% 47% 54% 52% 43% 45% 50% 45% 50% 48%

3.そう思わない 3% 5% 3% 2% 2% 5% 4% 2% 0% 3% 3% 2% 3%

4.全くそう思わない 1% 2% 0% 1% 1% 2% 1% 1% 2% 3% 0% 0% 1%
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令和元年度後期・鹿屋体育大学授業振り返りアンケート結果［実技科目］

科目群
関連実技
科目

専修科目（ｱｽﾘｰ
ﾄ・ｺｰﾁﾝｸﾞ系）

専修科目
（武道系）

合計

科目数 25 30 7 62

回答者数 570 307 145 1022

Q1.≪自己学修に関する設問≫
あなたは、レポートや課題に対して納得いくまで取り組みましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 64% 60% 68% 64%

2.そう思う 35% 38% 30% 35%

3.そう思わない 1% 1% 2% 1%

4.全くそう思わない 0% 0% 0% 0%

Q2.あなたは、授業に対して「単位さえもらえればよい」という気持ちで出席し
ましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 15% 14% 15% 14%

2.そう思う 19% 11% 14% 16%

3.そう思わない 29% 36% 25% 30%

4.全くそう思わない 38% 39% 46% 40%

Q3.あなたは、この授業に対して授業時間外で総時間どれくらいの自己学習（予
習・復習・レポート・試験勉強含む）を行いましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.1時間未満 53% 38% 34% 46%

2.1.0時間以上～3.5時間未満（1受講あたり、平均して15分未満） 28% 26% 38% 29%

3.3.5時間以上～7.5時間未満（1受講あたり、平均して15分以上～30分未満） 13% 14% 14% 13%

4.7.5時間以上～15時間未満（1受講あたり、平均して30分以上～60分未満） 5% 11% 10% 8%

5.15時間以上～30時間未満（1受講あたり、平均して60分以上～120分未満） 1% 7% 3% 3%

6.30時間以上（1受講あたり、平均して120分以上） 0% 3% 2% 1%

Q4.≪授業理解に関する質問≫
この授業の内容はよく理解できましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 61% 55% 59% 59%

2.そう思う 37% 43% 41% 39%

3.そう思わない 1% 1% 0% 1%

4.全くそう思わない 0% 0% 0% 0%

Q5.≪達成度に関する質問≫
シラバスに書かれている到達目標をあなたはどの程度達成できたと思いますか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分に達成できた 53% 50% 56% 53%

2.ある程度達成できた 39% 45% 38% 41%

3.あまり達成できなかった 4% 2% 4% 3%

4.達成できなかった 1% 0% 1% 0%

5.到達目標がわからない 0% 1% 0% 0%

6.シラバスを読んでいない 3% 3% 1% 3%

Q6.≪授業改善に関する質問≫
この授業で担当教員に改善してほしい事項をチェックして下さい（複数可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.特になし 91% 94% 85% 91%

2.授業への熱意 2% 2% 3% 2%

3.技能レベルに合わせた学生への対応 4% 3% 7% 4%

4.指示、示範、デモンストレーションのわかりやすさ 2% 1% 3% 2%

5.教材、教具、環境の適切さ 1% 1% 2% 1%

6.シラバスのわかりやすさ 0% 1% 1% 0%

7.授業の計画性・進行 2% 1% 2% 2%

8.授業内容：ルール、記録、文化等の知識に関する内容 1% 1% 0% 1%

9.授業内容：運動技能を評価し、指導する能力に関する内容 1% 0% 1% 1%

10.授業内容：安全面への配慮、運営・管理能力に関する内容 1% 0% 1% 1%

11.成績評価の方法 2% 1% 3% 2%

12.iPad等のICT機器の活用 1% 0% 3% 1%

13.予習・復習を促す課題等（の工夫） 0% 0% 0% 0%
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Q7.≪授業への興味・関心に関する質問≫
授業を通じて、この科目に関連する分野への興味や関心が高まりましたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 60% 64% 65% 62%

2.そう思う 37% 34% 34% 36%

3.そう思わない 3% 2% 1% 2%

4.全くそう思わない 0% 0% 1% 0%

Q8.≪授業成果に関する質問≫
授業を通じて、特に身についた力をチェックしてください（3つまで可）。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.実技力 91% 73% 88% 86%

2.実技指導力 38% 59% 63% 48%

3.事業運営力 2% 8% 6% 4%

4.指導者基礎力 12% 37% 28% 22%

5.コミュニケーション力 24% 32% 11% 24%

6.リーダーシップ 5% 9% 7% 7%

7.キャリアデザイン力 1% 3% 3% 2%

8.課題解決力 5% 13% 8% 8%

9.一般教養・倫理 4% 5% 8% 5%

10.科学的支援力 1% 2% 1% 1%

11.科学的表現力 1% 2% 2% 2%

12.専門的な知識・教養 37% 54% 63% 46%

Q9.問8で選んだ身につけた能力について満足していますか。 割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.十分満足している 55% 53% 57% 55%

2.満足している 41% 41% 40% 41%

3.あまり満足していない 3% 6% 3% 4%

4.全く満足していない 1% 0% 0% 1%

Q10.≪総合評価（満足度）≫
総合的に判断して、この授業は意義のあるものでしたか。

割合(%) 割合(%) 割合(%) 割合(%)

1.大いにそう思う 67% 66% 69% 67%

2.そう思う 31% 33% 30% 31%

3.そう思わない 2% 1% 1% 1%

4.全くそう思わない 1% 0% 1% 0%
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鹿屋体育大学 Sports Coaching Competency Test(SCCOT)の概要 

 
 スポーツ指導者には，多様で複雑なコーチング活動の中で状況に対応しながら，適切な行動判断

を行う能力が求められている．そのようなことから体育・スポーツに関連する教育機関では，そのよう

なコーチングが行える資質・能力の育成に力を注いでいる．一方で，コーチングの資質・能力の変化

を把握することや，育成プログラムの改善に役立つ情報を得るための測定・評価方法については，

十分に整備されていない． 

鹿屋体育大学では， AP 事業の取り組みを通じて，Sports Coaching Competency Test（SCCOT）

として，スポーツ指導に必要な能力である「どのようなコーチング場面にも移転可能な行動・判断力」

を可視化するための標準テストを開発してきた（注１）．このテスト開発では，社会人基礎力を可視化す

るテストである「PROG」を開発した株式会社リアセックの協力を得て，そのノウハウを援用した．具体

的には，従来型の心理尺度やアンケートと異なり，社会的な望ましさを意識することによって回答傾

向を操作することが難しい，より客観的な測定方法を採用した（次項参照）．また SCCOT は，現在日

本のスポーツ界が目指している「プレーヤー中心の考えに基づいたコーチングを行うための行動・判

断スキル」を測ろうとしている．このスキルが高く判定されるほど，昨今スポーツ界で問題視されてい

る体罰等について，「体罰は指導に有効ではない」「スポーツ指導に体罰は必要ない」という態度を

強く持っていることがわかる（注 2）． 

今後は SCCOT を用いて，鹿屋体育大学における学生の学修成果と教育効果の測定を行うととも

に，その他の体育系大学やスポーツ競技団体等においてもコーチ育成プログラムや競技・指導経験

による Sports Coaching Competency の成長を把握することや，スポーツ指導者のための適性判断に

活用できる，環境整備を進められればと考えている． 

  
（注１） 本テストの開発は，「大学教育再生加速プログラム（AP）事業：テーマⅤ（卒業時における質保証の取り組みの強

化）」の一部として文部科学省の支援を受け実施している（http://ap.nifs-k.ac.jp）． 

（注２） 本テスト開発では，日本スポーツ振興センター，日本スポーツ協会，筑波大学，日本体育大学，大阪体育大学か

ら外部評価委員を招へいして進めている． 

1/3

r-yamashita
テキスト ボックス
資料1-1-1-3-a中期目標の達成状況報告書



 

【SCCOT の質問内容】･･･質問項目は約 120 問で，テスト時間は 30-40 分程度． 

 

【返却用のプロフィールシート】 

報告書出力日:

氏名： 個人コード/学籍番号：

領域 要素 No. 詳細要素内容

ス

ポ

ツ

科

学

の

知

識

力 1 健康に関わる科学的知識
安全管理の知識や、運動継続に必要となる健康的な

心身を育むための基礎的知識があること 1.0 0.0 0.0

2 正しい情報の収集・選択
多くの情報の中から本当に必要な情報や正しい情報

を収集・選択すること 1.0 1.0 1.0

3 状況に応じた情報の選択
指導する相手や指導するタイミング・場に即して、
適切な情報を選択すること 1.0 1.0 1.0

4
媒介学習（フォーマル・ノン
フォーマル学習）

フォーマル学習（教育機関やテキスト等の学習目標

に沿った学び）と、ノンフォーマル学習（学習目標

に沿った知識以外を学ぶこと）を継続すること
1.0 1.0 0.0

5
非媒介学習（インフォーマル
学習）

インフォーマル学習（教育機関やテキスト等の学習

の場以外の日常生活を通した学習のこと）を通じ
て、思考し続けること

1.0 0.0 0.0

6 選択肢の提示
一定のルール・制限を設けた上で、プレーヤーに選

択肢を与えること 1.0 1.0 0.0

7 根拠の提示
プレーヤーが選択肢を選ぶことができるように、課

題やルールの根拠を提供すること 1.0 1.0 0.0

8 多様性の承認
多様なプレーヤーの声に耳を傾け、自分と異なる意

見を許容して尊重すること 1.0 1.0 0.0

9 主体的な行動機会の提供
教え過ぎに注意し、プレーヤーの主体的な行動や気
付きを尊重しながら、その機会を提供すること 1.0 1.0 1.0

10 主体的判断の許容
コーチの一方的な考えを押し付けず、プレーヤーの

行動の良い点や工夫・努力している点に目を向け、

プレーヤーの主体的判断が行えるようにすること
1.0 1.0 0.0

11 制御行動の回避
プレーヤーに自分の考えやルールを押し付けず、意
見や考えの違いを丁寧に調整すること 1.0 1.0 1.0

領域 No. 要素内容
あなた

●
グループ平均

■
12 プレーヤーの自我関与の回避

他人との比較ではなく、プレーヤー自身の課題や体
調の変化等に目を向けさせる支援を行うこと 1.0 1.0 0.0

13 有形の報酬の回避
プレーヤーの望ましい行動を引き出すために、報酬

や食事等の外的報酬ではなく、内発的動機づけを高
める課題設定を行うこと

1.0 1.0 0.0

14 制御的フィードバックの回避
コーチの期待する行動へと方向づけるのではなく、

プレーヤーの自律性や主体性を優先すること 1.0 1.0 0.0

15 過度な個人制御の回避
コーチの理想や期待よりも、プレーヤーのニーズや

目的を尊重すること 1.0 1.0 0.0

16 脅迫的な振る舞いの回避

コーチが望むことを行わせるために、プレーヤーを

怒鳴りつけたり、屈辱的な言葉で個人攻撃するよう

なことはしないこと。また、過度な忠誠を求めない
こと

1.0 1.0 0.0

17 自我関与促進の回避
プレーヤー同士を露骨に比較して競争を煽るような
ことはせず、多様性の理解や個々人の人間性、技能

の向上に目を向けさせること
1.0 0.0 0.0

18 条件つき報酬の回避
プレーヤーの競技力や期待の程度によって指導にか

ける労力や称賛等に差をつけず、別け隔てなく内発

的動機づけを促すこと
1.0 1.0 1.0

19 先入観の把握
自分のものの見方が、先入観に捉われていないか常
に内省すること 1.0 1.0 0.0

20 運動・指導経験の振り返り
自分が受けてきた教育やスポーツ指導等を俯瞰し、
それに縛られることなく、理想の指導を行うこと 1.0 1.0 0.0

21 出来事の把握

プレーヤーの行動やチーム内での影響度合、プレー
ヤー・スタッフなどとの対話内容、調整内容やプ

レーヤーとの関係性などの出来事を的確に把握する

こと

1.0 1.0 0.0

22 役割認識
プレーヤーのリーダーシップを促進し、スポーツに

ひたむきに関わることを通じて、社会に貢献する人
間に育てるという観点を持って指導すること

1.0 0.0 0.0

23 課題設定
自分自身やスタッフと共同して、プレーヤーやチー

ムの問題を発見し、課題を設定すること 1.0 1.0 0.0

24 戦略生成
事象を分析し、時間的コストを考慮しながらエビデ
ンスに基づいた戦略を立てること 1.0 1.0 0.0

25 試行
試合だけでなく、様々な場面や状況下でもトライ&エ
ラーを繰り返して、実地もしくは仮想的に試すこと 1.0 0.0 0.0

26 評価
プレーヤーの課題分析のための評価とトレーニング

計画の評価を定期的に行い、現状把握をしっかりと

行うこと
1.0 1.0 0.0

※ スコアの欄がブランクの場合は、無回答が多く値が計算できなかったことを表しています。 ※ スコアの欄がブランクの場合は、無回答が多く値が計算できなかったことを表しています。

7 省察力

コーチとしての役割や使命を自ら
認識し、競技力だけでなく、プ
レーヤーの成長支援の方法につい
ても探求し続けること

4 4.7

対
自
己
力

6 自己認識力

コーチ自身がプレーヤーの健康的
な心身を育むことを軸にしなが
ら、時代に合わせた指導方法の見
直しとコーチング力の向上に努め
ること

4 4.8

対
自
己
力

自
己
認
識
力

5 自律性制御行動力

プレーヤーの状況にあわせて、介
入するのか、見守るのかを調節
し、より望ましいプレーヤーの主
体的行動を引き出すこと

4 4.7

4.7

省
察
力

対
他
者
力

4 自律性支援行動力
プレーヤーの成果に対して適切な
評価・対応を行い、プレーヤーの
主体的な行動判断を促すこと

5

2 情報収集・選択力

プレーヤーに必要な情報を発達段
階や状況に応じて収集・選択し、
適切な解釈を加えて分かりやすく
提供する知識のこと

6 4.8

要素

専
門
知
識
力

1
スポーツ科学の
知識力

プレーヤーの安全管理や運動継続
に必要となる健康的な心身を育む
ための基礎的知識があること

3 5.0

3 学習に関する知識力

種目を限定しない幅広い情報収
集、アイデアの記録、迅速なトラ
イ&エラーの反復等の学習に関す
る知識のこと

4 4.7

専
門
知
識
力

情
報

収
集
・
選
択

力

学
習
に

関
す
る
知
識

力

対
他
者
力

自
律
性
支
援
行
動
力

自
律
性
制
御
行
動
力

詳細要素

スポーツコーチング・コンピテンシーテスト（SCCOT） 個人結果報告 2018/11/19

所属組織名： ●●ベースボール ▼▼道場 ●●▼▼ さん AB20181134C

スポーツコーチング・コンピテンシーテスト（以下、SCCOT）
は、2013年に発表された（「スポーツ指導者の資質能力向上のた
めの有識者会議報告書」平成25年7月）において示された、新しい
時代にふさわしいスポーツ指導者の資質や能力を客観的に評価す
るために開発されたものです。

まず、「 （ １ ） コ ン ピテン シー全体傾向」 で、あなたのコンピ
テンシーにおける得意・不得意の傾向を把握して下さい。各領域
の水準は１~７で表示されています。３つの領域の水準が全体的に
低い場合や、大きくバランスが崩れている場合は、領域を定めて
改善を目指します。

その場合の参考になるのが、「 （ ２ ） コ ン ピテンシー要素別傾

向」 です。領域の改善を測るには、１）得意要素を更に伸ばす、
２）不得意要素を克服する の２つの方法が考えられます。要素の
水準は１~７で示されており、ベンチマークとなるグループ平均と
比較しながら開発する要素を定めます。

「（ ３ ） コ ン ピ テン シー詳細要素傾向」には、各要素を構成す
る詳細要素の充足度が３段階で示されています。コンピテンシー
は実際の経験を通じて開発・定着が進みます。不足気味の詳細要
素を改善させるためには、日々の指導体験の中で、如何にその内
容を意識して取り組むかが鍵となります。

（１）コンピテンシー全体傾向

自分の得意・不得意の領域を確認し、大きくバランスが崩れている場合には改善を目指します。
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要素の内容に意識して取り組むことが、コンピテンシーを効果的に変化させます。

（２）コンピテンシー要素別傾向

（３）コンピテンシー詳細要素傾向

比較対象となるグループ平均と比較して、更に伸長させる得意要素、克服すべき不得意要素を確認してください。

不足 充足

＜この報告書の読み方＞
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Sports Coaching Competency Test(SCCOT)の普及について 

 

本テストの開発は，以下の様に AP 事業申請時より普及を考慮して取り組んでいる． 

 

本事業で開発する「スポーツ指導者の指導力等の客観的

評価テスト」（理想的な指導者を基本としたプロフィール型

テスト）は，2013 年に発表された新しい時代にふさわしいコ

ーチング及びコーチを確立するための提言（「スポーツ指

導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォー

ス）報告書」平成 25 年 7 月）でも求められているものであ

り，平成 26-27 年度の「コーチング・イノベーション事業」

（日本スポーツ振興センター）でも検討されてきたテストであ

る．先の事業では，スポーツ指導者の資質や能力の評価

指針等が示されたが、本学が目指すようなスポーツ指導力

等を具体的に評価するテストの開発までには至っていな

い． 

 本事業の成果物である新たなテストは、広く日本のスポー

ツ指導者養成団体（日本スポーツ振興センターや日本スポ

ーツ協会等）でも用いることができるばかりでなく，各大学

における教養科目としての体育や小中高の体育を教える

教員養成，様々なスポーツ指導者の養成や再研修の場で

用いることによりスポーツ指導力の現状や変化を知ることが

できるため，新しい時代にふさわしいスポーツ振興や指導

者養成に寄与することが期待できる． 

 

 右は SCCOT を受験した本学学生のコメントである． 

本テストが，本学や日本のスポーツ界が目指している「プレ

ーヤー中（センタードアスリート）」を目指したコーチング行

動や判断スキルを問えるものとなっていることがうかがえる． 
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学内 学外 内訳

2019年1-2月 437 295
学内：1-4年生・修士・博士　学外：中高教員向けスポーツ指導者研修受講者25名、大阪体育大学スポー

ツ心理・カウンセリングコース、スポーツマネジメント学科計270名

2019年2月 13 25
学内：本学教員　学外：一般指導者１名、ハンドボール学会員24名（筑波大学体育専門学群研究生、国際

武道大学体育学部体育学科、日本体育大学大学院コーチング学専攻等）

2019年6月 172 197
学内：１年生　学外：山梨学院大学　スポーツ科学部192名、筑波大学大学院、福岡大学スポーツ科学

部、法政大学大学院人文科学研究科他計5名

2019年11月 189 225 学内：１年生・３年次編入生　学外：山梨学院大学スポーツ科学部スポーツ科学科225名

2019.11-2020.1 488 84
学内：2-4年生　学外：鹿児島県中体連（陸上指導者）18名、日本スポーツ協会計33名（日本大学スポー

ツ科学部、東京学芸大学他）、広島修道大学教員9名、高校指導教員陸上合宿受講者24名

2020.1-2020.2 13 170

学内：2-4年生　学外：大阪体育大学体育学部スポーツ教育学科、健康・スポーツマネジメント学科計114

名、廿日市市教育委員会スポーツ指導者35名、ジュニア研修コーチ（ＪＡＡＦ）6名、広島城北中・高教

員7名、本学OBOG8名

計 1312 996

受験者延べ人数

実施時期

SCCOT受験者概要(リリース以降)

2308

人数
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鹿屋体育大学大学教育再生加速プログラムに係る

平成２８年度第１回外部評価委員会 議事次第

日 時 平成２９年２月２７日（月） １４：３０～１６：００

場 所 筑波大学東京キャンパス文京校舎内３２０講義室

鹿屋体育大学演習室Ⅳ（大学院棟２階）

※２つの会場を遠隔講義システムで中継して実施

出席者 【外部評価委員】

＊岡 達生（公益財団法人日本体育協会スポーツ指導者育成部部長）

＊久保田 潤（独立行政法人日本スポーツ振興センター

スポーツ開発事業推進部研究員）

＊伊藤 雅充（日本体育大学児童スポーツ教育学部准教授）

【鹿屋体育大学】

・金久 博昭（鹿屋体育大学理事・副学長）

＊金高 宏文（鹿屋体育大学教授 教育企画・評価室長）

・国重 徹（鹿屋体育大学教授 教育企画・評価室副室長）

・前阪 茂樹（鹿屋体育大学教授 教育企画・評価室員）

・和田 智仁（鹿屋体育大学准教授 教育企画・評価室員）

・與谷 謙吾（鹿屋体育大学講師 教育企画・評価室員）

・有馬 正人（鹿屋体育大学教務課長 教育企画・評価室員）

・有馬 規雄（鹿屋体育大学経営戦略課副課長 教育企画・評価室員）

・吉原 大智（鹿屋体育大学学術図書情報課主任 教育企画・評価室員）

【スポーツ指導力評価テスト 委託業者】

＊松村 直樹（株式会社リアセック 代表取締役）

＊石川 純一（株式会社リアセック キャリア総合研究所主任研究員）

【陪席】

＊渡部ジョー（公益財団法人日本体育協会職員）

＊野村 浩史（鹿屋体育大学教務課副課長）

＊近藤 亮介（鹿屋体育大学特任助教）

＊濱中 良（鹿屋体育大学教務課特任専門員）

・岡田あゆみ（鹿屋体育大学教務課事務補佐員）

（注：＊は筑波大学東京キャンパス会場への出席者を示す）

次 第 14:30～14:35 金久理事 挨拶

14:35～14:40 採択された大学教育再生加速プログラムの概要説明

（金高教授）

14:40～15:05 スポーツ指導力評価テストの概要説明〔(株)リアセック〕

15:05～15:55 質疑応答・意見交換

16:00 閉会
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鹿屋体育大学大学教育再生加速プログラムに係る

平成２９年度第１回外部評価委員会 議事次第

日 時 平成３０年３月１３日（火） １３：００～１５：００

場 所 筑波大学東京キャンパス文京校舎内５７７講義室

鹿屋体育大学演習室Ⅳ（大学院棟２階）

※２つの会場を遠隔講義システムで中継して実施

出席者 【外部評価委員】

＊會田 宏（筑波大学 体育系 教授）

＊渡部 丞（公益財団法人日本体育協会スポーツ指導者育成部育成課）

＊久保田 潤（独立行政法人日本スポーツ振興センター

スポーツ開発事業推進部研究員）

列席者 【鹿屋体育大学 教育企画・評価室】

・金久 博昭（鹿屋体育大学理事・副学長）

＊金高 宏文（鹿屋体育大学教授 教育企画・評価室長）

・中垣内真樹（鹿屋体育大学教授 教育企画・評価室員）

・和田 智仁（鹿屋体育大学准教授 教育企画・評価室員）

・中本 浩揮（鹿屋体育大学准教授 教育企画・評価室員）

・與谷 謙吾（鹿屋体育大学講師 教育企画・評価室員）

・有馬 正人（鹿屋体育大学事務局次長兼教務課長 教育企画・評価室員）

・藤田 康朗（鹿屋体育大学経営戦略課副課長 教育企画・評価室員）

・吉原 大智（鹿屋体育大学学術図書情報課主任 教育企画・評価室員）

【スポーツ指導力評価テスト 委託業者】

＊松村 直樹（株式会社リアセック 代表取締役）

＊石川 純一（株式会社リアセック キャリア総合研究所主任研究員）

【陪席】

・加治 裕文（鹿屋体育大学教務課副課長）

・元明 勇二（鹿屋体育大学教務課副課長）

・鈴木 拓朗（鹿屋体育大学教務課教育支援係長）

＊近藤 亮介（鹿屋体育大学特任助教）

・濱中 良（鹿屋体育大学教務課特任専門員）

・岡田あゆみ（鹿屋体育大学教務課事務補佐員）

（注：＊は筑波大学東京キャンパス会場への出席者を示す）

次 第 13:00～13:05 金久理事 挨拶

13:05～13:25 平成 29年度の大学教育再生加速プログラムの取組概要の説明等

13:25～13:55 質疑応答・意見交換

14:00～15:00 体育系大学における実践的指導力の可視化と教育改善

15:00 閉会
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    鹿屋体育大学大学教育再生加速プログラムに係る 
    平成３０年度第１回外部評価委員会（スポーツ指導実習関連） 議事次第 

 
 
日 時  平成３０年７月１０日（火） １３：３０～１５：３０ 

 
場 所  鹿屋体育大学演習室Ⅲ（大学院棟２階） 

 
出席者 【外部評価委員】 
     川南 匡人（株式会社東大阪スタジアム） 
     永江 恒志（NPO 法人かのや健康・スポーツクラブ 事務局長） 
     内倉 康孝（鹿屋市役所ふるさと PR 課（田崎武道館指導者）） 

 幸福 恵吾（特定非営利活動法人 DREAM ウェルネス 代表） 
列席者 【鹿屋体育大学 教育企画・評価室】 
     森  司朗（鹿屋体育大学理事・副学長） 
     金高 宏文（鹿屋体育大学教授 教育企画・評価室長 
           兼スポーツ指導実習小委員会副委員長） 
     中垣内真樹（鹿屋体育大学教授 教育企画・評価室副室長 
           兼スポーツ指導実習小委員会委員） 
     前阪 茂樹（鹿屋体育大学教授 教育企画・評価室員 
           兼スポーツ指導実習小委員会委員） 
     国重    徹（鹿屋体育大学教授 教育企画・評価室員） 

 中本 浩揮（鹿屋体育大学准教授 教育企画・評価室員） 
 和田 智仁（鹿屋体育大学准教授 教育企画・評価室員） 

     萩原 悟一（鹿屋体育大学講師 教育企画・評価室員） 
     有馬 正人（鹿屋体育大学事務局次長兼教務課長 教育企画・評価室員） 
     吉原 大智（鹿屋体育大学経営戦略課企画評価係長 教育企画・評価室員） 
    【スポーツ指導実習小委員会】 
     前田 博子（鹿屋体育大学教授 スポーツ指導実習小委員会委員長） 
     濱田 幸二（鹿屋体育大学教授 スポーツ指導実習小委員会委員） 
     竹中健太郎（鹿屋体育大学准教授 スポーツ指導実習小委員会委員） 
     北村 尚浩（鹿屋体育大学准教授 スポーツ指導実習小委員会委員） 
     塩川 勝行（鹿屋体育大学講師 スポーツ指導実習小委員会委員） 
     坂口 俊哉（鹿屋体育大学講師 スポーツ指導実習小委員会委員） 

【陪席】 
     加治 裕文（鹿屋体育大学教務課副課長） 
  元明 勇二（鹿屋体育大学教務課副課長） 

 鈴木 拓朗（鹿屋体育大学教務課教育支援係長） 
     近藤 亮介（鹿屋体育大学特任助教） 
     濱中  良（鹿屋体育大学教務課特任研究員） 
     岡田あゆみ（鹿屋体育大学教務課事務補佐員） 
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次 第  13:30～13:35 森理事 挨拶 
     13:35～13:50 採択された大学教育再生加速プログラムの概要説明（金高室長） 
     13:50～14:25 本学におけるスポーツ指導実習の取組状況の説明 
            （各実習担当者（3～5 分間ずつ計 7 カ所分）） 

14:30～15:25 質疑応答及び意見交換 
       ・求められる資質及び能力 
       ・学内教育に期待すること 等 

     15:30     閉会 
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鹿屋体育大学大学教育再生加速プログラムに係る

令和元年度第１回外部評価委員会議事次第

日 時 令和 2 年 2 月 18 日（火） 15:30～17:30

場 所 東京サテライト及び鹿屋体育大学 大会議室（東京サテライト等との TV 会議）

目 的 「鹿屋体育大学における学修成果の可視化と卒業時における質保証の取組の強化」

の 4 年間の取り組みの総合評価と今後の課題

出席者 【外部評価委員】大学関連のみ

會田 宏（筑波大学 体育系 教授）

土屋 裕睦（大阪体育大学 体育学部 学長補佐 教授）

久保田 潤（独立行政法人日本スポーツ振興センター

スポーツ開発事業推進部研究員）

列席者 【鹿屋体育大学 教育企画・評価室】

【陪席】教育企画・評価室スタッフ

次 第 15:30～15:35 森理事 挨拶

15:35～15:40 外部評価の進め方

15:40～16:10 外部評価委員から質疑

16:20～16:50 各委員からの評価(5 分×5 人)

16:50～17:30 質疑応答及び意見交換

17:30 閉会

（評価の事項）

・事前に評価すべき事項に関する資料を送付し、評価及びコメントを頂く

・卒業時の質保証に向けた取組(学修成果の可視化等)についての評価について

・教育改善に向けた取り組みについて

・今後の課題について
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 2019年度AP事業（大学教育再生加速プログラム；卒業時における質保証の取り組みの強化）
外部評価委員による評価結果の概要

※　該当する評価観点に○を付けて下さい
※　点検項目の空欄は、任意に適宜観点を設定頂いて評価して下さい。
※　赤字は、各項目群の総合評価をお願い致します。

【学修成果等の可視化について】

点検項目
高いレベル
で達成され

ている

適切に達成
されている

達成されて
いる

達成されて
いない

備考・状況

Q：科目成績（GPA）の可視化の達成性 ◯
Q：汎用的能力（PROG）の可視化の達成性 ◯
Q：スポーツ指導者基礎力（SCCOT)の可視化の達成性 ◯
Q：スポーツ実技力の可視化の達成性 ◯
Q：スポーツ実技指導力の可視化の達成性 ◯
Q：スポーツ事業運営力の可視化の達成性 ◯
Q：授業時間外学修の可視化の達成性（授業時間外学修時間の把握） ◯
Q：学生の学修の主体的取組等の可視化の達成性 ◯
Q：課外活動における活動の可視化の達成性 ◯
Q：卒業時における質保証に向けた、学修成果の可視化の取組の達成性 ◯

【学修及び教育改善の取組について】

点検項目
高いレベル
で達成され

ている

適切に達成
されている

達成されて
いる

達成されて
いない

備考・状況

Q：学修成果等の可視化を元に、学生が主体的に学修改善を行えているか？ ◯

Q：学修成果等の可視化を元に、大学が授業科目レベルで教育改善を行えて
いるか？

◯

Q：学修成果等の可視化を元に、大学が大学（学位プログラム）レベルで教育
改善を行えているか？

◯

Q：卒業時における質保証に向けた、学修及び教育改善の取組の達成性 ◯

【全体的な取組の達成性について】

点検項目
高いレベル
で達成され

ている

適切に達成
されている

達成されて
いる

達成されて
いない

評価コメント等

Q：平成28年度の計画の達成性 ◯
Q：平成29年度の計画の達成性 ◯
Q：平成30年度の計画の達成性 ◯
Q：平成31年度（令和元年度）の計画の達成性 ◯
Q：構想・計画の全体的・総合的な達成性 ◯
Q：卒業時における質保証の達成性 ◯
Q：卒業時における質保証の取組の強化の達成性 ◯

【総評】
　本取組では、鹿屋体育大学の教育ミッション「スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおける実践的かつ創造的で市民性、国際性を備えたリーダーを育てる」の実現
するために、「卒業時における質保証の取組の強化」が全学的に行われた。
　4年間に亘る教育改革の取組を詳細に検討した結果、ディプロマ・ポリシー（DP）を担保する「多様なスポーツリーダーとしての自覚と実践的なスポーツ指導力の養
成」と「段階的かつ継続的なライフ・キャリアデザイン力と社会人基礎力（汎用的能力）の養成」の状況を、学修行動や学修成果を可視化することを通して確認し、継続
的に教育改善が行える教学システムを確立した点において大きな成果が得られたと評価できる。
　本取組では、具体的な成果として、鹿屋体育大学や我が国におけるスポーツ・健康に関する人材育成の状況を踏まえ、客観的評価が容易ではない能力の数量
化・可視化に挑戦し、一つのソリューションとして各種テストを開発している。特に、科目成績（GPA）や汎用的能力（PROG）、スポーツ指導者基礎力（SCCOT）の可視
化は非常に高いレベルで達成されており、体育・スポーツ分野における大学教育の質保証への活用が期待できる。また、本取組を通して学生のリテラシー領域、コン
ピテンシー領域の評価得点が向上していることから、学修成果等の可視化を元に、学生が主体的に学修改善を行えていること、大学が授業科目レベルで教育改善
を行えていることが実証されていることも高く評価できる。
　今後は、スポーツ実技力・実施指導力・事業運営力の可視化の方法について検討するとともに、大学としての教育改善の状況について、教職員に対するヒアリング
調査やアンケート調査等を通して評価・検討することで、我が国の体育・スポーツ系大学・学部のモデルとなるような、より高い教育の質保証が達成されることが期待さ
れる。
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
アンケート回収率 88.3% 82.5% 100.0% 100.0%
Stage1（１点）以上の割合 100.0% 98.6% 100.0% 100.0%
ALの導入率 88.3% 81.3% 100.0% 100.0%

授業科目へのアクティブ・ラーニング（AL）の導入率
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担当：教務課教育企画係

アクティブラーニングを促す授業の
実践と評価

－大人数授業における方法を中心に－

講師

愛媛大学教育・学生支援機構 教育企画室 講師

竹 中 喜 一 先生
日時：令和２年１月２７日（月）１６時１０分～１７時４０分
場所：事務局・大会議室
対象：本学教員及び大学院生

講義概要
大学教育において「何を教えたか」より「何を学んだか」が重視され、学生のアクティブラーニン

グを促す教育が求められるようになりました。アクティブラーニングといえばまず、少人数クラスで
のグループワークが思い浮かびますが、大人数の授業であっても、さまざまな方法により学生のアク
ティブラーニングを促すことができます。
また、アクティブラーニング型授業において学生の学習成果を評価するには、グループでの成果に

対する個人の貢献度合がわからないなど、さまざまな課題が生じます。そこで今回は、こうしたアク
ティブラーニングの評価に関する課題を解決し、大人数授業においてもアクティブラーニングを促せ
るようになるための実践的な知識を身につけることを目的とした講義とワークを行います。

講師略歴
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室講師。大阪大学人間科学部卒業後、民間企業の勤務を経て、

2008年学校法人関西大学に専任事務職員として入職。
入職以来、ＦＤ・ＳＤ・教学ＩＲなど教育・学習支援関連業務を担当。業務と並行して、名古屋大

学大学院教育発達科学研究科博士課程前期課程修了後、大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程
修了。博士（人間科学）。愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室特任助教を経て、2019年4月から
現職。専門は、高等教育論・教育工学。主な研究テーマは、大学教職員の能力育成。著書に『大学の
組織と運営』、『大学のFD Q&A』、『アクティブラーニング型授業としての反転授業［実践編］』
（ともに分担執筆）等がある。
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2019年度 授業外学習時間調査の結果(20200609集計)

※計算の簡便化のため、各カテゴリの中間値の時間を用いている。
なお、前後が2倍ずつ増えているため、「30h以上」には「45時間」を用いている。
参考資料：国立教育政策研究所（http://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf_digest_h29/gaiyou.pdf）
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2019年度 授業外学習時間調査の結果(20200609集計)

2年生を除いた各学年で1時間ほどの学修時間が増加している

0

2

4

6

8

10

1年次 2年次 3年次 4年次

授
業

外
の

学
修

時
間

(時
間

）

全体平均(時間） 前期平均(時間）
後期平均(時間）

0

2

4

6

8

10

1年次 2年次 3年次 4年次
授

業
外

の
学

修
時

間
(時

間
）

全体平均(時間） 前期平均(時間）
後期平均(時間）

2019年度 2018年度

2/4



2019年度 授業外学習時間調査の結果(20200609集計)

※計算の簡便化のため、各カテゴリの中間値の時間を用いている。
なお、前後が2倍ずつ増えているため、「30h以上」には「45時間」を用いている。
参考資料：国立教育政策研究所（http://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf_digest_h29/gaiyou.pdf）
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2018年度 授業外学習時間調査の結果(201906集計)

※計算の簡便化のため、各カテゴリの中間値の時間を用いている。
なお、前後が2倍ずつ増えているため、「30h以上」には「45時間」を用いている。
参考資料：国立教育政策研究所（http://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf_digest_h29/gaiyou.pdf）
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＜知識＞

運動種目の発生から現在に
至るまでに関するルール・記
録等に関する人文・社会学
的な知識の獲得　（スポーツ
の文化的享受力）

運動技能の習得・改善　（示
範・デモンストレーション力）

運動技能等を診断・評価す
る能力（診断・評価力）

運動指導に必要な教材間の
関係についての把握（処
方・教材化力）

指導時における安全で，効
果的な実技実習が行える運
営・管理能力の習得　（クライ
シスマネージメント・リスクマ
ネジメント力）

●
●
●

＜個人技術＞
ボールタッチ ● ● ● ●
ボールリフティング ● ● ● ●
インサイドキック ● ● ● ●
インステップキック ● ● ● ●
インフロントキック ● ● ● ●
アウトサイドキック ● ● ● ●
アウトフロントキック ● ● ● ●

パス ● ● ● ●
クロス ● ● ● ●
シュート ● ● ● ●

ウェッジコントロール ● ● ● ●
クッションコントロール ● ● ● ●
スタンディングヘッド ● ● ● ●
ジャンプヘッド ● ● ● ●
ラン・ウィズ・ザ・ボール ● ● ● ●
フェイント ● ● ● ●
ターン ● ● ● ●
スクリーン ● ● ● ●

＜個人・グループ戦術＞
ボールポゼッション ● ● ● ●
（距離・角度・タイミング・
方向）

● ● ● ●

ドリブル ● ● ● ●
スルーパス ● ● ● ●
壁パス ● ● ● ●
オーバーラップラン ● ● ● ●
クロスオーバー ● ● ● ●

マークの原則 ● ● ● ●
アプローチ ● ● ● ●
チャレンジ ● ● ● ●
カバー ● ● ● ●

＜チーム戦術＞
フォーメーション ● ● ● ●
リスタート ● ● ● ●

関連実技科目（サッカー）

攻撃

突破

パス＆サポート

守備

攻撃・守備

ボールを運ぶ ドリブル

ボールに触れる ボールフィーリング

キックの種類

ボールを止める コントロール

ボールを蹴る

サッカーのルール及び審判法

サッカーの競技特性
サッカーの歴史

ボールを打つ ヘディング
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鹿屋体育大学学則 

                            
                                                           平成１６年 ４月 １日 

                              規  則  第 ２ 号 

改正 平成１７年１０月 ６ 日 

   規  則  第 ９ 号 

平成２５年 ６ 月１４日 

 規  則  第 １３ 号 

平成３１年 ３月２２日 

規  則  第 ７ 号 

   平成１８年 ３ 月 ２ 日 

規  則  第 ２ 号 

平成２６年 ３ 月２０日 

規  則  第 ２ 号 

令和 元年 ７月２９日 

規  則  第 ２９ 号 

平成１９年 ３ 月２２日 

規  則  第 ５ 号 

平成２７年 ３ 月２７日 

規  則  第 ２４ 号 

 

   平成２０年 ３ 月１９日 

   規  則  第 ２ 号   

平成２７年 ４ 月１６日 

規  則  第 ３８ 号 

 

平成２３年 ２ 月 ７ 日 

   規  則  第 ３ 号 

平成２８年 ３ 月２５日 

規  則  第 ８ 号 

 

平成２４年 １ 月２４日 

規  則  第 １ 号 

平成３０年 ３ 月 １ 日 

規  則  第 １２ 号 

 

平成２４年 ６ 月 ７ 日 

規  則  第 １６ 号 

平成３１年 ３月１１日 

規  則  第 ５ 号 

 

 

 

  鹿屋体育大学学則（昭和５８年１２月２日学則第１号）の全部を改正する。 

 

目次 

 第１章 総則（第１条－第１２条） 

  第１節 目的及び自己評価等（第１条－第４条） 

  第２節 教育研究組織（第５条－第８条） 

  第３節 職員組織（第９条） 

  第４節 学年、学期及び休業日等（第１０条－第１２条） 

 第２章 学部通則（第１３条－第３６条） 

  第１節 目的（第１３条） 

  第２節 修業年限及び在学年限（第１４条・第１５条） 

  第３節 入学（第１６条－第２１条） 

  第４節 教育課程及び履修方法等（第２２条－第３２条） 

  第５節 卒業及び学士（第３３条－第３６条） 

 第３章 大学院通則（第３７条－第５４条） 

  第１節 目的（第３７条） 

  第２節 標準修業年限及び在学年限（第３８条・第３９条） 

  第３節 入学（第４０条－第４４条） 

  第４節 教育課程及び履修方法等（第４５条－第５０条） 

  第５節 修了要件及び学位（第５１条－第５４条） 

 第４章 休学、転学、留学及び退学（第５５条－第６１条） 

  第１節 休学（第５５条－第５７条） 

  第２節 転学及び留学（第５８条・第５９条） 

  第３節 退学（第６０条・第６１条） 

 第５章 賞罰（第６２条・第６３条） 

 第６章 学生宿舎（第６４条） 
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第 31 条 大学の学生以外の者として本学において一定の単位を修得した者が本学に入学する場合

において、当該単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは、文部科

学大臣の定めるところにより、修得した単位数その他の事項を勘案して修学年数に通算すること

ができる。ただし、その期間は、２年を超えない範囲内とする。 
 
 （成績の評価） 

第 32 条 授業科目の試験の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの５種の評語をもって表し、Ｓ、Ａ、

Ｂ及びＣを合格とし、Ｄを不合格とする。ただし、必要と思われる場合は、合格及び不合格の評

語を用いることができる。 
 
    第５節 卒業及び学士 
 
 （卒業） 

第 33 条 本学学部に４年（第２１条第１項の規定により入学した者については、同条第２項によ

り定められた在学すべき年数）以上在学し、別に定めるところにより、合計１２４単位以上を修

得した者については、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

２ 学長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書を授与する。 
 
  （早期卒業） 

第 34 条 前条の規定にかかわらず、本学学部に３年以上在学し、別に定めるところにより、合計

１２４単位以上を優秀な成績で修得した者については、教授会の議を経て、学長が卒業を認定す

る。 

２ 前条第２項の規定は、前項の場合にこれを準用する。 
 
 （学士の学位） 

第 35 条 本学学部を卒業した者には、学士（体育学）の学位を授与する。 

２ 学士（体育学）の学位授与に関し必要な事項は、別に定める。 
 
 （教員の免許状授与の所要資格の取得） 

第 36 条 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び教育職員免

許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）に定める所要の単位を修得しなければならない。 

２ 本学学部において、当該所要資格を取得できる教員免許状の種類は次のとおりとする。 

 一 高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

 二 中学校教諭一種免許状（保健体育） 

 

   第３章 大学院通則 

    第１節 目的 
 
 （大学院体育学研究科の目的） 

第 37 条 本学大学院は、スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関する学術の理論及び応用と実

践が一体となった教育研究を展開し、その深奥をきわめ、又は高度の専門性が求められる職業を

担うための深い学識及び卓越した能力を培い、スポーツ・武道文化の進展及び国民の健康の増進

に寄与する。 
 
 （修士課程体育学専攻の目的） 

第 37 条の２ 修士課程体育学専攻は、学部での教育研究の成果を基盤として、スポーツ・武道及

び体育・健康づくりの分野における専門的知識・技術の教授研究能力及び高度の専門性を要する
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第１０８回 鹿屋体育大学教授会議事要旨 

 

 

日  時  令和２年３月５日（木）１５時３０分～１６時４５分 

 

場  所  大学院棟３階大講義室 

 

出 席 者：松下、森(司)、石田、濱田(初)、金高、濱田(幸)、前阪、髙橋、木葉、萬久、中村(夏)、松村、 

三浦、塩川、榮樂、坂中、小森、黒川、青木、下川、村上、永原、添嶋、赤嶺、山本、安田、 

前田(明)、荻田、田巻、中垣内、イスラム、吉田、藤田、沼尾、高井、與谷、長島、村田(宗)、 

竹下、前田(博)、吉重、山田、森(克)、国重、北村、エルメス、和田、浜田、中本、中村(勇)、 

坂口、隅野、栫、栗山、日下の各委員 

 

欠 席 者：北川、瓜田、竹中、村田(憲)、藤井、萩原、幾留の各委員 

 

議  事  １．議事要旨確認 

（１）第１０７回議事要旨案確認 

         資料１の議事要旨案について、原案どおり確定した。 

 

      ２．審議事項 

       （１）令和２年度一般入試における合否判定について 

森入試委員会委員長から資料２-１から２-５について説明があり、審議の結果、原案ど

おりスポーツ総合課程７２名、武道課程３３名の計１０５名を合格者とすることが了承

された。 

なお、合格発表は３月６日(金)午前１０時より、合格者受験番号の掲示及びホームペー

ジ掲載により行うため、それまで合否結果について口外しないよう要請があった。 

 

       （２）令和２年度体育学部卒業判定について 

森教務委員会委員長から資料３－１から３－４について説明があり、審議の結果、原案

どおりスポーツ総合課程１３６名、武道課程４９名について卒業が了承された。 

なお、上記１８５名のうち、授業料未納者６名については条件付きとなることが確認さ

れた。 

 

（３）令和２年度４月学事日程について 

有馬次長兼教務課長から資料４について説明があり、審議の結果、原案どおり了承され

た。 

 

（４）令和元年度学生表彰の選考について 

有馬次長兼教務課長及び宮園学生課長から資料５－１から５－３について説明があり、

審議の結果、原案どおり了承された。 

 

（５）学生の除籍について 

有馬次長兼教務課長から資料６-１及び６－２について説明があり、審議の結果、原案

どおり了承された。 

 

３．報告事項 

（１）学生の異動について 

有馬次長兼教務課長から、資料７に基づき報告があった。 

 

（２）令和元年度学位記授与式及び令和２年度入学式における総代等について 

有馬次長兼教務課長から、資料８に基づき報告があった。 
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４．その他 

(１)新型コロナウイルスに関する対応について 

松下学長から本学の新型コロナウイルス対策について説明があり、必要な対応について

種々意見交換を行った。 

 

（２）テレビ会議システムの利用について 

和田スポーツ情報センター長から、本学教職員が利用可能なテレビ会議システムについて

紹介があった。 

 

以上 
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2018 年 11 月 27 日 

 

教務委員会委員長 様 

 

教育企画・評価室 

 

成績評価における評語及び評価基準の変更の提案（案）について 

 

 現在、教育の質保証の一環として、各授業科目の成績評価（GP：4～0 ポイント）を用いた DP で目指す

12 の資質･能力の可視化を進めている。この可視化の実効性を高めるためには、成績評価の基準をより明確

にする必要がある｡ 

しかし、下表のように現行の成績評価では、80 点～100 点までの評語や評価基準はグレードポイントが 2

段階となっているにも関わらず、一つの評価基準「到達目標を達成し、優秀な成績を修めている」となって

いる｡これでは２つのグレードポイントの評価基準が明確とはいえない｡そのため、グレードポイントに沿っ

た形で、適切な可視化を行うには、評語とそれに伴う評価基準を変更する必要がある。 

 そこで、成績評価における評語と評価基準の変更を提案する。 

 また、本件の基準変更に係る適用対象者及び時期について、教務委員会に諮るものである。 

【現行】 

評語 評点 グレード 
ポイント 評価基準 適用 

A 
90 点～100 点 4.0 ポイント 

到達目標を達成し、優秀な成績を修

めている｡ 
合格として単位を認定

する。 

80 点～89 点 3.0 ポイント 

B 70 点～79 点 2.0 ポイント 到達目標を達成している｡ 

C 60 点～69 点 1.0 ポイント 到達目標を最低限達成している｡ 

D 59 点以下 0 ポイント 到達目標を達成していない｡ 
不合格とし、単位を認

定しない｡ 

K 履修放棄 0 ポイント 
原則として 3 分の 2 以上の出席が

ない場合又は定期試験を受験しなか

った場合、履修放棄「K」とする｡ 

年間に履修登録した単

位数に含まれ GPA 評

価の算出に影響する 

平成30年度第23回教務委員会 
（H30.11.29開催） 
 

資料４ 
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 2 

【修正案】 

評語 評点 グレード 
ポイント 評価基準 適用 

S 90 点～100 点 4.0 ポイント 
到達目標を達成し、特に優秀な成績

を修めている｡ 

合格として単位を認定

する 
A 

80 点～89 点 3.0 ポイント 到達目標を達成し、優秀な成績を修

めている｡ 

B 70 点～79 点 2.0 ポイント 到達目標を達成している｡ 

C 60 点～69 点 1.0 ポイント 到達目標を最低限達成している｡ 

D 59 点以下 0 ポイント 到達目標を達成していない｡ 
不合格とし、単位を認

定しない｡ 

K 履修放棄 0 ポイント 

原則として 3 分の 2 以上の出席が

ない場合又は定期試験を受験しなか

った場合、履修放棄「K」とする｡ 

年間に履修登録した単

位数に含まれ GPA 評

価の算出に影響する 

 

 

【適用対象者・時期】 

 案１ 案２ 案３ 

対象者 平成 31 年度以降の在学生 平成 31 年度以降の在学生 平成 31 年度以降の入学生 

適用する履修科目 
平成 31 年度以降に履修し

た授業科目 

平成 31 年度以前に遡っ

て、履修した全授業科目 

平成 31 年度以降に履修し

た授業科目 

※ 案３の場合、平成 30 年度以前の入学生は対象者とせず、90 点以上の評点に対して従来どおり

「A」評価を付与する。 

  ※ なお、案１～３を適用するかは、教務委員会において検討・審議する。 
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平成３０年度 第２３回 教務委員会議事要旨 

 

１．日 時  平成３０年１１月２９日（木） １６：１０ ～１７：４３ 

２．場 所  事務局大会議室 

３．出席者  森（司）委員長、金高副委員長、萬久、赤嶺、中垣内、森（克）、北村、有馬の各委員 

４．欠席者  髙橋、荻田、前阪の各委員 

５．事務局  元明教務課副課長、鈴木教育支援係長、松田教育支援係員 

６．議題 

(1) 第２０回～第２２回議事要旨（案）の確認について（資料１） 

    委員長から資料に基づき説明があった後、原案のとおり了承された。 

 

(2) 審議事項 

① 平成３１年度開設授業科目及び授業担当教員等について（資料２） 

     委員長から資料に基づき説明があった後、諮られ、以下の３点については修正等を行うこととなり、そ

れ以外については原案のとおり了承された。 

     ・ 「陸上・体操・水泳①②」の体操部分並びに「競技スポーツ論・実習Ⅰ～Ⅳ－体操」を担当する非

常勤講師について、来年度の同科目担当の常勤教員の体操競技部遠征への帯同状況を本委員会におい

て確認し、今年度と同等の回数及び当該科目との重複状況であることが確認されることを条件に、任

用することが了承された。 

     ・ 「夏季山岳レジャースポーツ実習」及び「冬季山岳レジャースポーツ実習」について、人事マネジ

メント方針による採用予定の常勤教員の枠（資料２においては「（＊）」で表示）を、各１つ削除す

ることとなった。なお、両科目及び「国語・文章表現法」の同枠については、新規採用教員の赴任後

に当該教員の意思確認を行った上で、担当の可否を判断することとなった。 

     ・ 「保健体育科教育法Ⅲ」については、非常勤講師枠を１つ削除することとなった。 

     また、教職科目に係る変更箇所は緑の塗り潰しで表示する資料修正を行うこととなった。 

     さらに、「陸上競技①②」、「体操（体つくり運動を含む）①②」、「水泳①②」、及び「器械運動①

②」は来年度から開設しないため、授業担当教員を見え消しにて削除する資料修正を行うこととなった。 

 

② 平成３１年度授業計画（シラバス）の作成について（資料３） 

     金高副委員長から資料に基づき、特に授業時間外学修時間を増やす取り組みとして、シラバスに当該授

業科目を履修する学生が授業回ごとに最低限行うべき学修時間数を目安として示すことについて説明があ

り、委員長から諮られ、原案のとおり了承された。 

     また、資料３については、表題に「（案）」を追記し、また、委員会承認日に係る日付を削除する資料

修正を行うこととなった。 

 

③ 成績評価における評語及び評価基準の変更の提案（案）について（資料４） 

     金高副委員長から資料に基づき説明があった後、委員長から諮られ、評語に「Ｓ」を追加することが原

案のとおり了承され、また、適用対象者・時期については案２のとおりとすることが了承された。 

 

④ 平成３１年度以降の教職課程に係る授業科目について（資料５） 

     委員長から資料に基づき説明があった後、諮られ、原案のとおり了承された。 

 

⑤ 卒業研究に係る手続きの変更について（資料６） 

     委員長から資料に基づき説明があった後、諮られ、原案のとおり了承された。 
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H28年度 履修/修得単位状況一覧

及び

CAP制導入案

2017/9/4 教育企画・評価室
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CAP制とは

文科省用語集より

「大学は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業
の 要件として学生が修得すべき単位数について、学生が１年間又は１学期
に履修科目として登録することができる単位数の上限を定めるよう努めな
ければならない」

(大学設置基準第２７ 条の２第１項)

単位の過剰登録を防ぐため、
１年間あるいは１学期間に履修登録できる単位の上限を設ける制度
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CAP制導入の目的

我が国の大学制度は単位制度を基本としているが、大学設置基準上１単位
は、教員が教室等で授業を行う時間に加え、学生が予習や復習など教室外に
おいて学修する時間の合計で、標準４５時間の学修を要する教育内容をもっ
て構成されている。また、これを基礎とし、授業期間は１学年間におよそ年
３０週、１学年間で約３０単位を修得することが標準とされ、したがって大
学の卒業要件は４年間にわたって１２４単位を修得することを基本として制
度設計されている。

しかしながら、学期末の試験結果のみで単位認定が行われるなどの理由か
ら、学生が過剰な単位登録をして、３年で安易に１２４近くの単位を修得し、
結果として４５時間相当に満たない学 修量で単位が認定されているという現
象が生じている。

文科省用語集より
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CAP制導入の目的

1年間に単位を多く履修しすぎていることで、
1単位あたりにかける学修時間が確保できない状況であり、不足する心配がある。

年間履修単位
1年 2年 3年 4年

文科省推奨 36単位 36単位 36単位 36単位
現状(例) 50単位 50単位 24単位 10単位

CAP制による改善(例) 46単位 46単位 30単位 10単位

週間学修時間(履修科目に対する)
1年 2年 3年 4年

文科省推奨 9時間 9時間 9時間 9時間
現状(例) 12.5時間 12.5時間 6時間 2.5時間

CAP制による改善(例) 11.5時間 11.5時間 7.5時間 2.5時間
※1単位45時間の学修時間
※15週授業で1週あたり3時間の学修時間として計算(土曜日も含む週6日間)
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CAP制導入大学一覧
大学名 半期 年間 備考

1 京都大学 30単位 学部によって異なる

2 名古屋市立大学 24単位

3 大阪府立大学 50単位 1年前期は24単位

4 北海道教育大学 28単位

5 産業技術短期大学 28単位

6 茨城大学 27-30単位 学部によって異なる

7 徳島大学 48単位 上限なく履修登録できる科目あり

8 小樽商科大学 40単位 教職共通科目は制限なく履修可能

9 東京工芸大学 28単位 49単位 教職科目・認定科目はCAP制に含めない

10 早稲田大学 21-26単位 40-44単位 学部によって異なる

11 北海道大学 21-23単位 学部によって異なる

※ 各大学のCAP制では、半期21-30単位、年間40-60単位。
※ 教職科目は含めない大学もあり。
※ 1年前期は別で制限をかけている大学もあり。

各大学CAP制は導入しているが制限単位数は各々である。
本学の制限は、現在50単位。編入生は60単位。
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本学 H28年度 履修/修得単位状況一覧

※集中講義、実習科目は履修制限の対象とはならない。

51単位以上履修している学生は1年次で28名、2年次で46名。
2年次で増えるのは成績優秀者の影響と考えられる。(履修上限の制限がなくなる)
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1年 2年 3年 3年(3年次編入) 4年 4年(3年次編入)

10以下 11–15 16-20 21-30 31-35 36-40 41-45 46-50 51-55 56-60

H28年度 履修/修得単位状況一覧

履修単位では、1年次、2 年次は46単位以上、3年次では21ー40単位、
4年次では20単位以下の学生の割合がほとんどである。

(人)
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現在の履修モデル

1年次は65単位、2年次は91単位の中から約50単位、3年次は108単位の中から約30単位修得する
現状。特に3年次に応用科目が多く開講されているが3年次にはあまり履修しない現状。

スポーツ総合課程 アスリートコーチング系 履修モデル
科目区分

1年次 2年次 3年次 4年次
合計

必須 普通 合計 必須 普通 合計 必須 普通 合計 必須 普通 合計

一般科目

コミュニケーション科目 4 2 6 4 0 4 0 14 14 0 0 0 24
社会・文化・自然 0 14 14 0 2 2 0 2 2 0 2 2 20

総合 0 2 2 0 7 7 0 3 3 0 0 0 12
キャリア形成科目 キャリアデザイン 2 2 4 0 4 4 0 6or7 7 0 0 0 15

専門科目

基礎A 2 12 14 2 8 10 0 2 2 0 0 0 26
基礎B 0 2 2 5 5 10 0 4 4 0 0 0 16
応用 0 0 0 0 12 12 0 31 31 0 2 2 45

実験演習 2 0 2 0 4 4 0 0 0 0 0 0 6
関連実技 0 12 12 0 15 15 0 14 14 0 5 5 46

ゼミナール 0 0 0 0 4 4 4 0 4 10 0 10 18

専攻科目
専修 6 0 6 6 0 6 6 0 6 0 6 6 24

指導実践 1 0 1 0 0 0 1or2 4 6 0 4 4 11

教職科目
教職 2 0 2 9 0 9 11 0 11 0 0 0 22
専門 0 0 0 4 0 4 4 0 4 6or7 0 7 15

合計 19 46 65 30 61 91 27 81 108 17 19 36 300

※必須は教職科目必須を含む ※救急法実習は2年次加算 ※各国文化研究、交流リベラルアーツは含めていない

※ボランティア活動は4年次に含む ※SCO-OP実習は3年次に含む ※1単位or2単位の科目は2単位で計算している
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現在 改修案

一般生 編入生 一般生 編入生

履修上限(年間) 50単位 60単位 46単位 58単位

履修制限非対象科目 集中講義科目及び
ボランティア活動、救急法実習

集中講義科目及び
ボランティア活動、救急法実習

履修制限解除の条件 年間41単位以上を修得し、
その90%以上が「A」であること

年間41単位以上を修得し、
その平均GPAが「3.5」であること

CAP制導入案

一般生は年間50単位→46単位、編入生は年間60単位→58単位に変更。
履修制限解除の条件は、41単位以上修得し、平均GPA3.5に変更(早期卒業要件と一致)。
履修単位を制限することで、3年次の応用科目の履修増加を期待。
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履修登録上限変更(45単位→50単位)の背景

変更前(45単位) ~H17年度 変更後(50単位) H18年度～

教職関連科目は19単位まで、
教養科目及び専門科目の区分なし
の単位として認められる。

教職関連科目は10単位まで、
一般科目及びキャリア形成科目の
区分なしの単位として認められる。

教職関連科目の9単位分が区分なしの単位として認められなくなったので、
その分履修できる上限をあげた。
学生が、教員免許を取得しやすい環境を作ることも目的の一つであった。

変更の背景

過去の議事録等に記載はなし。
変更の効果
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H17年度 1年 2年 3年 4年 合計
コミュニケション科目 653 72 163 149 1037
社会・文化・自然科目 585 178 78 195 1036
総合科目 336 264 179 80 859
キャリアデザイン科目 352 2 65 14 433
基礎科目A 711 638 198 63 1610
基礎科目B 279 690 335 44 1348
応用科目 319 229 437 110 1095
実験演習科目 55 1 1 1 58
関連実技科目 647 436 401 310 1794
専修科目 411 257 377 137 1182
指導実践科目 4 263 495 98 860
教職科目(教職) 192 786 836 161 1975
教職科目(専門) 1 182 307 155 645

合計 4545 3998 3872 1517 13932

履修登録上限変更(45単位→50単位)前後の履修状況の変化

変更前(45単位) 変更後(50単位)

1・３年次の履修登録数は変わらないが、変更後に、4年次の履修が減り、2年次の履修が増えている。
→再度、46単位(案)に履修上限を下げることで、3・4年次に履修が分散する可能性がある。

H28年度 1年 2年 3年 4年 合計
コミュニケション科目 522 359 118 30 1029
社会・文化・自然科目 986 274 76 50 1386
総合科目 177 231 122 27 557
キャリアデザイン科目 353 157 315 7 832
基礎科目A 1223 601 185 111 2120
基礎科目B 59 959 234 35 1287
応用科目 0 570 479 134 1183
実験演習科目 175 29 32 0 236
関連実技科目 539 407 428 196 1570
専修科目 177 209 228 97 711
指導実践科目 177 8 193 0 378
教職科目(教職) 172 672 1029 37 1910
教職科目(専門) 0 335 178 265 778

合計 4560 4811 3617 989 13977

※200以上増加している科目を赤色、減少している科目を青色としている。
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【ＣＡＰ制】（ｐ20） 単位の過剰登録を防ぐため、１年間あるいは１学期
間に履修登録できる単位の上限を設ける制 度。 我が国の大学制度は単位制
度を基本としているが、大学設置基準上１単位は、教員が教室等で 授業を行
う時間に加え、学生が予習や復習など教室外において学修する時間の合計で、
標準４５ 時間の学修を要する教育内容をもって構成されている。また、これ
を基礎とし、授業期間は１学 年間におよそ年３０週、１学年間で約３０単位
を修得することが標準とされ、したがって大学の 卒業要件は４年間にわたっ
て１２４単位を修得することを基本として制度設計されている。

しかしながら、学期末の試験結果のみで単位認定が行われるなどの理由か
ら、学生が過剰な単 位登録をして、３年で安易に１２４近くの単位を修得し、
結果として４５時間相当に満たない学 修量で単位が認定されているという現
象が生じたことから、平成１１年に、大学設置基準第２７ 条の２第１項とし
て、「大学は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒
業の 要件として学生が修得すべき単位数について、学生が１年間又は１学期
に履修科目として登録す ることができる単位数の上限を定めるよう努めなけ
ればならない」と規定された。
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（３）平成 30年度の取組内容・成果 

①DPで目指す 12の資質・能力と授業科目との関連性の強化と学修支援及び教育改善 

授業科目区分毎及び DPで目指す 12の資質・能力毎の GPA を可視化したことで、学生は授業科目と学修成

果との関係を意識することができるようになった。さらに、構築した Web 学修ポートフォリオ NIFSpass を活用して、

自己の学修の振り返りや改善を学期毎に継続して実施するようにした（下図参照）。 

 

さらに、授業科目毎に実施される「授業振り返りアンケート」から、学生自身が履修した授業科目からDPで目指

す 12の資質・能力の「何を修得したのか」も振り返るようにし、関係性の意識づけを強化した（p23参照）。 

一方で、授業担当者に対して学生が感じている DP で目指す 12 の資質・能力の修得度をフィードバックし、授

業改善の一助とした（下図は、科目区分の修得度感の平均値を示している。赤丸は各授業科目区分で主に身に

つけることが期待されている資質・能力を示している。）。 
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学修の振り返り・改善のポートフォリオの提出率について（2018年度入力分）

1年次 ２年次 ３年次 ４年次
想定人数

（定員）
実施時期

対象者数

（在籍者数）
実施者(B) 受験率 実施時期 実施者数(A)

2017GPA

（後期）
○ ○ ○ 530 588 563 2018年4月 465 82.6%

2018GPA

（前期）
○ ○ ○ ○ 720 765 709 2018年10月 676 95.3%

2017PROG ○ ○ ○ 530 ※テストは、前年度実施 588 515 87.6%
2～４年次：2018年度前

期
442 85.8%

2018PROG ○ 170 １年次：2018年４月 180 180 100.0% １年次：2018年度後期 175 97.2%

全体 2,121 1,967 1,758 89.4%

対象年次、想定人数 テスト

区分

学修の振り返り

振り返り率（A/B）

89.7%

88.8%
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学修の振り返り・改善のポートフォリオの提出率について（2019年度入力分）

1年次 ２年次 ３年次 ４年次
想定人数

（定員）
実施時期

対象者数

（在籍者数）
実施者(B) 受験率 実施時期 実施者数(A)

2018GPA

（後期）
○ ○ ○ 530 586 557 2019年4月 431 77.4%

2019GPA

（前期）
○ ○ ○ ○ 720 767 719 2019年10月 673 93.6%

2018PROG ○ 190
３年次：2018年度11月

※テストは、前年度実施
204 172 84.3% ４年次：2019年度前期 125 72.7%

2019PROG ○ 170 １年次：2019年４月 181 181 100.0% １年次：2019年度後期 160 88.4%

2018SCCOT ○ ○ ○ 530
１～３年次：2018年度後期

※テストは、前年度実施
586 539 92.0%

２年次：2019年度前期

３年次：2019年度前期

４年次：2019年度前期

424 78.7%

2019SCCOT ○ 170 １年次：６月 181 160 88.4% １年次：2019年度後期 121 75.6%

全体 2,505 2,328 1,934 83.1%

対象年次、想定人数（2019年度） テスト

区分

学修の振り返り

振り返り率（A/B）

86.5%

80.7%

78.0%
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大学院教育課程の改訂について 

 

                    

【概要】 

●経緯 

  学長から大学院体育学研究科のカリキュラム及び授業科目名称等の見直しを行うよう指示が

あったことを受け、平成２８年度第８回（平成２８年１０月１３日）研究科教務委員会におい

て、大学院教育課程改訂ワーキンググループを設置し、以下の内容について検討した。 

 

●検討内容 

  ・専攻の目的、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー及び開設授業科目名の見直し 

１．専攻の目的、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーの見直し 

 

１）修士課程（資料１） 

➀修士課程の目的、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーの見直し   

   ・目的 

    文言を整理し、３領域（スポーツ総合科学領域、スポーツ文化・社会科学領域、スポ

ーツ生命科学領域）に共通する、よりコンパクトな表記に変更した。 

   ・ディプロマポリシー 

現行の 3 つの項目の内容には重複する部分があったため、２つの項目に整理した。 

   ・カリキュラムポリシー 

ディプロマポリシーを踏まえ、文言を整理した。また、（３）として修士の学位論文と

してまとめる科目として「課題研究」を従来の共通科目から抜き出して新たに配置し

た。さらに（１）から（３）の各項において、○印事項を新たに追加した。 

 

   ②目的、ディプロマポリシーカリキュラムポリシーの見直し及び開設授業科目の見直しに 

伴う履修要項の修正 

 

２）博士後期課程（資料２） 

  ➀博士後期課程の目的、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーの見直し   

   ・目的 

文言を整理し、３領域（スポーツ総合科学領域、スポーツ文化・社会科学領域、スポ

ーツ生命科学領域）に共通する、よりコンパクトな表記に変更した。 

   ・ディプロマポリシー 

        現行の３つの項目の内容には重複する部分があったため、２つの項目に整理した。 

   ・カリキュラムポリシー 

現行の（１）について文言の見直しを行い、（１）および（２）に〇印事項を新たに

追加した。 

 

②目的、ディプロマポリシーカリキュラムポリシーの見直し及び開設授業科目の見直し

に伴う履修要項の修正 
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２．開設授業科目の見直し 

 

 １）修士課程（資料３） 

   ・科目、科目群、領域に新たに区分し、現行の科目からそれぞれの科目の特性を考慮して、

領域の変更ならびに科目領域内でいくつかの科目の統合および追加等を行った。 

    特に、基礎科目については、科目の特性を考慮に入れ、研究領域が近接していると考え

られる科目については科目を一つに統合し、複数の先生で授業を担当していただくよう

にした。 

 

   ・資料３: 左側は現行の科目名、右側は変更（案）の科目名 

    〇青字の科目：名称変更になる科目 

    ○赤字の科目：廃止となる科目 

    〇黄色で囲んである科目：複数の科目を一つに統合する科目 

    〇【ＴＳＣ】：東京サテライトキャンパスにおいて夜間で開講する科目については、基礎

科目として配置されているにもかかわらず現行では科目名の頭に「応用」と表記され

ている。それを是正するために、科目名の後ろに【ＴＳＣ】を付ける形に改めた。 

    〇課題研究は共通科目から抜き出して新たに「科目」、「科目群」、「領域」を設定した。 

    〇「領域変更科目」欄の科目は領域を変更した科目を示す。 

    〇太字の科目については、領域が変更になった科目、複数の科目を統合した科目を示す。 

 
２）博士後期課程（資料４） 

   ・科目、科目群、領域を新たに区分し、現行の科目からそれぞれの科目の特性を考慮して、

科目領域の変更、科目領域内でいくつかの科目を統合および追加等を行った。 

 

    資料４：左側は現行の科目名、右側は変更（案）後の科目名 

    〇青字の科目：名称変更になる科目 

     ○赤字の科目：廃止となる科目 

     〇黄色で囲んである科目：複数の科目を一つに統合する科目 

    〇【ＴＳＣ】：東京サテライトキャンパスにおいて夜間で開講する科目については、科目

名の後ろに【ＴＳＣ】を付ける形に改めた。 

    〇【ＫＲ】：体育学・スポーツ科学連携大学院教育プログラムとして開講する科目につい

ては、科目名の後ろに【ＫＲ】を付ける形に改めた。 

    〇【ＪＩＳＳ】：国立スポーツ科学センターにおいて開講する科目については、科目名の

後ろに【ＪＩＳＳ】を付ける形に改めた。 

    〇「領域変更科目欄」の科目は領域を変更した科目を示す。 

    〇太字の科目については、領域が変更になった科目、複数の科目を統合した科目を示す。 
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【大学院体育学研究科修士課程体育学専攻】

領域区分 領域毎のカリキュラムポリシー 科目群

○スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分
野で求められる基礎的な研究実践力及び
ディスカッション能力を涵養するための科目
を配置する。

課
題
研
究

（３）スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分
野における総合的な教育研究能力及び高度
の専門性を要する職業等に必要な能力を活
かし、修士学位論文をまとめるための科目を
必修科目として配置する。

課
題
研
究
領
域

○スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分
野における専門的知識・研究法を活かし、修
士学位論文としてまとめるための科目を配置
する。

課
題
研
究

教育目標とカリキュラムポリシー，科目群との関係

【教育理念（教育の方針）】
　鹿屋体育大学は、学生ひとりひとりを大切にし、スポーツ･武道及び身体運動を基盤とした理論と実践の往還による教育を通じて豊かな教養と専門能力を授け、スポーツ･武道における学
術・文化の発展と国民の体力・健康増進に貢献し、もって健全で明るく活力に満ちた社会の形成に寄与できる実践的かつ創造的で市民性、国際性を備えたリーダーを養成することを教育
の理念とする。

【大学院体育学研究科修士課程体育学専攻の目的】
　鹿屋体育大学大学院体育学研究科修士課程体育学専攻は、学部での教育研究の成果を基盤として、スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分野における専門的知識・技術の教授研究
能力及び高度の専門性を要する職業に必要な能力を有する研究者や指導者の養成を目的とする。
　さらに、社会人の再教育、海外の留学生の受入れによる教育研究の国際交流を図り、これらを通じて国内外の体育・スポーツ情報のネットワーク構築をめざす。

【ディプロマポリシー（学位授与の方針）】
鹿屋体育大学大学院体育学研究科修士課程体育学専攻では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格した学生に「修士（体育
学）」の学位を認定する。
（１）スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分野において、専門的知識・技術の教育研究能力及び高度の専門性が求められる職業を担うために必要な能力を身につけている。
（２）我が国のスポーツ・武道文化の発展並びに国民の体力・健康の増進に寄与する能力を身につけている。

カリキュラムポリシー 授業科目名

スポーツ科学リテラシー特講

スポーツ科学ナレッジ・マネジメント演習

スポーツ科学セミナー

○スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分
野で求められる基礎的な英語力を涵養する
ための科目を配置する。

スポーツ科学英語特講Ⅰ

スポーツ科学英語特講Ⅱ

鹿屋体育大学大学院体
育学研究科修士課程体
育学専攻では、スポー
ツ、武道及び体育・健康
づくりの分野において、
専門的知識・技術の教
育研究、高度な専門性
が求められる職業を担う
ことのできる研究者や指
導者の養成及び社会人
の再教育を目的として、
学術の理論並びに応用
と実践が一体となった教
育研究の展開が可能な
教育課程を編成する。

共
通

（１）スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分
野における教育研究能力及び高度の専門性
を要する職業等に必要な基礎的能力を養う
ため、「共通科目」を必修科目又は選択科目
として配置する。

共
通
領
域

○スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分
野で求められる基礎的なリテラシー及びマネ
ジメント力を涵養するための科目を配置す
る。

共
通
科
目

◯キャリアを形成するための科目を配置す
る。

ス
ポ
ー
ツ
生
命
科
学
領
域

○身体活動への生体応答メカニズムに関す
る専門的知識・研究法を追究するための科
目を配置する。

基
礎
科
目

インストラクションデザイン演習
キャリアデザイン演習

専
門

（２）スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分
野における専門的知識・技術の教育研究能
力及び高度の専門性を要する職業等に必要
な能力を養うため、スポーツ総合科学、ス
ポーツ文化・社会科学、スポーツ生命科学の
3領域について、基礎科目及び応用科目を
学生の志向性に応じて選択できるよう配置す
る。
なお、基礎科目は主に理論を展開し、応用
科目では理論の応用や実践を展開する。

ス
ポ
ー
ツ
総
合
科
学
領
域

○スポーツ、武道及び体育・健康づくりの実
践的側面に関する専門的知識・研究法を追
究するための科目を配置する。

基
礎
科
目

ヘルスサイエンス特講
ヘルスインストラクション特講
トレーニング科学特講

ヘルスインストラクション特講演習（健康づくり指導論）

コーチング学特講演習（陸上競技（トラック））
コーチング学特講演習（陸上競技（フィールド））
コーチング学特講演習（水泳）

コーチング学特講
スポーツパフォーマンス学特講
トレーニング科学特講【SC】
コーチング学特講【SC】
ヘルスサイエンス特講演習（健康運動学）
ヘルスサイエンス特講演習（スポーツ・リハビリテーション医科学）

ヘルスサイエンス特講演習（ヘルスサイエンス）
ヘルスインストラクション特講演習（運動処方論）
ヘルスインストラクション特講演習（健康教育学）

ス
ポ
ー
ツ
文
化
・
社
会
科
学
領
域

○スポーツ、武道及び体育・健康づくりの文
化的、社会的側面に関する専門的知識・研
究法を追究するための科目を配置する。

基
礎
科
目

スポーツ史・運動文化論特講
スポーツ法・倫理特講

コーチング学特講演習（体操競技）
コーチング学特講演習（サッカー）
コーチング学特講演習（バスケットボール）
コーチング学特講演習（テニス）
コーチング学特講演習（バレーボール）
コーチング学特講演習（海洋スポーツ）

応
用
科
目

生涯スポーツ学特講
スポーツ社会学特講
スポーツマネジメント論特講
スポーツ史・運動文化論特講【SC】
生涯スポーツ学特講【SC】

コーチング学特講演習（剣道）
コーチング学特講演習（柔道）
スポーツパフォーマンス学特講演習
トレーニング科学特講演習【SC】
コーチング学特講演習【SC】

トレーニング科学特講演習（メンタルトレーニング論）
トレーニング科学特講演習（トレーニング科学）

課題研究

スポーツ心理学特講
スポーツ医科学特講
スポーツ生理学特講
身体科学論特講
スポーツバイオメカニクス特講
運動生化学・生物学特講

身体科学論特講演習（身体構造機能論）
スポーツバイオメカニクス特講演習
運動生化学・生物学特講演習
スポーツ栄養学特講演習
スポーツ心理学特講演習【SC】
体力科学特講演習【SC】

スポーツ栄養学特講
スポーツ心理学特講【SC】
体力科学特講【SC】
スポーツバイオメカニクス特講【SC】
スポーツ栄養学特講【SC】

スポーツ社会学特講【SC】
スポーツマネジメント論特講【SC】

スポーツ社会学特講演習【SC】（スポーツ社会学）
スポーツマネジメント論特講演習【SC】（スポーツ経営学）

応
用
科
目

スポーツ心理学特講演習
スポーツ医科学特講演習
スポーツ生理学特講演習
身体科学論特講演習（体力科学）

スポーツバイオメカニクス特講演習【SC】
スポーツ栄養学特講演習【SC】

スポーツマネジメント論特講演習（スポーツ経営学）
スポーツマネジメント論特講演習（スポーツ・レジャー産業論）

スポーツ史・運動文化論特講演習【SC】
生涯スポーツ学特講演習【SC】（生涯スポーツ学）

応
用
科
目

スポーツ史・運動文化論特講演習（スポーツ史）
スポーツ史・運動文化論特講演習（武道文化論）
スポーツ法・倫理特講演習（スポーツ倫理）
スポーツ法・倫理特講演習（スポーツ法）
生涯スポーツ学特講演習（生涯スポーツ学）
生涯スポーツ学特講演習（野外教育論）
スポーツ社会学特講演習（スポーツ社会学）
スポーツ社会学特講演習（コミュニティ・スポーツ論）
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教育目標とカリキュラムポリシー，科目群との関係 【大学院体育学研究科博士後期課程体育学専攻】

領域区分 領域毎のカリキュラムポリシー 領域毎の科目内容 科目群 授業科目名

統合研究セミナー

体育・スポーツの学際的科学論Ⅰ【KR】

体育・スポーツの学際的科学論Ⅱ【KR】

スポーツ・リハビリテーション医科学特殊研究

スポーツ・リハビリテーション医科学特殊研究演習

ヘルスサイエンス特殊研究

ヘルスサイエンス特殊研究演習

運動処方論特殊研究

運動処方論特殊研究演習

トレーニング科学特殊研究

トレーニング科学特殊研究演習

コーチング学特殊研究

コーチング学特殊研究演習

スポーツサイエンスサポート特殊研究【JISS】

スポーツサイエンスサポート特殊研究演習【JISS】

身体教育特殊研究Ａ【KR】

身体教育特殊研究Ｂ【KR】

身体教育特殊研究演習Ａ【KR】

身体教育特殊研究演習Ｂ【KR】

トレーニング科学特殊研究【ＳC】

トレーニング科学特殊研究演習【ＳC】

コーチング学特殊研究【ＳC】

コーチング学特殊研究演習【ＳC】

スポーツ史特殊研究

スポーツ史特殊研究演習

スポーツ社会学特殊研究

スポーツ社会学特殊研究演習

スポーツ経営学特殊研究

スポーツ経営学特殊研究演習

スポーツ社会学特殊研究【ＳC】

スポーツ社会学特殊研究演習【ＳC】

スポーツ経営学特殊研究【ＳC】

スポーツ経営学特殊研究演習【ＳC】

スポーツ歴史人類学特殊研究【ＳC】

スポーツ歴史人類学特殊研究演習【ＳC】

スポーツ心理学特殊研究

スポーツ心理学特殊研究演習

スポーツ医科学特殊研究

スポーツ医科学特殊研究演習

スポーツ生理学特殊研究

スポーツ生理学特殊研究演習

体力科学特殊研究

体力科学特殊研究演習

スポーツバイオメカニクス特殊研究

スポーツバイオメカニクス特殊研究演習

運動分子・細胞生物学特殊研究

運動分子・細胞生物学特殊研究演習

スポーツ栄養学特殊研究

スポーツ栄養学特殊研究演習

アスリート医科学特殊研究【JISS】

アスリート医科学特殊研究演習【JISS】

スポーツ心理学特殊研究【ＳC】

スポーツ心理学特殊研究演習【ＳC】

体力科学特殊研究【ＳC】

体力科学特殊研究演習【ＳC】

スポーツバイオメカニクス特殊研究【ＳC】

スポーツバイオメカニクス特殊研究演習【ＳC】

スポーツ栄養学特殊研究【ＳC】

スポーツ栄養学特殊研究演習【ＳC】

【教育理念（教育の方針）】
　鹿屋体育大学は、学生ひとりひとりを大切にし、スポーツ･武道及び身体運動を基盤とした理論と実践の往還による教育を通じて豊かな教養と専門能力を授け、スポーツ･武道における学
術・文化の発展と国民の体力・健康増進に貢献し、もって健全で明るく活力に満ちた社会の形成に寄与できる実践的かつ創造的で市民性、国際性を備えたリーダーを養成することを教育の
理念とする。

【大学院体育学研究科博士後期課程体育学専攻の目的】
　鹿屋体育大学大学院研究科博士後期課程体育学専攻は、修士課程での教育研究の成果を基盤として、スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分野における諸科学等の研究の成果を学
際的・統合的に把握し、新たな学際的複合領域の研究の開発及び研究の成果を実践に結びつけることのできる研究者や指導者の養成を目的とする。
さらに、社会人、国際的水準のアスリート、海外からの留学生を積極的に受入れ、国際的な教育研究の推進を図るとともに、教育研究の国際交流を通じて国内外の体育・スポーツ情報の
ネットワーク構築をめざす。

【ディプロマポリシー（学位授与の方針）】
　鹿屋体育大学大学院体育学研究科博士後期課程体育学専攻では、以下のような学識・能力を身につけ、かつ所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格した学生に「博
士（体育学）」の学位を認定する。
（１）スポーツ、武道及び体育・健康づくりの分野において、自立した研究活動を行うことができ、新たな学際的複合領域の研究の開発及び研究の成果を実践に結びつけることのできる高度
な学識・能力を身につけている。
（２）我が国の身体運動文化の発展及び国民の体力・健康の増進に寄与する高度な学識・能力を身につけている。

カリキュラムポリシー

鹿屋体育大学大学院体育
学研究科博士後期課程体
育学専攻では、スポーツ、
武道及び体育・健康づくり
の分野における諸科学等の
研究の成果を学際的・統合
的に把握し、新たな学際的
複合領域の研究の開発及
び研究の成果を実践に結
びつけることのできる研究者
や指導者の養成を目的とし
て、学術の理論と応用及び
実践とが一体となった教育
研究の展開が可能な教育
課程を編成する。

共
通

（１）スポーツ、武道及び体
育・健康づくりに関する異な
る専門領域の観点から、独
創的な研究テーマの設定
や研究をデザインする能力
を高めるための共通科目を
配置する。

共
通
領
域

体育学の異なる専門領域の
観点から、独創的な研究
テーマと研究をデザインす
る能力を高め、博士学位論
文をまとめるための共通科
目を配置する。

体育学分野の異なる専門領
域の観点から、独創性のあ
る研究テーマを解明するた
めの研究手法、研究方法を
学び、研究デザインを確立
し、博士学位論文としてまと
める科目。

ス
ポ
ー
ツ
生
命
科
学
領
域

◯身体活動への生体応答メ
カニズムに関する高度な専
門知識と研究能力を高める
ための科目を配置する

スポーツ・身体活動への生
体応答メカニズムに関する
研究方法を深めるとともに、
最新の研究動向や知見、研
究成果を活用し、学際領域
における統合的研究を遂行
する上で必要な研究能力を
高めるための科目。

共
通
科
目

専
門

（２）スポーツ、武道及び体
育・健康づくりの分野におい
て、自立した研究活動や学
際的複合領域の研究の開
発及び研究の成果を実践
に結びつけることのできる高
度な学識・能力を養うため、
スポーツ総合科学、スポー
ツ文化・社会科学、スポーツ
生命科学の3領域につい
て、学生の志向性に応じて
選択できるよう専門科目を
配置する。

ス
ポ
ー
ツ
総
合
科
学
領
域

○スポーツ、武道及び体
育・健康づくりの実践的側
面に関する高度な専門的知
識と研究能力を高めるため
の科目を配置する

スポーツ、武道及び体育・
健康づくりの実践的側面に
関する研究方法を深めると
ともに、最新の研究動向や
知見、研究成果を活用し、
学際領域における統合的
研究を遂行する上で必要な
研究能力を高めるための科
目。

専
門
科
目

ス
ポ
ー
ツ
文
化
・
社
会
科
学
領
域

◯スポーツ、武道及び体
育・健康づくりの文化的、社
会的側面に関する高度な専
門的知識と研究能力を高め
るための科目を配置する

スポーツ、武道及び体育・
健康づくりの文化的及び社
会科学的側面に関する研
究方法を深めるとともに、最
新の研究動向や知見、研究
成果を活用し、学際領域に
おける統合的研究を遂行す
る上で必要な研究能力を高
めるための科目。
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必修 選択 必修 選択
各領域から2名程度 2 スポーツ科学リテラシー特講 各領域から2名程度 2

各領域から2名程度 2 スポーツ科学ナレッジ・マネジメント演習 各領域から2名程度 2

エルメス 1 スポーツ科学セミナー エルメス 1

研究科教務委員会委員長 1 スポーツ科学英語特講Ⅰ 研究科教務委員会委員長 1

スポーツ科学英語特講Ⅱ スポーツ科学英語特講Ⅱ 吉重・国重 2

インストラクションデザイン演習 インストラクションデザイン演習 研究科教務委員会 1

キャリアデザイン演習 キャリアデザイン演習 研究科教務委員会 1

指導教員・副指導教員 4

中垣内 2

赤嶺・藤井・安田 2

ヘルスサイエンス特講

添嶋 2 健康教育学特講 添嶋 2

藤田 2 運動処方論特講 藤田 2

山本・髙井 2

中本・幾留 2

金高・角川 2 スポーツコーチング学特講 金高・角川 2

前阪・濱田（初） 2 武道指導論特講 前阪・濱田（初） 2

（新規） スポーツパフォーマンス学特講 （　　　　　　　） 2

【山地】 2 トレーニング科学特講【SC】 （　　　　　　　） 2

金久 2 コーチング学特講【SC】 金久 2

吉重・国重 2

山田・中村（勇） 2 スポーツ史・運動文化論特講 山田・中村（勇） 2

前阪 2 武道論特講 前阪 2

2 （廃止）

（新規） スポーツ法・倫理特講 森（克） 2

川西・吉武（裕） 2 生涯スポーツ学特講 川西・吉武（裕） 2

坂口 2 野外教育論特講 坂口 2

川西・北村 2 スポーツ社会学特講 川西・北村 2

前田（博） 2 コミュニティ・スポーツ論特講 前田（博） 2

竹下・隅野・萩原 2

吉武（裕）・竹下・北村・萩原 2

【真田】・山田・森(克) 2 スポーツ史・運動文化論特講【SC】 【真田】・山田・森(克) 2

川西・【宮地】 2 生涯スポーツ学特講【SC】 川西・【宮地】 2

川西 2 スポーツ社会学特講【SC】 川西 2

竹下・隅野・【比佐】 2 スポーツマネジメント論特講【SC】 竹下・隅野・【比佐】 2

【萩】 2 （廃止）

森（司） 2 スポーツ心理学特講 森（司） 2

安田・赤嶺 2 スポーツ医科学特講 安田・赤嶺 2

荻田 2 スポーツ生理学特講 荻田 2

吉武（康） 2

宮本・與谷 2

前田（明） 2 スポーツバイオメカニクス特講 前田（明） 2

2

吉田 2

吉田・【鈴木】 2 スポーツ栄養学特講 吉田・【鈴木】 2

【石井】 2 スポーツ心理学特講【SC】 （　　　　　　　） 2

【沢井】 2 体力科学特講【SC】 【沢井】 2

【大築】 2 スポーツバイオメカニクス特講【SC】 （　　　　　　　） 2

【鈴木】 2 スポーツ栄養学特講【SC】 【鈴木】 2

イスラム 2

中垣内 2 ヘルスサイエンス特講演習（健康運動学） 中垣内 2

赤嶺・藤井・安田 2 ヘルスサイエンス特講演習（スポーツ・リハビリテーション医科学） 赤嶺・藤井・安田 2

ヘルスサイエンス特講演習 ヘルスサイエンス特講演習（ヘルスサイエンス） イスラム 2

添嶋 2 健康教育学特講演習 添嶋 2

藤田 2 運動処方論特講演習 藤田 2

中本・幾留 2 トレーニング科学特講演習（メンタルトレーニング論） 中本・幾留 2

山本・金高 2 トレーニング科学特講演習（トレーニング科学） 山本・金高 2

松村 スポーツコーチング学特講演習（陸上競技（トラック）） 松村

瓜田 スポーツコーチング学特講演習（陸上競技（フィールド）） 瓜田

角川 スポーツコーチング学特講演習（水泳） 角川

北川 スポーツコーチング学特講演習（体操競技） 北川

塩川 スポーツコーチング学特講演習（サッカー） 塩川

三浦・木葉 スポーツコーチング学特講演習（バスケットボール） 三浦・木葉

髙橋 スポーツコーチング学特講演習（テニス） 髙橋

濱田（幸） スポーツコーチング学特講演習（バレーボール） 濱田（幸）

中村（夏）・榮樂 スポーツコーチング学特講演習（海洋スポーツ） 中村（夏）・榮樂

剣道指導論演習 前阪 武道指導論特講演習（剣道） 前阪

柔道指導論演習 濱田（初） 武道指導論特講演習（柔道） 濱田（初）

中村（夏）・金高・榮樂 2 （廃止）

中村（夏）・榮樂 2 （廃止）

（新規） スポーツパフォーマンス学特講演習 （　　　　　　　） 2

【山地】 2 トレーニング科学特講演習【SC】 （　　　　　　　） 2

金久 2 コーチング学特講演習【SC】 金久 2

研究科教務委員会 1

研究科教務委員会 1

山田・中村（勇） 2 スポーツ史・運動文化論特講演習 山田・中村（勇） 2

前阪 2 武道論特講演習 前阪 2

2 （廃止）

（新規） スポーツ法・倫理特講演習 （　　　　　　　） 2

川西・吉武（裕） 2 生涯スポーツ学特講演習 川西・吉武（裕） 2

坂口 2 野外教育論特講演習 坂口 2

川西・北村 2 スポーツ社会学特講演習 川西・北村 2

前田（博） 2 コミュニティ・スポーツ論特講演習 前田（博） 2

竹下・隅野・萩原 2 スポーツマネジメント論特講演習（スポーツ経営学） 竹下・隅野・萩原 2

吉武（裕）・竹下・北村・萩原 2 スポーツマネジメント論特講演習（スポーツ・レジャー産業論） 吉武（裕）・竹下・北村・萩原 2

【真田】・山田・森（克） 2 スポーツ史・運動文化論特講演習【SC】 【真田】・山田・森（克） 2

川西・【宮地】 2 生涯スポーツ学特講演習【SC】 川西・【宮地】 2

川西・北村 2 スポーツ社会学特講演習【SC】 川西・北村 2

竹下・隅野・【比佐】 2 スポーツマネジメント論特講演習【SC】（スポーツ経営学） 竹下・隅野・【比佐】 2

【萩】 2 （廃止）

森（司） 2 スポーツ心理学特講演習 森（司） 2

安田・赤嶺 2 スポーツ医科学特講演習 安田・赤嶺 2

荻田 2 スポーツ生理学特講演習 荻田 2

吉武（康） 2 身体科学論特講演習（体力科学） 吉武（康） 2

身体科学論特講演習（生体ダイナミクス） 宮本 2

身体科学論特講演習（身体機能論） 與谷 2

前田（明） 2 スポーツバイオメカニクス特講演習 前田（明） 2

2

吉田 2

吉田・【鈴木】 2 スポーツ栄養学特講演習 吉田・【鈴木】 2

【石井】 2 スポーツ心理学特講演習【SC】 （　　　　　　　） 2

【沢井】 2 体力科学特講演習【SC】 【沢井】 2

【大築】 2 スポーツバイオメカニクス特講演習【SC】 （　　　　　　　） 2

【鈴木】 2 スポーツ栄養学特講演習【SC】 【鈴木】 2

イスラム 2

課題研究 課題研究科目 課題研究領域 課題研究 課題研究 4

統合 新規科目
名称変更
廃止

共
通

共
通
科
目

共
通
領
域

スポーツ科学リテラシー特講

スポーツ科学ナレッジ・マネジメント演習

開設授業科目一覧（修士課程）
平成29年度 変更（案）

科目 科目群 領域 授業科目 担当教員
単位数

領域変更科目

スポーツ科学英語特講Ⅰ

スポーツ科学セミナー

課題研究

授業科目 担当教員
単位数

専
門

基
礎
科
目

ス
ポ
ー

ツ
総
合
科
学
領
域

健康運動学特講

ヘルスサイエンス特講
(中垣内・赤嶺・藤
井 ・ 安 田 ・ イ ス ラ
ム）

トレーニング科学特講
トレーニング科学特講

（山本・髙井・中
本・幾留）

応用トレーニング科学特講

2
メンタルトレーニング論特講

スポーツコーチング学特講

武道指導論特講

2スポーツ・リハビリテーション医科学特講

健康教育学特講

運動処方論特講

コミュニティ・スポーツ論特講

スポーツ経営学特講
スポーツマネジメント論特講

(竹下・隅野・萩原・
吉武（裕）・北村)

2
スポーツ・レジャー産業論特講

応用スポーツコーチング学特講

スポーツ科学英語特講Ⅱ

スポーツ史特講

武道論特講

身体思想論特講

生涯スポーツ学特講

野外教育論特講

スポーツ社会学特講

応用スポーツ歴史人類学特講

応用生涯スポーツ学特講

応用スポーツ社会学特講

応用スポーツ経営学特講

健康づくり指導論特講

ス
ポ
ー

ツ
生
命
科
学
領
域

スポーツ心理学特講

スポーツ医科学特講

スポーツ生理学特講

体力科学特講

ス
ポ
ー

ツ
文
化
・
社
会
科
学
領
域

スポーツ栄養学特講

応用スポーツ心理学特講

応用体力科学特講

応用スポーツバイオメカニクス特講

応用スポーツ栄養学特講

ヘルスサイエンス特講

2
運動生化学特講

身体科学論特講
(吉武（康）・宮本・
與谷)

2
身体構造機能論特講

バイオメカニクス特講

運動分子・細胞生物学特講
運動分子・生化学特講 吉田・(       )

応
用
科
目

ス
ポ
ー

ツ
総
合
科
学
領
域

健康運動学特講演習

スポーツ・リハビリテーション医科学特講演習

健康教育学特講演習

運動処方論特講演習

メンタルトレーニング論特講演習

トレーニング科学特講演習

ス
ポ
ー

ツ
コ
ー

チ

ン
グ
学
特
講
演
習

海洋スポーツキャリア演習

海洋スポーツキャリア実習

応用トレーニング科学特講演習

応用スポーツコーチング学特講演習

インストラクションデザイン演習

スポーツ・レジャー産業論特講演習

応用スポーツ歴史人類学特講演習

応用生涯スポーツ学特講演習

応用スポーツ社会学特講演習

応用スポーツ経営学特講演習

健康づくり指導論特講演習

キャリアデザイン演習

ス
ポ
ー

ツ
文
化
・
社
会
科
学
領
域

2 2

陸上競技（トラック）コーチング論演習

2 2

陸上競技（フィールド）コーチング論演習

水泳コーチング論演習

体操競技コーチング論演習

球技コーチング論演習（サッカー）

球技コーチング論演習（バスケットボール）

球技コーチング論演習（テニス）

球技コーチング論演習（バレーボール）

海洋スポーツコーチング論演習

武道指導論特講演習

スポーツ史特講演習

武道論特講演習

身体思想論特講演習

生涯スポーツ学特講演習

野外教育論特講演習

スポーツ社会学特講演習

コミュニティ・スポーツ論特講演習

スポーツ経営学特講演習

ス
ポ
ー

ツ
生
命
科
学
領
域

スポーツ心理学特講演習

スポーツ医科学特講演習

スポーツ生理学特講演習

体力科学特講演習

身体構造機能論特講演習

応用スポーツ心理学特講演習

応用体力科学特講演習

応用スポーツバイオメカニクス特講演習

応用スポーツ栄養学特講演習

ヘルスサイエンス特講演習

【SC】は東京サテライトキャンパスにおいて夜間（6～7限）に開講する科目

運動分子・生化学特講演習 吉田・(       ) 2
運動生化学特講演習

スポーツ栄養学特講演習

宮本・與谷 2

バイオメカニクス特講演習

運動分子・細胞生物学特講演習
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開設授業科目一覧（博士後期課程）

必修 選択 必修 選択
指導教員・副指導教員 2 統合研究セミナー 指導教員・副指導教員 2
森･竹下･中本･髙井･徳田･［齋藤］･［小澤］ 1 体育・スポーツの学際的科学論Ⅰ【KR】 森･竹下･中本･髙井･徳田･［齋藤］･［小澤］ 1
山田･前田(明)･徳田･［飯干］･［井福］･［坂本］ 1 体育・スポーツの学際的科学論Ⅱ【KR】 山田･前田(明)･徳田･［飯干］･［井福］･［坂本］ 1

赤嶺 2 スポーツ・リハビリテーション医科学特殊研究 赤嶺 2

赤嶺 2 スポーツ・リハビリテーション医科学特殊研究演習 赤嶺 2

健康運動学特殊研究 ヘルスサイエンス特殊研究 【竹島】 2

健康運動学特殊研究演習 ヘルスサイエンス特殊研究演習 【竹島】 2

藤田 2 運動処方論特殊研究 藤田 2

藤田 2 運動処方論特殊研究演習 藤田 2

山本・髙井 2 トレーニング科学特殊研究 山本・髙井 2

山本・髙井 2 トレーニング科学特殊研究演習 山本・髙井 2

髙橋 2 コーチング学特殊研究 髙橋 2

髙橋 2 コーチング学特殊研究演習 髙橋 2

［高橋］ 2 アスリート・トレーニング科学特殊研究【JISS】 ［高橋］ 2

2 アスリート・トレーニング科学特殊研究演習【JISS】 ［高橋］ 2

【宮地（力）】 2 スポーツ情報特殊研究【JISS】 【宮地（力）】 2

2 スポーツ情報特殊研究演習【JISS】 【宮地（力）】 2
［井福］・［小澤］・［齋藤］・［坂本］　　 2 身体教育特殊研究Ａ【KR】 ［井福］・［小澤］・［齋藤］・［坂本］　　 2
［井福］・［小澤］・［齋藤］・［坂本］　　 2 身体教育特殊研究演習Ａ【KR】 ［井福］・［小澤］・［齋藤］・［坂本］　　 2

［飯干］ 2 身体教育特殊研究Ｂ【KR】 ［飯干］ 2

［飯干］ 2 身体教育特殊研究演習Ｂ【KR】 ［飯干］ 2

【山地】 2 トレーニング科学特殊研究【SC】 （　　　） 2

【山地】 2 トレーニング科学特殊研究演習【SC】 （　　　） 2

金久・金高 2 コーチング学特殊研究【SC】 金久・金高 2

金久・金高 2 コーチング学特殊研究演習【SC】 金久・金高 2

山田 2 スポーツ史特殊研究 山田 2

山田 2 スポーツ史特殊研究演習 山田 2

川西 2 スポーツ社会学特殊研究 川西 2

川西 2 スポーツ社会学特殊研究演習 川西 2

吉武（裕）・（前田（博）） 2 生涯スポーツ学特殊研究 吉武（裕）・（前田（博）） 2

吉武（裕）・（前田（博）） 2 生涯スポーツ学特殊研究演習 吉武（裕）・（前田（博）） 2

竹下 2 スポーツ経営学特殊研究 竹下 2

竹下 2 スポーツ経営学特殊研究演習 竹下 2

川西 2 スポーツ社会学特殊研究【SC】 川西 2

川西 2 スポーツ社会学特殊研究演習【SC】 川西 2

【宮地（元）】 2 生涯スポーツ学特殊研究【SC】 【宮地（元）】 2

【宮地（元）】 2 生涯スポーツ学特殊研究演習【SC】 【宮地（元）】 2

（　　　） 2 スポーツ経営学特殊研究【SC】 （　　　） 2

（　　　） 2 スポーツ経営学特殊研究演習【SC】 （　　　） 2

山田・【真田】 2 スポーツ歴史人類学特殊研究【SC】 山田・【真田】 2

山田・【真田】 2 スポーツ歴史人類学特殊研究演習【SC】 山田・【真田】 2

森・中本 2 スポーツ心理学特殊研究 森・中本 2

森・中本 2 スポーツ心理学特殊研究演習 森・中本 2

安田 2

藤井 2

安田 2

藤井 2

荻田 2 スポーツ生理学特殊研究 荻田 2

荻田 2 スポーツ生理学特殊研究演習 荻田 2

吉武（康）・宮本 2 体力科学特殊研究 吉武（康）・宮本 2

吉武（康）・宮本 2 体力科学特殊研究演習 吉武（康）・宮本 2

前田（明） 2 スポーツバイオメカニクス特殊研究 前田（明） 2

前田（明） 2 スポーツバイオメカニクス特殊研究演習 前田（明） 2

（　　　） 2 （廃止）

（　　　） 2 （廃止）

（　　　） 2 スポーツ栄養学特殊研究 （　　　） 2

（　　　） 2 スポーツ栄養学特殊研究演習 （　　　） 2

［奥脇］・【川原】 2 アスリート医科学特殊研究【JISS】 ［奥脇］・【川原】 2

2 アスリート医科学特殊研究演習【JISS】 ［奥脇］・【川原】 2

【石井】 2 スポーツ心理学特殊研究【SC】 （　　　） 2

【石井】 2 スポーツ心理学特殊研究演習【SC】 （　　　） 2

【沢井】 2 体力科学特殊研究【SC】 【沢井】 2

【沢井】 2 体力科学特殊研究演習【SC】 【沢井】 2

【大築】 2 スポーツバイオメカニクス特殊研究【SC】 （　　　） 2

【大築】 2 スポーツバイオメカニクス特殊研究演習【SC】 （　　　） 2

（　　　） 2 スポーツ栄養学特殊研究【SC】 （　　　） 2

（　　　） 2 スポーツ栄養学特殊研究演習【SC】 （　　　） 2

【竹島】 2

【竹島】 2

統合

名称変更

廃止

平成29年度 変更（案）

科目 科目群 領域 平成29年度授業科目 担当教員
単位数

領域変更科目 授業科目 担当教員
単位数

共
通

共
通
科
目

共
通
領
域

統合研究セミナー

体育・スポーツの学際的科学論Ⅰ

体育・スポーツの学際的科学論Ⅱ

専
門

専
門
科
目

ス
ポ
ー

ツ
総
合
科
学
領
域

スポーツ・リハビリテーション医科学特殊研究

スポーツ・リハビリテーション医科学特殊研究演習

運動処方論特殊研究

運動処方論特殊研究演習

トレーニング科学特殊研究

トレーニング科学特殊研究演習

スポーツ・コーチング学特殊研究

スポーツ・コーチング学特殊研究演習

アスリート・トレーニング科学特殊研究

アスリート・トレーニング科学特殊研究演習

スポーツ情報特殊研究

スポーツ情報特殊研究演習

身体教育特殊研究Ａ

身体教育特殊研究演習Ａ

身体教育特殊研究Ｂ

身体教育特殊研究演習Ｂ

応用トレーニング科学特殊研究

応用トレーニング科学特殊研究演習

応用スポーツ・コーチング学特殊研究

応用スポーツ・コーチング学特殊研究演習

ス
ポ
ー

ツ
文
化
・
社
会
科
学
領
域

スポーツ史特殊研究

スポーツ史特殊研究演習

スポーツ社会学特殊研究

スポーツ社会学特殊研究演習

生涯スポーツ学特殊研究

生涯スポーツ学特殊研究演習

スポーツ経営学特殊研究

スポーツ経営学特殊研究演習

応用スポーツ社会学特殊研究

応用スポーツ社会学特殊研究演習

応用生涯スポーツ学特殊研究

応用生涯スポーツ学特殊研究演習

応用スポーツ経営学特殊研究

応用スポーツ経営学特殊研究演習

応用スポーツ歴史人類学特殊研究

応用スポーツ歴史人類学特殊研究演習

ス
ポ
ー

ツ
生
命
科
学
領
域

スポーツ心理学特殊研究

スポーツ心理学特殊研究演習

スポーツ医科学特殊研究

スポーツ障害・コンディショニング医科学特殊研究演習

スポーツ生理学特殊研究

スポーツ医科学特殊研究 （安田・藤井） 2
スポーツ障害・コンディショニング医科学特殊研究

スポーツ医科学特殊研究演習
スポーツ医科学特殊研究演習 （安田・藤井） 2

スポーツ生理学特殊研究演習

体力科学特殊研究

体力科学特殊研究演習

バイオメカニクス特殊研究

バイオメカニクス特殊研究演習

運動分子・細胞生物学特殊研究

運動分子・細胞生物学特殊研究演習

スポーツ栄養学特殊研究

スポーツ栄養学特殊研究演習

アスリート医科学特殊研究

アスリート医科学特殊研究演習

応用スポーツ心理学特殊研究

応用スポーツ心理学特殊研究演習

応用体力科学特殊研究

応用体力科学特殊研究演習

応用スポーツバイオメカニクス特殊研究

応用スポーツバイオメカニクス特殊研究演習

応用スポーツ栄養学特殊研究

【KR】は体育学・スポーツ科学連携大学院教育プログラムとして実施する科目

【JISS】は国立スポーツ科学センターにおいて開講する科目

【SC】は東京サテライトキャンパスにおいて夜間（6～7限）に開講する科目

応用スポーツ栄養学特殊研究演習

健康運動学特殊研究

健康運動学特殊研究演習
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コープ演習・実習注１）の実施要項 

注１）修士課程のコープ特講演習・実習、博士課程のコープ特殊研究・実習の科目を示す総称とする。 

 

Ⅰ．コープ演習・実習の目的 

 本演習・実習は、修士及び博士課程の学生を対象とし、「国民のニーズに応じた適切なスポーツ指導指導

やプログラム開発及びマネジメント、トップアスリートに対する科学的なトレーニング指導やメニュー開

発ができる能力を備えた高度専門職業人として中核的な役割を担う人材を養成する（中期目標）」ために、

大学内で身につけた知識や指導・研究スキルを活用し、大学外で実際に指導、研究、実務の実習を行うも

のである。産業界（研究機構を含む）と連携するものは「インターンシップ型」、地域社会等（学校を含む）

と連携するものは「フィールドワーク型」と称して実施する。 

例えば、「フィールドワーク型」の学校編では、大学内で行う演習等で身につけた知識や指導スキルを活

用し、大学外で実際に小学校等の体育授業の指導補助や授業支援を行うものである。学校現場での複数回

の指導補助や授業支援の実習を通して、小学校等における教員のニーズに対応した、体育科教育における

学習支援（コーディネイト）を行えることを目標として実施する。 

 

Ⅱ．コープ演習・実習のタイプと単位認定認定 

１． 演習・実習のタイプ 

・「フィールドワーク型」： 

地域社会等（学校を含む）と連携した演習・実習とする。大学と大学外の実習場所等との反復学習・

教育が行われることが重視される。 

・「インターンシップ型」： 

産業界（研究機構を含む）と連携した演習・実習とする。大学外の実習場所等で集中的に実務経験が

培われることが重視される。学部でいう「SCO-OP実習」に相当する。 

 

なお、この演習・実習は本学の授業の一環として実施されるものではあるが、実習先から謝金・交通費な

どの支給が認められることとする。 

 

２．コープ演習・実習の単位数 

・「フィールドワーク型」： 

本演習・実習は、大学と大学外の実習先との双方向での活動が中心になる。 

例）2単位：演習8コマ＋実習30コマ（30時間：積み上げ） 

例）3単位：演習8コマ＋実習60コマ（60時間：積み上げ） 

・「インターンシップ型」： 

本演習・実習は、事前・事後学修と大学外の集中的な実習先での活動が中心になる。 

例）2単位：演習8コマ＋実習60コマ（60時間：2週間） 

例）4単位：演習8コマ＋実習90コマ（90時間：3週間） 

 修得できる単位は最大4単位とし、その場合の実習は90時間以上とする。 

 

なお、受入先の実情に合わせて実習時間は随時検討する必要がある。 

 

Ⅲ．コープ演習・実習の実習先の選定 

・実習先の選定は、履修者が実習先とおよび世話教員（指導教員等）と相談できるものとする。 

・実習先への依頼は、手続きの関係上、実習開始の２ヶ月前までには教務課に届け出るものとする。 

・本演習・実習に関わる手続きおよび必要書類は、学部のスポーツ指導実習に準じるものとする。 

 

Ⅳ．その他 

・本演習・実習の実施体制及び成績評価等は、演習・実習のタイプに応じて適宜決めるものとする。 
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Ⅴ．「フィールドワーク型：学校編」（案）の場合 

 

１． 目的 

本演習・実習では、大学内で行う演習等で身につけた知識や指導スキルを活用し、大学外で実際に小学校

の体育授業の指導補助や授業支援を行う。学校現場での複数回の指導補助や授業支援の実習を通して、小

学校における教員のニーズに対応した，体育科教育における学習支援（コーディネイト）を行えることを

目標とする。 

しかし、具体的な実習内容に関しては実習先の事情を考慮し、大学側と現場との事前の打ち合わせを行っ

た上で演習を行うものとする。 

 なお、この演習・実習は本学の授業の一環として実施されるものではあるが、実習先から謝金・交通費

などの支給が認められることとする。 

 

２．履修要件 

本学における教員免許状取得に必要な科目を全て修得しており、中学校における保健体育科の教員免許

を有していること。 

 

３．単位数 

本演習・実習は、大学と大学外の実習先との双方向での活動が中心になる。 

例）2単位：演習8コマ＋実習30コマ（30時間：積み上げ） 

例）4単位：演習8コマ＋実習60コマ（60時間：積み上げ） 

 

４．実習先 

 原則、鹿屋市内の小学校とする。 

 

５．授業内容 

 別紙シラバス参照。 

 

６．成績評価 

・事前学習、大学と実習先との往還で行う演習活動、実習活動、事後活動を総合的に判断して評価する。 

・実習先での実習者の資質・能力も評価も加える。  

 

７．その他 
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大学院満足度アンケート調査結果（修士修了生）

【Ⅰ：プロフィール】
①あなたの入学した年を選択してください

1.2017年(H29) 1 11.1%
2.2018年(H30) 8 88.9%
3.2019年(H31/R1) 0 0.0%
4.2020年(R2) 0 0.0%

②あなたが入学した際の入試の種類を選択してください

1.一般入試 9 100.0%
2.社会人入試 0 0.0%
3.現職教員入試 0 0.0%
4.外国人留学生入試 0 0.0%

③あなたの性別を選択してください

1.男性 7 77.8%
2.女性 2 22.2%
3.その他 0 0.0%

【Ⅱ：進路に関する質問】
①入学時の進路希望（4月頃）を選択してください

1.中学校・高校教員（非常勤含む） 0 0.0%
2.大学教員（修士修了後すぐに） 1 11.1%
3.スポーツ・健康関連企業 2 22.2%
4.公務員（行政職） 1 11.1%
5.公務員（専門職） 0 0.0%
6.一般企業（一般職） 1 11.1%
7.一般企業（研究職） 0 0.0%
8.博士課程への進学 4 44.4%
9.その他 0 0.0%

②現在の進路（希望）を選択してください

1.中学校・高校教員（非常勤含む） 0 0.0%
2.大学教員（修士修了後すぐに） 1 11.1%
3.スポーツ・健康関連企業 1 11.1%
4.公務員（行政職） 1 11.1%
5.公務員（専門職） 0 0.0%
6.一般企業（一般職） 1 11.1%
7.一般企業（研究職） 0 0.0%
8.博士課程への進学 4 44.4%
9.その他 1 11.1%
その他：スポーツ・健康関連企業、博士課程への進学

③現在希望する職業を決める際、参考にしたものを選択してください（複数回答可）

1.インターネット/SNS等 0 0.0%
2.指導教員・研究室の先輩の助言 6 54.5%
3.家族・友人からの助言 0 0.0%
4.就職訓練/セミナー 0 0.0%
5.就職情報誌 0 0.0%
6.本学キャリアサポートセンターの情報や助言 0 0.0%
7.入学時から決めていた 5 45.5%
8.その他 0 0.0%
9.分からない 0 0.0%

 ④入学時と進路（希望）が変わった方にお尋ねします　そのきっかけを選択してください

1.本学で学ぶ過程で徐々に変化 3 100.0%
2.指導教員の（強い）勧めで 0 0.0%
3.親・友人などの（強い）勧めで 0 0.0%
4.キャリア形成支援室の勧めで 0 0.0%
5.メディア（インターネットやニュースなど）の影響 0 0.0%
6.企業説明会・インターンなどの特定の出来事によって 0 0.0%
7.予期せぬ機会（仕事のオファーなど）を得た 0 0.0%
8.その他 0 0.0%

 ⑤入学時と進路（希望）が変わった方にお尋ねします　その理由を選択してください

1.変更前の進路がつまらないから（興味の不一致） 0 0.0%
2.変更後の進路の方が面白そうだから（興味の変化） 0 0.0%
3.変更前の進路では能力が活かせないから（能力の不一致） 0 0.0%
4.変更後の進路の方が能力をより活かせそうだから（能力の一致） 1 50.0%
5.変更前の進路の将来性が不安 1 50.0%
6.変更後の進路の方が将来性を感じる 0 0.0%
7.環境や経済事情などの外的要因 0 0.0%
8.その他 0 0.0%

 ⑥博士課程に進学しない方にお尋ねします　その理由を選択してください

1.希望する職業に必要ない 1 33.3%
2.年収に影響しない 0 0.0%
3.学力に不安がある 0 0.0%
4.研究活動に魅力を感じない 0 0.0%
5.経済的に苦しい 0 0.0%
6.まずは就職して（安定したら）博士課程に進もうと思っている 2 66.7%
7.その他 0 0.0%
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【Ⅲ：教学マネジメント（3つの力等）に関連する満足度の質問】
①あなたの修了までに身につけた力の満足度についてお伺いします
スポーツ・武道及び体育・健康科学における「専門知識・技術の教育研究能力」の修得について

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 1 11.1%
3.満足している 6 66.7%
4.大変満足している 2 22.2%

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 1 11.1%
3.満足している 6 66.7%
4.大変満足している 2 22.2%

「スポーツ・武道文化の進展及び国民の健康の増進に積極的に寄与する態度」の修得について

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 1 11.1%
3.満足している 5 55.6%
4.大変満足している 3 33.3%

「社会の一員としての豊かな人間性（道徳，見識，教養）」の修得について

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 1 11.1%
3.満足している 6 66.7%
4.大変満足している 2 22.2%

基礎科目や応用科目は，あなたの目指す「高度な指導力や研究力修得」を満足させるものでしたか

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 1 11.1%
3.満足している 6 66.7%
4.大変満足している 2 22.2%

課題研究（修士論文作成等）は，あなたの目指す「高度な指導力や研究力修得」を満足させるものでしたか

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 1 11.1%
3.満足している 5 55.6%
4.大変満足している 3 33.3%

修士課程は，「教養の広がりや深化」を満足させるものでしたか

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 1 11.1%
3.満足している 4 44.4%
4.大変満足している 4 44.4%

②共通科目（修士：必修4科目）の全体的満足度についてお伺いします
スポーツ科学リテラシー特講

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 2 22.2%
3.満足している 5 55.6%
4.大変満足している 2 22.2%

スポーツ科学ナレッジ・マネジメント演習

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 3 33.3%
3.満足している 4 44.4%
4.大変満足している 2 22.2%

スポーツ科学セミナー

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 3 33.3%
3.満足している 4 44.4%
4.大変満足している 2 22.2%

スポーツ科学英語特講Ⅰ

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 3 33.3%
3.満足している 4 44.4%
4.大変満足している 2 22.2%

スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおける「高度な専門性が求められる職業を担うための
学識及び能力」の修得について
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③あなたが修得した知識・技能に関連する職種を選択してください

1.指導者（コーチ，部活指導，トレーナーなど） 3 33.3%
2.研究開発（企業の開発部，大学教員，研究機関など） 6 66.7%
3.マーケティング，コンサルタント（企画，広報，アナリストなど） 0 0.0%
4.競技者 0 0.0%
5.漠然としている 0 0.0%
6.その他 0 0.0%

④前問で回答した職種について、本学において修得した能力を選択してください（複数回答可）

1.基本的なリテラシー 5 16.1%
2.専門的知識 8 25.8%
3.専門的技術・技能（テクニックおよびスキル）  6 19.4%
4.コミュニケーション能力（語学力を含む） 3 9.7%
5.発信力・表現力（文章表現を含む） 4 12.9%
6.問題発見・解決・マネージメント能力 5 16.1%
7.漠然としている 0 0.0%
8.その他 0 0.0%

【Ⅳ：研究活動：倫理教育、論文指導・審査体制の満足度の質問】
①本学での研究活動の満足度についてお伺いします
ゼミもしくは授業等における研究倫理教育について

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 0 0.0%
3.満足している 6 66.7%
4.大変満足している 3 33.3%

あなたの「研究力修得」における論文指導やその体制について

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 0 0.0%
3.満足している 6 66.7%
4.大変満足している 3 33.3%

修士論文作成等は、あなたの目指す「高度な指導力や研究力修得」を満足させるものでしたか

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 1 11.1%
3.満足している 5 55.6%
4.大変満足している 3 33.3%

②修士論文審査についてお伺いします
修士論文の審査の厳しさ（やさしさ）について

1.きびしい 0 0.0%
2.ちょうどよい 7 77.8%
3.やややさしい 1 11.1%
4.やさしい 1 11.1%

③修士論文について、公表した学術誌を選択してください（複数回答可）

1.国際誌（インパクトファクター：IF、あり） 0 0.0%
2.国際誌（IF、なし） 0 0.0%
3.国内（学会）誌 0 0.0%
4.大学紀要 0 0.0%
5.スポーツパフォーマンス研究 0 0.0%
6.公表していない 7 77.8%
7.その他 2 22.2%
その他：今後国内誌に投稿予定です。
　　　　英語論文に翻訳し、今後投稿を検討中。

④学会発表をした場所を選択してください（複数回答可）

1.国際学会 4 26.7%
2.国内学会（全国レベル） 6 40.0%
3.国内学会（地方会） 2 13.3%
4.研究会（全国/地方） 2 13.3%
5.発表していない 1 6.7%
6.その他 0 0.0%

1.はい 1 14.3%
2.いいえ 3 42.9%
3.日本学術振興会特別研究員を知らない 3 42.9%

 ⑤で「はい」を選択した方にお尋ねします　申請書類はどなたかに指導してもらいましたか（複数回答可）

1.指導教員 1 100.0%
2.先輩や後輩，友人 0 0.0%
3.学外の研究者や教員 0 0.0%
4.その他 0 0.0%
5.誰からも指導を受けていない 0 0.0%

⑤博士課程に進学する方にお尋ねします　本年度の日本学術振興会特別研究員（DC1/DC2/PD）
に応募している、あるいは次年度に応募する予定はありますか
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 【Ⅴ：経済的支援と生活の充実に関する関心・満足度の質問】
①修士課程を始めてから特に関心のあったことを選択してください

1.ワークライフバランスの維持 0 0.0%
2.キャリアパス 1 11.1%
3.自身の経済的な問題 1 11.1%
4.研究資金の問題 0 0.0%
5.希望職業の求人 1 11.1%
6.論文の作成や学会発表 5 55.6%
7.修士号の価値への疑念 1 11.1%
8.メンタルヘルス 0 0.0%
9.その他 0 0.0%

②修士課程研究に伴うメンタルヘルス（不安や抑うつ）について助けを求めたことがありますか

1.はい 0 0.0%
2.いいえ 4 44.4%
3.答えたくない 2 22.2%
4.不安・抑うつはなかった（該当しない） 3 33.3%

③各種支援制度の満足度についてお伺いします
経済的支援（学費減免/学内外の奨学金など）制度及び女性研究者支援制度について

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 0 0.0%
3.満足している 6 66.7%
4.大変満足している 3 33.3%

研究成果公表支援制度（国際学会発表等旅費/２１世紀体育学最先端研究支援プロジェクト）について

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 0 0.0%
3.満足している 7 77.8%
4.大変満足している 2 22.2%

 【Ⅵ：キャリアパスについての関心度・満足度の質問】
①興味・関心の程度についてお伺いします
大学院在学中の、「有給での長期インターンシップ制度」について

1.全く関心がない 0 0.0%
2.あまり関心がない 4 44.4%
3.関心がある 4 44.4%
4.大変関心がある 1 11.1%

将来教員になるための授業やセミナー、プレFDについて

1.全く関心がない 0 0.0%
2.あまり関心がない 3 33.3%
3.関心がある 5 55.6%
4.大変関心がある 1 11.1%

②TA・TF（/RA)活動に参加しましたか

1.参加した 9 100.0%
2.参加していない 0 0.0%

②で「参加した」を選択した方にお伺いします
TA・TF（/RA)活動は、あなたの「指導力や研究力の向上」を満足させるものでしたか

1.全く満足していない 0 0.0%
2.あまり満足していない 1 11.1%
3.満足している 5 55.6%
4.大変満足している 3 33.3%

 【Ⅶ：課外活動に関する満足度の質問】
①課外活動（部活動）に参加しましたか

1.参加した 5 55.6%
2.参加していない 4 44.4%

①で「参加した」を選択した方にお尋ねします
課外活動は、あなたの「社会性や人間性の成長」を満足させるものでしたか

1.全く満足していない 1 16.7%
2.あまり満足していない 0 0.0%
3.満足している 2 33.3%
4.大変満足している 3 50.0%

課外活動は、あなたの「競技力の向上」を満足させるものでしたか

1.全く満足していない 1 16.7%
2.あまり満足していない 0 0.0%
3.満足している 2 33.3%
4.大変満足している 3 50.0%
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課外活動は、あなたの「実践的指導能力の修得」を満足させるものでしたか

1.全く満足していない 1 16.7%
2.あまり満足していない 0 0.0%
3.満足している 2 33.3%
4.大変満足している 3 50.0%

課外活動をする環境（人的・施設等）は、あなたにとって満足でしたか

1.全く満足していない 1 16.7%
2.あまり満足していない 0 0.0%
3.満足している 3 50.0%
4.大変満足している 2 33.3%
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修士課程スポーツ国際開発学共同専攻の概要（ホームページより抜粋） 

https://tkjids.taiiku.tsukuba.ac.jp/program/program_overview 
 
背景 
スポーツは、社会開発のための重要なツールとして、国際社会において認識されています。
教育、ジェンダー、貧困、健康、平和構築など社会課題の解決に、スポーツを通じた活動が
広がるなか、より高度な知識と能力を備えた人材が必要とされています。 
「スポーツ国際開発学共同専攻」は、国内外で生じているこれらの課題解決にスポーツを通
して貢献できる人材の育成を目指す修士課程です。筑波大学、鹿屋体育大学、そして日本ス
ポーツ振興センターの三機関が共同して、スポーツを通した国際開発と平和に関する実践
的能力を養う教育プログラムを提供します。 
 
目的 
スポーツ・体育・健康に関する理論的・実践的な知識を英語によって学び、国際平和と友好、
豊かな地域社会の創造に寄与できる人材を養成します。 
 
教育目標 
4 つの能力を身につけることを目標とします。 

 国際情勢と政策および国際的な開発課題に対する知識と分析力の獲得、使命感の育
成 

 グローバルな俯瞰力と実践現場で発揮できるリーダーシップ能力の習得 
 スポーツ・体育・健康に関する基礎的知識と実践力の向上 
 国際貢献のためのコミュニケーション力とマネジメント力の向上 

  
プログラムで養成される能力や特質 

 国際情勢と政策に関する知識とともに、他者や社会への自立・成長、変化・発展、
目標達成に対する意志、価値観、そして使命感 

 グローバルな俯瞰力と地域社会で生活する人々へのまなざしをもって、実践現場で
リーダーシップを発揮できるプラクティショナーとしての突破力 

 世界平和と友好を構築し、人々の生活を豊かにするスポーツ・体育・健康に対する
深い理解力 

 国際社会に貢献できるコミュニケーション力とマネジメント力（スポーツ・体育・
健康に関連した事業における実践能力、語学力）  
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求める人材像 
 スポーツ・体育・健康に関する基礎知識を持ち、スポーツに関わる実務経験のある

者 
 国際開発と平和構築に関する実務経験や知識のある者及びそれに関心のある者 
 英語によるコミュニケーション能力がある者 
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３年制博士課程大学体育スポーツ高度化共同専攻の概要（ホームページより抜粋） 

http://kododaigaku.taiiku.tsukuba.ac.jp/about 
 
前文 
新成長戦略（健康長寿社会の実現）、スポーツ立国戦略及びスポーツ基本法の理念に従っ
て、豊かな知識基盤社会を今後実現して行くためには、その担い手である大学生の体育ス
ポーツ指導の充実が重要です。とりわけ、体育スポーツの専門家を養成する体育系大学に
おける教育の充実・改革が必要不可欠となります。 
しかし、現在の博士課程では、博士論文作成に柱を置いた従来の研究指向型の人材養成シ
ステムが一般的で、十分な成果を上げているとは言えません。今、社会が大学に求めてい
るのは、ある専門分野における学術研究の進歩のみに貢献する人材養成よりもむしろ、学
際的方法で職業上の諸問題の解決に貢献する人材養成です。 
そこで、教育能力育成を軸とした教育指向型の博士課程の創設、さらに大学体育や大学ス
ポーツ充実のための実践的研究を行える能力を育成する教育プログラムとして、本専攻が
開設されます。体育系の実技教育・指導に深く関わっている大学教員の博士号取得向上お
よび実践研究推進に繋がるとともに、高等教育における体育スポーツ教育の質保証へ直接
的に貢献するものです。 
したがって、本専攻は大学体育や大学スポーツの充実・発展へ寄与する実践研究と、それ
に基づく教育実践の循環を促進できる高度専門職業人としての大学教員の養成を目的とし
ています。 
また、本専攻は筑波大学と鹿屋体育大学との共同設置で運営されます。各大学の専門性・
独自性を最大限に活かしながら、現職教員の方にも可能な限り無理なく受講ができるよう
に、遠隔講義システムや週末･長期休業を利用するなど、カリキュラムが工夫されていま
す。 
 
教育目標 
定められた要件（授業科目の履修単位及び研究指導等）を充足したうえで博士論文を提出
し、学位審査に合格し以下の能力を有することが最終試験等において認定されたものに博
士（体育スポーツ学）の学位を授与します。 

1. 大学体育や大学スポーツを先導する確かな専門知識と実技教育能力 
2. 大学体育のカリキュラム等の開発および授業能力、大学スポーツの指導能力 
3. 大学体育や大学スポーツにおける現場の実践知を探求し、その研究結果を教育へと

循環させることができる実践的研究能力 
4. 仮説創設型および仮説検証型研究能力 
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5. 高等教育における、体育スポーツの教育の質保証を先導する高度な指導者に必要な
教養 

6. 高い倫理観および国際感覚 
 
入学者選抜の基本方針 
大学体育・大学スポーツの教育指導現場における問題解決のための実践的教育・研究能力
獲得に高い意欲を持つとともに、修士課程（専攻領域を問わず）を経るなど一定の水準の
学術的研究能力を身につけた者を選抜します。 
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No. 実習施設名称
所在地 実習を行う授業科目名

       派遣実績
（年度：人数）

1 Bangkok Glass Public Co.Ltd タイ
On the Job Practice
(International)

平成29年度：1名

2
Kitchener Waterloo Sports Councilカナダ

On the Job Practice
(International)

平成29年度：1名

3 鹿屋市武道館
鹿児島県鹿屋市
（派遣学生は外国人留学生）

On the Job Practice
(International)

平成30年度：1名

4
Asociacion de beisbol de Santo
Domingo

コスタリカ
On the Job Practice
(International)

平成30年度：1名

5 Neo Salud コスタリカ
On the Job Practice
(International)

平成30年度：1名

※令和元年度は、２名が実施予定であったが新型コロナウイルス感染症の影響により延期。

スポーツ国際開発学共同専攻海外ＯＪＰ実習先一覧
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鹿屋体育大学大学院体育学研究科（博士後期課程）

体育学・スポーツ科学

連携大学院教育プログラム概要
（簡略版/令和元年度）

熊 本 大 学
大学院教育学研究科

鹿児島大学
大学院教育学研究科

宮崎大学
教育学部
大学院教育学研究科

鹿屋体育大学
大学院体育学研究科
体育学専攻

（博士後期課程）
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教 育 課 程

　

博士（体育学）の学位

本教育プログラムの目的

高度専門職業人

高度な専門知識 管理能力

社会的能力研究能力

Ⅱ.

体 育 学 ・ ス ポ ー ツ 科 学 は 下 記 の 研 究 分 野 等 か ら な る 複 合 領 域 で す

体育学・スポーツ科学

身体発育発達学 加齢・老化 教育生理学 体育科教育

保健健康管理

スポーツ経営学

スポーツ史

スポーツ心理学生体情報解析障害者スポーツトレーニング科学

体育心理学

スポーツ障害

スポーツ生理学

スポーツ医学

コーチング

スポーツバイオメカニクス

学校保健

※日本学術振興会 科学研究費助成事業 細目表より一部抜粋

　九州地区において、学際的・複合的な知識や

実践力を身につけた人材を育成するために、学

術的・複合的かつ一貫した指導体制のもとで教

育・研究指導を可能にする博士後期課程が必

要となってきます。

　つまり、1つの大学に所属する特定の領域を専

門とする教員のみでなく、複数の大学に所属す

る様々な領域を専門とする教員が連携しながら

教育・研究指導を進めていくべきであると考えら

れます。

　鹿屋（かのや）体育大学は、このたび、博士後

期課程の大学院生に対し、既存の教育プログラ

ムの拡充を狙い、新たな研究・教育指導を提供

する連携大学院教育プログラムを提案します。

　この連携大学院教育プログラムでは、我が国

で唯一の国立4年制体育大学である鹿屋体育

大学大学院の体育学研究科体育学専攻（博士

後期課程）を中心として、体育系の修士課程を

有する大学の大学院教育学研究科が連携・協

力して博士後期課程の教育・研究指導を行うこ

とで、「体育・スポーツ・健康」の諸科学を包括

的に捉え、学際的・複合的に研究を推進し、研

究成果を社会に還元していくための高度な専

門的知識を備えた人材（高度専門職業人）を

養成し、博士（体育学）の学位取得を目指して

います。

1
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対象となる方

健康運動指導士

作業療法士 理学療法士

地域社会の

健康スポーツ指導者

トレーニング指導者

スポーツ用品関連業界

健康食品産業

スポーツ施設関連企業に

関わる人

栄養士

大学教員 学校教員

研究職※修士の学位を有する方、同等の業績と認められた方

　鹿屋体育大学・熊本大学・鹿児島大学・宮崎

大学に通学可能な、博士後期課程への進学を

希望している修士課程の2年生、および体育・ス

ポーツ・健康に関わる仕事に従事している現職

の教員、行政職員、運動指導者・支援者等を対

象としています。

将来、体育・スポーツ・健康の

研究者、指導者、支援者を目指している

修士課程の大学院生

現在、体育・スポーツ・健康の

研究者、指導者、支援者として働いていて

さらに高度な専門的知識を学びたい社会人

2

　

　各大学において特別な身分　　を有することによって、鹿屋体育大学の大学院生でありながら、連携先大学院に

研究活動の基盤をおくことができます。これにより、熊本大学や鹿児島大学、宮崎大学の修士課程修了後にその

まま大学に残りながら、鹿屋体育大学大学院体育学研究科体育学専攻に在籍できることになります。

　したがって鹿屋体育大学周辺に住んでいない方でも、連携先大学院に通学鹿屋な方であれば鹿屋体育大学大

学院の博士（体育学）の学位取得を目指すことが可能となります。

注3）

学生の身分・所属3

注3）熊本大学・鹿児島大学・宮崎大学では特別研究学生となる。
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鹿屋体育大学
大学院体育学研究科体育学専攻

（博士後期課程）

鹿児島大学
大学院教育学研究科

熊本大学
大学院教育学研究科

学生

　連携大学院教育プログラムでは、異なる分野を専門とする大学の教員が担当教員となり、体育学・ス

ポーツ科学についての幅広い専門的知識の養成を行うためにオムニバス形式の授業を取り入れてい

ます。

共同講義4

体育・スポーツの学際的科学論Ⅰ

共通科目

体育・スポーツの学際的科学論Ⅱ

所属

鹿屋

熊本

熊本

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

　複雑な現代社会において、心身の健康の維持・向上の問題を解決するためには、より学際的かつ複合的な視点から体

育学・スポーツ科学をとらえる必要があります。

　本講義では、この視点から、複合領域の「体育学」「スポーツ科学」に関して身体教育学系、スポーツ科学系、応用健

康科学系の3つの分野から各専門分野の教員がオムニバス形式で解説を行います。これにより、複合領域としての体育

学・スポーツ科学の学問特性に関する基礎的知識を習得し、高度な専門的指導者としての教養を身につけることを目的

としています。

所属

鹿屋

鹿屋

熊本

宮崎

熊本

鹿屋

鹿屋

鹿屋

本教育プログラムでは、内容の複合性と教育・研究指導の一貫性の両方を兼ね備えた教育体制を提供します。

連携大学院教育プログラムの特色
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鹿屋体育大学
大学院体育学研究科体育学専攻

（博士後期課程）

鹿児島大学
大学院教育学研究科

熊本大学
大学院教育学研究科

学生

　連携大学院教育プログラムでは、異なる分野を専門とする大学の教員が担当教員となり、体育学・ス

ポーツ科学についての幅広い専門的知識の養成を行うためにオムニバス形式の授業を取り入れてい

ます。

共同講義4

体育・スポーツの学際的科学論Ⅰ

共通科目

体育・スポーツの学際的科学論Ⅱ

所属

鹿屋

熊本

熊本

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

　複雑な現代社会において、心身の健康の維持・向上の問題を解決するためには、より学際的かつ複合的な視点から体

育学・スポーツ科学をとらえる必要があります。

　本講義では、この視点から、複合領域の「体育学」「スポーツ科学」に関して身体教育学系、スポーツ科学系、応用健

康科学系の3つの分野から各専門分野の教員がオムニバス形式で解説を行います。これにより、複合領域としての体育

学・スポーツ科学の学問特性に関する基礎的知識を習得し、高度な専門的指導者としての教養を身につけることを目的

としています。

所属

鹿屋

鹿屋

熊本

宮崎

熊本

鹿屋

鹿屋

鹿屋

本教育プログラムでは、内容の複合性と教育・研究指導の一貫性の両方を兼ね備えた教育体制を提供します。

連携大学院教育プログラムの特色

連携大学院の開講講義5
身体教育特殊研究A

所属

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

身体教育特殊研究演習A

所属

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

熊本

身体教育特殊研究B

所属

身体教育特殊研究演習B

所属

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋

鹿屋
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　連携大学院教育プログラムでは、複数の大学に所属する各領域の教員が授業を行うため各大学を

遠隔授業システムで結び、パソコンやタブレット端末を使って授業が行われます。

遠隔授業システム6
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　連携大学院教育プログラムでは、複数の大学に所属する各領域の教員が授業を行うため各大学を

遠隔授業システムで結び、パソコンやタブレット端末を使って授業が行われます。

遠隔授業システム6

副指導教員

鹿屋体育大学大学院
体育学研究科体育学専攻

（博士後期課程）

鹿屋体育大学大学院
体育学研究科体育学専攻（博士後期課程）

CASE .1 鹿屋体育大学の教員が
主指導教員を引き受けるCASE .2

副指導教員

連携先大学院

副指導教員

連携先大学院

副指導教員

注2）

注2）副指導教員には鹿屋体育大学の教員を必ず1名以上含むこと　
注3）副指導教員に鹿屋体育大学の教員を含んでも構わない

連携先大学院の指導教員が
主指導教員を引き受ける　

連携先大学院

研究指導 研究指導

主指導教員 学生 主指導教員 学生

連携先大学院注1）

注1）主指導教員が所属する連携先大学院またはそれ以外の連携先大学院

注3） 注3）

連携先大学院一覧

熊本大学大学院教育学研究科

鹿児島大学大学院教育学研究科

宮崎大学教育学部
宮崎大学大学院教育学研究科

研究指導Ⅲ.
　複数の大学に所属する専門分野の異なった教員が主指導教員（1人）と副指導教員（2人）となり、博士後期課程

の学生に対する教育・研究指導を行います。これにより、幅広い領域を包括した指導体制が構築され、充実した

高度な研究活動を実現します。

直接対面指導、遠隔授業システムによる間接対面指導、電子メール等の書面による

研究指導を随時行います。

指導体制1
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1．外部評価委員会実施要領 
 

 

 

1．外部評価委員会実施要領 

1-1．外部評価委員会次第  

日時と会場 

〇日 時 2020.1.28（火）14：00～16：00 

〇会 場 鹿屋体育大学  

プログラム 

14：00 開会挨拶  森 司朗 鹿屋体育大学副学長 

14：05 体育学・スポーツ科学連携大学院概要説明 

14：25 質 疑 応 答 ・ 意 見 交 換  

15：55 閉会挨拶  徳田修司 鹿屋体育大学特任教授 

◆司会進行：飯干 明 鹿屋体育大学特任教授 

 

 

1-2．外部評価委員の構成 

 氏 名 所 属 等 

委員 松 田 恵 示 東京学芸大学 副学長  

委員 熊 谷 秋 三 
九州大学 
キャンパスライフ・健康支援センター 
健康開発・情報支援部門長 

委員 正 野 知 基 
九州保健福祉大学大学院［通信制］ 
連合社会福祉学研究科［博士（後期）課程］研究
科長 

委員 入 口   豊 びわこ成蹊スポーツ大学 学長  
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1-3．体育学・スポーツ科学連携大学院教育プログラム関係委員（令和元年度） 

＜鹿屋体育大学 外部評価委員会出席者＞ 

 氏 名 所 属 等     

委員長 森  司 朗 理事・副学長 

委員 徳 田 修 司 特任教授 

委員 飯 干  明 特任教授 

委員 金 高 宏 文 スポーツ武道・実践科学系    教授 

委員 和 田 智 仁 スポーツ人文・応用社会科学系 准教授 

委員 中 本 浩 揮 スポーツ人文・応用社会科学系 准教授 

教務課 有 馬 正 人 事務局次長・教務課長 

教務課 元 明 勇 二 教務課副課長 

教務課 折 田 将 俊 教育企画係 

教務課 此 上 友 唯 特任専門員 

教務課 石 場  小百合 事務補佐員 

 

＜連携大学 外部評価委員会出席者＞ 

 氏 名 所 属 等 

委員 井 福 裕 俊 
熊本大学 
大学院教育学研究科 保健体育科教育 

教授 

委員 小 澤 雄 二 
熊本大学 
大学院教育学研究科 保健体育科教育 

准教授 

委員 坂 本 将 基 
熊本大学 
大学院教育学研究科 保健体育科教育 

准教授 
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1-4．評価項目及び評価の観点 

4 つの評価項目について設定した評価の観点が、連携大学院教育プログラムの趣旨・目的、理念に沿っ

たものとなっているか、関係資料を参照していただき現状の評価と改善に向けた提言をお願いする。 

Ⅰ. 管理運営 

【評価の観点】 

① 連携大学院の構成、教員組織及び教育研究分野構成について 

② 連携大学院教育プログラム協力者会議について 

③ 連携大学院教育プログラム開発委員会について 

④  広報活動について 

Ⅱ. 教育課程 

【評価の観点】 

① 教育プログラムの目的について 

② 教育プログラムの対象者について 

③ 学生の身分・所属について 

④ 共通科目として開講している共同講義について  

⑤ 連携大学で開講している講義について 

⑥ 遠隔授業システムについて 

⑦ 在学生、修了者、単位修得満期退学者、退学者の就職状況について 

Ⅲ. 研究指導 

【評価の観点】 

① 複数の大学に所属する専門分野の異なった教員３人体制（主指導１人、副指導２人）による
指導について 

② 直接対面指導、間接対面指導（遠隔授業システム）、電子メールによる指導について 

③ 論文指導研究会について 

④ 連携大学院交流会について 

⑤ 学生の研究環境について 

Ⅳ. 学位 

【評価の観点】 

① 学位論文審査の基準について 

② 学位論文審査の手続きと審査体制について 

③ 学位論文発表会について 

④ 論文博士支援プログラムについて 
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2．外部評価委員会                        
 
 

 

2．外部評価委員会 

2-1．開会挨拶 

森 司朗  鹿屋体育大学副学長 

本日は皆さま、お忙しい中お集まりいただき誠にありがとうございます。また、ご多忙の中、外

部評価委員を快く引き受けていただきまして、厚く御礼を申し上げます。 

鹿屋体育大学では、博士後期課程の大学院生に対して既存の教育プログラムの拡充を狙

い、新たな研究教育指導を提供する連携大学院教育プログラムを平成 26 年から実施してま

いりました。この連携大学院教育プログラムでは、本学を中心として、熊本大学、鹿児島大学、

宮崎大学の体育系の教員の所属する大学院の教育学研究科と連携協力して博士課程の

研究指導を行っています。この取り組みの中で、体育・スポーツ・健康の諸科学を包括的に捉

え、学際的・複合的に研究を推進し、研究成果を還元できる高度な専門的知識を備えた高

度専門職業人を養成することを目指してやっております。今回の外部評価ではこれまでの本プ

ログラムの取り組みの現状に関しまして、振り返りを行い、今後の本プログラムの進むべき方向

性などについてご指摘をいただき、そのご指摘をもとに今後の取り組みの一層の推進につなげて

いきたいと考えています。 

最後に今回の外部評価が実り多いものになることを祈念いたしまして、私の挨拶とさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 
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2-3．外部評価委員による評価と提言 

各外部評価委員に、管理運営、教育課程、研究指導、学位の４つの評価項目について、評
価できる点と改善が望まれる点を文書で提出していただいた。それらの文書を、松田委員に以下
のようにまとめていただき、外部評価委員による評価と提言にした。 

 

鹿屋体育大学では、博士後期課程の大学院生に対して既存の教育プログラムの拡充を狙う
とともに、体育学・スポーツ科学分野の拠点大学として新たな研究教育指導を提供する連携大
学院教育プログラムを平成 26 年から実施されてきた。大学間で強みを結びつけ合い、ネットワ
ークを形成することで教育・研究の高度化と強化が図られる一つのモデルであると思われる。この
プログラムの特徴としては、特に九州地区の研究・学習意欲の高い学生への学習機会の提供・
教授、体育・スポーツ・健康科学における質の高い研究者・実務者の養成および教員の人的資
源の有効利用および協働といった観点から、他に類のない活動と評価される。 

この連携大学院教育プログラムでは、鹿屋体育大学を中心として、博士課程を有していない
熊本大学、鹿児島大学、宮崎大学の体育系の教員の所属する大学院の教育学研究科と連
携協力して博士課程の研究指導が少ないスクーリング形態で行われている点はユニークな取り
組みとして評価できる。教育や研究のコミュニティーの形成には、遠隔講義を活用する際に同時
に課題として共有される点であるが、工夫がなされ、授業や研究指導はネット環境などの ICT 技
術を駆使した双方向のコミュニケーションを根底に構築されている。学生の側から見た場合の学
修の行いやすさや、求めに応じて広く質の高い教育を受けることが可能になっている点など、先導
的な取り組みが持つ強みがよく発揮されていると思われる。 

以下にいくつかの観点に分けて、具体的に評価を記載する。 

 

Ⅰ．管理運営 

①連携大学院の構成、教官組織及び教育研究分野構成について：鹿屋体育大学の優れた
研究施設・設備を活用した研究ができることが大きなアドバンテージである。総合性の観点から、
可能であればスポーツ社会学やマネジメントといった文系の研究分野の補強ができればと思われ
る。 

②連携大学院教育プログラム協力者会議について：特に支障はないとのことであり、遠隔システ
ムやメールを活用した会議が円滑に行われているものと評価される。 

③連携大学院教育プログラム開発委員会について：プログラム開発に際してプロジェクトを組ん
で検討し、アンケートによって確認が行われている。今後も、教育プログラムの充実・発展が期待
される。 

④広報活動について：連携大学での説明会、HP やポスター・リーフレットでの PR が行われてい
るが、もう少し対象者を広げた広報の方法が今後期待される。また、教職大学院が多くなった現
状では、特化した学問分野で研究を行う博士課程にどのようにつなげていくのかが課題になるの
ではないかと思われる。 

 

Ⅱ．教育課程 

①教育プログラムの目的について、②教育プログラムの対象者について：一つの大学で閉じるこ
となく、鹿屋体育大学の有する教育・研究資源を連携大学との協力により提供できていることが
評価される。拡充のための努力もなされており、さらに広がっていくことが期待される。 

③学生の身分・所属について：アンケートにもあるように、大学院生には大きなメリットになってい
ると評価される。 
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④共通科目として開講している共同講義について、➄連携大学で開講している講義について：
明確な目的のもとにオムニバスで構成され、体育学・スポーツ科学の基礎的知識を全般的に修
得し、専門的知識を学ぶための基礎知識を体系的に習得できるものと評価される。 

⑥遠隔授業システムについて：目的は果たしていると思われる。機器・ネットワーク環境の問題と
して、現時点でのトラブルへの対応をどうしていくか、あるいはオンライン上のコミュニケーションツー
ルの活用などが課題として挙げられる。 

⑦在学生、修了者、単位取得満期退学者、退学者の就職状況について：単位取得満期退
学者への対応が課題として挙げられる。 

 

Ⅲ．研究指導 

①複数の大学に所属する専門分野の異なった教官 3 人体制（主指導 1 人、副指導 2 人）
による指導について、②直接対面指導、間接対面指導（遠隔授業システム）、電子メールに
よる指導、③論文指導研究会について、④連携大学院交流会について：アンケートにおける大
学院生の評価も高く、十分に機能しているものと評価できる。一部、他大学の副指導教官との
関わりが少なかったとの感想もあったので、関わる機会を増やす取り組みが課題として挙げられる。 

➄学生の研究環境について：Ⅰ①でも述べたように、鹿屋体育大学の優れた研究施設・設備
を活用した研究ができることが、大学院生に高く評価されており、これらを活用した優れた研究が
期待される。 

 

Ⅳ．学位 

①学位論文審査の基準について、②学位論文審査の手続きと審査体制について、③学位論
文発表会について：適正に実施されていると評価される。ルーブリック評価などの客観的な評価
指標によって、大学院生への可視化がなされると、より良くなるのではないかと期待される。 

④論文博士支援プログラムについて：大学院の可能性を広げるとともに、様々な現場で働きな
がら研究を進めたい方にとっても可能性を広げることのできる、貴重な取り組みであると評価され
る。 

 

本プログラムの取り組みの中で、体育・スポーツ・健康の諸科学を包括的に捉え、学際的・複合
的に研究を推進し、研究成果を還元できる高度な専門的知識を備えた高度専門職業人を養
成することを目的とした取り組みであるとの説明があった。委員会では、高度専門職業人の具体
的なイメージや社会での位置づけが不明瞭との論議も行われた。このことに関連して、本プログラ
ムでの有能な人材の輩出のためには、研究や実務に限らず修了生が社会貢献できる社会的受
け皿（社会に容認された地位や職業の確保）が必要であることから、体育・スポーツ科学関係
者および関連する諸大学による支援体制の構築が急務と考えられた。 

また、ネット環境を使った授業は、座学での講義が中心であり、今後は生化学、生理学およびバ
イオメカニクス実習などの教材開発に伴う情報発信によって、学生への日常的な学習教材の提
供などがあれば素晴らしい取り組みになると感じた。その教材は、本プログラムのみならず体育・ス
ポーツ科学分野のコースや学部を有する他大学での有効利用も期待できる。また、アジアを中
心とした博士課程進学を希望する留学生の受け入れの観点からも、英語での授業の開講も必
要かと思われる。 
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鹿屋体育大学ティーチング・フェロー実施要項 

 

                                                        平成２８ 年 ９月２６日 

                             学 長 裁 定  

                           改正 平成３１年４月１９日 

                                                        

 

 （趣旨） 
第１ この要項は、鹿屋体育大学大学院体育学研究科博士後期課程体育学専攻及び３年制博士

課程大学体育スポーツ高度化共同専攻に在籍する学生（以下「博士後期課程等大学院生」とい
う。）に対し、教育的配慮の下に教育業務を行わせ、将来大学教員及び研究者になるためのト
レーニングの機会を提供するため、国立大学法人鹿屋体育大学非常勤職員就業規則（以下「非
常勤就業規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

 
 （名称） 
第２ 第１の教育業務を行う博士後期課程等大学院生の名称は、ティーチング・フェロー（以下

「ＴＦ」という。）とする。 
 
 （育成する能力） 
第３ ＴＦ制度において育成する能力は、以下のとおりとする。 

(1) 授業科目の具体的な教育目標を設定する能力 
 (2) 教育目標を達成するための授業実施計画を立て、それを実践する能力 
 (3) 教育目標を達成するための評価指標を決定する能力 
 (4) 教育（授業）の評価基準を設定する能力 
 
 （職務内容） 
第４ ＴＦは、「鹿屋体育大学ティーチング・アシスタント実施要項」に規定する教育補助業務

に加え、授業担当教員の指導の下で学部学生に対する授業に参画する業務を行うものとする。 
なお、授業に参画する業務について、主たる内容は次のとおりとする。 

(1) 講義等の実施 
 (2) シラバスの作成 
 (3) 授業のための資料作成及び教材の開発 
 (4) 試験監督、レポートの採点、試験の採点 
 
 （担当授業の範囲） 
第５ ＴＦが担当することができる授業の回数は、授業回数全体の５分の１までとする。 
 
 （資格） 
第６ ＴＦは、博士後期課程等大学院生で、ＴＦを希望し、かつ当該博士後期課程等大学院生の

指導教員の承認を得た者であり、次の各号のすべてに該当するものとする。 
(1) 本学における関連する授業科目のティーチング・アシスタント（以下「ＴＡ」という。）

としての経験を半期以上有する者であること 
 (2)本学ファカルティ・ディベロップメント（以下「ＦＤ」という。）推進専門委員会が実施

するＴＦに関わるＦＤプログラムに参加していること 
 
 （選考方法） 
第７ ＴＦの任用に係る選考は、ＴＦ申請書（別紙様式１）及びＴＦ担当授業科目シラバス（別

紙様式２）等の必要書類に基づき、ＦＤ推進専門委員会及び教務委員会の議を経て、学長が選
考する。 

 
 （選考基準） 
第８ ＴＦを選考する基準は、次のとおりとする。 

(1) 担当する授業科目の授業内容に十分な知識及び技術を有し、授業担当教員の指導の下で
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授業が担当できる者であること 
 (2) 第３第１号から第４号に掲げた育成する能力を発揮することができる見込がある者である

こと 
 
 （採用手続等） 
第９ 大学院指導教員が博士後期課程等大学院生を採用依頼する場合は、ＴＦ申請書（別紙様式

１）及びＴＦ担当授業科目シラバス（別紙様式２）により申請を行う。 
  なお、申請は、授業担当教員の了承を得た上で行うものとする。 
２ 大学院指導教員から提出されたＴＦ申請書等を基に、教務委員会において審議・承認された

後、総務課へ採用手続を依頼するものとする。 
３ 現に職を有する博士後期課程等大学院生にあっては、事前に事業所代表者等の承諾を得てお

くこととし、その場合の承諾書の様式は、別紙様式３とする。 
 
 （報告） 
第 10 ＴＦは、毎月の勤務終了ごとに勤務時間報告書（別紙様式４－１）を教務課に提出する。

教務課は勤務時間報告書に基づき、従事時間報告書（別紙４－２）を総務課に提出する。 
２ 当該年度（当該期を含む。）の勤務終了後、ＴＦは活動報告書（別紙様式５－１）を、授業

担当教員は授業実施報告書（別紙様式５－２）を教務課に提出する。 
 
 （給与） 
第 11 ＴＦの給与は、非常勤就業規則の定めにより支給する。 
 
 （その他） 
第 12 この要項に定めるもののほか、ＴＦに関し必要な事項は、別に定める。 
２ ＴＦに関する事務は、教務課において行う。 
３ 当該授業科目を受講する学生に対して、ＴＦが担当する授業回及び授業内容についてシラバ

ス等により事前に明示する。 
 
   附 則 
 この要項は、平成２８年１０月１日から施行する。 
 

   附 則（平３１．４．１９） 

 この要項は、令和元年５月 1 日から施行する。 

2/2



〇実施状況

実施者数 所属課程 備考

平成28年度 1名
博士後期課程
※共同学位プログラム履修者

筑波大学との共同学位プログラムにお
けるＱＥ審査のためにＴＦを実施

平成29年度 0名

平成30年度 1名 3年制博士課程
筑波大学との共同学位専攻におけるＱ
Ｅ審査のためにＴＦを実施

平成3１年度 2名 3年制博士課程
筑波大学との共同学位専攻におけるＱ
Ｅ審査のためにＴＦを実施予定

目的：博士後期課程学生及び３年制博士課程学生に教育的配慮の下に教育業務を行わせ、将来大
学教員及び研究者になるためのトレーニングの機会を提供するため

ティーチング・フェロー実施状況
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博士論文研究能力審査（ＱＥ）実施要項 

 

Ⅰ．審査全体の概要 

１．目的 

 本共同専攻では，大学体育や大学スポーツ(以下，大学体育スポーツという．）の教育・指導と研究の循環

を効果的に行える，学術的職業人としての高度な体育教員（以下，高度大学体育スポーツ指導者という．）を

養成することを目的としている．そのために，従来の博士論文作成重視の教育課程でなく，「実践的教育能力」，

「実践的研究能力」，「高度指導者教養」，「博士論文研究能力」を育成するコースワーク重視の教育課程を編

成している．そして，これらの能力が育成されているかを２年次９月以降に審査し，博士論文の作成へ繋げ

ることとしている． 

 従って，２年次９月以降に実施される博士論文研究能力審査（ＱＥ：Qualifying Examination）は,博士論

文の提出に向け，高度大学体育スポーツ指導者として求められる「実践的研究能力」及び「実践的教育力」

等の到達度を審査することが目的となる．  

 

２．実施時期 

 ２年次９月～２月頃に随時実施予定 

 

３．実施場所 

 学生の主幹大学（筑波大学又は鹿屋体育大学） 

 

４．受験資格 

 以下の要件を満たし，指導教員が受験を認めた者のみが博士論文研究能力審査委員会にＱＥ受験を申

請できる． 

① 実践的研究論文１編を投稿し，投稿受付されていること．※１ 

 ②必修４単位を含む８単位を取得済であること． 

※１ 本専攻における実践的研究論文とは，大学体育スポーツに関連する査読付の研究論文とする．例えば

「大学体育学」,「大学体育研究」，「コーチング学研究」，「スポーツパフォーマンス研究」等に投稿される実

践的研究論文を想定し，入学後に投稿・審査開始された論文を対象とする．なお，ＱＥの申請は，９月１日

～１１月３０日までに、主指導教員の承諾を得て、大学体育スポーツ高度化共同専攻長に「博士論文研究能

力審査（ＱＥ）申請書」及び「実践的研究論文」を提出する．その際に対象論文が審査中の場合は、投稿・

審査開始の証明書を提出する．  

 

５．実施課題と形態と時間 

 ＱＥでは，「実践的研究能力」と「実践的教育能力」を原則公開で，それぞれ審査する． 

（１）「実践的研究能力」の審査（60分） 

  以下の事項について実施する．  

  ①博士論文研究計画書及び投稿中の実践的研究論文の事前提出書類の評価 

  ②博士論文研究計画書のプレゼンテーション（20分）と質疑応答（20分） 

  ③口述試験（20分） 

（２）「実践的教育能力」の審査（60分） 

  以下の事項について実施する．  

① 教育能力に関する口述試験（40分） 

② 大学体育スポーツに関する口述試験（20分） 

 

1/14

kageyama
四角形

r-yamashita
テキスト ボックス
資料1-1-7-1-c中期目標の達成状況報告書

yoshihara
四角形



 

- 
 

６．審査員 

 主指導教員１名，副指導教員２または３名 

 （筑波大学，鹿屋体育大学どちらかの教員が少なくとも１名は加わる．） 

 

７．審査方法 

 実践的教育能力と実践的研究能力の両方の審査に合格した場合，ＱＥの合格とする．なお，審査の合格者

には，「博士論文課題演習Ⅱ」の単位を与える． 

 なお、審査にあたりＱＥ実施日の２週間前までに主指導教員の承諾を得て、大学体育スポーツ高度化共同

専攻長に「博士論文研究能力審査（ＱＥ）審査資料提出届」、「実践的研究能力に関する審査資料」及び「実

践的教育能力に関する審査資料」を提出する． 

 

８．再審査 

 ＱＥが不合格となった場合、下記（1）、(2)の条件に合えば同年度内に再度ＱＥを受けることができる．  

      (1) 実践的研究能力の総合評点①〜④の４項目のうち，３項目で総合評点が 

    ３点以上であること． 

      (2) 実践的教育能力の各項目が５０点以上であること． 

  上記以外は，次年度以降の９月から２月の審査を受けることとする． 

再審査の際は，準備ができ次第速やかに「博士論文研究能力審査（ＱＥ）申請書」及び「実践的研究論文」

を提出し、再審査日の２週間前までに「博士論文研究能力審査（ＱＥ）審査資料提出届」、「実践的研究能力

に関する審査資料」及び「実践的教育能力に関する審査資料」を再度提出すること．（ただし、ＱＥ実施は２

月末日までのため，提出期限は末日より２週間前までとする） 

 

９．ＱＥに合格していない者（不合格者、未実施者、未申請者）の取扱い 

 ＱＥに合格していない者（不合格者、未実施者、未申請者）で、「４.受験資格」を満たしており、「博士論

文研究能力審査（ＱＥ）継続申請書」を3月末日までに提出した場合には、翌年度の７月(７月末日までに全

ての手続きが完了する日程とする)までにＱＥを実施できるものとする． 

 

Ⅱ．実践的研究能力の審査 

１．目的 

 本専攻では，実践的研究能力を主に「仮説創出型研究力」と「仮説検証型研究力」で構成されるものとし

て捉え，さらに「研究倫理」も合わせて養成し，この点について可視化し，評価する． 

 （１）仮説創出型研究力：事例記述，説明・解釈，未来への予測・提案する研究能力とする． 

 （２）仮説検証型研究力：情報を収集・分析，実験等を構想し，実施，統計・分析，仮説検証できる研究

能力とする． 

 （３）研究倫理：「科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－」（学振2015を参照）とする． 

 

２．審査の概要 

 実践的研究能力を示す資料（博士論文研究計画書※２及び投稿中の実践的研究論文）及び口述試験を通じ

て，各項目のルーブリックを作成して可視化する． 

 なお，上記（１），（２），（３）を評価する基準は独自に作成し，通常の研究力の基礎となる基礎的・一般

的研究力については授業を通じてVitae RDFを用いて適宜自己評価させ，確認する．  

 作成されたルーブリックは，ＱＥの実施前に，外部評価委員会（あるいは外部有識者）へ呈示し，その妥

当性についての審議を願う． 

※２ 申請書類として履修要項内に「博士論文作成計画書」というA4で1枚ものの書類があるが，それとは

異なるものとする． 
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３．実践的研究能力の審査方法 

（１）実施時期：第２学年１１月～２月頃 

（２）実施場所：主幹大学（筑波大学又は鹿屋体育大学） 

（３）実施形態と時間  

  以下の事項について実施する．  

 ①博士論文研究計画書及び投稿中の実践的研究論文による書類評価（審査会前に提出・評価） 

 ②博士論文研究計画書のプレゼンテーション（20分）と質疑応答(20分) 

 ③実践的研究能力に関わる口述試験（20分） 

（４）評価者：主指導教員1名，副指導教員2または3名（筑波，鹿屋どちらかの教員が少なくとも1名は

加わる．） 

（５）評価方法 

 ①上記（３）の評価事項は，「実践的研究能力の可視化と評価」シートを参照し，４段階の評点（４:期待

される水準を大きく上回る，３：期待される水準にある，２: 期待される水準を下回る，１: 期待される

水準を大きく下回る）で行う． 

②予め博士論文研究計画書及び投稿中の実践的研究論文を提出させ，事前に評点する． 

 ③前述の論文評価も考慮に入れ，博士論文研究計画書のプレゼンテーション・質疑応答を手がかりに「博

士論文の作成能力」を評価する． 

④実践的研究能力，研究倫理について口述試験し，ルーブリックに基づいて評点する． 

 ⑤「実践的研究能力の可視化と評価」シートにおける①〜④の４項目で，２以下が２項目，１が一つでも

ある場合は，「最終的総合評価」の評点で２を付けるものとする．その場合は不合格とする． 

 ⑥評価者の合議で，「最終的総合評価」の評点の平均が３以上（75％）を合格とする．ただし，前述の⑤に

該当する場合は不合格とする． 

（６）再審査 

 再審査については２ページ「Ⅰ．審査全体の概要」の「８．再審査」を参照のこと。 

 

Ⅲ．実践的教育能力の審査 

１．目的 

 本専攻では，大学体育スポーツにおける実践的教育能力が発揮される場面を以下のように捉え，この点に

ついて可視化し，評価する． 

 （１）一般体育：一般学生を対象に，生涯スポーツ等への導きとしての教養体育を教授 

 （２）専門体育：体育専攻学生（教員養成含）を対象に，実技指導力を高める専門体育を教授 

 （３）スポーツ指導：正課外での運動部等でスポーツパフォーマンス向上を指導 

なお，評価する指導場面は，上記３つのうち評価される学生の状況に応じて選択できるものとする． 

 

２．審査の概要 

 前述の実践的教育能力は，能力を示す資料，質疑応答及び口述試験を通じて，ルーブリックを作成して可

視化する． 

３．実践的教育能力の審査方法 

（１）実施時期：第２学年１１月～２月頃 

（２）実施場所：主幹大学（筑波大学又は鹿屋体育大学） 

（３）実施形態と時間  

  以下の事項について実施する． 
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３．実践的教育能力の審査方法 

（１）実施時期：第２学年１１月～２月頃 

（２）実施場所：主幹大学（筑波大学又は鹿屋体育大学） 

（３）実施形態と時間  

  以下の事項について実施する．  

 ①教育能力に関する口述試験（40分）  

 ②大学体育スポーツに関する口述試験（20分） 

 なお，指導場面に応じて，以下の資料やビデオ映像を用意する．なお，各指導場面で作成すべき資料の 

詳細は後段を参照のこと． 

 

①一般体育 ②専門体育 ③スポーツ指導 

一般体育全体の方向性（DPやCP，

教育目標のようなもの） 

専門体育全体の方向性（DPやCP，

教育目標のようなもの） 

指導指針や運営体制の明確化 

（※1） 

担当授業のシラバス作成 担当授業のシラバス作成 3 ヶ月〜1年のトレーニング・指

導計画の立案 

授業案(レッスンプラン)作成 

 

授業案(レッスンプラン)作成 

 

指導案作成（レッスン形式のも

の） 

1コマ授業状況（ビデオ映像） 1コマ授業状況（ビデオ映像） 1コマ指導状況(ビデオ映像) 

受講学生からの授業評価点※ 受講学生からの授業評価点※ 受講学生からの授業評価点※ 

 

※ 授業・スポーツ指導を撮影したビデオを授業・指導評価システム（資料３）を用いて学生自身が形成的

授業・指導評価を実施し，授業・指導内容を数値化して得られたもの． 

実践的研究能力の可視化と評価(案）［20150828修正、鹿屋ＷＧ案］

<博論計画のプレゼンテーションと質疑応答(40分）＞ <実践的研究能力の口述試験(20分）＞

【博士論文作成力の評価】 評点 【実践的研究能力の評価 評点

●博士論文作成力の評価（総合①） ●仮説創出型研究能力(総合②）

・ビジュアルプレゼン力(20分） 　　・事例記述力

・質疑応答（20分） ・説明・解釈力

・予測・提案力

＜事前審査＞ ●仮説検証型研究能力(総合③）

【実践的研究論文の作成力の評価】 評点 ・情報収集力

●実践的研究論文の論文評価（小計①） ･情報分析力

・研究テーマの適切性 ・実験等構想力

・文献研究の適切性 ・実験等実施力

・研究方法の妥当性　   ・分析・統計力

・論理の一貫性 ・仮説検証力

・研究の有用性・実用性

・論文の体裁 ●研究倫理（総合④）

・研究者の責務

【博士論文研究計画書の作成力の評価】 評点 ・公正な研究

●博士論文研究計画書の論文評価(小計②） ･社会の中の研究

・研究テーマの適切性 ・法令遵守

・文献研究の適切性

・研究方法の妥当性　

・論理の一貫性

・研究の独自性・独創性

・論文計画書の体裁
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（４）評価者：主指導教員１名，副指導教員２または３名（筑波，鹿屋どちらかの教員が少なくとも１名は

加わる．） 

（５）評価方法 

①上記（３）の各口述試験の評価は100 点満点とし，４段階を目安に得点化する．80点以上：極めて高い，

70～79点：高い，60～69点：一定水準以上，50～59点：必要最低限，49点以下：不十分とする． 

②教育能力の口述試験は，（３）の③で示した指導場面毎に作成・提出された資料を参考資料とし，ビデオ撮

影された授業・スポーツ指導を観察しながら，教授行動評価基準（資料４）を手がかりに教授・指導行動を

評価し，大学体育スポーツにおける実践的教育能力が備わっているかについての口述による試験を行う（40

分）．  

③大学体育スポーツに関する口述試験では，大学体育スポーツの意義・歴史・効果等に関する幅広い教養，

指導者としての倫理観，マネジメント能力などが備わっているかについて，口述による試験を行う（20分）．  

④実践的教育能力の最終的な評価は，教育能力の口述試験（100 点満点）と大学体育スポーツに関する口述

試験（100点満点）の得点を合算した総合得点（200満点）で行う． 

⑤評価者の合議で，総合得点の７割（140点）以上をもって合格とする．（各項目60点以上に限る） 

（６）再審査 

 再審査については2ページ「Ⅰ．審査全体の概要」の「８．再審査」を参照のこと。 

 

４．補足 

筑波大学では，１年次春学期に「授業観察・分析法（学群対象）を履修して模擬授業・研究授業の観察し，

１年次秋学期に「大学体育授業演習Ⅰ」を履修して，実際に模擬授業を行い（Before），授業内容や教授行動

について，指導教員から客観的評価を受ける．それらの評価をもとに授業改善に努め，２年次秋学期に「大

学体育授業演習Ⅱ」を履修し，再度模擬授業を行い（After），Before-Afterの映像および形成的定業評価結

果などの資料をもとに，如何に授業改善に努めてきたかをプレゼンテーションし，それらのプレゼンや資料

に基づいて口述試験を実施する予定である． 

 

５．評価のための資料作成の要領 

 以下の指導場面に応じて，資料を作成することとする． 

 

①一般体育 ②専門体育 ③スポーツ指導 

一般体育全体の方向性（DPやCP，

教育目標のようなもの） 

専門体育全体の方向性（DPやCP，

教育目標のようなもの） 

指導指針や運営体制の明確化 

（※1） 

担当授業のシラバス作成 担当授業のシラバス作成 ３ヶ月〜１年のトレーニング・指

導計画の立案 

授業案(レッスンプラン)作成 

 

授業案(レッスンプラン)作成 

 

指導案作成（レッスン形式のも

の） 

1コマ授業状況（ビデオ映像） 1コマ授業状況（ビデオ映像） 1コマ指導状況(ビデオ映像) 

受講学生からの授業評価点※ 受講学生からの授業評価点※ 受講学生からの授業評価点※ 

 

（１）一般体育・専門体育の場面 

①大学における一般体育あるいは専門体育の教育方針等に係る資料を作成する． 

②担当授業を想定したシラバスの作成（資料１）， 

③毎回の授業の指導内容に関するレッスンプランの作成（資料２） 

④授業のビデオ映像 

⑤授業の様子をビデオ撮影し，授業・指導評価システムを用いて学生自身が形成的授業評価を実施し，授業
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内容を数値化された授業評価点（資料３） 

 

（２）スポーツ指導の場面 

 大学スポーツでは，個人やチームに対する指導力と同時に，運動部活動自体をマネジメントすることが重

要になる．中・高等学校における部活指導の手引き等を参考に，大学における運動部活動の指導に関する指

導指針や運営体制等についてまとめたものを求める． 

①指導指針や運営体制の明確化に係る以下の資料を作成する． 

 ・大学における運動部活動の運営方針 

 ・担当する運動部活動の方針や目的，目標 

 ・指導理念や方針指導の基本事項等  

 入部，転部，退部の考え方／新入生へのオリエンテーション計画／部組織や一日の活動モデル／平日や休

日の活動時間や指導の在り方／対外試合等への参加に対する考え方／施設や用具の使用割り当て／事故防止

や安全対策／保護者・地域社会との連携／外部指導者に関する方針の明確化等 

３ページと５ページの②１ヶ月〜１年のトレーニング・指導計画の立案（形式は自由） 

 なお，全体の中での評価されるレッスン的指導の位置づけを明確にしておく． 

③指導案（レッスン形式のもの） 

 指導内容に関するレッスンプラン（資料２） 

④指導のビデオ映像（１コマ分） 

 指導の様子をビデオ撮影する． 

⑤指導に参画した学生により指導の分析・評価 

 授業・指導評価システム（資料３）を用いて参加者自身が形成的指導評価を実施し，指導内容を数値化す

る． 
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資料１ 
シラバス例 
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                                                資料２ 

         ●筑波大学用 
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資料２ 

       ●鹿屋体育大学用 
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資料３ 
 

模擬授業のビデオ撮影 

 
 

指導案ならびに実施授業に対する期間記録と教師相互作用記録の組織的観察法（高橋

他,2003）による分析データをリンクして保存 

 
 

授業評価集計結果 
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●スポーツ指導の評価基準 
  

番号 評価観点
評価
の

段階
評               価               規               準 評価方法

3 挨拶と同時に健康観察、安全管理に気を配っている。学習の良い雰囲気が作られている。

2 挨拶が適切に行われている。

1 挨拶が適切に行われていない。

3 適切な隊形をとり、前時とのつながりなど、系統的な学習を見通した本時の目標、活動内容を明確にかつ簡潔に伝えている。

2 適切に学習課題は説明している。

1 学習課題を説明していない。あるいはうまく伝えていない。

3 適切な隊形で、学習の手順（場所、活動の順番など）を十分に伝えている。活動 の終わりまで理解させている。

2 適切に学習手順は説明している。

1 学習手順を説明していない。あるいはうまく伝えていない。

3 参加者の表情・態度などから理解度を読み取り、全体や個人に対応した質問など を用いて十分に確認を行っている。

2 全体に質問を投げかけ、一応の確認している。『わかりますか？」など。

1 確認を行っていない。

3 視覚的にわかりやすく、学習活動に役立つ板書・掲示物など学習資料が使用さ れている。

2 板書／掲示物などの学習資料が用意され、使用している。

1 用意していない。あるいは活用できていない。

3 見やすい隊形を指示し、場面や実態にあった、教師、あるいは参加者によるデモン ストレーションをうまく行っている。

2 デモンストレーションは適切に行っている。

1 うまく行えていない。

3 学習の効率、効果性を意図したグルーピングをスムーズに行っている。

2 グルーピングをスムーズに行っている。

1 グルーピングをスムーズに行えていない。指示が適切でない。

3 前の場面や次の活動とのつながりを意識した活動の振り返りを適切に行ってい る。

2 適切な活動の振り返りをしている。

1 まとめを行わない。あるいはまとめが適切ではない。

3 説明が聞きやすい見やすい集合場所や隊形を指示できている。学習活動のつ ながりを意識した集合場所や隊形が指示できている。

2 集合場所や隊形を指示できている。

1 無計画的、あるいは適切な指示がない。

3 移動場面がほとんどない。活動のつながりを意識し、勢い良く、スムーズに移動 している。

2 特に問題なく、おおむねスムーズに移動している。

1 指示が不徹底で、スムーズに移動していない。

指導方法に関する知識        基礎的な教授行動評価基準20項目（スポーツ指導用）

①
指導の
始まり

指導のはじめのI場面で確認する。

②
学習課題の

説明

1回目と説明のあったそれぞれの
I場面及び 説明のあったA，,A2場面
で確認する。

⑥
デモンスト

レーションの
実施「＋」

⑦
組織化

（グルーピング）の
実施「＋」

③
学習手順の

説明

④
理解度の
チェック

⑤
板書・掲示物

学習資料「＋」

指導のまとめのI場面を除く
それぞれのI場面及び説明のあった
 A，A2場面で確認す る。

指導のまとめのI場面を除くそれぞれ
のI場 面で確認する。

使用されたそれぞれのI場面で
確認する。

行われたそれぞれのI 場面及び
A2場面で確認する。

行われたそれぞれのI場面と指導の
まとめのI場面で確認する。

行われたそれぞれのI 場面及び
A2場面で確 認する。

⑧
反省

（まとめ）

指示のあったI場面及 びA2場面、
M場面で 確認する。

それぞれのM場面で確認する。

⑨
活動場所
活動隊形

⑩ 移動
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番号 評価観点
評価
の

段階
評               価               規               準 評価方法

3 適切な対応により、不必要な待機場面がない。あるいは最低限の待機場面にと どめている。

2 不必要な待機場面が少ない。

1 準備が不足し、不必要な待機場面が多い。

3 学習の効率や、活動に有効な施設や用具の配置を考えた準備や片付けがされている。

2 特に問題なく施設・用具の準備や片付けがされている。

1 施設・用具の準備、片付けが不十分である。

3 話し合いの場面、内容が計画的に設けられている。教師が計画的に関わってい る。

2 話し合いの場面が設けられている。

1 話し合いの場面がない。あるいは話し合いの内容が不明瞭である。

3 学習活動に効果的な資料が用意さている。十分に活用している。

2 資料は用意され、活用している。

1 用意されていない。あるいは活用されていない。

3 安全管理が十分に考えられている。状況に応じた活動内容の修正をしている。

2 安全に配慮している。

1 危険を放置している。安全への配慮に欠けている。

3 全体を把握できる巡視、観察ができている。

2 巡視が行われている。 

1 一力所にとどまりすぎ、全体を見ることができていない。

3 学習の目標にあった多様な発問をしている。発問が具体的でわかりやすい。

2 活動の目的にあった発問をしている。

1 発問が不明確である。

3 肯定的なフィードバックの価値を理解し、相手に伝わるよう、積極的なフィード バックが行われている。

2 ある程度のフィードバックは行っている。

1 まったく行っていない。あるいは、積極的に行えていない。

3 参加者の技能に応じた、正しい知識による具体的手がかりを伝えている。次の活 動につながる手がかりを伝えている。

2 手がかりを具体的に伝えている。

1 手がかりが出せない。あるいは、適切でない助言を与えている。

3 すべての参加者に学習課題や手順が理解されており、活発な学習活動が見られ る。また、不適切な場合は適切に修正している。

2 おおむねの参加者に学習課題や手順が理解され、想定した活動が見られる。

1 学習課題や手順が十分に理解されず、参加者の行動が一定していない。

⑬ 話し合い「＋」

基礎的な教授行動評価基準20項目(スポーツ指導用）

⑪ 待機

⑫
施設・用具の
準備、片付け

それぞれのM場面で確認する。

それぞれのM場面で確認する。

A場面が設定されている場合の
それぞれのA 場面で確認する。
（設定されていな い場合は評価しない）

資料の活用「＋」

⑮ 安全管理

⑯
モニタリング

（観察、巡視）

⑳
参加者の行動に

対する対応

⑲
技能習得の

手がかり

A 場面が設定されている場合の
それぞれのA2場面で確認する。
（設定されていな い場合は評価しない）

それぞれのA2場面で確認する。

それぞれのA 場面、A2場面及び
見られたI 場面で確認する。

それぞれのA 場面、A2場面及び
見られたI 場面で確認する。

それぞれのA場面及びA2場面で
確認す る。

それぞれのA 場面及びA2場面で
確認す る。

行われたそれぞれのI場面及び
A ，A2場面で確認する。

⑰ 発問の活用「＋」

⑱
肯定的な相互作用

の活用

⑭
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鹿屋体育大学 教学アセスメント・ポリシー 

令和元年７月２９日 

学 長 裁 定 

 

鹿屋体育大学体育学部では、「ディプロマ・ポリシー」に即した学生の学修到達度の向上のために、３つ

のポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー及びアドミッション・ポリシー）に基づき、入学前・直

後、在学中及び卒業時・卒業後において、機関レベル、教育課程レベル及び科目レベルの 3 段階で、学

生の学修到達度を評価・検証する。 

評価・検証する指標及び調査等の詳細は、全学的内部質保証の責任組織である運営企画会議におい

て別途定める。 

教学アセスメントの結果は、本学の特色や現状把握、全学的な教育改革・改善、学修支援の改善、外部

評価対応及びベンチマークの検討等のためにも利用する。 
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r-yamashita
テキスト ボックス
資料1-2-1-1-a中期目標の達成状況報告書



教育プログラムの改善案を計画・実施する改革サイクル（2019 年度） 
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r-yamashita
テキスト ボックス
資料1-2-1-1-b中期目標の達成状況報告書



 

教学アセスメントにおいて評価及び検証する指標や調査等 

                  令和元年７月２５日 

運営企画会議決定 

 

※赤字は可視化されている指標等を示す 

 

アセスメント   

レベル 

入学前・入学直後    

アドミッション・ポリシーを

満たす人材かどうかの評

価・検証 

在学中（単位認定・進級判定）  

カリキュラム・ポリシーに即って学修

が進められているかどうかの評価・

検証 

卒業時（卒業後）    

ディプロマ・ポリシーを満た

す人材になったかどうかの

評価・検証 

機関レベル 

大学で行われる

教育や育成され

る資質・能力の評

価・検証 

・新入生アンケート 

・入学試験 

・学生在籍状況（進級率・退学

率・休学率等） 

・学生生活実態調査 

・課外活動状況 

・学位授与状況 

・卒業時進路状況 

・卒業時満足度調査 

・卒後調査（3・10年） 

教育課程レベル 

課程や専攻で行

われる教育や育

成される資質・能

力の評価・検証

（科目ごとの評

価・検証を包括的

に分析・評価す

る） 

・汎用的能力テスト

（PROG）［1年次］ 

・スポーツ指導者基礎力

テスト（SCCOT）［1年次］ 

・英語プレイスメントテスト

（CASEC） 

・単位修得状況 

・汎用的能力テスト（PROG）［3

年次］ 

・スポーツ指導者基礎力テスト

（SCCOT）［2，3年次］ 

・英語アチーブメントテスト

（CASEC） 

・授業振り返りアンケート      

・学修ポートフォリオ（NIFSpass） 

・単位修得状況 

・汎用的能力テスト

（PROG）［4年次］ 

・スポーツ指導者基礎力

テスト（SCCOT）［4年次］ 

・資格・免許取得状況 

 

 

科目レベル  

個々の授業で

行われる教育や

育成される資

質 ・ 能力の評

価・検証 

 ・成績評価 

・学外実習評価（学外者が付け

る評価等） 

・授業振り返りアンケート 
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NIFS GALLERY 改装について 

 
アクティブ・ラーニング等や学内における学生の主体的な学修・協働学習を支援する環境の整

備として、NIFS GALLERY 改装を行いました。 

  

 利用時間 平日 9 時から 17 時の時間帯で、特定のイベント・行事、見学等がある時間を除き、

予約なしで自由に利用できます。 

 利用に必要な装備品（ホワイトボード、マーカーペン、マグネットなどなど）がありましたら学術図

書情報課図書サービス係（内線 4874）までご連絡ください。 

 なお、特定のイベントなどで一定時間、GALLERY 全体（または一部）を独占的に利用したい場合

も、図書サービス係までご連絡ください。 

 
〇組み合わせ自由なテーブル（可動キャスター付き）  

勾玉型テーブル ７台 円形テーブル  １台 

〇キャスター付き椅子（座面の下に小物がおける収納付き） 32 脚 

   
 

〇ハイカウンターテーブル 6 席（電源コンセント付き） 

     
 〇窓ブラインドをロールスクリーンへ変更。 

1/3
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テキスト ボックス
資料1-2-2-1-a中期目標の達成状況報告書



図書館フリースペースの名称について 

 

2019 年 4 月より、図書館 1 階（旧事務室（研究支援係・国際交流係））に、 

 ゆっくり座って、動画チェック、電子ブック閲覧などできる 1 人掛けソファ 

 打ち合わせなどが可能なテーブル 

 ホワイトボードシード（貼り付けタイプ） 

 テレビ 

などを設置して、自由に利用できるようにした。ラーニングコモンズの機能をもたせた空間

としている。 

  

  

利用時間は、図書館開館時間と同じく 

平日  ９：００－２１：００ 

土曜  ９：００－１７：００ 

日曜 １３：００―１７：００ 

としている。 

占有使用については、図書サービス係で予約を受け付け、その時間帯の利用は制限する予定

である。 

 ついては、このフリースペースの名称を定めたい。 

 

 候補 「NIFS らこも」、「NIFS ラーコモ」 
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h-moriyama
テキスト ボックス
「NIFSラコモ」に決定！※ラコモはラーニングコモンズの略
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羽
ば
た
け

　
　

大
空
へ

平成２９年９月⑴

　

昔
か
ら
音
楽
が
好
き
で
、

趣
味
で
楽
し
む
範
囲
で
は
あ

る
が
、
あ
る
楽
器
を
長
年
演

奏
し
て
お
り
自
分
の
楽
し
み

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
▼
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
始
め
た
頃

は
、
練
習
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

上
達
が
実
感
で
き
る
時
期
が

し
ば
ら
く
続
く
。
と
こ
ろ
が
、

あ
る
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る

と
、
練
習
量
は
以
前
よ
り
増

え
て
い
る
の
に
上
達
の
速
度

が
明
ら
か
に
落
ち
る
。
あ
れ

こ
れ
試
行
錯
誤
し
て
も
一
向

に
上
達
せ
ず
、
そ
う
な
る
と

練
習
す
る
の
も
苦
痛
に
な
る

が
、
そ
こ
を
踏
ん
張
っ
て
工

夫
を
重
ね
て
練
習
し
続
け
て

い
く
う
ち
に
、
突
然
、
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、一
段
高
い
レ
ベ
ル

に
至
る
▼
こ
の
よ
う
な
上
達

の
過
程
は
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
共

通
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
実
際
、
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と

が
あ
る
。
要
は
、
分
野
を
問

わ
ず
、
上
達
の
過
程
は
一
直

線
で
は
な
く
、
必
ず
訪
れ
る

停
滞
期
に
い
か
に
工
夫
を
重

ね
、
努
力
を
継
続
で
き
る
か

が
、
更
に
高
い
レ
ベ
ル
に
上
が

る
た
め
の
鍵
で
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
▼
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
た
あ
と
、

自
分
と
比
較
す
る
の
は
お
こ

が
ま
し
い
が
、
学
内
で
接
す

る
学
生
さ
ん
た
ち
に
対
し
て

更
に
親
近
感
を
感
じ
、
想
い

を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

皆
、
更
に
高
い
レ
ベ
ル
に
到

達
す
る
た
め
に
日
々
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
い
る
に
違
い
な

い
と
。
学
生
さ
ん
た
ち
一
人
一

人
の
競
技
力
ア
ッ
プ
を
心
よ

り
願
い
た
い
。（
Ｈ
・
Ｋ
）

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
３
件
を
採

用
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
採

用
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

は
、
必
要
物
品
の
購
入
や
教

職
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど

の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
末
に
は
成
果

報
告
会
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

内
容
・
成
果
等
を
報
告
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
３
件
採
用

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
学

生
の
叶
え
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
募
集
し
、
そ
の
実
現

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
生
の
自
主
性
、
企
画
力
、

創
造
性
を
養
う
と
と
も
に
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
充

実
・
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
鹿
屋
体
育
大
学
学

生
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

７
月
３
日
と
11
日
に
、
一

次
審
査
（
書
類
審
査
）

を
通
過
し
た
６
件
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二

次
審
査
（
公
開
に
よ

る
発
表
会
）
が
行
わ

れ
、
申
請
代
表
者
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な

計
画
や
、
予
算
案
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
大
き
な
夢
が
盛

り
込
ま
れ
た
企
画
や

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
充
実
さ
せ
る
企
画

な
ど
が
熱
く
語
ら
れ
、

　

こ
の
た
び
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

２
階
の
Ｌ
Ｌ
２
教
室
の
改
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｌ
Ｌ
２
教
室

は
固
定
机
に
モ
ニ
タ
ー
と
パ

ソ
コ
ン
を
設
置
し
た
Ｃ
Ａ
Ｌ

Ｌ
教
室
で
し
た
が
、
今
回
の

改
修
に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
利
用
を
想
定
し
た
テ

ー
ブ
ル
一
体
型
の
可
動
式
椅

子
へ
と
変
更
。
電
子
黒
板
や

複
数
の
可
動
式
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
を
設
置
す
る
な
ど
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
適
し
た
多
目
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

　

８
月
２
日
に
は
教

職
員
に
対
す
る
同
教

室
の
説
明
会
が
行
わ

れ
、
吉
重
美
紀
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
改
修
の
経
緯
等
に

つ
い
て
話
が
あ
っ
た

ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー

の
国
重
徹
教
授
よ
り

改
修
後
の
教
室
を
活

用
し
た
授
業
例
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
ま

Ｌ
Ｌ
２
教
室
を

多
目
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
へ
改
修

　

８
月
６
日
、
芸
濃
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
）
に

お
い
て
、
第
56
回
全
日
本
学

生
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
、
鹿
屋
体
育
大
学

な
ぎ
な
た
部
が
試
合
競
技
団

体
の
部
で
見
事
３
連
覇
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

主
将
の
水
谷
晴
佳
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４
年
）

は
「
先
輩
達
が
果
た
し
た
２

連
覇
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
1
年
間
ず
っ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の

10
月
以
降
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
内
容
を
見
直
し
た
基

礎
練
・
応
用
練
の
実
施
、
今

大
会
の
直
前
に
は
学

内
で
部
員
８
名
を
フ

ル
活
用
し
て
プ
レ
試

合
を
実
施
す
る
な
ど

し
て
、
本
番
に
緊
張

し
な
い
よ
う
に
と
備

え
た
の
が
功
を
奏
し

た
と
思
い
ま
す
。
地

域
の
方
々
、
鹿
屋
体

育
大
学
の
教
職
員
及

び
Ｏ
Ｇ
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
方
々
か
ら
の
応

援
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
負
け
な
い
心
の
支

え
に
な
り
、
優
勝
す

　

7
月
23
日
、
大
学
日
本
一

を
個
人
戦
で
争
う
第
65
回
全

日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

が
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大

阪（
大
阪
府
）で
開
催
さ
れ
、

鹿
屋
体
育
大
学
剣
道
部
の
牧

島
凜
太
郎
さ
ん
（
武
道
課
程

３
年
）
が
見
事
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
を
延
長
戦
の
末
勝

ち
上
が
り
、迎
え
た
決
勝
戦
。

相
手
は
苦
手
と
す
る
上
段
構

え
の
選
手
で
し
た
が
、
試
合

中
盤
、
相
手
の
手
元
が
わ
ず

か
に
上
が
っ
た
隙
を
見
逃
さ

ず
コ
テ
を
た
た
き
込
み
、
一

本
勝
ち
。

　

牧
島
さ
ん
は
、「
昨

年
の
同
大
会
で
は
３

位
で
、
目
の
前
の
勝

利
を
逃
し
て
と
て
も

悔
し
か
っ
た
。
一
年

間
そ
の
悔
し
さ
を
バ

ネ
に
練
習
に
励
ん
だ

結
果
掴
み
取
っ
た
こ

快
挙
！
団
体
３
連
覇
！！

全
日
本
学
生
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
は
本
当
に

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
」
と
安

堵
の
表
情
で
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
試
合
競
技
個
人
の

部
で
は
溝
上
美
咲
さ
ん
（
武

道
課
程
４
年
）
が
３
位
入
賞

を
果
た
し
、
少
人
数
な
が
ら

も
3
連
覇
を
成
し
遂
げ
る
同

部
の
底
力
を
み
せ
ま
し
た
。

ま
た
、演
技
競
技
の
部
で
は
、

入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
2
年

生
の
2
人
が
息
の
合
っ
た
演

技
を
見
せ
る
な
ど
、
今
後
の

活
躍
も
期
待
さ
せ
た
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

の
優
勝
は
、
と
て
も
う
れ
し

い
。
今
度
は
、
こ
の
優
勝
を

励
み
に
大
学
生
活
の
ラ
ス
ト

１
年
を
頑
張
り
た
い
」
と
嬉

し
い
初
優
勝
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
前
日
22
日
に
は
女

子
の
個
人
戦
大
学
日
本
一
を

決
め
る
第
51
回
全
日
本
女
子

学
生
剣
道
選
手
権
大
会
が
同

会
場
で
行
わ
れ
、
同
部
の
松

本
智
香
さ
ん
（
同
３
年
）
が

決
勝
戦
ま
で
進
出
し
、
延
長

の
末
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、
堂
々
の
準
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

牧
島
凜
太
郎
さ
ん

全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権

大
会
で
優
勝
！

採用されたプロジェクト
申請代表者 プロジェクト名
佐竹　滉道

（武道課程　４年）
保健体育授業実践の総合力向上プロジェクト
～専門家としての教師をめざして～

田中　陽
（スポーツ総合課程　２年）

教員になるための勉強会
～集団討論、小論文の試験対策を通して～

佐藤　博幸
（スポーツ総合課程　２年）

平成 28 年度台風 16 号による大隅湖被害の復旧と
流木の再利用化

し
た
。
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実施期間
平成30年10月2日～10月19日

問 選択肢 人数 ％
１　学部1年 38 23.0%
２　学部2年 47 28.5%
３　学部3年 44 26.7%
４　学部4年 24 14.5%
５　修士 4 2.4%
６　博士 8 4.8%
７　聴講生等学生 0 0.0%
１　１週間に１冊以上 17 10.4%
２　１ヶ月に１冊程度 47 28.7%
３　半年に１冊程度 39 23.8%
４　１年に１冊程度 19 11.6%
５　全く読まない 42 25.6%
1　本を読むことが好きだから 44
２　勉強・授業のため 50
３　競技力向上のため 34
４　就職活動・資格修得のため 9
５　その他 7
１　ほぼ毎日 15 9.2%
２　１週間に１回程度 38 23.3%
３　１ヶ月に１回程度 32 19.6%
４　数ヶ月に１回程度 22 13.5%
５　試験期のみ 23 14.1%
６　ほとんど利用しない 33 20.2%
１　本を読むため 31
２　雑誌を読むため 30
３　新聞を読むため 8
４　試験勉強をするため 59
５　レポート・論文を書くため 51
６　２階学習室のパソコンを利用するため 38
７　ゼミ・グループ学習で利用するため 3
８　調べ物をするため 21
９　視聴覚資料を利用するため 1
１０　その他 4
１　忙しいから 36
２　読みたい本・雑誌がないから 14
３　本・雑誌は買って読むから 11
４　公共図書館に行くから 1
５　本を読む習慣がないから 43
６　図書館の利用法が分からないから 1
７　その他 0
１　２週間に１回以上 9 5.8%
２　１ヶ月に１回程度 13 8.3%
３　１年に数回程度 27 17.3%
４　ほとんど借りない 107 68.6%
１　現状のままでよい 147 94.8%
２　その他 8 5.2%
１　利用する 17 10.9%
２　たまに利用する 57 36.5%
３　利用したことがない 82 52.6%
１　各武道、スポーツ雑誌 60
２　体育 18
３　保健 7
４　教育 9
５　栄養・健康 6
６　生化学・医学 2
７　スポーツ医学 4
８　コーチング・トレーニング 14
９　心理学 6
１０　文学 2
１１　地元情報誌 2
１２　その他 24

「附属図書館サービス向上のためのアンケート」集計結果

問１．所属

問５．問４*（１～３）利用目的
（複数回答）

【学生】

問２.本・雑誌を普段どのくらいの頻度で読んでいますか。

問３　問２*(1,2と答えた方）本を読む目的（複数回答）

問４．図書館の利用頻度

問６．問４*（４～６と答えた方）目的
（複数回答）

問７　.図書館の本を借りる頻度

問８．貸出冊数、期間について

問９．.雑誌について

問10．問９．（１、２と答えた方）どの分野の雑誌を利用しますか
（複数回答）

配布 回答 回答率
学部生 768 153 20%
大学院生 60 12 20%
教員 58 38 66%

参考　H２７ 配布 回答 回答率
学部生 771 456 59%
大学院生 74 18 24%
教員 78 19 24%
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問 選択肢 人数 ％
1　利用している 4 2.6%
２　ときどき利用する 33 21.4%
３　利用したことがない 117 76.0%
１　南日本新聞 16
２　読売新聞 12
３　The Japan News 5
４　毎日新聞 16
５　朝日新聞 10
６　日刊スポーツ 11
７　日本経済新聞 3
８　南九州新聞 1
９　人民日報 0
１　利用している 7 4.5%
２　ときどき利用する 6 3.9%
３　ほとんど利用しない、利用したことがない 142 91.6%
１　利用する機会がないから 63
２　利用したい雑誌の契約がされていないから 8
３　利用の仕方が分からないから 29
４　電子ジャーナルの存在を知らなかった 63
５　その他 0
１　利用したことがある 9 5.8%
２　利用したことがない 145 94.2%
１　観たいＤＶＤ・ＶＨＳがないから 34
２　DVDを利用できることを知らなかった 34
３　図書館で観る時間がないから 33
４　図書館に行かないから 30
５　ＤＶＤの場所が分からないから 21
６　その他 2
１　体育理論・体育学 35
２　体育力学 21
３　体育社会学 58
４　体育心理学 101
５　体育測定・運動能力 62
６　体育医学・スポーツ医学 64
７　運動生理学 123
８　運動衛生学 208
９　指導法、トレーニング 98
10　スポーツ・武道等の入門書、専門書　 46
11　その他 83
１　哲学・宗教学 11
２　心理学 31
３　歴史・地理 11
４　社会学 4
５　経済学・経営学 13
６　教育学 32
７　統計学 18
８　物理学 3
９　化学 3
１０　天文・地理 2
１１　生物学 6
１２　医学 8
１３　工学・産業 2
１４　芸術 10
１５　語学 21
１６　文学 23
１７　就職関連 50
１８　その他 5
１　スポーツ関連 66
２　武道関連 20
３　一般ドキュメンタリ 36
４　映画 81
５　語学 17
６　その他 1

問13．電子ジャーナルの利用

問14．問13*（３と答えた方）理由（複数回答）

問15．視聴覚資料

問16．問15*（２と答えた方）理由
（複数回答）

問18．.図書館に充実させてほしい分野[一般図書] （複数回答）

問１９．[視聴覚資料]
（複数回答）

問17．.図書館に充実させてほしい分野[体育・スポーツ・武道]
（複数回答）

問11．新聞について

問12．問１１*（１，２と答えた方）利用する新聞
(複数回答）
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問 選択肢 人数 ％
１　良い 61 40.1%
２　普通 89 58.6%
３　悪い 2 1.3%
１　閲覧室の照明が暗い 6
２　廊下・ホールの照明が暗い 4
３　館内が暑い・寒い 5
４　閲覧スペースが少ない 3
５　勉強できるスペースが少ない 7
６　書棚で本が探しにくい 5
７　２階学習室のパソコンが少ない 6
８　検索用のパソコンが少ない 5
９　その他 1
１　今のままでよい 131 86.2%
２　その他 21 13.8%
１　よく利用する 7 4.6%
２　たまに利用する 37 24.3%
３　ほとんど利用しない、利用したことがない 108 71.1%

１　部活等に関するグループ討議 13
２　ゼミ等のグループ討議 9
３　ゼミ発表 5
４　自発的な発表練習 6
５　集中して勉強するため 24
６　その他 1
１　よく利用する 13
２　たまに利用する 57
３　ほとんど利用しない、利用したことがない 82
１　部活等に関する打ち合わせ 22
２　ゼミ等での打ち合わせ、グループ討議 4
３　ゼミ発表 0
４　自発的な発表練習 7
５　集中して勉強するため 26
６　その他 19
１　今のままで良い　（平日１７時まで　土日休日は閉室） 137 95.8%
２　その他 6 4.2%
１　気軽に使える 61
２　予約して利用できる 5
３　会話ができる 29
４　テーブル等を自由に移動して利用できる 6
５　ホワイトボード 6
６　プロジェクター 4
７　貸出用パソコン、タブレットPC 15
８　スタッフのサポート 2
９　その他 2

問20．利用環境

問21．問20*（３と答えた方）悪いと思う部分
（複数回答）

問22．.開館時間

問23．グループ学習室

問24．問23で１、２を回答した人について。利用する目的は何で
すか。（複数回答可）

問25．NIFS GALLERY内学修スペースの利用

問26．問25*（１，２と答えた方）利用する目的
（複数回答）

問27．NIFS GALLERY内学修スペース利用時間

問28．NIFS GALLERY内学修スペースのそなえるべき機能
（複数回答可）
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問 選択肢 人数 ％
１　よく利用する 5 13.2%
２　利用する 23 60.5%
３　ほとんど利用しない 10 26.3%
1　本の貸出 22
２　調査・研究 26
３　視聴覚資料の貸出 1
４　文献複写や図書の貸借依頼 17
５　ゼミ・授業の場所 2
６　新聞を読む 5
７　読書 1
８　その他 2
１　よく利用する 0 0.0%
２　利用する 15 39.5%
３　ほとんど利用しない 23 60.5%
1　ゼミ、授業 6
２　学生との個別相談 0
３　学生のディスカッションおよびその指導 1
４　学生の発表練習およびその指導 0
５　その他 13

1　本が利用できること 24

２　雑誌が利用できること 19
３　DVD等映像資料を利用できること 15
４　語学学習資料を利用できること 11
５　静かに読書や勉強ができること 24
６　気安く利用できること 22
７　テーブルを自由に配置し、様々な用途、人数で利用できること 18
８　ホワイトボード 15
９　プロジェクター、大型ディスプレイ 17
10　貸出用ＰＣ，タブレット端末 9
11　スタッフサポート 12
12　その他 1
1　就活に関する講演説明会 2
２　スポーツボランティア 0
３　部活の成果報告会 0
４　文献データベース利用講習会 25
５　勉強会、研究会　（会場提供） 14
６　レポートの書き方、発表の仕方に関する講習会、講演会 14
７　その他 2
１　予習の課題等、授業関連の資料コーナー設置 15 41.7%
２　授業課題（レポート）への対応、関連図書館資料の説明 20 55.6%
３　その他 1 2.8%
１　現状サービス 28 82.4%
２　論文単位での買取サービス 6 17.6%
３　その他 0 0.0%

問10．グループ学習室、学習スペースが備えるべき機能

問12．企画について望ましいもの

問14．図書館と授業の連携

問16．図書館の文献複写サービス

問６．図書館2階グループ学習室の利用頻度

【教員】

問８．グループ学習室の利用目的

問２．図書館の利用頻度

問４　利用目的（複数回答）
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アクティブラーニング　月間利用者集計表

2016年 2017年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

図書館2階グループ学習室 69 63 38 21 12 30 46 35 9 69 77 47 516

H28計 516

2017年 2018年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

図書館2階グループ学習室 94 118 60 88 54 48 90 30 54 94 70 60 860

H29計 860

2018年 2019年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

NIFS GALLERY

(2018,10.1整備）
ー ー ー ー ー ー 382 372 281 270 297 81 1,683

図書館2階グループ学習室 60 63 76 109 96 54 97 24 56 86 98 72 891

H30計 2,574

2019年 2020年

R1.4 R1.5 R1.6 R1.7 R1.8 R1.9 R1.10 R1.11 R1.12 R2.1 R2.2 R2.3 計

NIFS GALLERY 1,281 935 786 1,524 593 559 1,100 1,424 1,114 1,821 993 208 12,338

NIFSラコモ

2019.4.1整備
ー 73 180 279 162 37 116 273 165 243 213 106 1,847

図書館2階グループ学習室 142 112 115 159 92 32 115 96 90 105 164 155 1,377

R1計 15,562
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鹿屋体育大学教員表彰規則 

 

 

令和 ２ 年 ２ 月２５日 

規  則 第  １  号  

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、鹿屋体育大学職員表彰規則（平成１６年規則第３５号。以下「規

則」という。）第５条の規定に基づき、教員表彰について定める。 

 

（目的）  
第２条 教員表彰（以下「表彰」という。）は、鹿屋体育大学（以下「本学」という。）

の授業において優れた教育能力を発揮した教員及び本学学生の競技力向上に貢献し

た教員をそれぞれ表彰することにより、本学の教育活動及び競技力向上の進展を図

ることを目的とする。 

 

（表彰の対象者） 

第３条 表彰は、次の各号の一に該当する本学教員について行う。  

(1)  本学の授業において優れた教育能力を発揮した教員  
 (2)  本学学生の競技力向上に貢献した教員  
 
 （優れた教育能力を発揮した教員の表彰）  
第４条 前条第１号に規定する表彰の名称は、優秀授業賞とする。 

 

（学生の競技力向上に貢献した教員の表彰）  
第５条 第３条第２号に規定する表彰の名称は、次の各号に掲げるとおりとする。  
 (1) プラチナコーチ表彰 

 (2) ゴールドコーチ表彰 

 (3) シルバーコーチ表彰 

(4) ブロンズコーチ表彰 

 

（欠格条項） 

第６条 第４条又は前条に定める表彰の対象者が、次の各号の一に該当するときは、

表彰を受けることができないものとする。 

 (1) 過去 1 年以内において、本学の懲戒処分を受けた者  

(2) その他表彰することが適当でないと学長が認めた者 

 

（表彰対象者の推薦） 

第７条 第４条に規定の表彰については、ＦＤ推進専門委員会において、教員の教育・

指導技 術等に 関す る 評価シ ステム に基 づ く顕彰 対象者 の選 出 方法に 係る実 施要項 

（令和元年９月２７日ＦＤ推進専門委員会決定）に基づいて対象者を選考し、選考 

された者について、推薦書（別紙様式１）により学長に推薦するものとする。  
２ 第５条に規定の表彰については、競技力向上委員会において、学生の競技力向上

1/5

yoshihara
四角形

r-yamashita
テキスト ボックス
資料1-2-3-1-a中期目標の達成状況報告書



- 2 -

に貢献した教員表彰対象者の選出について（令和元年１０月２４日競技力向上委員

会決定）に基づいて対象者を選考し、選考された者について、推薦書（別紙様式２）

により学長に推薦するものとする。  
 

（表彰対象者の決定）  
第８条 学長は、前条に規定の推薦書等を総合的に勘案して、表彰対象者を決定する。 

 

（表彰状の授与等）  
第９条 学長は、前条の規定により表彰対象者を決定したときは、表彰状（別紙様式

３）を授与するものとする。 

２ 前項の表彰状の授与にあわせて、記念品を贈呈することができるものとする。  
 
 （表彰の時期）  
第１０条 表彰は、毎年１回、原則として本学の開学記念日に行うものとする。  
 

（表彰の取消） 

第１１条 学長は、表彰を受けた者が第６条の各号の一に該当することとなった場合

は、その表彰を取り消すことができるものとする。  

２ 前項の規定は、表彰前の表彰対象者についても適用するものとする。  
 

（事務） 

第１２条 表彰に関する事務は、総務課において処理する。 

 

 （その他）  
第１３条 この規則に定めるもののほか、表彰の実施に関し必要な事項は、学長が別

に定める。  
 
 

   附  則  

 この規則は、令和２年２月２５日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 
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別紙様式１（第７条関係） 

 

令和  年  月   日  

 

 

 

鹿屋体育大学長  様 

 

 

 

                    ＦＤ推進専門委員会委員長 

〇 〇 〇 〇 

 

 

 

教員表彰（優秀授業賞）対象者の推薦について 

 

 

標記のことについて、令和  年   月   日開催のＦＤ推進専門委員会において

審議の結果、下記のとおり 名を推薦することとなりましたので、よろしくお取り計

らい願います。 

 

記 

 

【対象者氏名及び理由】 

(1)  

 

(2)  

 

(3)  

 

(4)  

 

(5)  
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別紙様式２（第７条関係）  
 

令和  年  月  日  
 
鹿屋体育大学長  様  
 
 
                     競技力向上委員会委員長  

〇 〇 〇 〇  
 
 

教員表彰対象者の推薦について  
 
 

標記のことについて、令和  年   月   日開催の競技力向上委員会において審

議の結果、下記のとおり推薦することとなりましたので、よろしくお取り計らい願い

ます。  

記  

 
１．プラチナコーチ表彰（ 名）  

【対象者氏名及び理由】 

(1)  

(2)  

 

２．ゴールドコーチ表彰（ 名） 

【対象者氏名及び理由】 

(1)  

(2)  

 

３．シルバーコーチ表彰（ 名） 

【対象者氏名及び理由】 

(1)  

(2)  

 

４．ブロンズコーチ表彰（ 名） 

【対象者氏名及び理由】 

(1)  

(2)  
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別紙様式３（第９条関係）  
 
 イ  第４条の場合  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ロ  第５条の場合  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 

 
 

彰 
 

 

状 

優
秀
授
業
賞 

 
氏 

 
 

 

名 
 

殿 
 

あ
な
た
は
授
業
に
お
い
て
優
れ
た
教
育
能
力

を
発
揮
さ
れ
ま
し
た 

よ
っ
て
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
今

後
よ
り
一
層
精
励
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
こ
こ

に
表
彰
し
ま
す 

 

令
和 

年 

月 

日 

 

鹿
屋
体
育
大
学
長
名 

印  

 

表 
 

 

彰 
 

 

状 

○
○
○
○
○
○
○
表
彰 

 

氏 
 

 
 

名 
 

殿 
 

あ
な
た
は
学
生
の
競
技
力
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た 

よ
っ
て
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
今

後
よ
り
一
層
精
励
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
こ
こ

に
表
彰
し
ま
す 

 

令
和 

年 

月 

日 

 

鹿
屋
体
育
大
学
長
名 

印  
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令和元年度 教員表彰対象者について 

 

 

 鹿屋体育大学教員表彰規則（以下、教員表彰規則）第７条により、下記のとおり推薦があったので、

教員表彰規則第８条により、表彰対象者を決定するものである。 

 

○ 教員表彰規則第３条第１号および第４条に規定する表彰対象者 １９名 

    （令和２年２月２５日開催 ＦＤ推進専門委員会 決定） 

 

〇 教員表彰規則第３条第２号および第５条に規定する表彰対象者  ７名 

    （令和２年２月２７日開催 競技力向上委員会 決定） 

 

※ 表彰対象者氏名及び推薦理由は、別添の各委員長から提出された推薦文のとおり。 

※ 表彰対象者について、教員表彰規則第６条第１号に該当する者はいない。 
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別紙様式１（第７条関係）

令和2年2月27日

鹿屋体育大学長　　様

ＦＤ推進専門委員会委員長
　　　　　　　金　高　宏　文

【対象者氏名及び理由】

●平成３０年度授業科目における優秀授業賞対象者

授業科目名 科目区分 推薦要件

（１） 前田　　明 体育学実験Ⅱ－バイオメカニクス 講義・演習科目 回答者数10～25人：授業得点85％以上

（２） 髙井　洋平 体育学実験Ⅱ－バイオメカニクス 講義・演習科目 回答者数10～25人：授業得点85％以上

保健体育科教育法Ⅳ 講義・演習科目 回答者数10～25人：授業得点85％以上

保健体育科教育法Ⅰ 講義・演習科目 回答者数76人以上：授業得点75％以上

（４） 中村　　勇 武道文化論 講義・演習科目 回答者数10～25人：授業得点85％以上

（５） 国重　　徹 英語Ⅱ（初級Ｂ） 講義・演習科目 回答者数26～75人：授業得点80％以上

（６） 森　 克己 国語・文章表現法 講義・演習科目 回答者数76人以上：授業得点75％以上

（７） 幾留　沙智 スポーツカウンセリング論 講義・演習科目 回答者数76人以上：授業得点75％以上

バドミントン① 実技科目 授業得点85％以上

バスケットボール② 実技科目 授業得点85％以上

ソフトボール① 実技科目 授業得点85％以上

競技スポーツ論・実習Ⅰ－バスケットボール 実技科目 授業得点85％以上

競技スポーツ論・実習Ⅱ－バスケットボール 実技科目 授業得点85％以上

（９） 塩川　勝行 バドミントン① 実技科目 授業得点85％以上

剣道② 実技科目 授業得点85％以上

専修武道論・実習Ⅳ－剣道 実技科目 授業得点85％以上

剣道② 実技科目 授業得点85％以上

専修武道論・実習Ⅳ－剣道 実技科目 授業得点85％以上

バスケットボール② 実技科目 授業得点85％以上

競技スポーツ論・実習Ⅰ－バスケットボール 実技科目 授業得点85％以上

競技スポーツ論・実習Ⅱ－バスケットボール 実技科目 授業得点85％以上

海洋スポーツ①（１－８週） 実技科目 授業得点85％以上

海洋スポーツ②（９週－１６週） 実技科目 授業得点85％以上

海洋スポーツ①（１－８週） 実技科目 授業得点85％以上

海洋スポーツ②（９週－１６週） 実技科目 授業得点85％以上

（１５） 下川　美佳 剣道② 実技科目 授業得点85％以上

（１６） 北村　尚浩 夏季山岳レジャースポーツ実習 実技科目 授業得点85％以上

（１７） 坂口　俊哉 夏季山岳レジャースポーツ実習 実技科目 授業得点85％以上

（１８） 濱田　幸二 ソフトボール① 実技科目 授業得点85％以上

（１９） 青木　　竜 ソフトボール① 実技科目 授業得点85％以上

中村　夏実（１４）

竹中　健太郎（１１）

木葉　一総（１２）

榮樂　洋光（１３）

　標記のことについて、令和２年２月２５日開催のＦＤ推進専門委員会において審議の結果、下記のとおり１９名を推薦することとなりましたので、よろしく
お取り計らい願います。

教員表彰（優秀授業賞）対象者の推薦について

三浦　　健（８）

前阪　茂樹（１０）

浜田　幸史（３）

記

推薦理由
対象者氏名
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別紙様式２（第７条関係）  
令和 2 年 2 月 27 日  

 
 
鹿屋体育大学長  様  
 
 
                     競技力向上委員会委員長  

 瓜田 吉久  
 
 

教員表彰対象者の推薦について  
 
 

標記のことについて、令和 2 年 2 月 27 日開催の競技力向上委員会において審議の結

果、下記のとおり推薦することとなりましたので、よろしくお取り計らい願います。  

記  

１．プラチナコーチ表彰（３名）  
 【対象者氏名及び理由】 

 (1) 対象者：前阪 茂樹、竹中 健太郎、下川 美佳 

理 由：剣道競技において、世界選手権大会に代表選手として選出されるに至る

まで指導し、国際競技力向上に貢献したため 

        【大会名 /競技成績：第 17 回世界剣道選手権大会 /1 位】  

 

２．ゴールドコーチ表彰（３名） 

 【対象者氏名及び理由】 

 (1) 対象者：北川 淳一、村田 憲亮 

理 由：体操競技において、指導者が卓越した指導力と行動力を兼ね備え、常日

頃から全力で学生と向かい合うことで国際競技力向上に貢献したため 

     【大会名 /競技成績： 2018FIG 種目別チャレンジカップ・スロベニア大会 /1 位】  

     【大会名 /競技成績：第 18 回アジア競技大会 /2 位】  

 (2) 対象者：黒川 剛 

   理  由：自転車競技において、卓越した指導（技術・戦術など）で国際競技力

向上に貢献したため 

     【大会名 /競技成績：第 18 回アジア競技大会 /3 位】  

 

３．ブロンズコーチ表彰（１名） 

 【対象者氏名及び理由】 

 (1) 対象者：中村 夏実 

 (2) 理  由：ボート競技において、指導した学生が日本選手権の当該種目で 14 年ぶ

りに入賞し、競技力向上に貢献したため 

     【大会名 /競技成績：第 96 回全日本選手権大会 /2 位】  

3/6



 

令和元年度教員表彰式 

 

 

日 時 令和２年３月５日（木）９：３０～１０：２０（予定） 

場 所 事務局大会議室 

 

表彰（優秀授業賞） 

式次第 ① 開式の辞（総務課長） 

② 表彰状授与 

      ③ 学長挨拶 

      ④ 閉式の辞（総務課長） 

※終了後写真撮影 

 

 

表彰（プラチナコーチ表彰、コールドコーチ表彰、ブロンズコーチ表彰） 

式次第 ① 開式の辞（総務課長） 

② 表彰状授与 

      ③ 学長挨拶 

      ④ 閉式の辞（総務課長） 

※終了後写真撮影 
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HOME ＞インフォメーション ＞令和元年度教員表彰式を実施しました

令和元年度教員表彰式を実施しました

公開⽇:2020年03⽉12⽇

⿅屋体育⼤学では３⽉５⽇、令和元年度の教員表彰式を実施しました。

この教員表彰は、各教員の前年度の実績を基にして、本学の授業において優れた教育能

⼒を発揮した教員を表彰する「優秀授業賞」と本学学⽣の競技⼒向上に貢献した教員を

表彰する「プラチナコーチ表彰」等の各表彰で構成されております。

今回の表彰対象者は、前年度の授業振り返りアンケートを基にして、全授業科目の中か

ら⾼い評価を得られたことにより贈られる優秀授業賞に１９名、前年度の競技成績を基

にして、世界選⼿権⼤会等に出場者を輩出したことにより贈られるプラチナコーチ表彰

に３名、アジア⼤会等において３位以上の成績を挙げた者を輩出したことにより贈られ

るゴールドコーチ表彰に３名、全⽇本選⼿権⼤会等において３位以上の成績を挙げた者

を輩出したことにより贈られるブロンズコーチ表彰に１名が選定されました。

松下雅雄学⻑をはじめ、理事、系主任、事務局次⻑列席のもとに⾏われた表彰式では、

松下学⻑から⼀⼈⼀⼈に表彰状が⼿渡された後、今後も連続して表彰されるように励ま

しの⾔葉がかけられました。毎年表彰を⾏うことで、教員が⼀層モチベーションを⾼

め、本学の教育活動及び競技⼒向上の進展につながることが期待されます。

優秀授業賞の教員（その１）

JP │ EN
ナ

令和元年度教員表彰式を実施しました｜⿅屋体育⼤学 https://www.nifs-k.ac.jp/information/2020-03-12.html2
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ツイート

優秀授業賞の教員（その２）

プラチナコーチ、ゴールドコーチ、ブロンズコーチ表彰の教員

より良いウェブサイトにするためにみなさまのご意⾒をお聞かせください

このページの情報について

良いね︕ もう少し︕

このページの情報の⾒つけやすさについて

⾒つけやすかった ⾒つけにくかった

いいね︕ 0 シェア

令和元年度教員表彰式を実施しました｜⿅屋体育⼤学 https://www.nifs-k.ac.jp/information/2020-03-12.html2
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平成28年度FD事業への教員の参画状況

対象となるFD事業 ① ① ① ① ① ① ① ② ② ③ ④ ④ ⑤

F
D
事
業

授業参観
（参観者）

FD研修会 FD研修会
FD講演
会・研修
会

外部研修
新任教員
研修会

TA研修会
授業アン
ケート

授業改善
報告書

アクティ
ブ・ラー
ニングに
係るアン
ケート

ミニマ
ム・エッ
センシャ
ル作成

合計
（回数）
自主参加のも
ののみ

合計
（回数）
授業評価アンケー

トを含む

合計
（回数）
ALアンケート
を含む

合計
（回数）
ミニマム・
エッセンシャ
ルを含む

備考 TA報告書
授業記録
の確認

担当 和田 金高 金高 川西・金久・金高 金高・三浦 藤田・三浦

期間 任意
12/8、
12/12

3/22 12/26 10/7 4/1、9/1 4/7、4/28 前・後期 前・後期 未実施

WebClass講
習会

ICT、AL、
GPA

アクティブ・
ラーニング ① ①＋②

①＋②＋
③

①＋②＋
③＋④

◯ ◯ 0 2 2 2 2

◯ 1 1 1 1 1

◯ ◯ ◯ 2 2 3 3 ◯ 4

◯ 0 0 1 1 ◯ 2

◯ ◯ ◯ 2 2 3 3 ◯ ◯ 5

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 7 8 8 8

◯ ◯ 0 1 2 2 ◯ 3

◯ ◯ ◯ ◯ 3 3 4 4 4

◯ ◯ 0 1 2 2 2

◯ ◯ 0 1 2 2 2

◯ ◯ 0 1 2 2 2

◯ 0 0 1 1 1

◯ 0 0 1 1 1

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 5 6 6 ◯ ◯ 8

◯ ◯ ◯ 1 2 3 3 3

◯ ◯ 0 1 2 2 ◯ 3

◯ 0 0 1 1 1

◯ ◯ ◯ 2 2 3 3 3

◯ 0 0 1 1 ◯ 2

◯ 0 0 1 1 1

◯ ◯ 1 1 2 2 ◯ 3

◯ 0 0 1 1 1

◯ 0 0 1 1 ◯ 2

◯ 1 1 1 1 1

◯ ◯ 1 1 2 2 2

◯ ◯ 0 0 1 2 ◯ 3

◯ ◯ ◯ ◯ 0 2 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1 3 4 5 ◯ 6

◯ ◯ ◯ 0 1 2 3 3

◯ 0 0 1 1 1

0 0 0 0 ◯ 1

0 0 0 0 ◯ 1

◯ ◯ 1 1 2 2 2

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 5 6 7 ◯ ◯ 9

◯ ◯ 2 2 2 2 H28.9.1採用 2

◯ ◯ 1 1 2 2 ◯ 3

◯ ◯ 0 2 2 2 2

◯ ◯ ◯ ◯ 0 2 3 4 4

◯ ◯ ◯ 2 2 3 3 3

◯ ◯ ◯ 0 1 2 3 ◯ 4

◯ 1 1 1 1 1

◯ ◯ ◯ ◯ 2 2 3 4 ◯ 5

◯ 1 1 1 1 1

◯ 0 0 1 1 1

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 3 4 5 ◯ 6

◯ ◯ ◯ ◯ 1 2 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ 1 2 3 4 4

◯ ◯ ◯ 1 2 3 3 3

◯ ◯ ◯ 2 2 3 3 3

◯ ◯ 1 1 2 2 2

◯ ◯ 0 0 1 2 ◯ ◯ 4

◯ ◯ 1 1 2 2 2

◯ ◯ 0 1 2 2 2

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 4 5 5 ◯ 6

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 4 5 5 5

◯ ◯ 0 2 2 2 後期から長期研修 2

◯ ◯ ◯ ◯ 1 3 4 4 4

◯ ◯ 1 1 2 2 2

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 6 7 7 7

◯ ◯ 1 1 2 2 2

◯ ◯ 0 0 1 2 2

◯ ◯ ◯ 1 1 2 3 3

◯ ◯ ◯ 1 1 2 3 ◯ 4

合計 16 10 19 10 2 4 2 24 10 53 15 35 48 61 61 8 17

63 参加率 96.8%

※　「授業アンケート」のうち、□は担当授業が実施対象外の教員

合計回数 165

※　「FD講演会」は未実施

平均回数 2.6

※　「新任教員研修会」のうち、□は担当教員及び対象教員以外の教員

※　「TA研修会」のうち、□は担当以外の教員

ス
ポ
ー

ツ
・
武
道
実
践
科
学
系

ス
ポ
ー
ツ
生
命
科
学
系

ス
ポ
ー

ツ
人
文
・
応
用
社
会
科
学
系
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平成29年度FD事業への教員の参画状況

① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ② ② ③ ④

FD事業 授業参観
（参観者）

授業参観
（参観者）

授業参観
（参観者）

授業参観
（参観者）

授業参観
（参観者）

新任教員
研修会

FD講演会 FD講演会 FD研修会 TA研修会 学外研修

授業アン
ケート結
果振り返
り

授業アン
ケート結
果振り返
り

アクティ
ブ・ラー
ニングに
係るアン
ケート

ミニマ
ム・エッ
センシャ
ル作成

合計
（回数）
自主参加の
もののみ

合計
（回数）
授業振り返
りアンケー
トを含む

合計
（回数）
アクティ
ブ・ラー
ニングア
ンケート
を含む

合計
（回数）
ミニマ
ム・エッ
センシャ
ル作成を
含む

担当 藤坂・金高 藤坂・金高 藤坂・金高 藤坂・金高 藤坂・金高 角川 中垣内・藤坂 藤坂・中垣内 藤坂 三浦 藤坂 金高 金高 金高 金高

期間
10/16
10/30

11/13 11/24
10/19
10/26

任意 4/3 6/29 2/16 12/4
4/6
4/10

前期 後期

バレーボール
（濱田(幸)先生）

教育方法・技術
（中本先生）

教育相談･カウン
セリング論
（中本先生）

トレーニング科学
概論

（山本先生）

PROGテスト
解説会

FD講演会
シラバスの書
き方ワーク
ショップ

① ①＋② ①＋②＋③
①＋②＋③
＋④

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 6 7 8

◯ ◯ ◯ 1 2 3 3

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 7 8 8

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 6 7 8

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 5 6

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 5 6 7

◯ ◯ ◯ 1 2 3 3

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 5 5

◯ ◯ ◯ ◯ 1 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 5 6

◯ ◯ ◯ 1 3 3 3

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 5 5 5

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 5 6

◯ 　　 ◯ ◯ 1 2 2 3

◯ ◯ ◯ ◯ 1 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 6 6 6

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 6 6 6

◯ ◯ ◯ 1 2 3 3

◯ ◯ 1 2 2 2

◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 4 4

◯ ◯ ◯ 1 3 3 3

◯ 0 1 1 1

◯ ◯ ◯ 1 3 3 3

◯ ◯ ◯ ◯ 1 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 5 5

◯ ◯ 1 1 2 2

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 4 5 6

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 4 5 5

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 4 6 7 7

◯ ◯ ◯ ◯ 3 3 3 4

◯ ◯ ◯ 0 1 2 3

◯ 0 0 0 1

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 5 6 7

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 4 5 6

◯ 0 1 1 1

◯ ◯ ◯ 0 1 2 3

◯ ◯ ◯ ◯ 1 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 5 5 5

◯ 0 0 0 1

◯ 0 0 0 1

◯ ◯ ◯ ◯ 2 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ 2 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 5 5

◯ ◯ ◯ ◯ 1 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ 0 2 3 4

◯ ◯ ◯ 〇 ◯ ◯ ◯ 3 4 5 6

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 5 5

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 5 5

◯ ◯ ◯ 1 2 3 3

◯ ◯ ◯ ◯ 1 2 3 4

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 5 5 5

◯ ◯ ◯ ◯ 2 3 4 4

◯ ◯ ◯ 1 2 3 3

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 2 4 5 6

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 6 8 9 9

◯ ◯ ◯ ◯ 2 2 3 4

◯ ◯ ◯ ◯ 1 3 4 4

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 3 4 5 5

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5 6 7 7

合計 7 11 3 19 8 4 27 16 20 2 3 44 36 42 21 51 56 56 59

59 参加率 100%

※　「新任教員研修会」のうち、□は担当教員及び対象教員以外の教員 合計回数 263

※　「TA研修会」のうち、□は担当以外の教員 平均回数 4.5
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平成30年度FD事業への教員の参画状況

FD事業 授業参観
（参観者）

授業参観
(参観授業
担当者）

FD講演・
研修会

FD研修会
※

e-Learning
研修会

e-Learning
研修会

FD講演会 FD講演会 FD講演会 外部研修
新任教員
研修会

TA研修会 合計 備考

期間 9/21 3/1 11/27 2/27 2/15 3/1 3/12 前期 後期

教員氏名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ ○ 4

○ 1

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ 2

○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ 3

○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

0

○ 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

○ ○ 2

○ 1 *学部授業無し

0 *学部授業無し

○ ○ ○ 3

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ 2 長期研修

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ 3

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ 3

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

○ 1

○ ○ ○ ○ ○ 5

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

合計 31 21 18 16 26 19 18 16 31 2 5 1 34 46 57

57 参加率 100% （保健管理センターを除く）

合計回数 284

※　□は担当教員及び対象教員以外の教員 平均回数 5.0

授業振り返りアン
ケート結果講評
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令和元年度FD事業への教員の参画状況

FD事業 授業参観
（参観者）

授業参観
（推奨授業
担当者）

SD・FD研
修会

FD講演会 外部研修
新任教員
研修会

TA研修会 合計 備考

期間 10/17 1/27 前期 後期

教員氏名

教員1 ○ ○ ○ ○ ○ 5

教員2 ○ ○ 2

教員3 ○ ○ ○ ○ 4

教員4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

教員5 ○ ○ ○ ○ 4

教員6 ○ ○ ○ ○ 4

教員7 ○ ○ ○ 3

教員8 ○ ○ ○ 3

教員9 ○ ○ ○ ○ 4

教員10 ○ ○ ○ 3

教員11 ○ ○ ○ ○ 4

教員12 ○ ○ ○ 3

教員13 ○ ○ ○ ○ ○ 5

教員14 ○ ○ ○ 3

教員15 ○ ○ ○ ○ ○ 5

教員16 ○ ○ ○ ○ 4

教員17 ○ ○ ○ ○ 4

教員18 ○ 1

教員19 ○ ○ ○ 3

教員20 ○ ○ ○ ○ 4

教員21 ○ ○ ○ 3

教員22 ○ 1

教員23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

教員24 ○ ○ 2

教員25 ○ ○ ○ ○ 4

教員26 ○ ○ 2

教員27 0 *学部授業無し

教員28 0 *学部授業無し

教員29 ○ ○ ○ 3

教員30 ○ ○ 2

教員31 ○ ○ ○ ○ 4

教員32 ○ ○ ○ ○ ○ 5

教員33 ○ ○ 2

教員34 ○ 1

教員35 ○ ○ ○ ○ 4 長期研修

教員36 ○ ○ ○ ○ 4

教員37 ○ ○ 2

教員38 ○ ○ ○ ○ 4

教員39 ○ ○ 2

教員40 ○ ○ ○ ○ ○ 5

教員41 ○ ○ 2

教員42 ○ ○ 2

教員43 ○ ○ ○ 3

教員44 ○ ○ ○ ○ 4

教員45 ○ ○ ○ ○ 4

教員46 ○ ○ ○ ○ ○ 5

教員47 ○ ○ ○ 3

教員48 ○ ○ 2

教員49 ○ ○ ○ 3

教員50 ○ ○ ○ 3

教員51 ○ ○ ○ 3

教員52 ○ ○ ○ 3

教員53 ○ ○ ○ ○ 4

教員54 ○ ○ ○ ○ 4

教員55 ○ ○ ○ 3

教員56 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

教員57 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

教員58 ○ ○ ○ 3

教員59 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

合計 39 9 24 23 5 7 1 45 49 57

59 参加率 100% （保健管理センターを除く）

合計回数 202

※　□は担当教員及び対象教員以外の教員 平均回数 3.5

授業振り返りアン
ケート結果講評

4/4

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
四角形



参加年度 参加者氏名 研修名

平成２８年度
金高　宏文
藤坂　由美子

株式会社ハウインターナショナル「教育の質保証」実践セミナー

藤坂　由美子
幾留　沙智

（有）つくば言語技術教育研究所2017年度教員研修（基礎講座）

北村尚浩 株式会社ハウインターナショナル「教育の質保証」実践セミナー

村上　俊祐
平成30年度　大学教育再生加速プログラムテーマⅠ及びテーマⅠ・
Ⅱ複合型共同開催シンポジウム

北村　尚浩 大阪府立大学・大阪市立大学・関西大学AP合同フォーラム

日下　知明
～教育の質的転換を目指すICT利用～2019年度　ICT利用による教育
改善研究発表会

栫　ちか子
令和元年度　FD・SD合同フォーラム「学生のキャリア形成をいかに
支援するか」

栗山　靖弘
日下　知明

初年次教育学会　実践交流会「初年次教育実践交流会in九州」

濱田　初幸 令和元年度「大学教育カンファレンスin徳島」

中村　　勇 令和元年度　玉川大学「大学教育力研修」

令和元年度

平成３０年度

平成２９年度

学外研修会参加状況

1/1
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教員の授業担当状況について

平均107.6

H27年度 教員の担当コマ数（降順）

平成29年度第5回教育企画・評価室
（H29.9.5開催）

資料８

1/4

r-yamashita
テキスト ボックス
資料1-2-4-1-a中期目標の達成状況報告書
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四角形



0

50

100

150

200

250

1 3 5 7 9 111315171921232527293133353739414345474951535557

学部 修士 博士 その他

平均118.8

H28年度 教員の担当コマ数（降順）
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Ø 一般科目の担当者の退職にともなう後補充時に，一般科目担当を要件としていない
ために，科目担当者が不在(不明確）となっている． 
　・総合演習　B，C，D　・・・不開講　 
　　・・・　総合演習Aで大人数授業(100名）へ，受入不足分を総合演習Eで担当　　　　　　　
　・総合演習　E　・・・系より2名協力頂いて30人×3クラスで実施中 
　　　　　　　　　　　　　(協力者はH30年度で交代）　 
　・プレゼンテーション・討論　Ⅰ，Ⅱ（もともとは退職者が担当，現在は非常勤で対応）
Ø 授業担当者が不在の中で，「キャリア形成支援室」の室員を柱に開講した科目 
　・キャリアデザインⅠ（全教員出動）　・・・初年次教育として機能
　・キャリアデザインⅡ　
　・キャリアデザインⅢ　
　・キャリア・セミナー　　　　　　　　　　　
　・企業実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・キャリア対策セミナー　（教職）（一般企業）　
　　　　　　　　　　　　　　　　（公務員）　・・・H29年度より非常勤任用 
Ø   教職実践演習　・・・　　少人数のグループワークのために系より教員協力を募る	

現
状
と
問
題

一般科目等における授業担当者の不足 

教員の授業担当ワークロードの不均衡へ	

教育改善や質保証の担保が十分出来ない現状へ	

【運営企画会議資料2017.1.26：教育企画・評価室】
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Ø 教員のワークロードの把握（教育以外も含めて） 
 
Ø 授業担当コマ数の標準化（上限・下限の設定を検討する？） 
 
Ø 追加の授業担当を依頼する仕組み作り 

Ø 新規に授業を担当する教員への支援の充実 
 
Ø 担当者不在科目の担当者の雇用の検討　 
　　　　　　　　　　　・・・　人事マネジメント方針の明確化 

教育改善や質保証を担保するために・・・ 

検
討
課
題

【運営企画会議資料2017.1.26：教育企画・評価室】	
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鹿 屋体 育 大 学 にお け る教 員 活 動 に関 す る自 己 点 検 ・評 価 実施 細 則  

 

 

令 和 ２ 年 ２ 月 １ ７ 日 

細  則  第 ３ 号 

 

 

（目的） 

第１条 この細則は、鹿屋体育大学における内部質保証及び自己点検・評価に関する

規則（平成３１年規則第８号）第４条の規定に基づき、鹿屋体育大学（以下「本学」

という。）における教員個人の活動状況について、自ら行う点検及び評価（以下「自

己点検・評価」という。）の実施に関し、基本的事項について定め、教員活動の改

善に役立てるとともに、この評価結果を大学運営の改善に資することを目的とする。 

 

（対象者） 

第２条 自己点検・評価の対象者は、本学専任の教授、准教授、講師、及び助教（以

下「評価対象教員」という。）とする。 

 

（評価領域） 

第３条 評価対象教員の自己点検・評価は、教育、学生生活の支援、研究、社会貢献、

管理運営の５領域について行う。 

 

（評価期間等） 

第４条 自己点検・評価は毎年度実施し、対象となる期間（以下「評価対象期間」と

いう。）は、４月１日から翌年３月３１日までとする。ただし、学長が自己点検・

評価を実施しないことが適当であると認める者については、実施しないものとする。 

 

（エフォート率設定） 

第５条 評価対象教員は、年度の期首又は採用となったときには、次の表に掲げる職

階に応じてのエフォート率を決めた上で、「エフォート率設定書」（別紙様式１）を

作成し、学長に提出するものとする。 

領域 

職階 
教 育 

学生生活 

の支援 
研 究 社会貢献 管理運営 自己判断 

教 授 ３０％ １０％ ２０％ １０％ １５％ １５％ 

准教授 

講 師 
２５％ １０％ ２５％ １０％ １０％ ２０％ 

助 教 ２０％ １０％ ３０％ １０％  ５％ ２５％ 

 注 自己の所属系の特色及び大学運営領域等を考慮して、自己判断欄のエフォート 

  率を各評価領域に５％刻みで配分するものとする。 

２ 学長は、提出された「エフォート率設定書」の内容を確認するものとする。 

３ 前項の「エフォート率設定書」の内容が不適切と判断される場合には、学長は当

該評価対象教員と面談のうえ、再提出させるものとする。 
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-  

 

 

（評価の実施） 

第６条 評価対象教員は、自己の活動状況を点検・評価し、その結果を定められた期

間内に学長へ提出するものとする。 

２ 学長及び学長が指名した評価担当者は、別に定める評価項目及び評価方法等に基

づき、評価対象教員の活動状況について評価するものとする（各領域１００点満点）。 

 

（評価区分の決定） 

第７条 前条第２項の規定により算出された点数を基にして、次項以降に定める算定

方法に基づき、役員会の議を経て学長が評価区分を決定する。 

２ 前項に規定の点数に、「エフォート率設定書」記載の各領域のエフォート率を乗じ

た点数を算出し、５領域の合計点（換算後１００点満点）を求める。 

３ 前項で求めた合計点（小数点第２位以下を四捨五入）を基にして、次の表に応じ

た評価区分とする。 

評価の結果 評価区分 備考 

 Ａ評価 
総得点とは、共通項目

の得点とインセンティ

ブ項目の得点との合計

をいう。 

Ｂ評価 

総得点が５０％以上の場合 Ｃ評価 

総得点が４０％以上５０％未満の場合 Ｄ評価 

総得点が４０％未満の場合 Ｅ評価 

共通項目の得点が５０％以下の場合 Ｆ評価 下記「注」参照 

 注 Ｆ評価に係る共通項目の得点については、前条第２項の規定により算出された

点数により評価する。 

４ 評価対象期間中に国立大学法人鹿屋体育大学就業規則（平成１６年規則第２０号）

第４９条又は第５０条に規定する懲戒処分等を受けた評価対象教員の評価区分は、

次の表に掲げる評価区分とする。ただし、前項において算定された評価区分がＥ評

価又はＦ評価の場合、評価区分の変更は行わないものとする。 

処分の区分 評価区分 

訓告又は厳重注意 前項において算定された評価区分の

１区分下位（Ｄ評価が下限） 

懲戒（減給又は戒告） Ｄ評価 

懲戒（停職） Ｅ評価 

５ 第４条の規定により、自己点検・評価を実施しない評価対象教員の評価区分は、

Ｃ評価とする。 

６ 第３項の規定によりＣ評価となった者の中から、評価対象教員の総数に占める評

価区分数の割合で、次の各号に掲げる評価区分に調整するものとする（小数点第１

位以下を切り上げ）。 

(1) Ａ評価 １００分の５以内 

(2) Ｂ評価 １００分の２０以内 

７ 前項に掲げる割合は、上位の評価区分の割合を下位の評価区分の割合に流用する

ことができるものとする。 
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（評価区分の通知等） 

第８条 学長は、前条までの規定により決定された評価区分について、「評価区分決定

通知書」（別紙様式２）により、評価対象教員に通知するものとする。 

２ 学長は、評価の結果において、改善の必要性が特に高いと判断される評価対象教

員に対して、改善策の提出を指示するものとする。 

 

（不服の申立て） 

第９条 評価対象教員は、前条の規定による通知に対して不服がある場合は、原則と

して３０日以内に「評価区分決定に関する不服申立書」（別紙様式３）により、学

長に申立てをすることができる。 

２ 学長は、前項の申立てに基づき、役員会において審議した結果について、「評価区

分再決定通知書」（別紙様式４）により、当該評価対象教員に通知するものとする。 

３ 前項の審議結果、評価区分に変更が生じた場合でも、他の評価対象教員に係る評

価区分は変更されないものとする。 

 

（実施に関し必要な事項） 

第１０条 この細則の実施に関し必要な事項は、学長が別に定める。 

 

附 則 

１ この細則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 鹿屋体育大学における教育活動に関する自己点検・評価実施要領（平成２１年１

１月１８日総務委員会決定）は廃止する。 
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別紙様式１（第５条第１項関係） 

令和  年  月  日 

 

 

 

エフォート率設定書 

 

 

 

所属： 

職名： 

氏名：             印 

 

 

１．評価対象期間 令和  年 ４ 月 １ 日～令和  年 ３ 月３１日 

 

２．評価領域とエフォート率設定 

各評価領域のエフォート率設定（注） 

教 育 
学生生活 

の支援 
研 究 社会貢献 管理運営 合 計 

％  ％  ％  ％  ％  １００％  

 

注１ ５つの評価領域のエフォート率は５％刻みで設定して、合計が１００％になる

ように記入してください。 

 

注２ 以下の表の職階に応じ、自己の所属系の特色及び大学運営領域等を考慮して、

自己判断欄のエフォート率を各領域に配分して記入してください。 

 

 

領域 

職階 
教 育 

学生生活 

の支援 
研 究 社会貢献 管理運営 自己判断 

教 授 ３０％ １０％ ２０％ １０％ １５％ １５％ 

准教授 

講 師 
２５％ １０％ ２５％ １０％ １０％ ２０％ 

助 教 ２０％ １０％ ３０％ １０％  ５％ ２５％ 
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別紙様式２（第８条第１項関係） 

令和  年  月  日 

 

 

 

評価区分決定通知書 

 

 

 

  殿 

 

 

 

国立大学法人鹿屋体育大学長 

○ ○ ○ ○ 

 

 

鹿屋体育大学における教員活動に関する自己点検・評価実施細則第８条第１項の規定

により、決定された評価区分について、下記のとおり通知します。 

 

記 

 

１．評価区分         評価 

 

２．各領域点数              ３．各領域共通項目点数 

（エフォート率反映後：１００点満点）            （   点満点） 

 【教育】          点     【教育】        ／   点 

 【学生生活の支援】     点     【学生生活の支援】   ／   点 

 【研究】          点     【研究】        ／   点 

 【社会貢献】        点     【社会貢献】      ／   点 

 【管理運営】        点     【管理運営】      ／   点 

 【合計】          点     【合計】        ／   点 

 

４．評価対象期間 令和  年 ４ 月 １ 日～令和  年 ３ 月３１日 

 

 

注 評価区分の決定に不服がある場合は、この通知書を受領してから３０日以内に、 

「評価区分決定に関する不服申立書」（別紙様式３）により、学長に申し立てるこ 

とができます。 
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別紙様式３（第９条第１項関係） 

令和  年  月  日 

 

 

 

評価区分決定に関する不服申立書 

 

 

 

国立大学法人鹿屋体育大学長  殿 

 

 

 

所属： 

職名： 

氏名：             印 

 

 

鹿屋体育大学における教員活動に関する自己点検・評価実施細則第９条第１項の規

定により、決定された評価区分について、不服申し立ていたします。 

 

記 

 

１．決定された評価区分   評価 

 

２．評価対象期間  令和  年 ４ 月 １ 日～令和  年 ３ 月３１日 

 

３．不服申立ての理由 
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別紙様式４（第９条第２項関係） 

令和  年  月  日 

 

 

 

評価区分再決定通知書 

 

 

 

  殿 

 

 

 

国立大学法人鹿屋体育大学長 

○ ○ ○ ○ 

 

 

鹿屋体育大学における教員活動に関する自己点検・評価実施細則第９条第２項の規

定により、再度決定された評価区分について、下記のとおり通知します。 

 

記 

 

１．再度決定された評価区分   評価 

 

２．評価対象期間    令和  年 ４ 月 １ 日～令和  年 ３ 月３１日 

 

 

7/18

yoshihara
四角形



業績評価基準表（令和２年度） 教育

記号 評価項目 評価方法 配点 満点 区分

A1
学部教育又は大学院教育の担当
（教育補助担当を含む）

週当たり授業担当コマ数の整数値とする。
　週当たり授業担当コマ数 ＝
　年間の総授業コマ数 ÷ 15週 ×２
　　　（小数点以下第１位を四捨五入）

※教育補助担当とは、シラバスの補助担当者名欄に
　記載された教員
※保健管理センター兼務教員は、「健康相談日程」に
　記載された時間帯を授業担当とみなす。
※学外実習の事前指導・事後指導については、
　A9「教育領域の優れた点」で評価する。
※「国際スポーツアカデミー」については、
　A9「教育領域の優れた点」で評価する。

- 28 共通

A2 外国人留学生の指導 外国人留学生の指導教員となった場合 4 4 インセンティブ

ゼミ担当 1科目につき（例 ゼミⅠ及びⅡを担当　2点） 2

ゼミ学生受入数 2

主指導 4

副指導 2

A5 指導による学生の学会賞受賞 指導により学生が学会賞を受賞した場合 2 6 インセンティブ

主指導教員 4
副指導教員 2

A6 インセンティブ

共通

「ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の担当
（学部卒業研究を履修する学生を受け入れた）
（卒業研究補助担当を含む）
※卒業研究補助担当とは、シラバスの補助担当
者名欄に記載された教員

A3

共通A4

指導した博士後期課程の学生の学位（博士（体
育学））取得（本学の場合に限る）

「課題研究」及び「統合研究セミナー」の担当
（大学院生（修士課程・博士後期課程）の研究
指導を行った）
※研究指導補助を行った場合については、
　A9「教育領域の優れた点」で評価する。
※修士論文等の抄録のAbstract等についての英
文作成指導を行った場合については、A9「教育
領域の優れた点」で評価する。

24

20

4
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業績評価基準表（令和２年度） 教育

記号 評価項目 評価方法 配点 満点 区分
A7 授業改善等の具体的な取組 (1)FDでの公開研究授業、研修会等で講師を務めた場合 2 4 インセンティブ

(1)学生の主体的な学びを促進させるために予習・復習の
充実を図った場合（シラバスに具体的に予習復習の内容及
び所要時間を示していること）

2

(2)主体的で深い学びを促すようなアクティブラーニング
を実施した場合（iPad等を活用した双方向授業の積極的な
展開を含む）

2

(3)学習ポートフォリオの作成の支援、基礎学力不足の学
生や競技力優秀学生への学習支援を行った場合

2

(4)授業振り返りアンケートを実施し、授業改善に対する
コメントを作成した場合

2

A9
教育領域の優れた点（最大400字を目安として
記述）

評価者の総合判断で点数化する。ただし、未記入又は未記
入相当と判断される場合は、0点とする。
注）特に力を入れたことについて、記述すること。
注）上記の評価項目と重複しない特記事項について、記述
すること。

- 2 インセンティブ

計 100 -

共通8A8 授業改善等の具体的な取組
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業績評価基準表（令和２年度） 学生生活支援

記号 評価項目 評価方法 配点 満点 区分
(1)小クラス担当教員として学生生活を積極的に支援 4
(2)学生面談シートを活用して学生のサポート実施 4
(3)新入生合宿研修への参画 4
(4)学生指導研修会への参画 4
(5)学内交通安全指導、あるいは学生宿舎巡回指導または
蒼天祭巡回指導

4

(6)「なんでんかんでん語ろう会」への参画、あるいは
「学生なんでも意見箱」等で挙がった要望に対応（対応し
た内容記載)

4

(1)学生スポーツボランティア支援事業に参画する学生へ
の指導や助言　(学生名、支援事業名記載）

3

(2)学生挑戦プロジェクトに申請した学生への指導あるい
は担当教員として助言　(学生名、支援事業名記載）、ま
たは学生挑戦プロジェクトの審査会あるいは報告会への参
画

3

(3)留学生に関する支援（支援交流会、留学説明会及び留
学生オリエンテーションの企画・運営、奨学金申請や留学
手続きのサポート（外国人留学生及び海外派遣留学生））

3

(1)就職及び進学相談の取り組みによって進路が内定した
場合(学生名記載　3点/1名）
※推薦書作成や模擬面接等を行った場合のみ

3

(2)資格取得のアドバイス等を行い、アドバイス等を受け
た学生が資格を取得（学生名、取得資格名記載 3点/1名）

3

(1)健康相談を担当し、専門的な立場で活動した実績があ
る場合

5

(2)心理相談を担当し、専門的な立場で活動した実績があ
る場合

5

(3)栄養相談を担当し、専門的な立場で活動した実績があ
る場合

5

(4)健康セミナーの講師を担当 5

B4

健康相談、心理相談、栄養相談、または健康セ
ミナー等の取組
※保健管理センター兼務教員は、「健康相談日
程」に記載された時間帯の活動を除いて判断す
ること。
※「○○相談を担当し、専門的な立場で」とは
関連する資格を有し、かつ関連する授業を担当
している者を対象とする。

10 インセンティブ

B1 学生生活に関する取組Ⅰ 16 共通

B2 学生生活に関する取組Ⅱ 9 インセンティブ

B3
就職及び進学並びに資格取得の相談等に関する
取組

9 インセンティブ
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業績評価基準表（令和２年度） 学生生活支援

記号 評価項目 評価方法 配点 満点 区分

B5
課外活動団体・研究会の指導
(保健管理、課外活動中のスポーツ障害の支援
を行った場合も含む)

年間指導時間　1点/60時間
（小数点以下第１位を四捨五入）

※現場での指導をした時間を対象とする。その他支援に
　ついてはB8「学生支援領域の優れた点」で評価する。

- 18 インセンティブ

B6

国際大会（強化指定競技のG1･G2･G3）、国内大
会（強化指定競技のG4･G5）への出場かつ入
賞、西日本・九州学生大会の入賞
※現場での実技指導を行ったチーム・選手の競
技成績を対象とする。
※評価年度内の指導する課外活動団体の最高成
績のみ評価する。

・国際大会1(G1)
1位:32点、2位:30点、3位(ベスト4):28点、4〜8位:24点、
出場(9位以下）:22点
・国際大会2(G2)
1位:30点、2位:28点、3位(ベスト4):26点、4〜8位:22点、
出場(9位以下）:20点
・国際大会3(G3)
1位:24点、2位:22点、3位(ベスト4):20点、4〜8位:16点、
出場(9位以下）:14点
・国内大会1(G4)
1位:22点、2位:20点、3位(ベスト4):18点、4〜8位:16点、
出場(9位以下）:14点
・国内大会2(G5)
1位:20点、2位:18点、3位(ベスト4):16点、4〜8位:14点、
出場(9位以下）:12点
※国内大会2(G5)は、予選大会(又は参加標準記録）があ
り、その大会（または標準記録を突破して）で出場権を得
て参加した大会のみを対象とする
・国内大会3(西日本学生又は九州学生大会並びに九州大
会)                                      1位:10点、2
位:8点、3位(ベスト4):6点                    ※3位(ベ
スト４）とは3位決定戦がない場合を対象とする。

- 32 インセンティブ

B7
学生生活支援領域の優れた点（最大400字を目
安として記述）

評価者の総合判断で点数化する。ただし、未記入又は未記
入相当と判断される場合は、0点とする。
注）特に力を入れたことについて、記述すること。
注）上記の評価項目と重複しない特記事項について、記述
すること。

- 6 インセンティブ

計 - 100 -
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業績評価基準表（令和２年度） 研究

記号 評価項目 評価方法 配点 満点 区分

C1
科学研究費助成事業（科研費）の申請
達成しないと0点中期計画【45】

代表者として申請した場合 20 20 共通

代表者として獲得した場合 20

分担者として獲得した場合 5

代表者（中心的な役割を果たした者も含む）として
獲得した場合

5

共同者として獲得した場合 3

受賞した場合　国際学会 6

受賞した場合　国内学会 3

受賞した場合　国際学会 2

受賞した場合　国内学会 1

特許出願・登録 特許に登録された場合 4

科研費の獲得中期計画【45】
（平成29年度獲得状況：継続を含む）
※連携研究者は、D4(11)社会貢献領域で評価す
る。

外部資金の受入れ中期計画【46】
※例
　　受託研究費
　　民間等との共同研究
　　奨学寄附金
　　学術指導
　　概算要求（特別経費）
　　GP
　　研究財団
※外部資金獲得のない共同研究については、
D4(11)社会貢献領域で評価する。

C2 30

学会賞等の受賞
※筆頭者
（学会賞、大会賞、論文賞など全て含む）

C3 学会賞等の受賞
※共同研究者
（学会賞、大会賞、論文賞など全て含む）

インセンティブ

6 インセンティブ
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業績評価基準表（令和２年度） 研究

記号 評価項目 評価方法 配点 満点 区分
査読付き論文（1編目） 20 共通
(1)学術研究論文　査読付き国際雑誌掲載（筆頭者） 7
(1)学術研究論文　査読付き国際雑誌掲載（責任著者） 5
(1)学術研究論文　査読付き国際雑誌掲載（第２著者以
降）

2

(1)学術研究論文　査読付き国内雑誌掲（筆頭者） 4
(1)学術研究論文　査読付き国内雑誌掲（責任著者） 3
(1)学術研究論文　査読付き国内雑誌掲（第２著者以降） 1
(1)学術研究論文　紀要（査読者２名以上）（筆頭者） 2
(1)学術研究論文　上記以外論文等 1
(2)国際著書・啓発書等（単著） 7
(2)国際著書・啓発書等（共著） 5
(2)国際著書・啓発書等（章を単著で担当） 5
(2)国際著書・啓発書等（章を共著で担当） 3
(2)著書・啓発書等　（単著） 4
(2)著書・啓発書等　（章を単著で担当） 2
(3)研究発表　国際学会　（単独・共同　第１発表者） 2
(3)研究発表　国際学会　（単独・共同　第２発表者以
降）

1

(3)研究発表　国内学会　（単独・共同） 1
(4)国際学会依頼の総説、招待講演・特別講演・シンポジ
スト（単独）

4

(4)国内学会依頼の総説、招待講演・特別講演・シンポジ
スト（単独）

3

(4)学会依頼の総説、招待講演・特別講演・シンポジスト
（共同　第１発表者）

3

(4)学会依頼の総説、招待講演・特別講演・シンポジスト
（共同　第２発表者以降）

1

C5
研究領域の優れた点（最大400字を目安として
記述）

評価者の総合判断で点数化する。ただし、未記入又は未記
入相当と判断される場合は、0点とする。
注）特に力を入れたことについて、記述すること。
注）上記の評価項目と重複しない特記事項について、記述
すること。

- 2 インセンティブ

計 - 100 -

学術研究論文･著書･学会発表
中期計画【22】【23】【24】【25】【26】
(1)学術研究論文
※学会発表の抄録集に記載されているものは、
学術研究論文として評価しない。
※インパクトファクターが３以上の論文は5点
加算する

C4
22 インセンティブ
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業績評価基準表（令和２年度） 社会貢献

記号 評価項目 評価方法 配点 満点 区分

D1
本学主催事業及び連携事業による社会貢献への
参画

蒼天祭での大学開放事業
夏祭り
新入生歓迎会

15 30 共通

公開講座 6
パワーアップ研修 6
サイエンスキャンプ 6
貯筋プロジェクト 6
教員免許更新講習 6
スポーツリフレッシュセミナー 6
スポーツ合宿まちづくり推進事業 6
その他本学主催事業(学長杯大会、〇〇杯など) 6
「戦略的大学連携支援事業」又は「大学地域コンソーシア
ム鹿児島」に参画

6

D3 NIFSスポーツクラブにおける指導

年間指導時間
　　200時間以上 　　　　　　　5点
　　100時間以上200時間未満　　4点
　　 20時間以上100時間未満　　3点
　　 20時間未満 　　　　　　　2点

5 5 インセンティブ

インセンティブ
本学主催事業及び連携事業による社会貢献への
参画

D2 18
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業績評価基準表（令和２年度） 社会貢献

記号 評価項目 評価方法 配点 満点 区分
(1)役員・審判・技術指導等（体協・競技団体）の活動を
した場合
(2)強化合宿（ナショナルチーム、高校チーム、外国チー
ム等）を受入れた場合
(3)合同合宿（他大学）を受入れた場合
(4)地域主催事業へ参画（学生派遣を含む）した場合
（B1(5)での参画を除く）
(5)地域スポーツ団体へ参画した場合
(6)審議会委員等の委嘱依頼による委員活動をした場合
(7)講演、研修会等で講師をした場合
(8)学会役員や国際学会等の開催実行委員として活動した
場合
(9)学術論文を査読した場合
(10)マスメディアからの依頼による活動をした場合（新聞
コラム・一般雑誌の掲載等）
(11)外部資金獲得のない共同研究をした場合（科研費の連
携研究者を含む）

5 40 インセンティブ

競技団体･公共団体等から、功績に対し、表彰を受けた場
合

5 5 インセンティブ

D5
社会貢献領域の優れた点（最大400字を目安と
して記述）

評価者の総合判断で点数化する。ただし、未記入又は未記
入相当と判断される場合は、0点とする。
注）特に力を入れたことについて、記述すること。
注）上記の評価項目と重複しない特記事項について、記述
すること。

- 2 インセンティブ

計 - 100 -

D4
競技団体活動、地域スポーツ活動及び講演活動
等の社会貢献への参画
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業績評価基準表（令和２年度） 管理運営

記号 評価項目 評価方法 配点 満点 区分

委員長 4

委員（副委員長を含む） 2

日常的施設・設備等の管理運営業務 10
定期・不定期なセンター業務 10

E3 健康安全管理業務への従事 衛生管理者として学内巡視 6 6 インセンティブ

E5 入試広報への従事 体験授業 4 4 インセンティブ

E6
管理運営領域の優れた点（最大400字を目安と
して記述）

評価者の総合判断で点数化する。ただし、未記入又は未記
入相当と判断される場合は、0点とする。
注）特に力を入れたことについて、記述すること。
注）上記の評価項目と重複しない特記事項について、記述
すること。

- 6 インセンティブ

計 - 100 -

委員会等担当状況
※対象（代理出席は含まない。）
　　教育研究評議会
　　常任委員会
　　室会議
　　特別委員会
　　専門委員会
　　常任委員会のもとに置く小委員会
　　　（ワーキンググループを含む）
　　蒼天祭実行委員会
  　東京サテライトキャンパス運営委員会
　　NIFSスポーツクラブ運営委員会
　　ハラスメント相談員 等
※対象外
　　役員会、経営協議会、運営企画会議、教授
会、研究科委員会、系やセンター内での会議・
打合せ、学会実行委員会
※附属図書館長、学長補佐、学内共同教育研究
施設の長、保健管理センター所長、系主任、産
業医については対象委員として指定がある常任
委員会の委員は除く

E1 36

E4 入試業務への従事

センター業務への従事E2

別紙のとおり
-

-

共通

5

23

共通

インセンティブ

20 インセンティブ
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E4 入試業務への従事

試験監督 問題作成 問題点検 実技試験 小論文 面接試験 健康診断 健康診断書審査 書類審査 論述試験 口述試験
（1点） （2点） （1点） （1点） （1点） （1点） （1点） （1点） （1点） （1点） （1点）

第３年次編入学試験　 （1点）

推薦・特別選抜 （1点）

一般選抜・私費外国人留学生選抜 （1点）

大学入試センター試験 （2点）

ＡＯ入試（１次） （1点）

ＡＯ入試（２次） （1点）

修士　本試験 （1点）

修士　欠員補充試験 （1点）

博士　本試験 （1点）

博士　欠員補充試験 （1点）

共同専攻修士　本試験 （1点）

共同専攻修士　欠員補充試験 （1点）

共同専攻博士　本試験 （1点）

共同専攻博士　欠員補充試験 （1点）

業務の種類

試験の種類
採点等

※ は共通項目（５点満点）、それ以外はインセンティブ（２３点満点）
※ 共通項目における試験監督は、実技試験、小論文、面接試験および健康診断の監督者（予備監督者含む）をいう。
※ 大学入試センターの試験監督のうち、救護担当者については１日の担当により、１点とする。
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R２.2.6現在

人事給与マネジメント改革に伴う教員業績評価の給与への反映イメージ

令和元年度(2019年度） 令和２年度(2020年度） 令和３年度(2021年度）

従来の基準

新たな基準

（※）今後、新年俸制が導入された場合は、業績評価による年俸への反映について、月給制、現年俸制と異なることがある。

令和元年度実績

令和２年度実績（新評価基準）

自己点検・
評価の実施

評価の
決定

昇給に
反映

（１月）（６月）（４~５月）

現在

勤勉手当
に反映

（１２月）

（期首）
エフォート率
の設定

自己点検・
評価の実施

評価区
分決定
通知

昇給の
反映

（１月）（６月）（４~５月）

勤勉手当
に反映

（１２月）

勤勉手当
に反映

（６月）

（次年
６月）

勤勉手当
に反映

（※）従来の月給制
を適用の場合
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平成３０年度特別講義の実施について 

 

 

講義テーマ 講師名 職     名 日 時 学生数 教員数 

スポーツにおける専門

性を活かした職域のつ

くりかた 

池田 亮 
スポーツ情報アナリス

ト 

10月18日（木） 

14:20～15:50 
１０ ４ 

大学体育スポーツ学へ

の招待 
木内 敦詞 

筑波大学体育系 

教授 

11月6日（火） 

16:00～17:30 
１５ ５ 

2020 年のオリンピックを

目指したスポーツクライミ

ングのコーチング－ユース

年代を対象としたチームサ

ポートの経験から－ 

西谷 善子 

スポーツクライミング

ユース日本代表ヘッド

コーチ 

6月7日（木） 

14:20～15：50 
１２ ６ 

Innovative hypoxic/altit

ude training methods – T

hink out of the box for 

better physical performa

nce and health outcomes 

Olivier Gi

rard 

Senior Lecturer in E

xercise Science at M

urdoch University 

12月17日（月） 

16:00～17:30 
８ ６ 

スイスにおけるスポー

ツ教育の位置づけ 

ロッシ 

池上理恵子 

Rieko Ballett代表 

バレエ指導者 

8月2日（木） 

14:20～16:00 
１０ ８ 

スポーツ法学とスポー

ツ政策学の現在と未来 
齋藤健司 

筑波大学体育系 

教授 

2月7日（木） 

14:20～16:00 
９ ３ 

                          合計      ６４   ３２ 
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yoshihara
四角形

yoshihara
ハイライト



 

 

 

令和元年度特別講義の実施について 

 

講義テーマ 講師名 職     名 日 時 学生数 教員数 

運動学習・パフォーマン

スと自主性に関する研究

と海外でのアカデミック

ポスト経験からのメッセ

ージ 

岩月 猛泰 
ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ州立大学 

ｱﾙﾄｩｰﾅ校 助教 

6月27日（木） 

14:20～15:50 
２１ ８ 

挑戦を楽しもう：異なる

環境に身を置くことの大

切さ 

川端 雅人 
南洋理工大学  助

教 

7月11日（木） 

14:20～15:50 
１５ 

８ 

労働衛生分野における体

力科学研究 
松尾  知明 

独立行政法人 

労働者健康安全機構 

労働安全衛生総合研究所 

産業疫学研究グループ 

11月28日（木） 

14:20～15:50 
１６ ２ 

柔道好き整形外科医、そ

の47年のカルテから 

－日本柔道オリンピック

チームドクターとしての

経験を含めて－ 

米田   實 
特定医療法人米田病院 

院長・理事長 

1月9日（木） 

14：20～15：50 
１７ 

 

 

１ 

フェアープレイの成立基

盤 

－スポーツと法（律）と

の接点あるいは関係－ 

中内   哲 

熊本大学大学院 

人文社会科学研究

部 

（法学系） 教授 

1月23日（木） 

15：00～16：30 
１５ ５ 

史料にたずねる人馬一体

の妙技 
村井 文彦 

馬の博物館 学芸員 

（公益財団法人馬事文

化財団総務部 嘱託） 

※JRA競馬博物館主任学芸員、 

馬事文化財団学芸部長を歴任 

1月30日（木） 

15：00～16：30 
１５ 

 

 

４ 

 

 

                             合 計    ９９   ２８   
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就職相談件数 ＜年度別，学年・月別＞

◆令和元年度（2019年度）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

学部1年 2 1 1 4
学部2年 2 1 2 3 3 11
学部3年 1 4 2 3 1 6 8 10 8 16 16 75
学部4年 19 14 8 7 5 4 12 14 1 3 87
大学院 1 1 1 3
その他 1 1

合計 22 21 12 11 5 5 20 25 11 9 23 17 181

◆平成30年度（2018年度）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

学部1年 2 2 1 1 1 7
学部2年 1 1 1 2 2 7
学部3年 3 1 8 2 7 6 13 6 6 52
学部4年 15 19 17 11 2 3 11 9 7 4 5 103
大学院 3 1 4
その他 0

合計 15 25 18 19 5 4 16 18 14 19 14 6 173

◆平成29年度（2017年度）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

学部1年 2 2 1 1 2 8
学部2年 2 1 1 2 2 8
学部3年 1 7 6 9 12 8 10 3 12 68
学部4年 9 5 6 5 12 2 39
大学院 2 1 2 1 1 7
その他 0

合計 11 6 18 14 0 0 24 18 9 15 3 12 130

◆平成28年度（2016年度）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

学部1年 2 1 9 5 9 10 5 7 8 56
学部2年 1 6 1 4 5 6 4 7 4 38
学部3年 7 13 19 10 13 5 7 12 8 94
学部4年 12 17 22 32 21 18 10 13 2 147
大学院 1 2 3 1 1 8
その他 0

合計 22 37 52 53 0 0 51 40 27 39 22 0 343
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平成３１年度鹿屋体育大学学内ワークスタディに係る取扱いについて 

 
平成 31 年 4 月 25 日 

学生委員会決定 
キャリア形成支援室決定 

 
第１ 目的及び名称 

この取扱いは、鹿屋体育大学（以下「本学」という。）の学部学生及び大学院生に教育

的配慮の下に学内の業務に従事させ、学生の職業観、勤労観を涵養するとともに、学生

に対し一層の経済的支援を行うことを目的とする。 
２ 前項に定める事業の名称を学内ワークスタディ（以下「学内 WS」という。）とする。 
 
第２ 対象者 

学内 WS の対象者は、次の各号のいずれにも該当する者とする。 
(1) 学部生又は大学院生（外国人留学生、非正規生を除く。） 
(2) 「鹿屋体育大学授業料等の免除及び徴収猶予取扱規則」により授業料免除（全額免

除又は半額免除）の対象となる者のうち、授業料免除の申請をした者（申請予定を含

む。） 
(3) 学内 WS の目的を理解し、適切に業務を遂行できる者 

 
第３ 身分 

学内 WS に採用する者（以下「学生スタッフ」という。）の身分は、「国立大学法人鹿

屋体育大学非常勤職員就業規則（平成 16 年 4 月 1 日規則第 34 号）」別表第 1 に掲げる「ア

ルバイター」とする。 
 
第４ 事業内容 

学内 WS の事業内容は、次の各号に掲げるところによる。 
(1) キャリア支援係に関する事業 
① 就職活動全般に関する相談・助言 

従事期間 平成 31 年 4 月～令和 2 年 3 月 
対象人数 4 名程度 

② 就職支援行事（イベント）の企画・実施等補助 
従事期間 平成 31 年 4 月～令和 2 年 3 月 
対象人数 5 名程度 

③ キャリア教育・支援に関するデータ整理等 
従事期間 平成 31 年 4 月～令和 2 年 3 月 
対象人数 5 名程度 

④ その他キャリア形成支援室長が必要と認めた業務 
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(2) 生活支援係に関する事業 
① 学生宿舎管理業務の補助 

従事期間 平成 31 年 4 月～令和 2 年 3 月 
対象人数 4 名程度 

 
第５ 勤務時間 

学生スタッフの勤務時間は、当該学生スタッフが履修する授業及び研究指導等に支障

が生じないよう配慮するものとする。 
 
第６ 報酬及び経費 

学生スタッフに対する報酬は、「国立大学法人鹿屋体育大学非常勤職員就業規則（平成

16 年 4 月 1 日規則第 34 号）」別表第 1 に掲げるところにより、学内ワークスタディ実施

経費から支出する。 
 
第７ 募集及び選考 

学生スタッフの募集及び選考は、次の各号に掲げるところにより行う。 
(1) 募集は、第 4 の各号に掲げる事業毎に行う。 
(2) 当該業務への従事を希望する者は、別紙様式１による申請書を別途指定する募集期

間内に提出するものとする。 
(3) キャリア形成支援室長又は学生委員会委員長は、それぞれの第 4 の各号に掲げる事

業の申請について、前号の申請書による書類審査を行い、学生スタッフの選考を行う。 
 
第８ 業務指導 

キャリア形成支援室長又は学生委員会委員長は、学内WSの業務を遂行するにあたり、

学生スタッフに対して業務指導を行うものとする。 
 
第９ 事務処理 

学内 WS に関する事務は、第 4(1)については教務課キャリア支援係において、第 4(2)
については学生課生活支援係において行う。 
 
第１０ その他 

この取扱いに定めるもののほか、学内 WS の実施に関し必要な事項は別に定める。 
 

附 則 
この取扱いは、平成 31 年 4 月 26 日から施行する。 
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別紙様式１ 
キャリア形成支援室長  様 
学生委員会委員長   様 

学内ワークスタディ申請書 

 

 
提出日        年     月     日 

希望する係 
□ キャリア支援係 
□ 生活支援係 

ふりがな 

氏名 学籍番号 学年 課程 

  年 課程 

携帯電話番号 小クラス担当教員／ゼミ担当教員 

  

ＰＣメールアドレス  ※必ず連絡が取れるもの 

 

住所 

〒 

本年度の授業料免除申請 

□ 申請した □ 申請していない 

※ 授業料免除の申請状況については、本学学生課に確認させていただきます。 

 
 
事務処理欄     

受理日    ．   ． 受理者  

授業料免除の確認 □ 申請あり   □ 申請なし   □ 申請中 
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学内ワークスタディ実施状況 

 
 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 計 

キャリア支援に
関する業務 

17 名 
(327 時間) 

19 名 
(1,254 時間) 

20 名 
(1,051 時間) 

18 名 
(579 時間) 

74 名 
（3,211 時間） 

生活支援に関す
る業務 

 ２名 
(106 時間) 

２名 
(85 時間) 

１名 
(２時間) 

５名 
(193 時間) 

計 
17 名 

(327 時間) 
21 名 

(1,360 時間) 
22 名 

(1,136 時間) 
19 名 

(581 時間) 
79 名 

（3,404 時間） 

※人数は、実人数 
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資料２ 

 
 

鹿屋体育大学キャリアサポーターに関する要項 

 
平成３１年 ３月２９日 
キャリア形成支援室決定 

（趣旨） 
第１条 本要項は、鹿屋体育大学（以下、「本学」という。）における学生の就職及び進路

選択に関する活動を支援する学生（以下、「キャリアサポーター」という。）に関する事

項を定める。 
 
（対象） 
第２条 キャリアサポーターは、次のいずれかに該当する者とする。 

(1) 本学の学生で、本学を卒業又は修了後の進路が決定している者 
(2) 就職活動（進路選択）経験を在学生のために活かしたいと考える者 
(3) 就職活動等に関する支援について、本学と協働する意思がある者 

 
（活動） 
第３条 キャリアサポーターの活動は原則として無報酬とするが、活動内容によってはキ

ャリア形成支援室と協議のうえ報酬を支払うことができる。 
２ 各支援活動等への参加は任意とするが、活動にあたっては、本学就職相談員及びキャ

リア形成支援室の指導の下に協働して行う。 
３ 活動に際し、キャリアサポーターは活動記録を提出しなければならない。 
 
（登録） 
第４条 キャリアサポーターは、第２条により申請のあった者を登録する。 
２ 募集期間については、通年とする。 
３ 登録期間は、原則として当該学生が本学を卒業又は修了するまでとする。 
４ 当該学生から登録解除の申し出があった場合は、随時登録を解除する。 
 
（体制） 
第５条 キャリアサポーターは、在学生に対し適切な活動を行うため、定期的に本学就職

相談員による研修又は面談を受けなければならない。 
２ キャリアサポーターに関する事務は、教務課キャリア支援係において行う。 
 
 

附 則 
この要項は、平成３１年３月２９日から施行する。 
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No 事業名 実施内容 人数 時間

1 キャリアデザインⅢ懇談

1月30日のキャリアデザインⅢ(2年次,後期)において、｢大学生

の職業選択；4年生との交流会｣と称し、内定・合格を得た4年

生による座談会を実施

21 2

2 キャリアセミナー講話

5月17日のキャリアセミナー(3年次,前期)において、｢3年生での

過ごし方～進路選択の視点から～｣と称し、内定を得た4年生や

現職教員の大学院生等による講話を実施

3 2

3 キャリア対策セミナー講話・懇談

7月5日のキャリア対策セミナー[一般企業](3年次,前期)におい

て、｢内定者との懇談会｣と称し、内定を得た4年生による講話

及び懇談会を実施

6 2

4 第２回就職ガイダンス講話・懇談

11月13日の第2回就職ガイダンスにおいて、｢インターンシップ

事前勉強会；1年生コース」、｢就職活動・採用試験報告会；3

年生コース｣と称し、内定・合格を得た4年生による講話や座談

会を実施

16 2

5 第１回就職塾サポート
7月20日･21日の第1回就職塾において、内定を得た4年生を外部

講師のサポートとして従事
2 12

6 第２回就職塾サポート
10月26日･27日の第2回就職塾において、内定を得た4年生を外

部講師のサポートとして従事
2 12

合計 50 32

キャリアサポーターの実施状況（2019年度）
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Ⅰ 体育学部卒業者 〔課程別内訳〕

名 名 名
(A) 名 名 名

就職者数 (B) 名 名 名
教員(非常勤講師を含む) 名 名 名
公務員(教員を除く) 名 名 名
スポーツ関連企業 名 名 名
一般企業 名 名 名

名 名 名
一般企業希望 名 名 名

就職非希望者数 名 名 名
進学 名 名 名

名 名 名
名 名 名
名 名 名

* 就職率 就職者(B)／就職希望者(A)

％ ％ ％
％ ％ ％
％ ％ ％

Ⅱ Ⅲ

名 名
(A) 名 (A) 名
(B) 名 (B) 名

教員(非常勤講師を含む) 名 教員(非常勤講師を含む) 名
公務員(教員を除く) 名 公務員(教員を除く) 名
スポーツ関連企業 名 スポーツ関連企業 名
一般企業 名 一般企業 名

名 名
一般企業希望 名 一般企業希望 名

名 名
進学 名 名

名 就職を希望しない 名
名 名

就職を希望しない 名
名 名

就職率 就職者B／就職希望者A 就職率 就職者B／就職希望者A
％ ％
％ ％
％ ％

平成29年5月1日現在

学部全体 スポーツ総合課程 武道課程
卒業者数 145 54199
就職希望者数 116 49

161 112 49

165

35
45

28 1
43 9

29
52

4

21 14
20 25

4 0

29 5

4

34

未就職者数 4 0

修了者数 17 修了者数 1

平成27年度 98.1

18

平成26年度 99.3 97.7 96.7

就職率
本 学 国公立大学平均 全国大学平均

23

4

平成28年度 97.6

5

その他(就職を希望しない者) 4 0

未就職者数 未就職者数

0
1
5

0
0
0

就職者数 8 就職者数 0

大学院修士課程修了者 大学院博士後期課程修了者
修士課程 博士後期課程

大学院等再受験 その他(復職・現職)

平成26年度 平成26年度

満期退学者3名 内就職決定者2名
就職非希望者数 就職非希望者数7

4

0

0
1

教員・公務員再受験

平成27年度 平成27年度

その他(復職・現職) 2

100.0
100.0 100.0

100.0
平成28年度 80.0 平成28年度 ―

平成28年度鹿屋体育大学卒業・修了者の進路状況について

10 0

2 0

※「国公立大学平均」「全国大学平均」の数値は、文部科学省及び厚生労働省が抽出調査を行
い、

大学院等再受験
教員・公務員再受験 5 0

2 0
5
2

就職希望者数 就職希望者数

1
0

0
1

教員・公務員再受験

満期退学者

97.3
97.1

97.6
97.3

02
2 0
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名 名 名
(A) 名 名 名

就職者数 (B) 名 名 名
教員(非常勤講師を含む) 名 名 名
公務員(教員を除く) 名 名 名
スポーツ関連企業 名 名 名
一般企業 名 名 名

名 名 名
一般企業希望 名 名 名

就職非希望者数 名 名 名
進学 名 名 名

名 名 名
名 名 名
名 名 名

* 就職率 就職者(B)／就職希望者(A)

％ ％ ％
％ ％ ％
％ ％ ％

Ⅲ

名 16 名 2 名 名 4 名 1 名
(A) 名 12 名 2 名 (A) 名 2 名 1 名

(B) 名 12 名 2 名 (B) 名 2 名 1 名

教員(非常勤講師を含む) 名 3 名 0 名 教員(非常勤講師を含む) 名 1 名 1 名

公務員(教員を除く) 名 1 名 0 名 公務員(教員を除く) 名 0 名 0 名

スポーツ関連企業 名 3 名 2 名 スポーツ関連企業 名 1 名 0 名

一般企業 名 5 名 0 名 一般企業 名 0 名 0 名

名 0 名 0 名 名 0 名 0 名
一般企業希望 名 0 名 0 名 一般企業希望 名 0 名 0 名

名 4 名 0 名 名 2 名 0 名
進学 名 3 名 0 名 名 0 名 0 名

名 0 名 0 名 就職を希望しない 名 0 名 0 名

名 0 名 0 名 名 2 名 0 名

就職を希望しない 名 0 名 0 名

名 1 名 0 名 名 5 名 0 名

就職率 就職者B／就職希望者A 就職率 就職者B／就職希望者A
％ ％
％ ％
％ ％

満期退学者

98.0
97.3

98.0
97.6

00
0 0

平成29年度 100.0 平成29年度 100.0

14 3

3 2

大学院等再受験
教員・公務員再受験 1 3

0 0
4
0

就職希望者数 就職希望者数

0
0

0
2

教員・公務員再受験

大学院等再受験 その他(復職・現職)

平成27年度 平成27年度

満期退学者3名 内就職決定者2名
就職非希望者数 就職非希望者数4

3

0
5

0
2

教員・公務員再受験

平成28年度 平成28年度

その他(復職・現職) 1

80.0
100.0 100.0

ー

その他(就職を希望しない者) 5 0

未就職者数 未就職者数

1
5
5

0
1
0

就職者数 14 就職者数 3

大学院修士課程修了者 大学院博士後期課程修了者
修士課程 博士後期課程

※「国公立大学平均」「全国大学平均」の数値は、文部科学省及び厚生労働省が抽出調査を行い、
4月1日現在の集計値を公表したものである。

体育学 スポ国開学 体育学

未就職者数 0 1

修了者数 18 修了者数 5

平成28年度 97.6

13

平成27年度 98.1 97.1 97.3

就職率
本 学 国公立大学平均 全国大学平均

19

5

平成29年度 99.4

6

1

35 11
8 17

0 1

19 9

1

28

体スポ学

学部全体 スポーツ総合課程 武道課程
卒業者数 142 53195
就職希望者数 123 44

166 123 43

167

46
25

31 3
49 12

34
61

平成29年度鹿屋体育大学卒業・修了者の進路状況について
平成30年5月1日現在

Ⅰ 体育学部卒業者 〔課程別内訳〕

Ⅱ
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Ⅰ 体育学部卒業者 〔課程別内訳〕

名 名 名
(A) 名 名 名

就職者数 (B) 名 名 名
名 名 名
名 名 名
名 名 名
名 名 名

名 名 名
名 名 名

就職非希望者数 名 名 名
名 名 名
名 名 名
名 名 名
名 名 名

*　就職率　就職者(B)／就職希望者(A)

％ ％ ％
％ ％ ％
％ ％ ％

Ⅱ Ⅲ

名 12 名 3 名 名 5 名 2 名
(A) 名 6 名 1 名 (A) 名 3 名 1 名

(B) 名 6 名 1 名 (B) 名 3 名 1 名
名 1 名 0 名 名 1 名 1 名

名 0 名 0 名 名 0 名 0 名

名 2 名 1 名 名 0 名 0 名

名 3 名 0 名 名 2 名 0 名

名 0 名 0 名 名 0 名 0 名
一般企業希望 名 0 名 0 名 一般企業希望 名 0 名 0 名

名 6 名 2 名 名 2 名 1 名
進学 名 5 名 2 名 名 0 名 0 名

名 0 名 0 名 就職を希望しない 名 0 名 0 名

名 0 名 0 名 名 2 名 1 名

就職を希望しない 名 0 名 0 名

名 1 名 0 名 名 6 名 0 名

就職率 就職者B／就職希望者A 就職率 就職者B／就職希望者A
％ ％
％ ％
％ ％

97.3

97.3

97.6

97.6

00
0

平成30年度鹿屋体育大学卒業・修了者の進路状況について

スポーツ健康関連企業

教員(非常勤講師を含む)

公務員(教員を除く)

一般企業・自営業

一般企業希望

進学

教員(非常勤講師を含む)

公務員(教員を除く)

スポーツ健康関連企業

平成29年度 99.4 98.0 98.0

平成30年度 100.0 平成30年度 100.0

0
0

0
3

教員・公務員再受験

大学院等再受験 その他(復職・現職)

就職非希望者数 就職非希望者数8
7

0
満期退学者

7 4

1 2

大学院等再受験
教員・公務員再受験 2 0

1 0
2
1

就職希望者数 就職希望者数

その他(就職を望まない、不明) 3 1

大学院修士課程修了者 大学院博士後期・3年制博士課程修了者
修士課程 博士後期課程

※「国公立大学平均」「全国大学平均」の数値は、文部科学省及び厚生労働省が抽出調査を行い、
4月1日現在の集計値を公表したものである。

体育学

6

0
3

教員・公務員再受験

平成28年度 平成28年度

その他(復職・現職) 1

80.0 ー
平成29年度 100.0 平成29年度 100.0

未就職者数 未就職者数

0
3
3

0
0
2

就職者数 7 就職者数 4

0

教員(非常勤講師を含む)

公務員(教員を除く)

スポーツ健康関連企業
一般企業・自営業

国際開発学 体育学

一般企業・自営業

未就職者数 1 0

修了者数 15 修了者数 7

平成28年度 97.6

23

就職率
本　　学 国公立大学平均 全国大学平均

25

4

平成30年度 99.4

2

1

19 10
14 24

1 0

29 3

1

32

高度化共同

令和元年5月1日現在

学部全体 スポーツ総合課程 武道課程
卒業者数 141 51192
就職希望者数 112 48

159 111 48

160

29
38

33 0
45 14

33
59
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Ⅰ 体育学部卒業者 〔課程別内訳〕

名 名 名 名
(A) 名 名 名 名

就職者数 (B) 名 名 名 名
名 名 名 名
名 名 名 名
名 名 名 名
名 名 名 名

名 名 名 名
名 名 名 名

就職非希望者数 名 名 名 名
名 名 名 名
名 名 名 名
名 名 名 名
名 名 名 名

*　就職率　就職者(B)／就職希望者(A)

％ ％ ％
％ ％ ％
％ ％ ％

Ⅱ Ⅲ

名 9 名 0 名 名 0 名 1 名
(A) 名 5 名 0 名 (A) 名 0 名 1 名

(B) 名 4 名 0 名 (B) 名 0 名 1 名

名 1 名 0 名 名 0 名 1 名

名 0 名 0 名 名 0 名 0 名

名 3 名 0 名 名 0 名 0 名

名 0 名 0 名 名 0 名 0 名

名 1 名 0 名 名 0 名 0 名

一般企業希望 名 1 名 0 名 一般企業希望 名 0 名 0 名

名 4 名 0 名 名 0 名 0 名

進学 名 4 名 0 名 名 0 名 0 名

名 0 名 0 名 就職を希望しない 名 0 名 0 名

名 0 名 0 名 名 0 名 0 名

就職を希望しない 名 0 名 0 名

名 0 名 0 名 名 5 名 0 名

就職率 就職者B／就職希望者A 就職率 就職者B／就職希望者A
％ ％
％ ％
％ ％

高度化共同

令和2年5月1日現在

学部全体 スポーツ総合課程
卒業者数 137187
就職希望者数 117

161 117

161

34
37

36
44

36
54

修士課程 博士後期・３年制博士課程

※「国公立大学平均」「全国大学平均」の数値は、文部科学省及び厚生労働省が抽出調査を行い、
4月1日現在の集計値を公表したものである。

体育学

20
17

0

20

0

26

全国大学平均

17

5

平成30年度 99.4

14

0

0
4

大学院修士課程修了者 大学院博士後期・3年制博士課程修了者

平成29年度 100.0 平成29年度 100.0
平成30年度 100.0 平成30年度 100.0

100.0

0

0

スポーツ健康関連企業

97.3 97.6

2

0
0
0

教員・公務員再受験

1

1 1

就職希望者数

体育学 国際開発学

就職者数 4 就職者数 1

9 修了者数 1

0

教員(非常勤講師を含む)

公務員(教員を除く)

スポーツ健康関連企業

令和元年度鹿屋体育大学卒業・修了者の進路状況について

スポーツ健康関連企業

教員(非常勤講師を含む)

公務員等(教員を除く)

その他の一般企業

一般企業希望

進学

教員(非常勤講師を含む)

公務員(教員を除く)

平成29年度 99.4 98.0 98.0

大学院等再受験
教員・公務員再受験 2

0 0

0

修了者数

14

未就職者数

18

2
4

0
満期退学者

5

5

0
0

教員・公務員再受験
大学院等再受験 その他(復職・現職)

01
1

就職非希望者数

未就職者数 未就職者数

3
0

0

令和元年度 80.0 令和元年度

0
0

その他(就職を望まない、不明)

武道課程
50
44

44
14
20
0
10

0
0

6
3
2
0
1

うち編入生

4
14

0
0

1
8
1

就職非希望者数4
4

4
0

就職希望者数

令和元年度 100.0 　　　　98.2　ー 98.0

その他(復職・現職) 0

一般企業・自営業一般企業・自営業

就職率
本　　学 国公立大学平均
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学生面談シートを活用した学生面談に関する取扱い 

 
平成２８年１０月１７日 

学生相談支援室決定 

 

（趣旨） 

第１ この取扱いは、鹿屋体育大学の学生が抱える多様な問題に適切に対応し、迅速な解決に向け

て有効な学生相談体制を構築するため、学生面談その他必要な事項について定める。 

 

 （指導教員による面談） 

第２ 修学・学生生活指導教員（以下「指導教員」という。）は、学生相談支援室の依頼により、

年１回以上、担当学生全員に学生面談シート（別記様式１）を提出させ、それに基づき学生面談

（以下「面談」という。）を行う。 

２ 指導教員は、前項の面談結果に基づき、面談アセスメントシート（別記様式２）を作成する。 

３ 指導教員は、面談が終了した後に、学生面談シート及び面談アセスメントシート（以下「面談

シート等」という。）をすみやかに学生相談支援室に提出する。その際、支援が必要と判断した

学生について報告する。 

 

 （学生相談支援室による支援） 

第３ 学生相談支援室は、指導教員から学生への支援が必要との報告を受けたときは、必要な支援

について検討し、実行する。 

２ 学生相談支援室は、学生の抱える問題に応じて、保健管理センター、障がい学生支援室、教務

課又は学生課等と連携して学生の支援を行い、特に学生の心理的問題については、心理相談員及

び心理カウンセラーとの連携を密にする。 

 

 （指導教員による支援） 

第４ 指導教員は、学生相談支援室と連携して学生への支援を行う。 

２ 指導教員は、特に学生の心理的問題については、保健管理センター、心理相談員及び心理カウ

ンセラーとの情報共有を行い、かつ助言を得ながら、学生への支援を行う。 

 

 （面談シート等の取扱い） 

第５ 面談シート等の取扱いについて、次のとおり定める。 

(1) 面談シート等の利用は、当該学生の支援に関して必要な範囲に限る。 

(2) 開示された面談シート等の内容について、教職員、心理カウンセラー及び次年度以降の指導

教員は、取扱いについて充分注意する。 

 (3）指導教員から提出された面談シート等は、国立大学法人鹿屋体育大学個人情報取扱規程（平

成１７年３月２２日規程第３号）に定めるところにより、適切に保管する。 

 

 （情報の保持） 

第６ この取扱いに定める面談に関わる者は、知り得た情報を他に漏らしてはならない。 
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 （事務） 

第７ この取扱いに定める面談に関する事務は、学生課において処理する。 

 

 （雑則） 

第８ この取扱いに定めるもののほか、面談に関し必要な事項は、学生相談支援室が別に定める。 

 

附 則 

この取扱いは、平成２９年４月１日から施行する。 
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別記様式1

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

学生宿舎 ・ 一人暮らし ・ その他

睡眠は十分か

課外活動 出身地

・下の質問項目について１～５のレベルのうち、あてはまるレベルに丸を付けてください。
・「具体的内容など」の欄には、質問項目について思いつくことや補足説明などを記入してください。

そうでない 　　そうだ 具体的内容など

食事は取れているか

学生面談シート 面接日 平成 年 月 日 面接者

学籍番号 氏名 　AO ・ 推薦 ・ 一般 ・ 編入

友人との関わりは良好か

【1年次向け質問】どんな大学生活にしたい
か？【2年次以上向け質問】入学時に考えてい

た大学生活と今の現状を比べてどうか？
（授業、課外活動、友達、就職、卒論など）

授業に興味が持てるか

部活への意欲があるか

ストレスを感じるか

現在交流することが多い友人は？
（当てはまるものに丸を付ける）

小クラスやゼミ　・　課外活動関係　・　アルバイト関係

地元　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

※　学生面談シートは、学生の皆さんへの支援が必要な場合に関係部署（保健管理センター、心理カウンセラー、教務課、学生
課、障がい学生支援室等）に開示する他、次年度以降の指導教員へ開示することがありますので、予めご了承ください。

ストレスを感じるのはどんなときか？

ストレスを感じたときの対処方があるか？
あるなら、それはどんな方法か？

その他　気になっていることなど
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別記様式2

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

面談アセスメントシート 　教員名　(　　　　　　　　　　)　学生名　　(　　　　　　　　　　　　)

・下の質問項目について１～５のレベルのうち、あてはまるレベルに丸を付けてください。
・「気づかれた点など」の欄には、質問項目について思いつくことや補足説明などを記入してください。

そうでない 　　そうだ 気づかれた点など

総合評価

(　A～Cの中から選択　)

A
目立った困り感が見られない

継続して見守りを行う

【　必要の種類　】

修学面・友人関係・メンタル面
　

　日常生活・課外活動・経済面

その他（　　　　　　　　　　）

※　当てはまるものに○　複数選択可

B
本人に困り感がみられる
専門的支援へ繋ぎが必要

C
目立った心身の不調あり
早急に専門的支援が必要

緊張しすぎているか

コミュニケーションが
とれているか

視線や振る舞いなどに違和感はないか

自分の考えを話せているか

その他　気になったことなど

面談実施後の対応記録

対応部署 （担当） 　対応日　
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保健管理センター

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

38 68 78 45 28 4 27 34 15 16 23 26 402

0 0 1 4 1 0 1 1 2 1 0 1 12

60 35 27 41 12 6 21 30 19 18 10 6 285

1 2 4 6 1 2 2 0 1 0 1 0 20

0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 4

0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 1 1 7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 25 23 17 4 5 8 12 7 10 5 12 150

14 35 47 28 15 11 40 53 21 15 12 15 306

9 15 20 24 4 38 12 14 3 1 1 2 143

7 0 1 1 0 39 0 10 0 40 0 1 99

69 2 3 4 1 2 0 1 0 0 0 0 82

19 15 1 16 12 1 12 15 12 6 31 2 142

10 2 0 2 0 1 15 6 0 0 1 2 39

21 47 9 8 8 98 19 100 24 139 23 6 502

84 135 147 172 48 44 110 150 104 76 122 112 1,304

69 69 83 138 48 56 97 59 39 26 21 8 713

3 0 9 1 2 0 0 2 3 2 0 1 23

75 16 8 9 0 1 8 6 9 6 3 1 142

1 2 2 0 3 2 14 3 6 6 1 3 43

2 0 5 5 4 3 5 4 3 0 1 0 32

58 178 8 143 5 36 11 3 14 2 4 3 465

9 8 16 17 8 5 16 10 12 6 11 6 124

205 16 12 30 14 14 33 23 36 25 18 29 455

776 672 504 713 218 368 451 537 332 398 290 237 5,496

証 明 書 発 行 ・ 作 成

心 電 図

測 定

休 養

カ ウ ン セ リ ン グ

学 生 相 談

電   話   フ   ォ   ロ   ー

２０１６年度　　利用状況

整 形

外 科

内 科

皮 膚 疾 患

耳 鼻 科

眼 科

計

病 院 紹 介 ･ 作 成

そ の 他

歯 科 口 腔

婦 人 科

処 置

投 薬

理 学 療 法

血 液 検 査

検 尿

エ コ ー

血 圧 ・ 検 温 ・ 検 査

In Body
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

42 37 35 56 18 28 48 44 21 49 34 9 421

0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2

36 44 15 12 14 12 30 13 16 10 16 8 226

1 4 7 2 0 4 2 0 0 0 1 0 21

1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3

2 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 6

0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 7 13 19 6 7 7 3 5 16 5 1 100

28 36 28 23 8 20 34 25 18 18 16 20 274

9 5 12 9 8 11 24 9 11 12 19 9 138

0 1 2 0 9 45 23 1 0 0 0 2 83

51 2 0 2 2 0 3 0 0 0 0 2 62

56 3 0 4 6 3 19 14 5 4 24 0 138

6 0 0 1 0 0 17 0 2 1 0 0 27

35 28 20 7 3 89 37 136 20 26 19 6 426

159 136 86 178 90 24 45 0 0 0 0 0 718

30 38 46 34 16 12 56 54 43 42 44 22 437

0 2 2 4 0 0 3 0 1 4 3 2 21

84 15 15 18 9 4 22 11 15 10 11 13 227

6 4 8 1 12 23 21 9 4 6 2 3 99

2 2 7 3 4 4 14 5 7 3 2 1 54

40 34 166 42 12 20 11 7 3 1 5 6 347

25 12 12 21 7 5 15 8 10 20 8 6 149

239 76 74 71 18 78 30 117 24 29 18 16 790

863 488 549 507 242 389 462 459 205 253 227 127 4,771

耳 鼻 科

眼 科

計

病 院 紹 介 ･ 作 成

そ の 他

歯 科 口 腔

婦 人 科

処 置

投 薬

理 学 療 法

血 液 検 査

検 尿

エ コ ー

血 圧 ・ 検 温 ・ 検 査

In Body

2017年度　　利用状況

整 形

外 科

内 科

皮 膚 疾 患

証 明 書 発 行 ・ 作 成

心 電 図

測 定

休 養

カ ウ ン セ リ ン グ

学 生 相 談

電   話   フ   ォ   ロ   ー
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

37 44 40 55 21 17 34 40 24 17 56 33 418

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

81 37 15 40 23 11 14 23 17 14 10 3 288

4 3 2 2 0 1 1 2 1 1 2 1 20

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4

3 0 2 0 1 0 0 1 0 0 0 0 7

1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 8 13 30 5 2 3 14 4 2 5 1 97

39 33 30 45 11 11 27 50 21 16 19 12 314

7 29 31 36 34 35 40 61 25 13 24 11 346

9 0 0 0 32 2 18 12 1 23 12 1 110

58 14 2 1 3 1 1 0 0 1 1 0 82

34 16 1 2 7 1 12 0 14 17 28 15 147

30 3 3 1 0 1 3 1 2 2 0 0 46

64 29 30 30 20 4 19 30 17 40 14 6 303

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

51 45 68 131 82 76 145 134 66 89 76 48 1,011

2 1 2 5 3 1 1 0 1 2 1 0 19

72 22 19 16 2 7 8 12 13 17 16 16 220

4 12 11 22 3 5 3 9 7 7 4 6 93

2 5 4 1 7 3 8 10 2 4 2 8 56

52 62 142 65 14 23 5 2 8 3 2 5 383

42 12 13 19 13 8 8 17 13 17 5 7 174

256 74 31 46 20 24 21 124 20 18 22 28 684

859 450 459 547 301 233 371 542 258 303 299 203 4,825

証 明 書 発 行 ・ 作 成

心 電 図

測 定

休 養

カ ウ ン セ リ ン グ

学 生 相 談

電   話   フ   ォ   ロ   ー

2018年度　　利用状況

整 形

外 科

内 科

皮 膚 疾 患

耳 鼻 科

眼 科

計

病 院 紹 介 ･ 作 成

そ の 他

歯 科 口 腔

婦 人 科

処 置

投 薬

理 学 療 法

血 液 検 査

検 尿

エ コ ー

血 圧 ・ 検 温 ・ 検 査

In Body
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業　　務　　報　　告

（1）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

83 45 60 68 18 20 23 32 47 34 29 30 489

0 0 1 0 0 0 2 1 0 2 0 1 7

82 34 34 51 9 7 8 10 20 20 19 4 298

2 2 4 5 0 0 4 2 1 0 0 0 20

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

0 1 0 0 2 1 1 0 1 0 2 0 8

0 0 3 0 1 0 1 0 0 1 0 0 6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 7 26 32 10 11 13 8 8 12 2 4 141

20 10 25 30 14 14 22 15 20 26 16 4 216

16 31 35 83 26 37 54 53 42 27 26 33 463

5 4 6 8 5 3 1 1 1 2 0 0 36

67 15 3 2 0 0 0 1 0 0 0 0 88

57 22 3 6 2 0 10 11 3 0 32 1 147

14 4 5 5 1 0 1 0 2 0 1 1 34

43 24 22 16 13 8 18 28 20 28 28 3 251

72 1 1 3 1 0 0 3 8 1 2 1 93

73 225 357 180 60 83 148 194 134 99 73 40 1,666

2 0 0 1 1 0 5 8 2 4 2 0 25

62 24 19 25 11 3 9 20 25 21 13 26 258

10 9 26 11 12 1 2 15 11 8 13 24 142

3 13 29 12 5 6 27 20 31 15 24 21 206

28 22 25 5 7 45 6 2 10 4 2 1 157

25 21 22 15 10 7 14 12 10 17 12 6 171

76 113 39 34 23 29 18 110 23 12 17 8 502

748 627 745 592 231 275 387 546 419 334 313 208 5,425

証 明 書 発 行 ・ 作 成

心 電 図

測 定

休 養

心 理 カ ウ ン セ リ ン グ

相 談 ・ 電 話 フ ォ ロ ー

心 理 電 話 フ ォ ロ ー

令和元年度　　利用状況

整 形

外 科

内 科

皮 膚 疾 患

耳 鼻 科

眼 科

計

病 院 紹 介 ･ 作 成

そ の 他

歯 科 口 腔

婦 人 科

処 置

投 薬

理 学 療 法

血 液 検 査

検 尿

エ コ ー

血 圧 ・ 検 温 ・ パ ル ス

検査 （装置 ・ その他 ）
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鹿屋体育大学障がい学生支援室要項 

 

                             平成２８年 １ 月２１日 

                             学 長 裁 定 

 

（趣旨） 

第１ この要項は、鹿屋体育大学（以下「本学」という。）に在籍又は在籍する見込みの障

がい学生（障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受け

る状態にある学生をいう。以下同じ。）を支援する障がい学生支援室（以下「支援室」と

いう。）に関する必要な事項について定める。 

 

 （設置） 

第２ 本学に、障がい学生が円滑かつ良好な修学・学生生活を行う上で必要な支援を行うた

め、支援室を置く。 

２ 支援室は、学長の指揮のもと、本学内の機関・組織等と協力連携した全学の協働組織と

する。 

 

 （組織） 

第３ 支援室は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 (1) 室長 

 (2) 心理相談員のうちから室長の指名した者 若干名 

 (3) 学長が指名した教員 若干名 

  (4) 事務局長が指名した事務職員 若干名 

２ 室長は、学長補佐（学生支援担当）をもって充てる。 

３ 室長は、支援室の業務を掌理し、学生委員会ほか学内関係機関・組織等との連絡調整を

行う。 

４ 第１項第２号及び第３号に掲げる者の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員

を生じた場合の後任の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

 （業務） 

第４ 支援室は、次に掲げる業務を行う。 

  (1) 障がい学生からの相談に関すること。 

  (2) 障がい学生への支援に関する課題解決に関すること。 

  (3) 障がい学生への支援に関する連絡調整・連携に関すること。 

  (4) 障がい学生への支援に関する調査研究に関すること。 

  (5) 障がい学生への支援の情報公開に関すること。 

  (6) 障がい学生への支援に関する啓発に関すること。 

 (7) その他支援室の目的を達成するために必要な事項 

 

（連絡会議） 

第５ 障がい学生に関する事項について、全学的な連絡調整を行うため、本学に障がい学生

支援連絡会議（以下「連絡会議」という。）を置く。 

２ 連絡会議に関し必要な事項は、別に定める。 
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 （秘密の保持） 

第６ 障がい学生への支援に関わる者は、知り得た秘密を、職務上必要な場合を除き他に漏

らしてはならない。 

 

  （事務） 

第７ 支援室に関する事務は、学生課において処理する。 

 

 （雑則） 

第８ この要項に定めるもののほか、支援室に関し必要な事項は、室長が別に定める。 

 

    附 則 

 この要項は、平成２８年４月１日から施行する。 

2/2



鹿屋体育大学障がい学生支援連絡会議要項 

 

                              平成２８年 １ 月２１日 

                              学 長 裁 定 

改正   平成２８年 ７月２７日 
 

（趣旨） 

第１ この要項は、鹿屋体育大学（以下「本学」という。）に在籍又は在籍する見込みの障

がいのある学生（以下「障がい学生」という。）について、全学的な連絡調整を行うため

に置く障がい学生支援連絡会議（以下「連絡会議」という。）に関する必要な事項につい

て定める。 

 

 （業務） 

第２ 連絡会議は、障がい学生の円滑かつ良好な修学・学生生活への支援に必要な全学的な

連絡調整を行う。 

２ 連絡会議は、前項の連絡調整について、本学障がい学生支援室と連絡を密にして行う。 

 

 （組織） 

第３ 連絡会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 (1) 障がい学生支援室室長  

 (2) 保健管理センター所長 

 (3) 教務委員会副委員長 

 (4) 入試委員会副委員長 

 (5) 学生委員会副委員長 

 (6) 財務・施設環境委員会副委員長 

 (7) 教務課長 

  (8) 学生課長 

  (9)その他学長が必要と認めた者 

２ 連絡会議の議長は、障がい学生支援室室長をもって充てる。 

３ 議長は、連絡会議を招集し、議長に事故があるときは、前もって議長が第１項に定める

構成員のうちから定めた者がその職務を代行する。 

 

 （意見の聴取） 

第４ 議長は、必要と認めたときは、連絡会議に構成員以外の者を出席させ、意見を聴取す

ることができる。 

 

 （秘密の保持） 

第５ 障がい学生への支援に関わる者は、知り得た秘密を、職務上必要な場合を除き他に漏

らしてはならない。 

 

  （事務） 

第６ 連絡会議に関する事務は、学生課において処理する。 
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 （雑則） 

第７ この要項に定めるもののほか、連絡会議に関し必要な事項は、別に定めることができ

る。 

 

    附 則 

  この要項は、平成２８年４月１日から施行する。  

 

   附 則（平２８．７．２７） 
この要項は、平成２８年８月１日から施行する。 
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意見・要望等の内容（主旨） 措置等

食堂横のトイレを綺麗にしてください。

トイレを様式にしてほしい。

学生委員会委員長から施設課へ要望書を提出。

令和元年度に改修された。

学生ラウンジ及びロッカールームの使用について私物が

多かったり、溜まり場になっているため使用出来ません。

ごはんを食べたり、集まる場所が少ない。

学生ラウンジ、ロッカールームについて、現在置かれている私物等について

は、持ち帰るよう呼びかけ、不要物品の撤去等を行った。

その後、学生ラウンジの清掃、机・いすの入れ替え等の整備を行った。

トレーニング場の床が割れたり、穴があいているためケガ

をしそうになった。

屋外トレーニング場のプラットフォームにおいて、一部破損が見受けられた

ので、安全対策のために破損度合いの大きい箇所から順次（平成29年

度～30年度）修理した。

レッグプレスを２台購入して欲しい。腰をケガした時にト

レーニングする機器が不足している。
屋外トレーニング場において、レッグプレスマシンを１台購入した。

パワーラックが老朽化しているので、メンテナンスをして欲

しい。

屋外トレーニング場において、安全対策のためにパワーラックの不良箇所

を平成29年度中に修理した。

なお、屋内外のトレーニング場では、安全対策のために年に2回、トレーニ

ング機器の保守・点検、必要に応じて修理している。

トレーニング場に、ランニングマシーンを増やしてほしい。 屋内トレーニング場に、ランニングマシーンを1台増設した。

屋外トレーニング場と陸上競技場の掃除用具がボロボ

ロであり、掃除ができない。交換してほしい。

屋外トレーニング場及び屋内トレーニング室について、年度末までに掃除

道具の交換を行った。

屋外トレーニング場にトイレを作ってほしい。 令和2年度に屋外トレーニング場トイレ増築工事を実施。

主体育室にある冷水機と製氷機を修理して欲しい。
冷水機は、交換を行った。

製氷機は、定期的に保守・点検を行っている。

学部生も本を１０冊まで貸し出し可能にして頂けると

嬉しいです。

令和元年6月21日から、学部学生も10冊まで、4週間貸出できるように

した。

食堂や売店で使うことのできる電子マネーを作ってほし

い。チャージは、日本どこでもできるようなもの。
学生食堂および厚生会売店で、QRコード決済「PayPay」を導入した。

売店や食堂をもっと大規模にしてほしい。

学生食堂について、令和2年1月にフローリングの張替え、コンセント付き

のカウンター席やレイアウトを自由に変えられるキャスター付き勾玉型テー

ブルを新設等のリニューアルを行った。

オリンピックボランティアの補助

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会において、ボランティアに参

加する学生が期間中のボランティア活動、事前研修等に支障がないよ

う、学事日程等の配慮、経済的な支援を実施予定。

インフルエンザ予防対策（毎年冬になると、風邪やイン

フルエンザが流行するので、大学全体での予防策を考え

ておくと良いと思う）

令和元年度健康セミナーにおいて感染症予防をテーマに実施した。

学生宿舎補食室の冷たい水の出が悪いです。

直りますか？
意見を確認した当日に職員が現場を確認し、水の流量を調整した。

体育館から聞こえる音楽がうるさすぎます。研究棟まで

聞こえていて、実験等に影響するので音を小さくしてほし

い。

学生課から該当する部に要望を伝え、改善するよう指導した。

なんでんかんでん語ろう会、学生なんでも意見箱における学生の要望内容及び対応状況（2016～2019年度）
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は じ め に 
 

 本調査は、本学学生の生活状況の実態を把握し、心身の健康管理など学生が抱える諸問題を大学とし

て、生活・就学の指導に役立たせることを目的に行われているものです。前回は3年前の平成28年（2016

年）度に実施し、今年で 11 回目になります。調査内容は学年毎に、「生活状況」、「健康状態」、「課外活

動」、「大学生活」、「ハラスメント」、「学内施設利用状況」等、多項目にわたる視点から調査を行いまし

た。 

 また、本学の特徴として少人数教育が挙げられます。具体的には、１、2 年生では 10 名程度の小ク

ラスでの学生の指導、３、４年生では各自の関心・進路により選択したゼミナール指導という形式を取

り、学生個々人が充実した大学生活を営めるように、組織的に取り組んでいます。このような指導の中

で、担当教員や同級生との人間関係を深め充実した学生生活が送れるよう努めているところです。また、

本学が体育大学であることから、学生の 9 割近くが課外活動団体に所属し、日々活動に取り組む中での

社会性（倫理観や社会規範、フェアプレイ等）も培われています。 

 本報告書が全国から集まっている学生諸君が、学生相互間の連帯感、信頼感などの醸成、自分自身が

抱えている問題の解決の手掛かりとして活用され、有意義な学生生活を送っていただくための資料とな

ることを期待します。また、教職員の方々にも、本報告書を様々な場面で学生生活の指導に有効に活用

いただければ幸いです。 

 最後になりましたが、本調査にご協力いただいた学生諸氏、本調査の実施・報告書の作成にご協力い

ただいた学生委員会委員及び関係の教職員の皆様方に、ここに意を尽くせませんが、深く厚く御礼申し

上げます。 

 

 

 

 令和２年３月 

 

                            令和元年度学生委員会      

委員長  濱 田  幸 二 
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学生生活実態調査の概要 
 

１．調査目的 
  本調査（学生生活実態調査）は、本学学生の生活及び課外活動などの状況を把握し、学生の経済的実情  

及び課外活動などに対する意識や取組みを明らかにするとともに、今後の学生に対する支援事業等の改善 

充実を図るための基礎資料を得ることを目的として実施しています。 

なお、本調査結果については分析した上で報告書を作成し、その報告書を今後の学生に対するより一層 

の支援事業等の改善充実を図るための基礎資料として活用します。 

 

２．調査実施組織 
本調査については、本学常任委員会である学生委員会が担当し、実施しました。 

同委員会の構成員（令和元年度）については、次のとおり。 

 

３．調査対象及び方法 
  本学に在学する学部学生全員 756 人（令和元年１０月１日に在籍する正規生のうち休学者を除いた者） 

を調査対象としました。 

調査方法は、本学のタブレット必携化を鑑み、回答及び集計の時間短縮を図るため、前回までの紙媒体 

から Web を活用した方法へと変更しました。 

対象学生(全体)については次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．調査時期 
調査基準日：令和元年１０月１日 

調査期間：令和元年 10 月 2 日（水）～10 月 31 日（木） 

 

５．調査項目 
  調査項目については、これまでの質問内容及び他部署で行っているアンケート調査の項目等を精査し、 

設問数を減らすとともに、内容の修正を行いました。 

Ⅰ基本事項、Ⅱ生活状況、Ⅲ健康状態、Ⅳ課外活動状況、Ⅴ大学生活の状況、Ⅵハラスメント 

Ⅶ学内施設利用状況、Ⅷ大学への意見・要望、Ⅸ大学に対する満足度 

 

６．調査結果の分析、報告書の作成 
本調査の集計は学生課で行い、集計結果をもとに学生委員会委員が分析を行いました。 

なお、本報告書は電子ファイル（PDF）により、学内公開します。  

委 員 長 

 
： 濱田 幸二 学長補佐（学生支援担当）・教授 

副委員長 ： 瓜田 吉久 学長補佐（競技力向上担当）・教授 

委    員 ： 濱田 初幸 教授 吉重 美紀 教授 安田  修 教授 
  木葉 一総 准教授 藤田 英二 准教授 沼尾 成晴 准教授 
  浜田 幸史 准教授 與谷 謙吾 准教授 榮樂 洋光 講師 
  幾留 沙智 講師 有馬 正人 事務局次長 宮園 礼子 学生課長 

在籍学生数（令和元年10月1日現在） （単位:人）
学年　

　課程

スポーツ総合課程 129 127 148 144 548

武道課程 52 50 53 53 208

計 181 177 201 197 756
※休学者、非正規生は除く。

１年
（平成31年度入学）

計４年
（平成28年度以前入学）

３年
（平成29年度入学）

２年
（平成30年度入学）
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I 調査の実施状況 
 

1．回答状況 

  学部学生 756 名（休学者、非正規生は除く）のうち、回答者は 438 名で回収率は 57.9%でした（前 

 回調査の回答率は 56.6%）。課程別の回収率はスポーツ総合課程 58.6%、武道課程 56.3%でした。学年 

 別の回答率をみると最も高いのは 1 年次生で 75.1%でした。次に 3 年次生 61.2%、4 年次生 50.0%と 

 続いており、2 年次生は 47.5%と５割を切る回答率でした。 

 回答数の男女比は男子学生 69.4%、女子学生 30.6%でした。男女別に回答率を求めたところ男子学生 

が 54.5%、女子学生が 67.7%となり、女子学生の回答率の方が高くなりました。 

 

回答状況一覧（休学者、非正規生は除く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【性別・学年別】

学年

性別 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

対象数 128 53 132 45 154 47 137 53 7 0 558 198
回答数 90 46 63 21 89 34 62 33 0 0 304 134
回答率 70.3% 86.8% 47.7% 46.7% 57.8% 72.3% 45.3% 62.3% 0.0% 54.5% 67.7%

３年
（平成29年度入学）

４年
（平成28年度入学）

４年
（平成27年度以前入学）

総計１年
（平成31年度入学）

２年
（平成30年度入学）

【課程・学年別】

対象数 129 52 181
回答数 99 37 136
回答率 76.7% 71.2% 75.1%
対象数 127 50 177
回答数 68 16 84
回答率 53.5% 32.0% 47.5%
対象数 148 53 201
回答数 86 37 123
回答率 58.1% 69.8% 61.2%
対象数 140 50 190
回答数 68 27 95
回答率 48.6% 54.0% 50.0%
対象数 4 3 7
回答数 0 0 0
回答率 0.0% 0.0% 0.0%
対象数 548 208 756
回答数 321 117 438
回答率 58.6% 56.3% 57.9%

総計　　　　　　　　　　　　　　　課　程
　　学　年 スポーツ総合 武道

総計

１年
（平成31年度入学）

２年
（平成30年度入学）

３年
（平成29年度入学）

４年
（平成28年度入学）

４年
（平成27年度以前入学）
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2.5%

52.1%

2.1%

43.4%

自宅

アパート・マンション

下宿・貸間

学生宿舎

Ⅱ 生活状況 
 

1．住居 

  ｢アパート・マンション｣52.1%、および｢学生宿 

 舎｣43.4%で殆どを占めています。前回から若干で 

 すが下宿、賃間は減少となりました。｢アパート・ 

 マンション｣へ移行したようです。｢学生宿舎｣につ 

 いては、学生数と｢学生宿舎｣の定員が毎年ほぼ同数 

 であることから、変動しにくいものと考えられます。 

 

 

2．食事 

（1）朝食について 

  朝食を｢毎日食べる｣と答えた学生は、60．0%で、過去 5 回の調査結果（53.7%、55.5%、60.0%、 

 61.0%、58.5%）と同様の結果となりました。｢食べない｣5.3％、｢週に 1～3 日｣10.3%という欠食 

 が多い学生もいることから、改善が必要と考えらます。 

 

（2）昼食について 

  昼食は、｢毎日食べる｣が 81.1%と前回より 3%程増加しましたが、全体的には前回同様の傾向と 

 なりました。競技種目によっては減量を必要とする競技もあり、この学生が毎日食べる以外の割合に 

 含まれていることも考えられます。 

 

（3）夕食について 

  夕食は｢毎日食べる｣が 90.6%で（過去 86.7%、88.8%）若干の増加傾向にある結果となりまし 

 た。一方で、1 割ほどの学生が週に 1 回以上夕食を抜くという点が、過去同様の結果であることから、 

 規則正しい生活、食習慣について経過をみる必要があると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.0%
24.4%

10.3%

5.3%

81.1%

15.5%

2.7%
0.7%

毎日食べる 週に４～６日食べる 週に１～３日食べる 食べない

90.6%

9.1%

0.2%

(週に1～3日食べる)

Ｑ．住居はどれですか 

Ｑ．朝食について Ｑ．昼食について Ｑ．夕食について 
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80.9%

15.1%

2.3%

1.3%
0.5%(5回以上)

ない

１回

２回

３回

５回以上

3．交通手段 

 「徒歩」が 32.6％と最も多く、次いで「自動車」 

 29.5％、「バイク」23.7％となりました。「徒歩」 

 が最も多かった結果は、前回の調査と同様です。 

 しかしながら、今回の調査では前回の調査とは異な 

 り、「自動車」での通学が「バイク」での通学を上 

 回る結果となり、「バイク」よりも「自動車」での 

 通学が増加傾向にあることがうかがえます。 

 

 

４．運転免許の取得 

  「運転免許を取得している」と回答した人は 90.6％と、 

 9 割以上の人が自動車およびバイクの運転免許を取得して 

 いました。 

 

 

 

5．交通違反 

（1）入学後の交通違反回数 

  「ない」と回答した人が 80.9％と前回の調査の 

 72.2％よりも高くなっています。一方、2 回以上 

 の違反者は 5％程度でした。前々回および前回の 

 調査と比較すると、年々、交通違反者が減少して 

 いることがうかがえます。学生の交通ルールに対 

 する意識が向上していることが考えられますが、 

 引き続き、交通安全に関する取組を継続していく 

 ことが必要です。 
 

（2）違反の内容 

  「スピード違反」の件数（36 件）が最も多く、次いで「一時停止違反」（15 件）、「右左折禁止違 

 反」（12 件）となっています。「脇見・携帯」も 7 件となっており、運転中にスマートフォン等の操 

 作をしないよう注意喚起することが必要です。また、「当て逃げ」の違反が見られる点はより早急な 

 対応が必要と考えます。違反者が減少しているとはいえ、大学として交通安全のさらなる啓発活動が 

 必要といえます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

32.6%

13.7%23.7%

29.5%

0.5%(バス)

徒歩

自転車

バイク

自動車

バス

1

1

1

2

2

3

4

7

12

15

36

0 5 10 15 20 25 30 35 40

追突

当て逃げ

整備不良

転回禁止違反

シートベルト着用違反

信号無視

二段階右折違反

脇見・携帯

右左折禁止違反

一時停止違反

スピード違反

(人)

90.6%

9.4%

はい

いいえ

Ｑ．通学のための交通手段は主に何ですか 

Ｑ．運転免許(バイクを含む)を取得していますか 

Ｑ．入学後交通違反をしたことがありますか 

Ｑ．どんな違反でしたか（複数回答） 
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6．交通事故 

（1）入学後の交通事故 

  「ない」が 87.0％、「1 回」が 11.2％、「2 回以上」 

 が 1.8％と前回の調査とほとんど同様の結果となりま 

 した。交通事故には未然に防ぐことができる場合とで 

 きない場合がありますが、被害者もしくは加害者にな 

 らないために今後も学生の交通マナーを向上させるこ 

 とが重要といえます。 

 

 

 

（2）自動車、バイクの所有 

  約 5 割の人が「自動車」、約 3 割の人が「バ 

 イク」を所有しており、8 割をこえる学生が 

 自動車もしくはバイクを所有している結果と 

 なりました。 

 

（3）任意保険の加入状況 

  「はい」と回答した人は 95.4％と前回の調 

 査（90.0％）よりは任意保険の加入者が増加 

 しています。しかしながら、万が一の事故に 

 備え、任意保険の加入を強く呼びかける必要 

 があると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

7．学修目的以外でのインターネット・スマートフォン等の使用状況 

  「2 時間以上 3 時間未満」（160 人）が最も多く、次いで「3 時間以上 4 時間未満」（87 人）、 

 「1 時間以上 2 時間未満」（85 人）となっています。1 時間以上使用する者の割合は 95％を超え 

 ており、通信端末の利用が生活の一部になっていることがうかがえます。 

  しかしながら、利用方法によっては、学業の妨げだけでなく、事件・事故の誘発や身体・精神的 

 問題に発展することも懸念されます。大学として利用方法に関するリテラシーを高める活動が必要 

 であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87.0%

11.2%

1.6%
0.2%(4回)

ない

１回

２回

４回

52.6%32.0%

15.4%
自動車を所有している

バイクを所有している

所有していない

95.4%

4.6%

はい

いいえ

41

45

87

160

85

11

6

0 50 100 150 200

5時間以上

4時間以上5時間未満

3時間以上4時間未満

2時間以上3時間未満

1時間以上2時間未満

1時間未満

ほとんど使用しない

（人）

Ｑ．入学後交通事故にあった(をした)ことがありますか 

Ｑ．自動車(バイクを含む)を所有していますか 

Ｑ．学修目的以外でインターネット・携帯電話・スマートフォンを 1 日平均どのくらい使用していますか 

Ｑ．任意保険に加入していますか 
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55.7%44.3%

ある

ない

1.3%
2.9%

70.4%

22.9%

2.5%
学生課（掲示板）

教員

友人・知人・先輩

アルバイト情報誌

その他

10.1%

3.4%

79.4%

0.4%(調査) 6.7%

家庭教師・学習塾講師

一般事務

販売・サービス

調査

その他

8．アルバイト経験と紹介先 

（1）今年度のアルバイト経験 

  前回の調査に比べ、アルバイト経験者が若 

 干減少しましたが、「ある」が 55.7％、「なし」 

 が 44.3％でアルバイト経験者が多く、6 割近 

 くの学生はアルバイトに従事していることに 

 なります。後述のように、生活費など生活の 

 ためにアルバイトに従事する学生が多いこと 

 がうかがえます。 

 

（2）アルバイトの紹介元 

  前回の調査と同様、「友人・知人・先輩」が 

 アルバイトの紹介元として最も多く（70.4％）、 

 次いで「アルバイト情報誌」（22.9％）となり 

 ました。個人の人脈を通じてアルバイトが紹介 

 される場合が多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）アルバイトの職種 

  「販売・サービス」が約 8 割（79.4％）を占め、 

 次いで「家庭教師・学生塾講師」（10.1％）となりま 

 した。 

 

 

 

 

（4）週平均のアルバイト時間 

  前回の調査と同様、「10 時間以上」（51 人）が最も多い結果となりました。一方、「2 時間未満」（16 

 人）は前回の調査に比べ減少しており、1 回のみのアルバイトよりも継続的なアルバイトに従事する学 

 生が増加していることがうかがえます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
6

51

35

36

45

44

16

0 10 20 30 40 50 60

その他(それ以上）

10時間以上12時間未満

8時間以上10時間未満

6時間以上8時間未満

4時間以上6時間未満

2時間以上4時間未満

2時間未満

（人）

Ｑ．今年度，アルバイトをしたことがありますか 

 （していますか） 

Ｑ．アルバイトの主な紹介先はどこですか 

Ｑ．アルバイトの職種は何ですか 

Ｑ．1 週間に平均何時間くらいアルバイトをしますか 
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（5）アルバイトの主な目的 

  「生活費のため」（171 人）が前回の調査と同様、最も多い結果となりました。次いで、「社会勉強の 

 ため」（88 人）、「趣味・レジャーのため」（75 人）があげられています。学生はアルバイトを「生活費」 

 「課外活動」「学費」といった直接的な支出のためだけではなく、就職活動に向けた取り組みとして位置 

 付けていることも垣間見えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）学生生活とアルバイトとの関係 

  前回の調査と同様、「ほとんど支障がない」（184 名）が多数を占めています。しかしながら、「教 

 養・娯楽の時間を切り詰めている」や「睡眠時間を切り詰めている」もあげられていることを考える 

 と、学業や課外活動への影響が懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9．授業料免除・奨学金 

（1）奨学金の受給先 

   奨学金の貸与または給付を受けたことがある学 

 生は、日本学生支援機構が 51.8%となりました。 

 その他の地方公共団体、民間企業等の奨学金を含め 

 ると約 6 割の学生が貸与または給付を受けている結 

 果になりました。 

5

24

25

184

0 50 100 150 200

課外活動を抑えている

睡眠時間を切り詰めている

教養・娯楽の時間を切り詰めている

ほとんど支障はない

（人）

1

24

35

60

75

88

171

0 50 100 150 200

その他

アルバイトそのものを楽しむため

学費のため

課外活動の活動費のため

趣味・レジャーのため

社会勉強のため

生活費のため

（人）

51.8%

4.1%1.6%

42.5%

日本学生支援機構

地方公共団体

民間企業・民間団体

いずれも受けたことはない

Ｑ．学生生活とアルバイトとの関係はどうですか 

Ｑ．アルバイトをする主な目的は何ですか（複数回答） 

Ｑ．奨学金の貸与又は給付を受けたことがありますか 

  （複数回答） 
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（2）奨学金の役立て方 

  奨学金をどんな面に役立てているかについての質問では、｢保護者からの仕送りが軽減できる｣が 

 最も多い回答となり前回同様の結果となりました。次いで｢奨学金のおかげで勉学が成り立っている｣、 

 ｢ゆとりある生活ができる｣、｢定期的な収入になる｣、｢アルバイトに精を出さなくてよい｣という結果 

 になりました。 

                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．消費者トラブル 

  入学後のトラブルについて、「アルバイト関連」で 4 件、「架空請求」2 件、｢宗教勧誘｣、｢悪徳商 

 法｣、｢インターネット関連｣、｢金銭関連｣が 1 件ずつとなりました。｢その他｣4 件を含めると述べ 14 

 件となりました。予防や対処法の啓発活動を引き続き行っていく必要が考えられます。 

 

23

52

58

98

147

0 50 100 150 200

アルバイトに精を出さなくてよい

定期的な収入になる

ゆとりある生活ができる

奨学金のおかげで勉学が成り立っている

保護者等からの仕送りが軽減できる

（人）

4

1

1

1

1

2

4

0 1 2 3 4 5

その他

金銭関連

インターネット関連

悪徳商法

宗教勧誘

架空請求

アルバイト関連

（人）

Ｑ．奨学金はどんな面で役に立っていますか（複数回答） 

Ｑ．入学後トラブルにあったことがありますか（複数回答） 
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20

2

2

2

3

7

9

13

17

76

99

106

0 20 40 60 80 100 120

その他

火傷

泌尿器・生殖器

精神疾患

循環器

呼吸器系

歯

骨折

消化器

外傷

捻挫

風邪

（人）

Ⅲ 健康状態 
 

（1）現在の健康状態は？ 

 現在の健康状態は「良好」と答えた学生が 

91.8％で、ほとんどの学生は健康状態がよい 

と感じているようです。その一方で、「やや不 

調」と感じている学生が 6.6%、「不調」と感 

じている学生も 1.6%います。 

「やや不調」あるいは「不調」と感じる原因

の内訳を見てみると「睡眠不足」が最も多くて

34.4%、次いで「精神的な悩みや不安」が 23.4%

でした。この傾向は前回と同じです。次に見ら

れるのが「食生活の乱れ」「不規則な生活」「課

外活動による疲労」で、すべて 12.5％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）学生の健康状態 

  病気・ケガのなかでは「風邪」が最も多くて 106 件でした。「捻挫」と「外傷」がその次に多く、 

 それぞれ 99 件、76 件でした。「捻挫」と「外傷」は前回の 18 件、13 件よりも増えています。本学 

 は体育大学ですからケガはつきものですが、気をつけたいものです。「骨折」も前回の 6 件から 13 

 件に増えていました。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.8%

6.6%

1.6%

良好

やや不調

不調

34.4%

12.5%
12.5%

12.5%

23.4%

4.7% 睡眠不足

食生活の乱れ

不規則な生活

課外活動による疲労

精神的な悩みや不安

その他

Ｑ．現在の健康状態はどうですか 

Ｑ．「やや不調」「不調」と答えた原因は何ですか。 

  （複数回答） 

Ｑ．本年４月以降、病気・ケガをしましたか（複数回答） 
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67.1%

27.9%

4.9%

特にない

多少あるが問題はない

ある

57.1%42.9%

いる

いない

（3）悩みや不安はありますか？ 

悩みや不安は「特にない」と答えた学生が、全体の 

 約 3 分の 2 の 67.1%でした。逆に悩みや不安が「あ 

る」と答えた学生は 4.9%でした。これは前回の 9.4% 

に比べると約半分に減っています。「多少あるが問題は 

無い」と答えた学生も前回の 34.5%から 27.9%に減 

っていました。 

 

 

  悩みや不安の原因で前回に比べて最も大きく変化していた項目は「勉学」で、44 件から 9 件に減 

 っていました。その他でも「進路・就職」（前回の調査では「就職問題」）が 20 件から 11 件、「経済 

 的理由」が 18 件から 6 件とほとんどすべての項目が減少していました。今回の調査で最も多かった 

 のは「課外活動」で、この項目だけは前回の調査と同数の 15 件でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、悩みを相談できる身近な人の存在に関しては、「い 

る」を答えた学生は 57.1%で、前回の 95.3%よりも大き 

く減っていました。原因はわかりませんが、悩みや不安が 

「ある」と答えた学生が前回よりも減少していることと関 

係しているのかもしれません。 

 相談している相手は「友人・先輩」が最も多く、次が「家 

族、親戚」でした。この傾向は前回の調査と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

11
9

6 6 6 6 5 5
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活
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的
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友
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関
係
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分
の
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と
の
関
係
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関
係

（

人
）

1

1

2

2

9

4

0 2 4 6 8 10

指導教員・顧問教員以外の教員

課外活動の顧問教員

小クラス・ゼミ担当教員

中高の時の先生

友人・先輩

家族・親戚

(人)

Ｑ．あなたの持っている悩みや不安はどんなことですか（複数回答） 

Ｑ．あなたの悩みについて相談できる 

 身近な人がいますか 

Ｑ．どの人に相談しますか（複数回答） 

Ｑ．現在、悩みや不安がありますか 

- 10 -



47.9%

33.3%

18.9% 食事

睡眠

特にない

1.6%

13.8%

40.6%

43.9%

ほぼ毎日飲む

週に数回飲む

ほとんど飲まない

全く飲まない

95.3%

1.2%

2.1%

0.5%

0.9%

吸わない

1日に5本未満

1日に5～10本

1日に11本～20本

1日に20本以上

（4）健康維持のためには 

  学生自身が健康維持のために意識して取り組んでいる内容 

は、食事(約 5 割)と睡眠(約 3 割)が 8 割を占める傾向でした。 

  その内、睡眠に関しては、早め(22 時以前)に就寝する者や 

25 時以降から就寝する者と個人差が大きく、それに伴い起床 

時間も早い者と遅い者にパターン化される傾向であったため、 

平日の朝食や 1 限目の授業に遅刻しないためにも、早々に就寝 

できるように生活リズムを整える方が良いと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）飲酒や喫煙 

  お酒を飲む頻度については、前回と大きな変化はみら 

 れず、「ほとんど飲まない(月 1 回程度)」あるいは「全 

 く飲まない」が 8 割以上を占めている一方で、1 割程度 

 が「ほぼ毎日飲む」と回答しています。この結果(「ほ 

 ぼ毎日飲む」)を一概に問題視することは出来ませんが、 

 勉学や部活動への取組みを考えると、「週に数回飲む」 

 程度へ移行する方が望ましいと感じます。 

 
  タバコについては 9 割以上が非喫煙者であり、来年度から本学が敷地内全面禁煙になることを考慮 

 すると、大きな問題は生じないと思われます。 

 

 

 

1.4%

14.1%

38.3%
35.2%

11.0%

●就寝時間

午後10時以前

午後10時～11時

午後11時～午前0時

午前0時～午前1時

午前1時以降

0.9%

12.0%

26.1%

48.8%

12.2%

●起床時間

午前4時～5時

午前5時～6時

午前6時～7時

午前7時～8時

午前8時以降

0.9%

10.1%

58.2%

27.7%

3.1%●平均睡眠時間

4時間以下

5時間程度

6時間程度

8時間程度

9時間以上

Ｑ．健康上心がけていることは何ですか 

Ｑ．就寝、起床は何時ごろですか。また、平均睡眠時間はどれくらいですか。 

Ｑ．お酒をどのくらい飲みますか。 

Ｑ．タバコは吸いますか。 
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Ⅳ 課外活動状況 
 

１．課外活動をどう思うか 

体育大生にとって、課外活動は同好会的意味合い 

ではなく自身の得意分野を活かした研鑽の場であ 

り、競技者として常に努力し将来の体育人としての 

知識・経験を得る場として考えているためでしょう。 

課外活動が必要、およびある方がよいを合わせると 

94.6％と今回も高い率を示しました。 

 

 

２．活動状況

（1）加入状況 

必然的に実際の加入状況においても 92.0％と前回よ 

り高くなりました。8％と一割に満たない数とはなり 

ましたが、何らかの理由により加入していないまたは 

できない学生がいることも事実です。個人の抱える理 

由はそれぞれ異なっていると思いますが、学生が活動 

に広く参加できるように、各団体において加入や練習 

の条件等を調整することや、個々の問題点に対応する 

ことによって今以上の参加率につなげたいものです。 

しかしながら少数派として部活動に加入していない 

学生に対しても、それにとって代わる個人の目的に沿 

った有意義な学生生活を目指した多方面における環境 

づくりがこれからの課題となるでしょう。 

 

（2）主な動機 

加入している多くの学生たちは、自分の専門性を生かしたい、競技力を向上させたいという動機で 

 課外活動を行っています。加えて友人作りや健康志向も部活動を行う理由として挙げています。充実 

 した学生生活を送るためには欠かせない要素かもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

65.1%
29.5%

4.5%
0.9%

必要

あるほうがよい

あまり必要でない

不要

12

49

71

204

301

0 50 100 150 200 250 300 350

その他

友人を得るため

健康・教養のため

自分の専門を生かすため

競技力向上を図るため

(人)

92.0%

8.0%

加入している

加入していない

Ｑ．大学における課外活動をどう思いますか 

Ｑ．課外活動に加入していますか 

Ｑ．課外活動に加入した動機は何ですか（複数回答） 
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72.7%

24.0%

3.4%

両立している

学業が少し犠牲になっている

学業がかなり犠牲になっている

（3）平均活動時間 

   課外活動日における 1日平均の活動時間は、1 時間以下という短い練習はあまりみられず、3/4 

強の学生が 2～4 時間程度の練習時間をベースと考えているようです。個人種目や団体種目等の競技 

特性によって一概には言えませんが、前回に比較してやや練習時間が増加しているようです。対して 

5 時間を超える練習に関してはやや減少方向にあります。引き続きオーバーユースによる怪我や集中 

力の欠如に十分配慮して活動してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）課外活動と学業 

   課外活動と学業の関係については、72.7％の 

学生が両立していると回答しました。しかし残 

りの 4 人に１人の学生は、部活動が学業に少し 

あるいはかなり影響を与えているとまだまだ感 

じています。本人・団体・大学が学業の位置づ  

けを共通認識し協力して対応することが必要か 

もしれません。一方で各個人における時間の使 

い方をもう一度考えなおすことも大切な要素だ 

と考えます。 

 

（5）課外活動の満足度 

   課外活動の満足度は 90％超える学生が満足、まあ 

まあ満足していると答えています。しかし若干名とは 

いえ課外活動に満足していない学生にとって、今回も 

指導者がいないことが理由のトップとしてあげられて 

います。この問題を完全に解消することは困難なこと 

ですが、それぞれの指導者が持つ魅力を否定的観点か 

らではなく選手たちが引き出すことで緩和されるでしょ 

う。現在ではいろいろなメディアから情報を簡単に得る 

ことができます。そこで指導者がいないことを不満とせ 

ず、コーチングの実践学習ができる環境と逆手に取り、 

将来の指導力や競技力の向上に向けた大きなチャンスとして考えることも大切です。施設利用や練習 

時間の確保に関する不満も残ります、競技力向上に対する学生の強い意欲のあらわれと感じ取れます 

が、 大学側施設の充実は大切ですが、課外活動団体として学外も含む他団体や施設と情報を共有し、 

協力しあうことで有効活用できる場所を見つけましょう。 

61.2%
32.0%

6.3% 0.5%

満足している

まあまあ満足している

あまり満足していない

満足していない

3

2

1

3

12

37

81

135

101

2

0 20 40 60 80 100 120 140 160

それ以上

10時間

8時間

7時間

6時間

5時間

4時間

3時間

2時間

1時間

(人)

Ｑ．1 日あたり平均何時間くらい活動していますか(遠征、試合等を除く) 

Ｑ．課外活動と学業は両立していますか 

Ｑ．課外活動に満足していますか 
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３．未加入の理由 

   あまり多くはありませんが、課外活動に参加しない理由は「束縛されたくない」を筆頭に以下、「適 

した課外活動がない」、「経済的理由」、「学業の妨げ」、「健康上の理由」、「その他」となりました。大 

学や課外活動団体に相談することで解決できることもあるでしょう。しかし複合的な理由などで難し 

いケースもあります。課外活動団体への加入にこだわる必要は全くありません。自分らしい道をぜひ 

見つけてください。 

8

2

4

4

11

0 2 4 6 8 10 12

その他

練習時間が足りない

施設が自由に使えない

施設が足りない

良い指導者がいない

(人)

5

4

4

5

8

12

0 5 10 15

その他

健康上の理由

学業の妨げとなる

経済的理由

自分に適した課外活動団体がない

束縛されたくない

(人)

Ｑ．「あまり満足していない」「満足していない」と答えた理由は何ですか（複数回答） 

Ｑ．課外活動に加入していない理由は何ですか（複数回答） 
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Ⅴ 大学生活の状況 

 

1．大学生活の充実度 

（1）鹿屋体育大学生であることに誇りを持っていますか 

  ほとんどの学生が鹿屋体育大学に誇りを持っている！ 

 92.3%の学生が「鹿屋体育大学に誇りを持っている」と 

答えています。前回の 88.3％、前々回の 88.2%と比較 

すると、着実に高まっていることがわかります。 

 

 

（2）あなたにとって、大学はどのようなところですか。 

競技力を高めるところ、学問をするところ、将来社会で生かすことのできる専門的な知識・技能を 

身につけるところがベスト３！ 

                                     【前回】 【今回】 

① 競技力を高めるところ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・307 人→280 人 

② 学問をするところ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・291 人→277 人 

③ 将来社会で生かすことのできる専門的な知識・技能を身につけるところ・・・265 人→270 人 

④ 自分のやりたいことができるところ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・209 人→206 人 

⑤ 社会人としての一般的な教養を身につけるところ・・・・・・・・・・・・・185 人→205 人 

 

ベスト５は前回と同じ項目となりました。 

 

 

 

 

 

 

  

91.8%

6.6%

1.6%

良好

やや不調

不調

92.3%

7.7%

持っている

持っていない

11

84

132

205

206

270

277

280

0 50 100 150 200 250 300

特に考えていない

学歴を得るところ

友人を得るところ

社会人としての一般的な教養を身につけるところ

自分のやりたいことができるところ

将来社会で生かすことのできる専門的な知識・技能を身につけるところ

学問をするところ

競技力を高めるところ

(人)

Ｑ．あなたは鹿屋体育大学生であることに 

 誇りを持っていますか 

Ｑ．あなたにとって、大学はどのようなところですか（複数回答） 
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（3）学生生活の中心となっているものや充実度 

  学生生活の中心は、課外活動がダントツトップ！次いで学業！ 

学生生活に充実感を得ている学生がほとんど！ 

学生生活の中心については、ランキングに変動はありません。「特になし」と回答している学生が、

前々回は 1.1%、前回は 2.3%、今回は 3.4％と徐々に増加していることは気になるところです。 

  学生生活の充実度については、充実感を得ていると回答した学生が前回は 92.8%、今回は 94.7%

と増加しています。 

特筆すべきは、その内訳です。 

・かなり充実している（前回）37.4%→（今回）47.7% 

・どちらかといえば充実している（前回）55.4%→（今回）47.0% 

２つの回答の合計 92.8%→94.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）充実している点・充実していない点 

  課外活動、交友関係、学業が充実！ 

 充実している点、充実していない点とも、前回と変わらないものの、数値（充実度）に大きな変化 

が見られます。学生生活に充足感を得ている学生が激増していることがわかります。 

  ・ 学業・・・・・・192 人→344 人  ・ 課外活動・・・・333 人→377 人 

  ・ 交友関係・・・・250 人→373 人  ・ レジャー・・・・ 49 人→182 人 

  ・ アルバイト・・・ 97 人→189 人 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.1%

73.0%

4.1%

0.2%(レジャー)
3.1%

3.4%
学業

課外活動

交友関係

レジャー

アルバイト

特になし

47.7%47.0%

3.9%
1.4% かなり充実している

どちらかといえば充実している

どちらかといえば充実していない

充実していない

189

182

373

377

344

0 100 200 300 400

アルバイト

レジャー

交友関係

課外活動

学業

(人)
225

232

42

38

70

0 100 200 300

アルバイト

レジャー

交友関係

課外活動

学業

(人)

Ｑ．学生生活の中心になっているものは何ですか Ｑ．学生生活は充実していますか 

Ｑ．充実している点（複数回答） Ｑ．充実していない点（複数回答） 
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9.4%

24.0%

44.8%

21.8%

参加したいボランティア活動が見つからない

参加したいボランティア活動はあるが，時間がない

情報やきっかけがない

関心がない

2．ボランティア活動 

（1）ボランティア活動について 

ボランティア活動へ参画している（していた）学生 

の割合は横ばい！ 

ボランティア活動について、現在している、以前し 

たことがある、していない、将来的にはしてみたいの 

全項目において、前回とほぼ同じ結果となっています。 

 

 

（2）ボランティア活動の内容 

学校等でのスポーツ指導が増加！ 

学校等でのスポーツ指導については 50 人から 78 人（２位→１位）と増加しているものの、環 

境美化活動については 67 人から 32 人（１位→２位）と激減しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）ボランティアに参加しない理由 

時間がない、情報やきっかけがないという学生が７割弱！ 

参加したいボランティア活動があるが、時間が 

ないについては 33.6%から 24.0％と減少、情報 

やきっかけがないについては 34.6%から 44.8% 

と増加しています。学生生活が充実しているものの、 

ボランティア活動への意識高揚は見られないのが 

現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3%

29.8%

45.0%

18.9%

現在している

以前したことがある

していない

将来的にはしてみたい

14

11

11

14

14

25

32

78

0 20 40 60 80 100

その他

募金活動

障害児・障害者に係わる活動

高齢者に係わる活動

国際交流活動

災害等の復興支援活動

環境美化活動

学校等でのスポーツ指導

(人)

Ｑ．ボランティア活動をしていますか 

Ｑ．ボランティア活動に参加していない 

主な理由は何ですか 

Ｑ．ボランティア活動の内容はどれですか（複数回答） 
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3．海外留学 

  語学を目的として留学したい、競技力向上のために留学したい、専門分野の研究を目的として留学 

 したいについては、前回と比べてほぼ横ばいです。また、留学したいとは思わないについては、156 

 人から 182 人と増加しています。 

 

 

61

66

179

182

0 50 100 150 200

専門分野の研究を目的として留学したい

競技力向上のために留学したい

語学を目的として留学したい

留学したいとは思わない

(人)

Ｑ．海外留学についてどう思いますか（複数回答） 
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6.3%

93.7%

ある

ない

Ⅵ ハラスメント 
 

1.  ハラスメントの状況は、わずかに改善  

6.3％の学生が「ハラスメントを受けたことがある」と 

 回答し、前回と比べわずか（１%）ではありますが、被害 

 を受けた学生の割合は減ってきました。最近大学院の授業 

 でハラスメントについて発表した（英語で）学生がいまし 

 たが、カラオケや飲酒を強要するなど様々なハラスメント 

 があるようです。今回もハラスメントの種類については調 

 査していませんので、どんなハラスメントがあるのかを把 

 握して防止対策に役立てる必要がありそうです。 
 

 

2.  顧問教員や事務職員、上級生や先輩からが多い 

  ハラスメントを受けた相手については、前回は「上級生や先輩」と回答した学生が６割でしたが、 

今年度は約４割が「課外活動の顧問教員」、次に３割が「先輩」で、教員と回答した学生が増えてし 

まいました。また前回は皆無であった「事務職員」の回答もありました。全体的には、「ハラスメン 

トを受けた」という学生の人数は、前回 47 人から今年度 31 人と減りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.  ハラスメントへの対応 

  例年同様、比較的消極的な対応が多いのですが、「誰かに相談した」と回答した者が、前回の６名 

から９名へわずかではありますが増え、いい傾向にあると思われます。受けた相手のこともあり、問 

題が生じてもなかなか相談できないのが実情だと予想されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

1

1

1

2

4

10

12

その他

同級生

小クラス・ゼミ担当教員

事務職員

指導教員・顧問教員以外の教員

先輩

課外活動の顧問教員

0 2 4 6 8 10 12 14

（人）

3

4

5

5

8

9

9

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

冗談で済まそうとした

拒否や抗議をした

相手を避けようとした

無視した

考えないようにした

誰かに相談した

特に何もしなかった

（人）

Ｑ．大学入学後ハラスメントを受けたことがありますか 

Ｑ．ハラスメントに対してあなたはどのように対応しましたか（複数回答） 

Ｑ．どういう人からハラスメントを受けましたか（複数回答） 
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4.  相談相手は友人や先輩、家族 

  相談相手については、前回は０であった「学内のハラスメント相談員」や「事務職員」「教員」も 

増えているので、学内で学生がハラスメントについて相談できる環境ができつつあるのではないで 

しょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  ハラスメントの影響 

  ハラスメントの影響については、前回より「大学に行くのが嫌になった」「勉強（研究）する気が 

なくなった」と回答した人数がどちらも２倍以上に増え、ハラスメントの大学生活に及ぼす影響は大 

であると言えます。 
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進路の決定，成績の判定，選手選考で不利な扱いを受けた

勉強（研究）する気がなくなった

不眠や食欲不振など体調を崩した

課外活動や研究室での人間関係が悪くなった

特に影響はなかった

大学に行くのが嫌になった

憂鬱感，不安感など精神的に不安定になった

（人）

1

2

4

8

9

14

0 2 4 6 8 10 12 14 16

事務職員

学内のハラスメント相談員

教員

家族・親類

相談しなかった

友人・先輩

（人）

Ｑ．相談した人は誰でしたか（複数回答） 

Ｑ．ハラスメントはあなたにとってどんな影響がありましたか（複数回答） 
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1.5%

34.7%

63.8%

知っていて相談したことがある

知っているが相談したことはない

知らない

6.  大学にとってほしい対応と相談窓口 

 大学にとってほしい対応については前回とあまり変わりませんが、「大学の対応には関心がない」 

という回答が少し増えています。今回の調査でも前回同様、「学内の啓発」や「ハラスメント教育の 

カリキュラムへの組み入れ」を求める学生が４１％います。学生の大学側への期待に、いかに応えて 

いけるか検討しなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  相談窓口については、今回も６割を超える学生が「知らない」と回答しており、前回からあまり 

 改善されていません。学生への認知度を高める広報活動と、守秘義務が徹底された学生が相談しや 

 すい環境づくりが今後も必要だと考えられます。 
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83

116

132

150

0 20 40 60 80 100 120 140 160

その他

ハラスメントに関する教育を学生のカリキュラムの中に組み込ん

でほしい

講演会などハラスメントに関する学内の啓発

大学の対応には関心がない

被害者の心のケアのためのカウンセリング体制を整備してほしい

（人）

Ｑ．ハラスメント問題について、大学にどのような対応をとってほしいですか（複数回答） 

Ｑ．本学にハラスメント相談窓口があり、ハラスメント 

 相談員が置かれているのを知っていますか 
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45.6%

19.9%

8.3%

26.2%

ほぼ毎日利用している

週3日程度利用している

週1日程度利用している

ほとんど利用していない

Ⅶ 学内施設利用状況 
 

1．食堂・売店・理容室・ATM 

（1）学生食堂の利用状況は？ 

  「学生食堂をどれくらい利用していますか？」と 

尋ねると、ほぼ半数の 45.6 %が「ほぼ毎日」と回答 

しました。「週 3 日程度」を合わせると 65.5 %とな 

り、前回調査の 54.5 %（「ほぼ毎日」と「週に 3 日 

程度」）を上回る結果でした。 

  今回の調査では、食堂の利用は増加しており、概 

ね良い傾向であると捉えることができますが、今後 

も大学と学生食堂運営側の連携によってさらなる改 

善が必要でしょう。 

  そんな中、令和元年末には学生食堂の改装も実施され、ついに「ぼっち席」も誕生しました。 

次回の調査では、さらなる学生食堂の利用が見込まれまるであろうと思います。 

 

（2）学生食堂を利用しない理由は？  

少数派である「ほとんど利用していない」と回答した 26.2 %の方々に理由を聞くと、「混雑してい 

る」からとの回答が 61 人からあり、前回の 53 人を上回る結果でした。これは朝食、昼食ともに利 

用時間が集中することが原因と考えられ、限られた休み時間内での利用に不都合を感じている結果と 

考えられます。また、今回の調査では味へのこだわりやメニューへの不満は前回とさほど変わりがな 

かった一方で、弁当男子・女子も、前回の 29 人から 47 人と増加していました。この弁当持参の傾 

向は近年増加してきているようで、生活費の節約などの理由も背景にあると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）売店をどれくらい利用していますか？ 

  売店については、前回調査と同様にほぼ 6 割の学生 

がよく利用しているようです（「ほぼ毎日」18.7 %、 

「週 3 日程度」38.3 %）。 
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32

33
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61
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その他

待ち時間が長い

美味しくない

メニューが少ない

弁当を持参している

混雑している

（人）

18.7%

38.3%
26.7%

16.3%

ほぼ毎日利用している

週3日程度利用している

週1日程度利用している

ほとんど利用していない

Ｑ．学生食堂をどれくらい利用していますか 

Ｑ．「ほとんど利用していない」理由は何ですか（複数回答） 

Ｑ．売店をどれくらい利用していますか 
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（4）売店の利用目的は？  

  利用目的は、やはり「食料品の購入」が断トツでした。皆さん練習・稽古前の補食や間食を目的に 

利用しているようです。自由記述では、「弁当類やプロテインなどの品数を増やして欲しい」等の要 

望もみられることから、アスリートを支える場としての売店を期待されているようです。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）どれくらい理容室を利用していますか？ 

  理容室を「利用したことがない」と言い切った 

のは、ほぼ全員の 93.7 %でした。これは前回調 

査の 96.2 %とほぼ変わらず、今回の調査でも利 

用状況は良くないようです。しかしながら、「ほ 

ぼ毎月利用している」というヘビーなリピーター 

は、前回の 0.0 %から 2.7 %へと増加していまし 

た。このように少し良い傾向もうかがえますが、 

本学の学生サービス施設としては最も利用され 

ていない施設の一つであると言えるでしょう。学 

生に利用される理容室（なぜ「美容室」が無いの 

よ！という意見があるかどうかは知りませんが） 

とはどのような施設であるべきかを、今後も検討 

していく必要がありそうです。 

17

37

57

126

354

0 100 200 300 400

スポーツ用品の購入

クリーニング等の取次申込

日用雑貨類・切手・はがきの購入

書籍・雑誌・教科書・文房具類の購入

食料品の購入

（人）

2.7%
0.7% 0.7%

2.2%

93.7%

ほぼ毎月利用している

2ヶ月に1回程度利用している

6ヶ月に1回程度利用している

ほとんど利用していない

利用したことがない

Ｑ．売店の利用目的は何ですか（複数回答） 

Ｑ．学内の理美容室を利用していますか 
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34.0%

50.8%

12.3%

2.1%
0.8%

大変満足している

満足している

どちらともいえない

不満である

大変不満である

Ⅷ 大学への意見・要望 

 

  学生の皆さんより、大学への意見・要望として自由記述にて回答を頂きました。結果として、得 

られた回答のほぼ全てが要望であり、内容としては、設備の充実に関すること（空調の設置、トレー 

ニング器具の追加、故障個所の修理など）が最も多く、次いで、食事環境の改善（アスリート向けメ 

ニューの充実、補食の販売充実、寮生朝食自由化など）、学習環境の改善（図書館開室時間の延長、 

自習室の設置など）についての要望が多くみられました。 

  これらの意見は、学生委員会から各関係委員会などに検討を依頼し、今後の学生生活支援に役立て 

たいと思います。一方で、全ての要望にすぐに応えることができないのも事実です。そのため、学生 

の皆さんが足りないものに目を向けるのではなく、今あるものに目を向けやすくするために学内施 

設・設備の利用をより広く伝えていくことが大切だと思われます。また、回答の中には、学生による 

迷惑行為をやめさせてほしいという要望も複数みられました。学生同士で自ら問題を解決してくとい 

う自主・自律の風土を作っていくことも重要であると思われます。 

 

 

Ⅸ 大学に対する満足度 

 

   最後に、学生の皆さんが本学に満足しているか 

調査しました。「大変満足している」が34.0%、「満 

足している」が50.8%と、合わせると84.8%の学生 

が満足しているという結果になりました。 

前回の調査では 78.0%（前者 23.6%、後者 54.6%） 

でしたので、「大変満足している」の割合が上がり、 

全体としても満足度が上がったといえます。学生委 

員会は、皆さんの学生生活が少しでも楽しく、有意 

義なものになるように企画・運営する委員会ですの 

で、この数字がまだまだ伸びるようこれからも学生 

の皆さんの意見を聞き、協⼒しながら、改善してい 

きたいと考えます。 

Ｑ．今の鹿屋体育大学に満足していますか 
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あ と が き 

 

 今回の調査報告書の回答率は、前回（56.6％）よりも若干高い 57.9%でした。回答率が 5 割に満た

なかった学年は、2 年(47.5％)、学年・課程は、2 年武道課程(32.0％)、4 年スポーツ総合課程（48.6％）

でした。1 年生の回答率は両課程とも 7 割を超えていたことから、小クラス懇談会等での周知が回答率

に影響を与えたものと考えます。しかし、2 年生になると 47.5％と回答率が下がりました。今回の調査

では、2 年武道課程の回答率が極端に低かった(32.0％)ことが影響したと思いますが、それ以外の理由

として、2 年生になるとクラス毎に集まる機会が少なくなり、クラスの連絡網も上手く機能していない

ことが関係しているのかもしれません。次回調査に向けて、2 年生に対する周知の仕方を工夫する必要

があるようです。なお、3 年生や 4 年生の回答率を上げるためには、ゼミでの周知を第 1 に、課外活動

においても周知を徹底する必要があると考えます。 

 今回の調査結果については、本報告書に掲載されている通りですが、今後、学生が充実した大学生活

を送るために、大学は今回の調査結果から判明した諸課題に対して対応策を考え、学生が豊かな大学生

活を送れるようにサポートしていく必要があります。そのためにも、大学構成員が智恵を出し合い、課

題解決に向けた協力態勢を組むことが望まれます。           

  

 

令和 2 年 3 月 

 
                          令和元年度学生委員会 

副委員長  瓜 田  吉 久 
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学生生活アンケート調査 
 

令和元年１０月 
鹿屋体育大学学生委員会 

 
このアンケートは，あなたの学生生活の実態を知り，今後における学生諸君の課外活動及び健康管

理などの福利厚生について，学生生活の充実を図るための参考とするものです。また，このアンケー
トは無記名で行うものであり，ありのままを記入してください。 

なお，アンケート結果については，本学の学生支援・修学支援に係る施策に利用いたしますので，
あらかじめご承知おきください。その他の目的に利用することはありません。 
 

回答記入上の注意 
１．回答は無記名とし，令和元年１０月１日現在で記入してください。 
２．回答は原則として１つですが，【複数選択可】と記載されている場合，あてはまるものをす

べて選択してください。 
３．質問事項で該当する回答項目がない場合は，できるだけ近いものを選んで回答してください。 
４．「その他」を選んだときは，具体的な内容を記入してください。また，設問によっては， 

必要事項を記入するものがありますので，注意してください。 
 

アンケート回答期限：１０月３１日（木） 

 
Ⅰ．基本事項 

１．課程 １．スポーツ総合課程 
２．武道課程 

２．学年 

 

１．1年次 ２．2年次 ３．3年次 ４．4年次 
５． 5年次以上（平成27年度以前入学） 

３．性別 １．男  ２．女 

 
Ⅱ．生活状況 

４．住居は次のどれですか。 １．自宅 
２．アパート・マンション（保護者が購入した自宅以外のマンションなどを含む。） 
３．下宿・貸間 
４．学生宿舎 
５．その他（親戚宅など） 

５．朝食について １．毎日食べる  ２．週に４～６日食べる 
３．週に１～３日食べる ４．食べない 

６．昼食について １．毎日食べる  ２．週に４～６日食べる 
３．週に１～３日食べる ４．食べない 

７．夕食について １．毎日食べる  ２．週に４～６日食べる 
３．週に１～３日食べる ４．食べない 

８．通学のための交通手段は主に何ですか。 １．徒歩  ２．自転車 ３．バイク 
４．自動車 ５．バス 

９.運転免許（バイクを含む）を取得していますか。 １．はい  ２．いいえ 

10．運転免許を取得している人にお尋ねします。 
(1)入学後交通違反をしたことがありますか。 

１．ない ２．１回 ３．２回 ４．３回 
５．４回 ６．５回以上 

(2) 交通違反をした人にお尋ねします。どんな違反
でしたか。 
 【複数選択可】 

１．スピード違反  ２．酒気帯び運転 
３．駐車違反    ４．一時停止違反 
５．右左折禁止違反  ６．免許不携帯 
７．シートベルト着用違反 
８．その他（            ） 
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11.入学後交通事故にあった（をした）ことがあり
ますか。 

１．ない ２．１回 ３．２回 ４．３回 
５．４回 ６．５回以上 

12.自動車（バイクを含む）を所有していますか。 １．自動車を所有している 
２．バイクを所有している 
３．所有してない 

13.自動車（バイクを含む）を所有している人にお
尋ねします。任意保険に加入していますか。 

１．はい  ２．いいえ 

14．学修目的以外でインターネット・携帯電話・ス
マートフォンを１日平均どのくらい使用していま
すか。 

１．ほとんど使用しない ２．1時間未満 
３．1時間以上2時間未満 
４．2時間以上3時間未満 
５．3時間以上4時間未満 
６．4時間以上5時間未満 ７．5時間以上 

15. 今年度，アルバイトをしたことがありますか。 
（していますか。） 

１．ある  ２．ない 

16.15で「ある」と答えた人にお尋ねします。 
(1)アルバイトの主な紹介先はどこですか。 

１．学生課（掲示板） ２．教員 
３．友人・知人・先輩 ４．アルバイト情報誌 
５．その他（            ） 

(2)アルバイトの職種は何ですか。 １．家庭教師・学習塾講師 ２．一般事務 
３．販売・サービス    ４．調査 
５．土木工事 ６．その他（       ） 

(3)１週間に平均何時間くらいアルバイト 

をしますか。（夏期休業期間中を除く。） 

１．2時間未満 ２．2時間以上4時間未満 
３．4時間以上6時間未満 
４．6時間以上8時間未満 
５．8時間以上10時間未満 
６．10時間以上12時間未満 
７．上記以上（       時間） 

(4)アルバイトをする主な目的は何ですか。【複数
選択可】 

１．社会勉強のため 
２．生活費のため 
３．学費のため 
４．課外活動の活動費のため 
５．趣味・レジャーのため 
６．アルバイトそのものを楽しむため 
７．その他（            ） 

(5)学生生活とアルバイトとの関係はどうですか。 １．授業を犠牲にしている 
２．教養・娯楽の時間を切り詰めている 
３．睡眠時間を切り詰めている 
４．課外活動を抑えている 
５．ほとんど支障はない 

17．奨学金の貸与又は給付を受けたことがあります
か。【複数選択可】 

１．日本学生支援機構 
２．地方公共団体（都道府県・市区町村） 
３．民間企業・民間団体 
４．いずれも受けたことはない 

18．奨学金はどんな面で役に立っていますか。 

【複数選択可】 

 

１．保護者等からの仕送りが軽減できる 
２．ゆとりある生活ができる 
３．定期的な収入になる 
４．アルバイトに精を出さなくてよい 
５．奨学金のおかげで勉学が成り立っている 

19．入学後トラブルにあったことがありますか。
【複数選択可】 

 

１．ない ２．悪徳商法 ３．架空請求 
４．アルバイト関連 ５．宗教勧誘 
６．金銭関連 ７．インターネット関連 
８．その他（            ） 
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Ⅲ．健康状態 

20．現在の健康状態はどうですか。 １．良好  ２．やや不調 
３．不調 

21．20で「やや不調」「不調」と答えた人にお
尋ねします。 
 その原因は何ですか。【複数選択可】 
  

１．睡眠不足 ２．食生活の乱れ  
３．不規則な生活 
４．課外活動による疲労 
５．精神的な悩みや不安  
６．その他（            ） 

22．本年４月以降、病気・ケガをしましたか。 
【複数選択可】 

 
  

１．いいえ 
２．風邪   ３．循環器（心臓・血圧） 
４．精神疾患 ５．消化器（胃腸・肝臓） 
６．呼吸器系 
７．泌尿器・生殖器（腎臓・膀胱・前立腺） 
８．外傷（切り傷・擦り傷・打撲） 
９．捻挫   10．骨折 
11．火傷   12．歯 
13．その他（         ） 

23．現在、悩みや不安がありますか。 １．特にない  ２．多少あるが問題はない 
３．ある 

24．23で「ある」と答えた人にお尋ねします。 
(1)あなたの持っている悩みや不安はどんなこ

とですか。 
【複数選択可】 

１．勉学     ２．進路・就職 
３．経済的理由  ４．友人関係 
５．異性関係   ６．身体的不調 
７．家族との関係 ８．課外活動   
９．政治社会問題 10．自分の性格 
11．人生観    12.アルバイト関係 
13．その他（        ） 

(2)あなたの悩みについて相談できる身近な人
がいますか。 

１．いる  ２．いない 

(3)(2)の設問で相談できる人が「いる」と答え
た人にお尋ねします。 
 次のどの人に相談しますか。 

【複数選択可】 

１．家族・親戚   ２．友人・先輩  
３．中高の時の先生 
４．小クラス・ゼミ担当教員 
５．課外活動の顧問教員 
６．４，５以外の教員 
７．カウンセラーなどの専門家 
８．その他（            ） 

25．日頃健康上心がけていることは何ですか。 １．食事 
２．睡眠 
３．特にない 
４．その他（            ） 

26．就寝時間は何時ごろですか。 １．午後10時以前 ２．午後10時～11時 
３．午後11時～午前0時  
４．午前0時～午前1時 ５．午前1時以降 

27.起床時間は何時ごろですか。 １．午前4時以前  ２．午前4時～5時 
３．午前5時～6時 ４．午前6時～7時 
５．午前7時～8時 ６．午前8時以降 

28.平均睡眠時間はどれくらいですか。 １．4時間以下 ２．5時間程度 ３．6時間程度 
４．8時間程度 ５．9時間以上 

29．お酒をどのくらい飲みますか。 
１．ほぼ毎日飲む 
２．週に数回飲む 
３．ほとんど飲まない 
４．全く飲まない 

30．タバコは吸いますか。 １．吸わない ２．1日に5本未満   
３．1日に5～10本 ３．1日に11本～20本 
４．１日に20本以上 

 

- 4 -

Ⅳ．課外活動状況 

31．大学における課外活動をどう思いますか。 １．必要  ２．あるほうがよい 
３．あまり必要でない ４．不要 

32.課外活動に加入していますか。 １．加入している 
２．加入していない 

33.課外活動の加入している人にお尋ねしま

す。 

(1) 課外活動に加入した動機は何ですか。 

【複数選択可】 

１．自分の専門を生かすため 
２．健康・教養のため 
３．競技力向上を図るため 
４．友人を得るため 
５．その他（            ） 

(2)１日あたり平均何時間くらい活動していま
すか。 (遠征、試合等を除く) 

（     時間） 
 

(3)課外活動と学業は両立していますか。 １．両立している 
２．学業が少し犠牲になっている 
３．学業がかなり犠牲になっている 

(4)課外活動に満足していますか。 １．満足している 
２．まあまあ満足している 
３．あまり満足していない 
４．満足していない 

(5)(4)で「あまり満足していない」「満足して
いない」と答えた人にお尋ねします。 
 その理由は何ですか。 
【複数選択可】 

１．施設が足りない  
２．良い指導者がいない 
３．施設が自由に使えない 
４．練習時間が足りない 
５．その他（            ） 

34．課外活動に加入していない人にお尋ねしま
す。 その理由は何ですか。 
【複数選択可】 

１．学業の妨げとなる ２．健康上の理由 
３．自分に適した課外活動団体がない 
４．経済的理由 
５．束縛されたくない 
６．その他（            ） 
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Ⅴ．大学生活の状況 

35．あなたは鹿屋体育大学生であることに誇
りを持っていますか。 

１．持っている ２．持っていない 

36．あなたにとって，大学はどのようなとこ
ろですか。 
 【複数選択可】 

１．学問をするところ 
２．競技力を高めるところ 
３．将来社会で生かすことのできる専門的な 

知識・技能を身につけるところ 
４．社会人としての一般的な教養を身につける 

ところ 
５．自分のやりたいことができるところ 
６．友人を得るところ 
７．学歴を得るところ 
８．特に考えていない 

37．現在の学生生活の中心になっているもの
は何ですか。 

１．学業  ２．課外活動  ３．交友関係 
４．レジャー ５．アルバイト 
６．特になし 

38．現在の学生生活は充実していますか。 １．かなり充実している 
２．どちらかといえば充実している 
３．どちらかといえば充実していない 
４．充実していない 

39.充実している点をすべて挙げてくださ
い。【複数選択可】 

１．学業  ２．課外活動  ３．交友関係  
４．レジャー  ５．アルバイト 

40.充実していない点をすべて挙げてくださ
い。【複数選択可】 

１．学業  ２．課外活動  ３．交友関係  
４．レジャー  ５．アルバイト 

41．ボランティア活動をしていますか。 １．現在している ２．以前したことがある 
３．していない  ４．将来的にはしてみたい 

42．41で「現在している」「以前したことが
ある」と答えた人にお尋ねします。 
 その内容はどれですか。 
【複数選択可】 

１．障害児・障害者に係わる活動 
２．学校等でのスポーツ指導 
３．高齢者に係わる活動 
４．環境美化活動 ５．募金活動 
６．国際交流活動 ７．災害等の復興支援活動 
８．その他（     ） 

43．41で「していない」「将来的にはしてみ
たい」と答えた人にお尋ねします。 
 その主な理由は何ですか。 
【複数選択可】 

１．参加したいボランティア活動が見つからない 
２．参加したいボランティア活動はあるが，時間が

ない 
３．情報やきっかけがない 
４．関心がない 

44．海外留学についてどう思いますか。  
【複数選択可】 

１．語学を目的として留学したい 
２．専門分野の研究を目的として留学したい 
３．競技力向上のために留学したい 
４．留学したいとは思わない 
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Ⅵ．ハラスメント 

45．大学入学後ハラスメントを受けたことが
ありますか。 

１．ある   ２．ない 

46.45で「ある」と答えた人にお尋ねします。 

(1)どういう人からハラスメントを受けまし
たか。【複数選択可】 

１．先輩 ２．同級生 ３．後輩 
４．小クラス・ゼミ担当教員 ５．課外活動の顧問
教員 ６．4，5以外の教員 ７．事務職員 
８．その他（               ） 

(2)ハラスメントに対してあなたはどのよう
に対応しましたか。 【複数選択可】 

 

１．特に何もしなかった 
２．拒否や抗議をした 
３．冗談で済まそうとした ４．無視した 
５．考えないようにした 
６．相手を避けようとした 
７．誰かに相談した 
８．その他（            ） 

(3)相談した人は誰でしたか。 
 【複数選択可】 

１．学内のハラスメント相談員 ２．家族・親類 
３．友人・先輩 ４．教員 ５．事務職員 
６．相談しなかった 
７６．その他（            ） 

(4)ハラスメントはあなたにとってどんな影
響がありましたか。 
 【複数選択可】 

１．進路の決定，成績の判定，選手選考で不利な扱
いを受けた。 

２．課外活動や研究室での人間関係が悪くなった。 
３．大学に行くのが嫌になった。 
４．勉強（研究）する気がなくなった。 
５．憂鬱感，不安感など精神的に不安定になった。 
６．不眠や食欲不振など体調を崩した。 
７．特に影響はなかった。 

47．全員にお聞きします。 
ハラスメント問題について，大学にどのよう

な対応をとってほしいですか。 
【複数選択可】 

１．講演会などハラスメントに関する学内の啓発 
を進めてほしい 

２．ハラスメントに関する教育を学生のカリキュ 
ラムの中に組み込んでほしい 

３．被害者の心のケアのためのカウンセリング体 
制を整備してほしい 

４．大学の対応には関心がない 
５．その他（具体的に：        ） 

48．本学にハラスメント相談窓口があり，ハ
ラスメント相談員が置かれているのを知
っていますか。 

１．知っていて相談したことがある 
２．知っているが相談したことはない 
３．知らない 
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Ⅶ．学内施設利用状況 

49．学生食堂をどのくらい利用しています
か。 

１．ほぼ毎日利用している 
２．週3日程度利用している 
３．週1日程度利用している 
４．ほとんど利用していない 

50．49で「ほとんど利用していない」と答
えた人にお尋ねします。 
 その理由は何ですか。 
【複数選択可】 

１．混雑している ２．待ち時間が長い 
３．メニューが少ない ４．美味しくない 
５．弁当を持参している 
６．その他（            ） 

51．売店をどのくらい利用していますか。 １．ほぼ毎日利用している 
２．週3日程度利用している 
３．週1日程度利用している 
４．ほとんど利用していない 

52．売店の利用目的は次のどれです 
か。 
【複数選択可】 

１．書籍・雑誌・教科書・文房具類の購入 
２．スポーツ用品の購入 
３．食料品の購入 
４．日用雑貨類・切手・はがきの購入 
５．クリーニング等の取次申込 

53．学内の理美容室を利用していま 
すか。 

１．ほぼ毎月利用している 
２．2ヶ月に1回程度利用している 
３．6ヶ月に1回程度利用している 
４．ほとんど利用していない 
５．利用したことがない 

 
Ⅷ．大学に対しての要望（学生生活全般，施設設備，課外活動等）や期待することがあれば，記入し

てください。 
 

   

 

 

 

 

 

 
Ⅸ．大学に対する満足度 

54．総合して、あなたは学生として、今の
鹿屋体育大学に満足していますか？ 

１．大変満足している 
２．満足している 
３．どちらともいえない 
４．不満である 
５．大変不満である 

 
 

学生生活アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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平成 29 年度屋外トレーニング場の環境整備 

 

【整備前】 

  

 

 

【整備後】 
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学生ラウンジの環境整備について

2018.3 不要物品の撤去・清掃、机・いす等の入れ替えを行った。
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（単位：人・円）

修士 博士

前・後期 535,800 2 0 2 1,071,600

前期 267,900 3 0 3 803,700

後期 267,900 2 0 2 535,800

7 0 7 2,411,100

前・後期 535,800 0 0 0 0

前期 267,900 10 1 2 13 3,482,700

10 1 2 13 3,482,700

17 1 2 20 5,893,800

競技成績優秀 全額 282,000 11 11 3,102,000

学業(入試)成績優秀 全額 282,000 0 0 0 0

11 0 0 11 3,102,000

200,000 4 0 0 4 800,000

合　計 35 9,795,800

前・後期 535,800 2 0 2 1,071,600

前期 267,900 4 0 4 1,071,600

後期 267,900 3 0 3 803,700

9 0 9 2,946,900

前・後期 535,800 0 1 1 535,800

前期 267,900 11 0 2 13 3,482,700

11 0 3 14 4,018,500

20 0 3 23 6,965,400

競技成績優秀 全額 282,000 15 15 4,230,000

学業(入試)成績優秀 全額 282,000 0 0 0 0

15 0 0 15 4,230,000

200,000 0 0 0 0 0

合　計 38 11,195,400

前・後期 535,800 3 0 3 1,607,400

前期 267,900 3 0 3 803,700

後期 267,900 4 0 4 1,071,600

10 0 10 3,482,700

前・後期 535,800 0 1 1 535,800

前期 267,900 13 1 2 16 4,286,400

13 1 3 17 4,822,200

23 1 3 27 8,304,900

競技成績優秀 全額 282,000 13 13 3,666,000

学業(入試)成績優秀 全額 282,000 0 0 0 0

13 0 0 13 3,666,000

200,000 3 0 0 3 600,000

合　計 43 12,570,900

前・後期 535,800 1 0 1 535,800

前期 267,900 2 0 2 535,800

後期 267,900 2 0 2 535,800

5 0 5 1,607,400

前・後期 535,800 0 1 1 535,800

前期 267,900 13 0 3 16 4,286,400

13 0 4 17 4,822,200

18 0 4 22 6,429,600

競技成績優秀 全額 282,000 8 8 2,256,000

学業(入試)成績優秀 全額 282,000 1 0 1 282,000

8 1 0 9 2,538,000

200,000 2 0 0 2 400,000

合　計 33 9,367,600

2018

特別奨学金給付

計

入学料
特別免除

(2019年度入学者)

計

授業料
特別免除

計

学業成績優秀

計

競技成績優秀

2017

授業料
特別免除

競技成績優秀

計

学業成績優秀

計

計

入学料
特別免除

(2018年度入学者)
計

特別奨学金給付

免 除 額
給 付 額

免除額
(１人当たり)

免除
区分

入学料・授業料特別免除及び特別奨学金給付実績(2016年度～2019年度)

大学院
学　部

免除者数・給付者数（延べ）

計
年度 免除等区分 対象区分

計

計

2019

授業料
特別免除

競技成績優秀

計

学業成績優秀

計

入学料
特別免除

(2020年度入学者)

特別奨学金給付

2016

授業料
特別免除

競技成績優秀

計

学業成績優秀

計

計

入学料
特別免除

(2017年度入学者)
計

特別奨学金給付
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ハイライト
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四角形
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国立大学法人鹿屋体育大学修学支援基金規則

平成２９年９月２１日 

規   則  第２４号 

（設置） 

第１条 国立大学法人鹿屋体育大学（以下「本学」という。）に、鹿屋体育大学修学支

援基金（以下「基金」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 基金は、本学において、経済的理由により修学が困難な学部学生、大学院生

（以下「学生」という。）を支援することを目的とする。 

（事業） 

第３条 基金は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業の用に供するものとす

る。 

（１）授業料、入学料又は寄宿料の全部又は一部を免除する事業 

（２）学資金を支給する事業 

（３）本法人が教育研究上必要あると認めた学生の留学に係る費用を負担する事業 

（４）本法人の非常勤職員就業規則等において定めるところにより、学生の資質を向

上させることを主たる目的として、学生を本学の教育研究に係る業務に従事させ、

学生に対して本給を支給する事業 

（基金の構成） 

第４条 基金は、寄附金及びその運用による果実をもって構成する。 

（運営委員会） 

第５条 第３条に規定する事業を実施するため、鹿屋体育大学修学支援基金運営委員

会（以下「運営委員会」という。）を置く。 

２ 運営委員会に関する事項は、別に定める。 

 （寄附金等の受入及び管理） 

第６条 寄附金等の受入に関し、原則として受入承認手続きは要しないものとする。
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ただし、受入内容に疑義が生じた場合は、運営委員会において審議し、受入の可否

を決定する。 

２ 基金は、他の寄附金と独立して管理を行う。 

３ 前２項に定めるもののほか、寄附金等の受入及び管理については、鹿屋体育大学

寄附金取扱細則（平成１６年細則第１２号）の定めるところによる。 

（事業年度） 

第７条 基金の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものと

する。 

（事務） 

第８条 基金の事務は、事務局関係課等の協力を得て、学生課において処理する。 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、基金の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成２９年９月２１日から施行する。 

２ 平成２９年度の事業年度については、第７条の規定に関わらず、本規則が施行さ

れた日から、平成３０年３月３１日までとする。 

2/2



年度 支援内容 金額 備考

平成31年度
(令和元年度)

入学料の免除 564,000円
※平成31年度より支援開始
平成31年度入学料免除適格者
４名に対する半額免除を実施

鹿屋体育大学修学支援基金：学生への支援実施状況

※鹿屋体育大学ＨＰ掲載

https://www.nifs-k.ac.jp/campus-life/fees/support-fund2.html
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3/7



4/7



5/7



6/7



7/7



①前年度
競技大会
の実績

前年度
実績(合
計ﾎﾟｲﾝﾄ
/該当
試合数)

②指導者
の有無

指導者
数

③各ｻｰｸ
ﾙ構成員

各ｻｰｸ
ﾙ構成
員数

④大学の
強化種目

小計
ﾊﾟｰｾﾝﾃｰ
ｼﾞ化

重点配分、
引率旅費、
共通費等を
除く1099.9万
円を配分

左記金額1000
円未満切捨：
切捨分は共通

経費へ
（Ｂ）

(円) (円) (円) (円) (円) (円) (円) (名) (円) (点) (pt) (点) (名) (点) (名) (点) (点) (％) (円) (円) (円) (円)

選手 520,000       74,000 ○

ﾁｰﾑ(駅伝) 240,000       ○

2 硬式野球部 58,000 58,000 0.0 0.0 0 0 30 40 0.0 0.00% 100,000 100,000 158,000

選手 ○

ﾁｰﾑ 960,000       ○

選手 ○

ﾁｰﾑ 120,000       ○

選手 800,000       ○

ﾁｰﾑ 960,000       ○

選手 ○

ﾁｰﾑ ○

選手 ○

ﾁｰﾑ 〇

選手 160,000       ○

ﾁｰﾑ

9 ラグビー部 58,000 58,000 0.0 0.0 0 0 10 7 0.0 0.00% 100,000 100,000 158,000

選手 220,000       ○

ﾁｰﾑ 840,000       ○

11 水泳部 選手 534,000 280,000       110,000 80,000 1 1,004,000 35.0 35.0 30 3 30 46 50 145.0 7.69% 799,499 799,000 ○ 1,803,000

選手 270,000       ○

ﾁｰﾑ 1,480,000    ○

選手 ○

ﾁｰﾑ 1,600,000    ○

14 ヨット部 ﾁｰﾑ 184,000 1,200,000    180,000 898,000 58,000 2,520,000 12.0 12.0 10 1 10 12 50 82.0 4.35% 452,130 452,000 -1,000 ○ 2,971,000

15 漕艇部 選手 207,000 80,000        816,000 58,000 1,161,000 0.0 0.0 10 1 10 3 50 70.0 3.71% 385,965 385,000 -603,000 ○ 943,000

16 自転車競技部 選手 244,000 2,700,000    400,000 420,000 162,000 58,000 160,000 2 4,144,000 100.0 409.0 10 1 20 26 50 180.0 9.54% 992,481 992,000 ○ 5,136,000

17 カヌー部 選手 154,000 1,540,000    300,000 310,000 556,000 58,000 80,000 1 2,998,000 100.0 196.0 10 1 20 20 50 180.0 9.54% 992,481 992,000 ○ 3,990,000

選手 160,000       ○

ﾁｰﾑ 600,000       ○

19 ｾﾊﾟﾀｸﾛｰ部 0 0.0 0 0 10 13 0.0 0.00% 100,000 100,000 100,000

20 ウインドサーフィン部 58,000 0 58,000 0.0 10 1 10 11 50 0.0 0.00% 100,000 100,000 -59,000 99,000

21 アスレチックトレーナー部 0 0.0 0 0 10 7 0.0 0.00% 100,000 100,000 100,000

22 ゴルフ部 0 0.0 0 0 10 2 0.0 0.00% 100,000 100,000 100,000

14,730,000 700,000 1,960,000 2,506,000 986,000 1,120,000 14 26,001,000 456.0 861.0 260 27 460 715 850 1,886.0 100.00% 10,999,000 10,991,000 -1,163,000 35,829,000

1 3,999,000 0

6 500,000 8,000 1,163,000 1,671,000

3,999,000 14,730,000 700,000 1,960,000 2,506,000 986,000 1,120,000 26,501,000 456.0 861.0 260 27 460 715 850 1,886.0 100% 10,999,000 10,999,000 0 37,500,000
1人当たり(選手/ﾁｰﾑ) １種目：５０点

平成28年度予算

SⅠ27万円
37,500,000

SⅡ22万円/S20万円 1位20万円

A：16万円/16万円 2位：15万円

B：12万円/12万円3位：10万円

C：8万円/8万円 100,000

平成２８年度　体育教育の充実促進経費配分

サークル名

１
．
引
率
旅
費

２．重点強化
指定選手
・チーム

３．インカレ
団体総合・学
校対抗3位入

賞

４．強化指定
基準を満た
すH27年度卒
業生に関す
る評価(E)

５．運搬費 ７．社会貢献
または地域
貢献に関す
る評価項目
(F)

８．SS特別
支援(D)

S
S
学
生
数

（
１
年
生
の

）

９．各サークルへの傾斜配分に関する項目（①～④）
１０．前年度
執行額超過
調整(1000円
未満切捨)
（C）

強
化
指
定
選
手
及
び

チ
ー

ム
配分額合計

（Ａ＋Ｂ＋C＋D＋E
＋F）

1 陸上競技部 654,000 50,000 58,000 0 1,596,000 22.0 22.0 30 4 40 78 50 142.0 7.53% 782,958 782,000 2,378,000

3 テニス部 178,000 40,000 0 1,178,000 6.0 6.0 10 1 20 21 50 86.0 4.56% 474,186 474,000 1,652,000

4 男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部
(ビーチバレー) 69,000 70,000 58,000 0 317,000 7.0 7.0 10 1 10 8 50 77.0 4.08% 424,562 424,000 741,000

5 女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部 350,000 60,000 58,000 160,000 2 2,388,000 6.0 6.0 20 2 20 28 50 96.0 5.09% 529,323 529,000 -205,000 2,712,000

6 男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 58,000 0 58,000 0.0 0.0 20 2 20 34 50 90.0 4.77% 496,241 496,000 -69,000 485,000

7 女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 58,000 0 58,000 0.0 0.0 10 1 20 29 50 80.0 4.24% 441,103 441,000 499,000

8 サッカー部 370,000 58,000 160,000 2 748,000 0.0 0.0 20 2 50 99 50 120.0 6.36% 661,654 661,000 1,409,000

10 体操競技部 398,000 90,000 58,000 160,000 2 1,766,000 36.0 36.0 20 2 20 25 50 126.0 6.68% 694,737 694,000 -9,000 2,451,000

12 柔道部 138,000 190,000 58,000 0 2,136,000 86.0 86.0 10 1 30 59 50 176.0 9.33% 970,426 970,000 -217,000 2,889,000

13 剣道部 413,000 380,000 58,000 160,000 2 2,611,000 19.0 19.0 30 3 50 138 50 149.0 7.90% 821,554 821,000 3,432,000

18 なぎなた部 106,000 60,000 58,000 160,000 2 1,144,000 27.0 27.0 479,000 1,623,0000 0 10 9 50

小計

引率旅費

共通経費・予備費

合計

87.0 4.61% 479,699

備考(共通経費で屋内トレーニング
場の清掃費70,000円(アスレティック
トレーナー部）、屋外トレーニング場
清掃費15万円(陸上部）に配分

個人種目競技
の学校対抗３位
入賞以上

予算2,000千円
個人
SⅠ相当：80千
円
SⅡ相当：70千
円
A相当：50千円
B相当：30千円
C相当：20千円
ﾁｰﾑ
S相当：60千円
A相当：50千円
B相当：30千円

100万円上限
（1ｻｰｸﾙ当た
り上限10万

円）

SS1年生1名につ
き、80,000円(重点
強化指定選手C相
当）

小計

（A)

前年度の配分
額において、
超過して使用
した分につい
て今年度の配
分で減額調整
する。算出後
の額は共通経
費へ組入。

２名：20点 20-40未満:20点

３名以上：30点

(27.5月現在)

別紙にて算出した合
計点数（100点を上限
とする）

40-60未満:30点

60-80未満:40点

80以上50点

１名：10点 20名未満:10点 強化指定競技
に指定されな
い場合は、競
技力向上の底
上げのため一
律１０万円を配
分

1/4

r-yamashita
テキスト ボックス
資料1-3-2-3-b中期目標の達成状況報告書

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

h-moriyama
ハイライト

h-moriyama
ハイライト

h-moriyama
ハイライト



①前年度
競技大会
の実績

前年度
実績(合
計ﾎﾟｲﾝﾄ
/該当試
合数)

②各団体
構成員

各団体
構成員
数

小計
ﾊﾟｰｾﾝ
ﾃｰｼﾞ化

重点配分、引
率旅費、共通
費等を除く
1,299.3万円
を配分

左記金額
1,000円未満
切捨：切捨分
は共通経費

へ
（Ｂ）

(円) (円) (円) (円) (円) (円) (名) (円) (点) (pt) (点) (名) (点) (％) (円) (円) (円) (円)

選手 ○ 400,000        

チーム - -

2 硬式野球部 - - - - - - - 72,000 - - 72,000 - 0 - 43 - - 100,000 100,000 0 172,000

選手 - -

ﾁｰﾑ ○ 600,000        

選手 - -

ﾁｰﾑ ○ 100,000        

選手 ○ 200,000        

ﾁｰﾑ ○ 1,800,000     

6 男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 - - - 153,000 - - - - - - 153,000 - 0 - 30 - - 100,000 100,000 0 253,000

選手 - -

ﾁｰﾑ - -

選手 ○ 150,000        

ﾁｰﾑ - -

9 ラグビー部 - - - - - - - - - - 0 - 0 - 11 - - 100,000 100,000 0 100,000

選手 ○ 350,000        

ﾁｰﾑ ○ 400,000        

11 水泳部 選手 ○ ○ 306,000 100,000        - - - - - 406,000 1 1 60 46 61 5.612% 689,856 689,000 -119,000 976,000

選手 ○ 150,000        

ﾁｰﾑ - 150,000        

選手 ○ 850,000        

ﾁｰﾑ - 180,000        

選手 ○ 60,000         

ﾁｰﾑ ○ 200,000        

15 漕艇部 選手 ○ - 153,000 - 59,000 728,000 - - - 940,000 3 3 20 7 23 2.116% 260,109 260,000 -11,000 1,189,000

16 自転車競技部 選手 ○ ○ 153,000 1,780,000     272,000 108,000 - 120,000 2 2,433,000 100 250 40 27 140 12.879% 1,583,275 1,583,000 0 4,016,000

17 カヌー部 選手 ○ ○ 153,000 1,300,000     327,000 630,000 - - - 2,410,000 100 186 20 19 120 11.040% 1,357,093 1,357,000 0 3,767,000

選手 ○ 60,000         

ﾁｰﾑ ○ 720,000        

19 セパタクロー部 - - - - - - - - - - 0 - 0 - 11 - - 100,000 100,000 0 100,000

20 ウインドサーフィン部 - - - 153,000 - - - 72,000 60,000 1 285,000 - 0 - 11 - - 100,000 100,000 0 385,000

21 アスレチックトレーナー部 - - - - - - - - - - 0 - 0 - 4 - - 100,000 100,000 0 100,000

22 ゴルフ部 - - - - - - - - - - 0 - 0 - 3 - - 100,000 100,000 0 100,000

3,978,000 9,550,000 1,991,000 2,596,000 792,000 600,000 10 19,507,000 347 583 740 732 1,087 100.000% 12,993,000 12,987,000 -130,000 32,364,000

7 - - - - - - - 5,000,000 - - - - - - - 6,000 130,000 5,136,000

3,978,000 9,550,000 1,991,000 2,596,000 792,000 600,000 24,507,000 - - - - - - - 12,993,000 0 37,500,000

1人当たり
(選手/チーム) 平成29年度予算

SⅠ(25万円/-) 37,500,000

SⅡ(20万円/S18万円)

A(15万円/12万円)

B(10万円/8万円)

C(6万円/5万円)

C-(-/3万円)

25

40

282,728 282,000

○ -214,000 72,000153,000

35,000

105

配分額合計
(A+B+C)

1,854,0000

1,187,000 0

0

8．各団体への傾斜配分に関する項目（①～②）
9．前年度執
行額超過調
整(1000円未
満切捨)
（C）

1,176,000 0

904,000904,729

120

65

40

100

1,187,456

1,130,0001,130,911

-

-

72,000 -

-

-

-

1,052,000

小計

（A)

前年度の配分
額において、
超過して使用
した分につい
て今年度の配
分で減額調整
する。算出後
の額は共通経
費へ組入。

20-40名未満：40点

別紙にて算出した合
計点数（100点を上限
とする）

40-60名未満：60点

80

2.300%

備考：共通経費で屋内トレーニング
場の清掃費70,000円、屋外トレーニ
ング場清掃費15万円に配分予定

予算2,000千円
個人
SⅠ相当：149千
円
SⅡ相当：119千
円
A相当：89千円
B相当：59千円
C相当：35千円
ﾁｰﾑ
S相当：107千円
A相当：71千円
B相当：47千円
C相当：29千円

80万円上限 SS1年生1名につき、
60,000円(重点強化指
定選手C相当）

小計

共通経費・予備費

合計

60,000 452,000 08 452,364118 なぎなた部

7.360%

20名未満：20点

1,279,000

強化指定
競技に指
定されな
い場合
は、競技
力向上の
底上げの
ため一律
10万円を
配分

(28.5月現在)

60-80名未満：80点

3.680%20 20

4

1,512,00061

1,731,00020

9.568% 1,176,147 2,857,000104

0

120,000 413 剣道部 459,000 - 72,000 138

12 柔道部 153,000 35,000 - 2 608,000 0

120,000 1,354,000 65 65

1002 1,681,000

80120,000

99 9.200% 0

2,541,00040 29 9.660%

1,586,000

10 体操競技部 306,000 106,000 72,000

1008 サッカー部

2

306,000 - - -○

40

0

- 456,000

3.680% 452,364

0

- 225,000 0

0

女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部

677,000

306,000

40 27 452,000 0

25 0○ - 3,139,000 3,874,000

7 女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 153,000 - 72,000

5

0

5.980% 735,092761,000 72,000 -

-

- 25 25 735,000

- - 325,000 1 1 1.932%

40 24

562,00020 9

43

21 237,491 237,000

486,000 0 1,340,000

4
男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部
(ビーチバレー)

153,000 - 72,000

153,000 29,000 72,000 -○ - - 854,000

11.040% 1,357,093 1,357,000 0

3.956% 486,2923 3

2,672,000100 90- - 1,315,000 20 20153,000 72,000

団体名

１．引率旅費 2．重点強化
指定選手
・チーム

3．強化指定
基準を満たす
H28年度卒業
生に関する評
価

78,000

14 ヨット部

強
化
指
定
選
手
及
び

チ
ー

ム

重
点
強
化

○

○

1 陸上競技部

3 テニス部

○

○

○ 153,000

80名以上：100点

4．運搬費 5．社会貢献
または地域貢
献に関する評
価項目

6．AO(SS)特
別支援

S
S
学
生
数

612,000

-

平成29年度　体育教育の充実促進経費配分

1,572,000- 5 5 20 10

○

○
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yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト



①前年度
競技大会
の実績

前年度
実績(合
計ﾎﾟｲﾝﾄ
/該当試
合数)

②各団体
構成員 各団体

構成員
数

小計
ﾊﾟｰｾﾝﾃｰ
ｼﾞ化

重点配分、引
率旅費、共通
費等を除く
1,302.8万円を

配分

左記金額
1,000円未満
切捨：切捨分
は共通経費

へ
（Ｂ）

(円) (円) (円) (円) (円) (円) (円) (名) (円) (点) (pt) (点) (名) (点) (％) (円) (円) (円) (円)

選手 〇 300,000        

チーム - -

2 硬式野球部 - - - - - - - - 50,000 - - 50,000 - 0 - 42 - - 100,000 100,000 0 150,000

選手 〇 60,000         

ﾁｰﾑ 〇 900,000        

選手 - -

ﾁｰﾑ 〇 160,000        

選手 〇 300,000        

ﾁｰﾑ 〇 720,000        

6 男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 - - - 153,000 - - - - 50,000 - - 203,000 - 0 - 28 - - 100,000 100,000 0 303,000

選手 〇 150,000        

ﾁｰﾑ 〇 720,000        

選手 - -

ﾁｰﾑ - -

9 ラグビー部 - - - - - - - - - - - 0 - 0 - 11 - - 100,000 100,000 0 100,000

選手 〇 950,000        

ﾁｰﾑ 〇 480,000        

11 水泳部 選手 ○ 〇 306,000 160,000        - - - 50,000 - - 516,000 9 9 60 42 69 5.688% 700,979 700,000 0 1,216,000

選手 〇 320,000        

ﾁｰﾑ - -

選手 〇 750,000        

ﾁｰﾑ 〇 960,000        

選手 〇 120,000        

ﾁｰﾑ - 60,000         

15 漕艇部 選手 ○ 〇 153,000 150,000        - - 718,000 - - - 1,021,000 5 5 20 8 25 2.061% 253,978 253,000 0 1,274,000

16 自転車競技部 選手 ○ 〇 153,000 1,450,000     - 206,000 22,000 - 120,000 2 1,951,000 100 241 40 30 140 11.542% 1,422,275 1,422,000 0 3,373,000

17 カヌー部 選手 ○ 〇 153,000 1,580,000     - 372,000 617,000 - - - 2,722,000 100 207 40 22 140 11.542% 1,422,275 1,422,000 0 4,144,000

選手 - -

ﾁｰﾑ 〇 540,000        

19 セパタクロー部 - - - - - - - - - - - 0 - 0 - 10 - - 100,000 100,000 0 100,000

20 ウインドサーフィン部 - 〇 〇 153,000 500,000        - - - 50,000 - - 703,000 0 0 20 12 20 1.649% 203,182 203,000 0 906,000

21 アスレチックトレーナー部 - - - - - - - - - - - 0 - 0 - 5 - - 100,000 100,000 0 100,000

22 ゴルフ部 - - - - - - - - - - - 0 - 0 - 2 - - 100,000 100,000 0 100,000

23 ダンス部 - - - - - - - - 50,000 - 50,000 - 0 - 6 - - 100,000 100,000 0 150,000

3,978,000 11,330,000 0 2,000,000 2,599,000 800,000 900,000 15 21,607,000 433 743 780 731 1,213 100.000% 13,023,000 13,014,000 0 34,621,000

- - - - - - - - 2,870,000 - - - - - - - 9,000 0 2,879,000

3,978,000 11,330,000 0 2,000,000 2,599,000 800,000 900,000 15 24,477,000 - - - - - - - 13,023,000 0 37,500,000

1人当たり
(選手/チーム)

平成30年度予算

SⅠ(25万円/-) 37,500,000

SⅡ(20万円/S18万円)

A(15万円/12万円)

B(10万円/8万円)

C(6万円/5万円)

C-(-/3万円)

-

平成30年度　体育教育の充実促進経費配分

○

-

-

8．SS1年生に
対する配分

S
S
学
生
数

612,000

3 テニス部

1,651,0002 1 1 20 8○ 153,000

80名以上：100点

1,993,000 100 162

-

-

50,000

14 ヨット部

強
化
指
定
選
手
及
び

チ
ー

ム

重
点
強
化

○

○

○

○

1 陸上競技部 50,000

団体名

１．引率旅費 2．重点強化
指定選手・
チーム

4．平成29年度
卒業・修了生
が獲得した競
技成績に対す
る評価

94,000-

5．運搬費補
助

7．社会貢献
又は地域貢献
活動に関する
評価

3.重点強化指
定「チーム」の
設定の無い個
人競技種目の
団体総合入賞
（1位～3位）へ

の配分

60,000 1 1,164,000

小計

（A)

48,000

60,000

9619 19 0

3.792% 467,319 467,000 040 46

2,372,000

1,223,000 6 6

9.810% 1,208,934 1,208,000100

-○ -- -153,000

253,000

1,690,000

4
男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部
(ビーチバレー)

153,000 33,000 50,000 0

50,000

649,0005 2.061%

4.369% 538,433

27

10 25 253,978

0

20-

- 13 538,000

- - 396,000 5

2,232,000

7 女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 153,000 297,000 50,000

198,000 50,000 120,000-

1,847,000

306,000

40 24 477,000 0

212 1,694,000

3.875% 477,478

16 9.563%

5 女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部 ○

-

50,000 0

13

- 1,370,000 7

16 942 100120,000

-

○

40

7

712,000

-

-

10 体操競技部 306,000 147,000

8 サッカー部 83,000

- 1

459,000

3,415,00040 31 11.542%

1,890,000

140-

1002 2,431,000

807

30○ - 131

12 柔道部 153,000 89,000 50,000 2 732,000

1,320,684 3,751,000130

7.172%

13 剣道部 306,000 245,000 50,000 30

(29.5月現在)

60-80名未満：80点

2.885%15 15

1,615,00063

1,380,00020 08 355,569118 なぎなた部 1,025,000

小計

6．共通経費・予備費

合計

60,000 355,00035

個人
SⅠ相当：103千円
SⅡ相当：83千円
A相当：62千円
B相当：41千円
C相当：24千円
ﾁｰﾑ
S相当：74千円
A相当：49千円
B相当：33千円
C相当：20千円

SS1年生1名につき、
60,000円(重点強化指定
選手C相当）

前年度の配分額
において、超過
して使用した分
を今年度の配分
で減額調整。
(1,000円未満切
捨）
算出後の額は共
通経費へ組入。

20-40名未満：40点

強化指定競技に
指定されない場
合は、競技力向
上の底上げのた
め一律10万円を
配分

別紙にて算出した合
計点数（100点を上限
とする）

40-60名未満：60点

20名未満：20点

87

1.731%

-

-

1,148,000

60,000

120,000

120,000 10.717%

7

0

883,000883,843

119

53

47

116

1,422,275

1,178,0001,178,457

配分額合計
(A+B+C)

1,864,0000

1,422,000 0

0

9．各団体への傾斜配分に関する項目（①～②）

前年度執行
額超過調整

（C）

1,320,000

21 213,341 213,000

○ -222,000 50,000153,000

- 50,000 120,000
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yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト

yoshihara
ハイライト



①前年度
競技大会
の実績

前年度
実績(合
計ﾎﾟｲﾝ

ﾄ)

②各団体
構成員

各団体
構成員
数

小計
ﾊﾟｰｾﾝﾃｰ
ｼﾞ化

重点配分、引率
旅費、共通費等
を除く

左記金額
1,000円未満
切捨
　　　（Ｂ）

(円) (円) (円) (円) (円) (名) (円) (点) (pt) (点) (名) (点) (％) (円) (円) (円) (円)

選手 〇 420,000         

チーム - -

2 硬式野球部 - - - - - - - - - 0 - 0 - 50 - - 200,000 200,000 0 200,000

選手 〇 100,000         

ﾁｰﾑ 〇 400,000         

選手 - -

ﾁｰﾑ 〇 200,000         

選手 - -

ﾁｰﾑ 〇 450,000         

6 男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 - - - 137,000 - - - - - 137,000 - 0 - 28 - - 200,000 200,000 -18,000 319,000

選手 - -

ﾁｰﾑ - -

選手 - -

ﾁｰﾑ 〇 600,000         

9 ラグビー部 - - - - - - - - - 0 - 0 - 9 - - 100,000 100,000 0 100,000

選手 〇 620,000         

ﾁｰﾑ 〇 500,000         

11 水泳部 選手 ○ 〇 274,000 120,000         120,000 - - - 514,000 8 8 40 36 48 4.928% 773,027 773,000 -121,000 1,166,000

選手 〇 310,000         

ﾁｰﾑ - -

選手 〇 660,000         

ﾁｰﾑ 〇 700,000         

選手 〇 200,000         

ﾁｰﾑ - -

15 漕艇部 選手 ○ 〇 137,000 500,000         - 868,000 - - 1,505,000 9 9 20 8 29 2.977% 467,037 467,000 -584,000 1,388,000

16 自転車競技部 選手 ○ 〇 137,000 1,730,000       607,000 16,000 120,000 2 2,610,000 63 63 40 32 103 10.575% 1,658,786 1,658,000 0 4,268,000

17 カヌー部 選手 ○ 〇 137,000 1,660,000       112,000 740,000 60,000 1 2,709,000 45 45 40 20 85 8.727% 1,368,901 1,368,000 0 4,077,000

選手 〇 150,000         

ﾁｰﾑ 〇 300,000         

19 セパタクロー部 - - - - - - - - - 0 - 0 - 10 - - 100,000 100,000 0 100,000

20 ウインドサーフィン部 - - - 137,000 - - - - - 137,000 - 0 - 11 - - 150,000 150,000 0 287,000

21 アスレチックトレーナー部 - - - - - - - - - 0 - 0 - 5 - - 50,000 50,000 0 50,000

22 ゴルフ部 - - - - - - - - - 0 - 0 - 3 - - 50,000 50,000 0 50,000

23 ダンス部 - - - - - - - - 0 - 0 - 7 - - 100,000 100,000 0 100,000

3,973,000 9,620,000 1,371,000 2,911,000 720,000 12 18,595,000 254 254 720 720 974 100.000% 16,636,000 16,629,000 -723,000 34,501,000

- - - - - - 2,269,000 - - - - - - - 7,000 723,000 2,999,000

3,973,000 9,620,000 1,371,000 2,911,000 720,000 12 20,864,000 - - - - - - - 16,636,000 0 37,500,000

平成31年度予算

37,500,000

平成31年度　体育教育の充実促進経費配分

課外活動団体名

重
点
強
化

強
化
指
定
選
手
及
び

チ
ー

ム

１．引率旅費 2．重点強化指
定選手・チーム
への重点配分

3．卒業生が獲
得した競技成
績に対する評
価

4．運搬費補
助

6．SS1年生に
対する配分

S
S
学
生
数

小計
（A)

7．各課外活動団体への傾斜配分に関する項目（①～②）

前年度執行
額超過調整
　　　（C）

配分額合計

(A+B+C)

1 陸上競技部 ○ 548,000 75,000 65,000 - - 1,108,000 15 15 100 91 115 11.807% 1,852,043 1,852,000 0 2,960,000

3 テニス部 ○ 274,000 - - - - 774,000 8 8 40 27 48 4.928% 773,027 773,000 0 1,547,000

4
男子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部
(ビーチバレー)

○ 137,000 - - - - 337,000 5 5 20 7 25 2.567% 402,618 402,000 0 739,000

5 女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部 ○ 274,000 - - 120,000 2 844,000 0 0 40 21 40 4.107% 644,189 644,000 0 1,488,000

7 女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 ○ 137,000 - - - - 137,000 0 0 40 23 40 4.107% 644,189 644,000 0 781,000

8 サッカー部 ○ 548,000 - - 60,000 1 1,208,000 3 3 100 94 103 10.575% 1,658,786 1,658,000 0 2,866,000

10 体操競技部 ○ 274,000 150,000 - 120,000 2 1,664,000 43 43 40 29 83 8.522% 1,336,692 1,336,000 0 3,000,000

12 柔道部 ○ 274,000 120,000 - - - 704,000 14 14 60 59 74 7.598% 1,191,749 1,191,000 0 1,895,000

13 剣道部 ○ 274,000 187,000 - 120,000 2 1,941,000 22 22 100 131 122 12.526% 1,964,776 1,964,000 0 3,905,000

14 ヨット部 ○ 137,000 - 1,222,000 386,513 386,000 0- - 1,559,000 4 4 20

- 120,000

12 24 2.464%

3.593% 563,000

1,945,000

18 なぎなた部 ○ 137,000 - 7 035 1,270,000

小計

15 202 707,000 15 563,665

5．共通経費・予備費

合計

【個人】
SⅠ：25万円
SⅡ：20万円
   A：15万円
   B：10万円
   C：　6万円
【チーム】
　対応ランク別

個人
SⅠ相当：18.7万円
SⅡ相当：15万 円
   A相当：11.2万円
   B相当： 7.5万円
   C相当： 4.5万円

SS1年生1名につき、
60,000円(重点強化指定
選手C相当）

別紙にて算出した合
計点数（100点上限）

・20名未満：20点 強化指定競技に指
定されない場合
は、構成員の数を
基に配分
・  1～  5名： 5万円
・  6～10名：10万円
・11～20名：15万円
・21名以上：20万円

共通経費へ組入
(1,000円未満切
捨）

・20-40名未満：40点

・40-60名未満：60点

・60-80名未満：80点

・80名以上：100点

(平成30年5月現在)

切捨分は共通経
費へ組入
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グレード グレード

1 2年 体操競技部 チャレンジカップ（カタール大会）出場 G2
オリンピック及びチャ
レンジカップ

G1
G2

3-(1) 200,000    

2 3年 柔道部
ユニバーシアード競技大会柔道競技女
子団体1位

G2 グランドスラム東京 G2 3-(1) 200,000    

3 2年 柔道部 全日本学生柔道優勝大会1位 G5 グランドスラム東京 G2 3-(3) 200,000    

4 4年 自転車競技部
2015年全日本大学対抗選手権
個人追い抜き1位

G5 世界大学選手権 G2 3-(3) 200,000    

5 4年 自転車競技部
2015年世界ロードレース選手権出場
(U23ロード)

G2
世界ロードレース選
手権

G2 3-(1) 200,000    

6 4年 自転車競技部 世界大学選手権出場 G2 世界大学選手権 G2 3-(1) 200,000    

7 3年 自転車競技部
第56回全日本学生選手権トラック自転
車競技大会　　マディソン1位

G5
世界ロードレース選
手権

G2 3-(3) 200,000    

8 3年 自転車競技部
2015年全日本トラック選手権１kmタイ
ムトライアル1位

G4 アジアトラック選手権 G2 3-(2) 200,000    

9 3年 自転車競技部
2015年全日本トラック選手権チームス
プリント1位

G4 アジアトラック選手権 G2 3-(2) 200,000    

10 3年 自転車競技部
2015年アジア選手権ロードU23ロードタ
イムトライアル3位

G2
世界ロードレース選
手権

G2 3-(1) 200,000    

11 2年 自転車競技部 2016年世界大学選手権出場 G2 世界大学選手権 G2 3-(1) 200,000    

12 2年 自転車競技部 2016年世界大学選手権出場 G2 世界大学選手権 G2 3-(1) 200,000    

支援額

平成28年度国際競技大会特別強化指定選手

選考基準
番
号

学年 所属団体名
H27年度主な競技成績 対象となる大会

1/4

r-yamashita
テキスト ボックス
資料1-3-2-3-c中期目標の達成状況報告書



選考基準 グレード グレード

1 サッカー - - -
ユニバーシアード
平成29年8月（チャイニーズタイペイ）

G2 71,000

2 体操競技
ハンガリー国際
平成28年10月（ハンガリー）
鉄棒・2位

3-(1) G2
ユニバーシアード
平成29年8月（チャイニーズタイペイ）

G2 362,000

3 体操競技
第71回全日本体操競技選手権大会
平成29年4月（東京）
あん馬・4位

3-(2) G4
世界選手権
平成29年10月（カナダ）

G1 196,000

4 体操競技
第7回アジア体操競技選手権大会
平成29年5月（タイ）

3-(1) G2
第7回アジア体操競技選手権大会
平成29年5月（タイ）

G2 196,000

5 柔道
全日本学生柔道優勝大会
平成27年6月（東京都）
女子団体3人制・優勝

3-(3) G5
グランドスラム東京
平成29年12月(東京)

G2 197,000

6 カヌー
2016カヌースプリントワールドカップ
平成28年5月
出場

3-(1) G2
カヌースプリント　アジア選手件大会
平成29年10月（中国）

G2 350,000

1,372,000合計

平成29年度国際競技大会特別強化指定選手の選考について

支援額番号 競技名
申請資格となる大会名等 対象となる国際大会等
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平成 30 年度国際競技大会特別強化指定選手について 

 

 

番

号 
競技名 

競技成績 

【大会ランク】 

目標となる国際大会 

【大会ランク】 

支援額 

【支援期間】 

1 体操競技 ・FIG チャレンジカップ・フランス大会 

  平成 29 年 9 月(フランス) あん馬 1 位【G2】 

・豊田国際体操競技大会 

  平成 29 年 12 月（愛知県） あん馬 1 位【G2】 

・FIG 種目別ワールドカップ・バクー大会 

  平成 30 年 3 月(アゼルバイジャン) 

  あん馬 3 位【G2】 

第 32 回オリンピック競技大

会(2020/東京) 

平成 32 年 7 月 【G1】 

 1,000,000 円 

【＊平成 30，31 年度】 

 

2 自転車競技 ・UCI トラック世界選手権 

  平成 30 年 2 月(オランダ) 団体追抜 9 位【G1】 

第 32 回オリンピック競技大

会(2020/東京) 

平成 32 年 7 月 【G1】 

 1,800,000 円 

【＊平成 30，31 年度】 

3 剣道 ・全日本女子学生剣道優勝大会 

  平成 27 年 11 月(愛知県) 優勝【G5】 

・全日本女子学生選手権大会 

  平成 29 年 7 月(大阪府) 2 位【G5】 

・全日本女子学生剣道優勝大会 

  平成 29 年 11 月(愛知県) 2 位【G5】 

第 17 回世界剣道選手権大会 

平成 30 年 9 月(韓国) 【G1】 

 200,000 円 

【平成 30 年度】 

 

＊番号 1,2 における支援期間は平成 30,31 年度の 2 年間であるが、改めて平成 31 年度に選考を実施 
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令和元年度国際競技大会特別強化指定選手について 

 

 

番

号 

課外活動 

団体名 

競技成績 

【大会ランク】 

目標となる国際大会 

【大会ランク】 

支援額 

【支援期間】 

1 体操競技部 2018FIG 種目別チャレンジカップ・ 

スロベニア大会 

 ・平成 30 年 6 月(スロベニア) 

 ・鉄棒 1 位【G2】 

第 32 回オリンピック競技大会(2020/ 

東京) 

・令和 2 年 7 月【G1】 

2,400,000 円 

【令和元年度】 

2 自転車競技部 第 18 回アジア競技大会 

 ・平成 30 年 8 月(インドネシア) 

 ・チームパーシュート 3 位【G2】 

2019 年度 UCI トラックサイクリング 

ワールドカップ 

・開催期間・場所未定【G2】 

＊例年 3-6 カ国開催 

 300,000 円 

【令和元年度】 

2018 ジュニアアジア自転車競技選手権 

大会 

 ・平成 30 年 2 月(マレーシア)  

 ・オムニアム 1 位【G3】 

2019 年度 UCI トラックサイクリング 

ワールドカップ 

・開催期間・場所未定【G2】 

＊例年 3-6 カ国開催 

3 剣道部 第 17 回世界剣道選手権大会 

 ・平成 30 年 9 月(韓国) 

 ・個人 3 位【G1】 

第 18 回世界剣道選手権大会 

・令和 3 年(フランス)【G1】 

 300,000 円 

【令和元年度】 
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ば
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へ

令和元年５月⑴

模擬面接の様子

漕艇部 四　方　美　咲
自転車競技部 橋　本　優　弥
体操競技部 杉　野　正　尭
剣道部 妹　尾　舞　香
　〃 村　田　桃　子

冠スポーツ奨学金対象学生冠スポーツ奨学金給付者
企  業  等  名 代  表  者  名

医療法人秋津会徳田脳神経外科病院 理　事　長 徳　田　　　元 様
おおうら皮ふ科 院　　　長 寺　﨑　祐太朗 様
カイコー株式会社 代表取締役社長 宝　地　雅　浩 様
株式会社鹿児島銀行 取締役頭取 上　村　基　宏 様
株式会社かのや寿自動車学校 代表取締役 水　口　拓　己 様
株式会社きたやま 代表取締役社長 北　山　　　勉 様
旭信興産株式会社 代表取締役 大　石　博　資 様
小鹿酒造株式会社 代表取締役 日　髙　裕　二 様
有限会社寿スポーツ 代表取締役 二　川　健　治 様
サツマガス工業株式会社 代表取締役 宮　薗　春　人 様
株式会社新生社印刷 代表取締役 岡　崎　洋　人 様
医療法人青仁会池田病院 理　事　長 池　田　　　徹 様
大海酒造株式会社 代表取締役 河　野　直　正 様
有限会社風呂井会計 代表取締役 風呂井　　　敬 様
株式会社松下ホテル大藏 代表取締役 松　下　れい子 様
株式会社丸屋 代表取締役社長 家　迫　崇　史 様
株式会社三井 代表取締役 郷　原　忠　男 様
公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 会　　　長 水　野　明　人 様
株式会社ミズホ商会 代表取締役 田　中　丈　尋 様

平成31年度
冠スポーツ奨学金証書授与式を開催

　４月５日、平成 31 年度鹿屋体育大学入学式終了後に、本財団は冠スポーツ奨学金証書授与式を行
いました。
　この奨学金は、企業、団体等の方々からご寄附をいただき、その名称を冠した奨学金として、優れ
た競技成績や国際交流の推進に資する個人や団体に給付しているものです。
　式では、平成 31 年度の冠スポーツ奨学金給付者の企業 19 社の代表者から風呂井敬本財団理事長へ
奨学金目録が授与された後、全日本又は国際試合などで活躍している将来有望な学生５名に対し風呂
井理事長から冠スポーツ奨学金証書の授与が行われました。
　多額のご寄附をいただきました企業等の皆様に心から感謝いたします。

冠スポーツ奨学金証書授与式の様子

奨学金証書授与
　

本
日
こ
こ
に
、
鹿
屋
体
育

大
学
体
育
学
部
一
九
九
名
、

体
育
学
研
究
科
二
十
七
名
、

合
計
二
二
六
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
平
成
三
十
一
年
度
の

入
学
式
を
挙
行
で
き
ま
す
こ

と
は
、
国
立
大
学
法
人
鹿
屋

体
育
大
学
の
教
職
員
な
ら
び

に
在
学
生
に
と
り
ま
し
て
、

大
き
な
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
日

ま
で
ご
子
弟
を
温
か
く
見
守

り
、
ご
支
援
を
惜
し
ま
れ
な

か
っ
た
保
護
者
の
皆
様
を
は

じ
め
、
関
係
の
皆
様
方
に
、

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幸
福
で
、

豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
は

全
て
の
国
民
の
権
利
で
あ

る
」
こ
と
を
法
律
と
し
て

謳
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
は
学

校
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
年

三
月
に
は
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ

を
振
興
し
、
卓
越
性
を
有
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

大
学
横
断
的
か
つ
競
技
横
断

的
統
括
組
織
の
「
大
学
ス

ポ
ー
ツ
協
会（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ

Ｓ
）」
ユ
ニ
バ
ス
が
発
足
し

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
発
展

と
推
進
の
た
め
に
は
、
科
学

的
に
裏
付
け
ら
れ
た
理
論
と

方
法
に
従
っ
た
指
導
が
必
要

不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
鹿
屋

体
育
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
科
学
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
使
命
を
持
っ
た
大
学
で

あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
を
基

に
教
育
し
、
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
学

で
あ
り
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
学
部

の
教
育
目
標
は
、
「
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
・
武
道
分
野
に
お

け
る
研
究
成
果
に
基
づ
い
た

教
育
を
通
じ
て
、
国
民
の
ス

ポ
ー
ツ
、
健
康
及
び
武
道
を

適
切
に
指
導
し
得
る
専
門
的

知
識
、
実
践
力
・
実
技
力
や

指
導
力
を
有
し
、
広
く
国
際

社
会
で
活
躍
で
き
る
有
為
な

人
材
の
養
成
」
で
す
。

　

ま
た
、
体
育
学
研
究
科
の

教
育
目
標
は
、
「
国
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
ス

ポ
ー
ツ
・
身
体
運
動
の
指
導

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
に
対
す
る
科
学
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
や
メ

ニ
ュ
ー
開
発
が
で
き
る
能
力

を
備
え
た
高
度
職
業
人
と
し

て
、
国
内
及
び
国
際
社
会
で

活
躍
で
き
る
中
核
的
な
役
割

を
担
う
人
材
の
養
成
」
で

す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
が
養
成
す

る
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
武
道

分
野
に
関
す
る
専
門
職
と
し

て
、
大
き
く
は
四
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
指
導
者
で

す
。
学
校
の
体
育
教
師
や
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を
指
導
す
る
ス
ポ
ー

ツ
コ
ー
チ
な
ど
で
す
。
二
つ

目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
す

る
研
究
者
で
す
。
具
体
的
に

は
、
自
然
科
学
的
手
法
を
用

い
た
領
域
、
人
文
社
会
科
学

的
手
法
を
用
い
た
領
域
、

コ
ー
チ
ン
グ
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
実
践
研

＝
平
成
三
十
一
年
度　

鹿
屋
体
育
大
学
入
学
式
告
辞
＝

学
長
　
松
　
下
　
雅
　
雄

究
領
域
を
専
門
と
す
る
研
究

者
で
す
。
三
つ
目
は
、
国
や

地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
専

門
家
で
す
。
そ
し
て
、
四
つ

目
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
り

ま
す
。

　

来
年
に
は
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
鹿
児
島
で
も
国

民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
多
く
の
国
民
が
、
県
民

が
代
表
選
手
の
活
躍
を
期
待

し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
競

技
大
会
の
成
功
は
選
手
の
活

躍
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

人
々
の
支
え
に
よ
る
部
分
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
入
学
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
「
す
る
人
」
を
目
指
す
に

せ
よ
、
「
支
え
る
人
」
を
目

指
す
に
せ
よ
、
こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
を
教
職
員
と
一
緒

に
な
っ
て
、
体
育
学
、
ス

ポ
ー
ツ
科
学
を
学
習
し
、
研

究
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発

展
、
社
会
に
必
要
な
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
能
力
を
備
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
が
今
も
っ
て
い
る

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、

ま
ず
も
っ
て
夢
を
具
体
的
な

目
標
に
書
き
換
え
、
目
標
達

成
の
た
め
に
計
画
を
立
て
、

実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
課
程

に
開
設
さ
れ
た
授
業
科
目
の

中
か
ら
、
自
分
が
目
指
す
有

為
な
人
材
に
必
要
な
科
目
を

選
択
し
、
各
自
の
時
間
割
を

作
成
し
、
学
ん
で
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

大
学
に
お
け
る
学
び
は
、

た
だ
知
識
を
習
得
す
る
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
考
え
方
を

作
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
お
い
て
は
、
知

識
を
手
に
入
れ
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ

と
、
人
の
意
見
を
し
っ
か
り

と
聞
く
こ
と
、
そ
し
て
、
自

分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
教
師
や

友
人
と
の
対
話
を
大
事
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

本
学
は
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

に
あ
り
ま
す
が
、
全
国
各
地

か
ら
の
仲
間
、
海
外
か
ら
の

留
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
全
国
や
グ
ロ
ー

バ
ル
に
広
が
る
友
人
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
こ
大
隅
の

皆
様
方
は
学
生
諸
君
を
温
か

く
迎
え
、
本
学
の
教
育
研
究

を
ご
支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
大
隅
の
地

を
第
二
の
故
郷
と
思
い
、
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
の
皆

様
な
ら
び
に
保
護
者
の
皆
様

方
に
ご
列
席
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
新
入
生
の
皆

さ
ん
へ
の
期
待
と
激
励
を
述

べ
て
、
告
辞
と
い
た
し
ま

す
。
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大
空
へ

令和２年３月⑴

　

令
和
元
年
秋
に
日
本
で
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

か
れ
た
。
日
本
で
は
メ
ジ
ャ
ー

で
な
い
競
技
が
や
っ
と
世
間

に
注
目
さ
れ
た
。
世
界
も
驚

い
た
が
日
本
で
も
驚
愕
も
の

だ
。
な
ん
か
う
れ
し
い
。
息
子

が
鹿
体
大
Ｏ
Ｂ
の
先
生
に
ラ

グ
ビ
ー
部
へ
勧
誘
さ
れ
て
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
試
合
を

見
る
た
び
に
ル
ー
ル
を
覚
え

た
。
拮
抗
し
た
試
合
は
特
に

応
援
し
甲
斐
が
あ
っ
た
▼
1

年
前
に
社
会
人
の
試
合
を
見

る
機
会
が
あ
っ
た
。
会
場
は
ガ

ラ
ガ
ラ
で
動
員
さ
れ
た
保
護

者
も
多
か
っ
た
。ラ
グ
ビ
ー
界

で
は
有
名
な
選
手
も
い
た
ら

し
い
が
、
当
時
は
知
る
由
も

な
い
。
で
も
試
合
は
拮
抗
し

て
、
簡
単
に
は
得
点
さ
せ
な
い

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
感
服
し
、
ラ

グ
ビ
ー
の
醍
醐
味
を
感
じ
た

▼
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
当
初
か

ら
テ
レ
ビ
中
継
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
。
ル
ー
ル
が
な
ん
と

な
く
判
っ
て
き
た
の
で
、
解
説

の
あ
る
テ
レ
ビ
観
戦
で
も
十

分
楽
し
め
た
。
先
述
の
先
生

は
現
地
観
戦
の
た
め
に
多
額

の
出
費
を
し
た
よ
う
だ
。
高

校
の
県
大
会
で
は
見
る
こ
と

が
な
か
っ
た
「
ジ
ャ
ッ
カ
ル
」

は
こ
の
時
知
っ
た
技
で
あ
る
。

巷
に
は
「
に
わ
か
フ
ァ
ン
」
が

一
気
に
急
増
し
た
。
よ
う
や
く

ラ
グ
ビ
ー
が
人
気
ス
ポ
ー
ツ
へ

変
わ
っ
た
▼
息
子
は
進
学
後

も
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
つ
も
り

ら
し
い
。
彼
は
代
表
選
手
で

は
な
く
競
技
そ
の
も
の
に
魅

力
を
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
僕

は
こ
れ
か
ら
も
ビ
ー
ル
片
手

に
観
戦
す
る
▼
今
回
人
気
が

出
た
ラ
グ
ビ
ー
に
は
、
今
後
も

魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り

続
け
て
ほ
し
い
。
鹿
体
大
Ｏ
Ｂ

の
先
生
に
は
感
謝
で
い
っ
ぱ
い

だ
。　
　
　
　

   

（
Ｋ
・
Ｔ
）

　

国
際
大
会
・
全
国
大
会
等
で
顕

著
な
成
績
を
収
め
、
鹿
児
島
県
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
選
手

を
表
彰
す
る
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」
で
、
鹿
屋
体

育
大
学
か
ら
も
学
生
10
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
2
月
４

日
に
鹿
児
島
県
庁
で
行
わ
れ
、
三

反
園
訓
知
事
か
ら
受
賞
者
へ
表
彰

状
等
と
と
も
に
激
励
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
学
生
は
授

業
等
が
重
な
り
残
念
な
が
ら
出
席

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
出
席
し

た
学
生
ら
は
受
賞
の
喜
び
を
胸

に
、
誇
ら
し
げ
な
表
情
で
表
彰
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
式
後
カ
ヌ
ー
部
元
キ
ャ
プ

テ
ン
で
4
年
生
の
柚
野
秀
斗
さ
ん

は
「
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
と
い
う

素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
大
学
へ
の
入
学
を
機
に
鹿
児

島
県
に
や
っ
て
き
て
4
年
間
、
鹿

屋
体
育
大
学
の
皆
さ
ん
を
始
め
地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
の

よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
の
鹿
児
島
国
体
で

は
、
カ
ヌ
ー
部
の
後
輩
の
み
ん
な

が
先
頭
に
立
っ
て
結
果
を
残
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の

言
葉
と
後
輩
へ
の
期
待
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
及
び
本
財

団
主
催
に
よ
る
令
和
元
年
度

「
競
技
成
績
報
告
会
」
を
2

月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
令
和
元
年
度

に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
学

生
の
健
闘
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
日
頃
ご
声
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
学
内
外
の
支
援
者

に
対
し
、
感
謝
の
意
を
こ
め

て
競
技
成
績
の
報
告
を
行
う

た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

会
は
松
下
雅
雄
学
長
か

ら
日
ご
ろ
の
ご
支

援
へ
の
感
謝
と

学
生
の
さ
ら
な
る

活
躍
を
期
待
す
る

挨
拶
で
始
ま
り
ま

し
た
。
続
い
て
中

野
健
作
鹿
屋
市
教

育
委
員
会
教
育
長

に
よ
る
来
賓
挨
拶

で
は
、
２
０
２
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
か
ご
し
ま
国

体
で
の
活
躍
に
期

待
を
込
め
て
、

２
０
０
４
ア
テ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

競
泳
８
０
０
ｍ
自

由
形
で
金
メ
ダ
ル

に
輝
い
た
柴
田
亜

衣
さ
ん
の
当
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹

介
さ
れ
、
学
生
た

ち
へ
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。
最
後

に
主
催
者
で
あ
る

当
財
団
風
呂
井

敬
理
事
長
か
ら

の
乾
杯
の
発
声

で
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
懇
親
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
乾
杯
後
に

は
、
各
課
外
活
動
団
体
顧
問

か
ら
今
年
度
の
成
績
と
選
手

の
紹
介
が
あ
り
、
出
席
者
か

ら
の
盛
大
な
拍
手
で
あ
た
た

か
な
祝
福
を
う
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の

成
績
が
顕
著
で
鹿
屋
市
の
名

声
を
高
め
た
者
に
贈
ら
れ
る

鹿
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
の

贈
呈
式
も
執
り
行
わ
れ
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
杉
野
正
尭

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

3
年
・
体
操
競
技
部
）
に
中

野
教
育
長
か
ら
奨
励
金
の
目

録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
一
般
社
団
法
人
テ

ン
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ン
ス
カ

ラ
ー
シ
ッ
プ
の
今
村
潤
代
表

理
事
か
ら
競
技
成
績
の
成
長

が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
み
な

さ
れ
た
カ
ヌ
ー
部
、
体
操
競

技
部
、
漕
艇
部
に
支
援
金
の

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
を
代
表
し

て
杉
野
さ
ん
か
ら
ご
支
援
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
や
今
後
の
抱
負

な
ど
が
語
ら
れ
、
最
後
に
、

瓜
田
吉
久
学
長
補
佐
（
競
技

力
向
上
担
当
）
か
ら
出
席
者

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

鹿児島県知事表彰「スポーツ部門」
鹿屋体育大学から 10名受賞！！

受賞したカヌー部のみなさんと顧問教員の中村夏実准教授

【鹿児島県知事表彰「スポーツ部門」受賞者（本学関係）】
区分 種目 氏名 功績

個
人

カ
ヌ
ー

柚　野　秀　斗 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カナディアンフォア500ｍ　優勝

森　　　愛　奈 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
女子カヤックペア200ｍ 500ｍ　優勝

林　田　　　薫 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
女子カヤックペア500ｍ　優勝

田　原　瞭　太 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カヤックペア200ｍ　優勝

橋　沼　　　新 2019年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カヤックペア200ｍ　優勝

ボ
ー
ト

四　方　美　咲 第97回全日本選手権大会ボート競技
軽量級女子ダブルスカル　優勝

谷　口　智佳子 第97回全日本選手権大会ボート競技
軽量級女子ダブルスカル　優勝

団
体

カ
ヌ
ー

田　原　瞭　太
2019年度日本カヌースプリント選手権大会
男子カヤックフォア500ｍ　優勝

森　黒　　　開
安　藤　久　騎
下　川　拓　樹

令
和
元
年
度

「
競
技
成
績
報
告
会
」を
開
催

競技成績優秀者の紹介 学生代表のあいさつ

中野教育長からの鹿屋市スポーツ奨励金贈呈
一般社団法人テンオーバーナインスカラーシップの

今村潤代表理事を囲んで
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h-moriyama
ハイライト

h-moriyama
ハイライト

h-moriyama
ハイライト

h-moriyama
ハイライト

h-moriyama
ハイライト



以下、本学 WEB サイト掲載記事 

https://www.nifs-k.ac.jp/information/2018-03-27-07-14-49.html 
 

リオ五輪日本代表選手激励会を開催しました     公開日:2016 年 06 月 06 日 

 
 6 月 3 日、本学水野講堂において、本学の学生・卒業生でリオデジャネイロオリンピックに出場する選
手の激励会が行われました。 
 この激励会は、自転車競技の塚越さくら選手（2014 年 3 月卒業、2016 年 3 月修士課程修
了）及び内間康平選手（2011 年 3 月卒業）、競泳の松田丈志選手（大学院博士後期課程 3
年）、以上 3 選手のオリンピックでの活躍を祈念して行われたものです。 
 当日は、オリンピック本番に向けた強化練習参加等のため塚越選手のみの出席でしたが、出場を決め
た選手たちに向けて、会場に集まった学内外約 500 人の関係者及び来賓から、祝福の声が寄せられま
した。 
 式は、福永哲夫学長（代理：瓜田吉久競技力向上委員会委員長）の挨拶に始まり、中西茂鹿
屋市長（代理：福井逸人副市長）の来賓挨拶、3 選手の紹介が行われました。続いて、選手挨拶
が行われ、塚越選手から「オリンピックという大舞台に立てるのも、この素晴らしい大隅半島の環境や鹿屋
体育大学で出会えた素晴らしい仲間がいたからこそ。オリンピックでは今までで最高のパフォーマンスを発
揮できるよう本番までしっかりトレーニングを積んでいきたい。」と、感謝の言葉とオリンピックに向けての抱負
が述べられました。 
 その後、鹿屋市体育協会、公益財団法人鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団及び鹿屋体
育大学同窓会からの奨学金等授与、本学自転車競技部の後輩からの花束贈呈、学生歌の斉唱と続
き、最後は田中俊實地域づくり交流実行委員会会長による万歳三唱で盛況のうちに激励会が締めくく
られました。 
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テキスト ボックス
資料1-3-2-3-f中期目標の達成状況報告書

h-moriyama
ハイライト

h-moriyama
ハイライト

h-moriyama
ハイライト
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以下、本学 WEB サイト掲載記事 

https://www.nifs-k.ac.jp/information/ob-2020-k4-501.html 

 

祝！ OB 宮田悠佑さん 東京 2020 オリンピック カヌー 

K4-500ｍ男子代表選手に内定！   

公開日:2019 年 09 月 05 日 
 
 
 
 
 

 本学卒業生の宮田悠佑さん（現職：和歌山県教育センター学びの丘／平成 26 年 3 月卒）が、
東京 2020 オリンピックのカヌーK4-500ｍ男子の日本代表選手に内定しました。 
 
宮田さんは「８月に行われたカヌースプリント世界選手権にて、500m4 人乗りに出場し、全体で 12 位
アジア大陸で 1 位となり東京五輪出場を決める事ができました。五輪出場が懸かるレベルの高い試合の
中で、無事出場枠を取る事ができ、ホッとしています。一年後の五輪本番に向けて、一つでも上の順位
がとれるようにしっかりと準備をし、自分の競技人生の中で最高のパフォーマンスを発揮し、多くの皆様に
感動を与えられるように頑張りたいと思います｣と喜びを語られました。 
 
母校として心からの祝福と益々のご活躍を祈念しております！！  
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r-yamashita
テキスト ボックス
資料1-3-2-3-g中期目標の達成状況報告書

h-moriyama
ハイライト



競技名
大会
ﾗﾝｸ

大会名 種目 成績

カヌー G2 カヌースプリントワールドカップ第1戦 WK-1 200m 予選落ち
カヌー G2 カヌースプリントワールドカップ第2戦 WK-1 200m 準決勝落ち
カヌー G3 カヌースプリント世界大学選手権大会 C-2 1000m 4位
カヌー G3 カヌースプリント世界大学選手権大会 C-2 1000m 4位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-1　１０００ｍ 6位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-1　２００ｍ 6位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-1　２００ｍ 7位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-1　５００ｍ 6位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-1　５００ｍ 8位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　１０００ｍ 1位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　１０００ｍ 1位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　２００ｍ 1位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　２００ｍ 1位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　２００ｍ 3位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　２００ｍ 4位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　２００ｍ 4位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　５００ｍ 1位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　５００ｍ 1位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　５００ｍ 7位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 C-２　５００ｍ 7位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 K-２　１０００ｍ 1位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 K-２　１０００ｍ 2位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 K-２　１０００ｍ 2位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 K-２　５００ｍ 2位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 K-４　１０００ｍ 2位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 K-４　２００ｍ 2位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 K-４　５００ｍ 2位
カヌー G4 平成28年度日本カヌースプリント選手権大会 WK-1　２００ｍ 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１　１000m 3位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１　１０００m 6位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１　１０００m 7位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１　２００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１　２００m 3位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１　２００m 5位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１　２００m 7位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１リレー　５００m×４ 1位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１リレー　５００m×４ 1位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１リレー　５００m×４ 1位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-１リレー　５００m×４ 1位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-２　１０００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-２　１０００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-２　１０００m 5位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-２　１０００m 5位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-２　１０００m 7位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-２　１０００m 7位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-２　２００m 4位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-２　２００m 4位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-４　１０００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-４　１０００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-４　１０００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-４　１０００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-1　１０００m 6位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-１　２００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-１リレー　５００m×４ 4位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-１リレー　５００m×４ 4位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-１リレー　５００m×４ 4位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-１リレー　５００m×４ 4位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-２　１０００m 5位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-２　１０００m 5位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-２　２００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-２　２００m 2位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-４　１０００m 4位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-４　１０００m 4位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-４　１０００m 4位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-４　１０００m 4位

平成28年度競技成績一覧（全国大会入賞8位以上）
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テキスト ボックス
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競技名
大会
ﾗﾝｸ

大会名 種目 成績

平成28年度競技成績一覧（全国大会入賞8位以上）

カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-１　２００m 1位
カヌー G5 第52回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-１　５００m 4位

剣道 G5 第64回全日本学生剣道選手権大会 男子 3位

自転車 G2 UCIトラックワールドカップ第1戦 女子チームパーシュート 9位
自転車 G2 UCIトラックワールドカップ第1戦 男子チームスプリント 12位
自転車 G2 UCIトラックワールドカップ第2戦 男子チームスプリント 13位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 女子エリート　3km個人パーシュート 5位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 女子エリート　3km個人パーシュート 8位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 女子エリート　ポイントレース 5位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 女子エリート　ポイントレース 7位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　１ｋｍタイムトライアル 2位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　１ｋｍタイムトライアル 7位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　スクラッチ 7位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　スプリント 5位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　スプリント 6位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　チーム・スプリント 1位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　チーム・スプリント 1位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　チーム・スプリント 1位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　チームパーシュート 7位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　チームパーシュート 7位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　チームパーシュート 7位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子エリート　チームパーシュート 7位
自転車 G4 第85回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子マディソン 2位
自転車 G5 第18回全日本学生選手権クリテリウム大会 女子 2位
自転車 G5 第18回全日本学生選手権クリテリウム大会 女子 5位
自転車 G5 第28回全日本学生個人ロードタイムトライアル自転車競技大会 女子 3位
自転車 G5 第28回全日本学生個人ロードタイムトライアル自転車競技大会 女子 6位
自転車 G5 第28回全日本学生個人ロードタイムトライアル自転車競技大会 男子 2位
自転車 G5 第28回全日本学生個人ロードタイムトライアル自転車競技大会 男子 6位
自転車 G5 第32回全日本学生選手権個人ロードレース大会 女子 5位
自転車 G5 第32回全日本学生選手権個人ロードレース大会 女子 7位
自転車 G5 第32回全日本学生選手権個人ロードレース大会 男子 1位
自転車 G5 第55回全日本学生選手権チーム・ロード・タイムトライアル大会 男子 1位
自転車 G5 第55回全日本学生選手権チーム・ロード・タイムトライアル大会 男子 1位
自転車 G5 第55回全日本学生選手権チーム・ロード・タイムトライアル大会 男子 1位
自転車 G5 第55回全日本学生選手権チーム・ロード・タイムトライアル大会 男子 1位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子５００ｍタイムトライアル 8位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子５００ｍタイムトライアル 4位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子５００ｍタイムトライアル 7位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子インディヴィデュアル・パーシュート 2位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子インディヴィデュアル・パーシュート 3位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子スプリント 1位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子スプリント 4位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子ポイントレース 2位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子ポイントレース 5位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子ケイリン 3位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子ケイリン 5位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子ケイリン 7位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子スプリント 2位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子スプリント 4位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子タンデム・スプリント 7位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子タンデム・スプリント 7位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子ポイントレース 3位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子ポイントレース 5位
自転車 G5 第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子マディソン 4位
自転車 G5 第85回全日本自転車競技選手権大会ロード・レース 男子U23 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子２０ｋｍポイントレース 1位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子２０ｋｍポイントレース 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子２０ｋｍポイントレース 3位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子２０ｋｍポイントレース 4位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子３ｋｍインディヴィデュアルパーシュート 1位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子３ｋｍインディヴィデュアルパーシュート 3位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子５００ｍタイムトライアル 4位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子５００ｍタイムトライアル 6位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子スプリント 2位
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競技名
大会
ﾗﾝｸ

大会名 種目 成績

平成28年度競技成績一覧（全国大会入賞8位以上）

自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子チームスプリント 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子チームスプリント 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子個人ロードレース 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子個人ロードレース 3位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子個人ロードレース 4位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子１ｋｍタイムトライアル 1位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子１ｋｍタイムトライアル 5位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子４０ｋｍポイントレース 4位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子４ｋｍインディヴィデュアルパーシュート 3位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子ケイリン 3位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子スクラッチ 6位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子スプリント 7位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子スプリント 8位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子タンデムスプリント 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子タンデムスプリント 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子チームスプリント 1位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子チームスプリント 1位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子チームスプリント 1位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子チームパーシュート 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子チームパーシュート 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子チームパーシュート 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子チームパーシュート 2位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子個人ロードレース 5位
自転車 G5 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子個人ロードレース 7位

柔道 G5 平成28年度全日本学生柔道体重別選手権大会 女子78kg超級 8位

水泳 G4 ジャパンオープン2016 女子２００ｍ背泳ぎ 8位
水泳 G5 第92回日本学生選手権水泳競技大会 女子２００ｍ背泳ぎ 7位

体操競技 G2 チャレンジカップハンガリー大会 あん馬 7位
体操競技 G2 チャレンジカップハンガリー大会 鉄棒 2位
体操競技 G2 チャレンジカップハンガリー大会 平行棒 5位
体操競技 G2 チャレンジカップブラジル大会 あん馬 3位
体操競技 G2 チャレンジカップブラジル大会 つり輪 4位
体操競技 G4 第70回全日本体操競技種目別選手権大会 あん馬 5位
体操競技 G4 第70回全日本体操団体選手権 男子 8位
体操競技 G5 第70回全日本学生体操競技選手権大会 あん馬 2位
体操競技 G5 第70回全日本学生体操競技選手権大会 あん馬 7位
体操競技 G5 第70回全日本学生体操競技選手権大会 男子団体種目別つり輪 4位
体操競技 G5 第70回全日本学生体操競技選手権大会 つり輪 8位
体操競技 G5 第70回全日本学生体操競技選手権大会 跳馬 4位
体操競技 G5 第70回全日本学生体操競技選手権大会 鉄棒 6位

テニス G5 平成28年度全日本大学対抗テニス王座決定試合 男子 8位

なぎなた G5 第55回全日本学生なぎなた選手権大会 演技の部 3位
なぎなた G5 第55回全日本学生なぎなた選手権大会 演技の部 3位
なぎなた G5 第55回全日本学生なぎなた選手権大会 個人の部 3位
なぎなた G5 第55回全日本学生なぎなた選手権大会 女子 1位

バレーボール G2 2016東アジア地区女子選手権大会 女子 2位
バレーボール G5 第63回秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会 女子 1位

ビーチバレー G5 第28回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会 男子 8位
ビーチバレー G5 第28回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会 男子 8位

ボート G5 第43回全日本大学選手権大会 女子シングルスカル 4位

ヨット G5 第25回全日本学生女子ヨット選手権大会 国際470級 6位
ヨット G5 第25回全日本学生女子ヨット選手権大会 国際470級 6位
ヨット G5 第81回全日本学生ヨット選手権大会 国際470級 7位
ヨット G5 第81回全日本学生ヨット選手権大会 国際470級 7位
ヨット G5 第81回全日本学生ヨット選手権大会 国際470級 7位
ヨット G5 第81回全日本学生ヨット選手権大会 国際470級 7位

陸上競技 G4 第100回日本陸上競技選手権大会 男子十種競技 8位
陸上競技 G5 2016日本学生陸上競技個人選手権大会 女子８００ｍ 5位
陸上競技 G5 2016日本学生陸上競技個人選手権大会 女子砲丸投 8位
陸上競技 G5 2016日本学生陸上競技個人選手権大会 女子棒高跳 2位
陸上競技 G5 2016日本学生陸上競技個人選手権大会 男子円盤投 7位
陸上競技 G5 2016日本学生陸上競技個人選手権大会 男子三段跳 8位
陸上競技 G5 天皇賜盃第85回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子10000ｍ 1位
陸上競技 G5 天皇賜盃第85回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子800ｍ 6位
陸上競技 G5 天皇賜盃第85回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子やり投 8位
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平成28年度競技成績一覧（全国大会入賞8位以上）

陸上競技 G5 天皇賜盃第85回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子棒高跳 4位
陸上競技 G5 天皇賜盃第85回日本学生陸上競技対校選手権大会 男子三段跳 8位
陸上競技 G5 天皇賜盃第85回日本学生陸上競技対校選手権大会 男子十種競技 5位

※は外部団体選手との出場を示す。
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団体名
大会
ﾗﾝｸ

大会名 種目 成績

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-1 200m 7位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-1 200m 8位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 1000m 3位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 1000m 8位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 1000m 8位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 200m 1位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 200m 3位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 200m 5位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 200m 5位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 500m 3位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 500m 6位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 C-2 500m 6位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 K-2 1000m 3位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 K-2 1000m 3位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 K-2 200m 2位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 K-2 200m 2位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 K-2 200m 5位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 K-2 200m 5位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 WK-1 200m 2位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 WK-1 200m 3位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 WK-2 200m 1位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 WK-2 200m 3位

カヌー部 G4 平成29年度日本カヌースプリント選手権大会 WK-2 200m 3位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 1000ｍ 2位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 1000ｍ 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 1000ｍ 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 1000ｍ 6位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 1000ｍ 8位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 200ｍ　　 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 200ｍ　　 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 200ｍ　　 7位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 200ｍ　　 8位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 4×500ｍリレー 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 4×500ｍリレー 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 4×500ｍリレー 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 4×500ｍリレー 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 2位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 2位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 6位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 6位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 7位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 1000ｍ 7位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 200ｍ　　 3位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 200ｍ　　 3位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 200ｍ　　 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2 200ｍ　　 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-4 1000ｍ 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-4 1000ｍ 1位

平成29年度競技成績一覧（全国大会入賞8位以上）
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カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-4 1000ｍ 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-4 1000ｍ 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-1 200ｍ　　 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-1 4×500ｍリレー 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-1 4×500ｍリレー 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-1 4×500ｍリレー 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-1 4×500ｍリレー 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-2 1000ｍ　 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-2 1000ｍ　 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-2 200ｍ　　 3位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-2 200ｍ　　 3位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-4 1000ｍ　 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-4 1000ｍ　 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-4 1000ｍ　 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-4 1000ｍ　 4位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1 200ｍ　　 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1 200ｍ　　 2位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1 4×500ｍリレー　 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1 4×500ｍリレー　 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1 4×500ｍリレー　 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1 4×500ｍリレー　 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1 500ｍ　 5位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1 500ｍ　 8位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-2 200ｍ　　 7位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-2 200ｍ　　 7位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-2 500ｍ　 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-2 500ｍ　 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-4 500ｍ　 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-4 500ｍ　 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-4 500ｍ　 1位

カヌー部 G5 第53回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-4 500ｍ　 1位

サッカー部 G2 第29回ユニバーシアード競技大会 1位

テニス部 G5 平成29年度全日本学生室内テニス選手権大会 女子シングルス 8位

テニス部 G5 平成29年度全日本大学対抗テニス王座決定試合 男子団体 8位

テニス部 G5 平成29年度全日本大学対抗テニス王座決定試合 女子団体 8位

なぎなた部 G5 第56回全日本学生なぎなた選手権大会 団体試合競技 1位

なぎなた部 G5 第56回全日本学生なぎなた選手権大会 個人試合競技 3位

なぎなた部 G5 第56回全日本学生なぎなた選手権大会 演技競技 8位

なぎなた部 G5 第56回全日本学生なぎなた選手権大会 演技競技 8位

ヨット部 G5 第26回全日本学生女子ヨット選手権大会 470級 8位

ヨット部 G5 第26回全日本学生女子ヨット選手権大会 470級 8位

ヨット部 G5 第26回全日本学生女子ヨット選手権大会 470級 8位

剣道部 G4 第65回全日本剣道選手権大会 男子個人 8位

剣道部 G5 第65回全日本学生剣道選手権大会 男子個人 1位

剣道部 G5 第51回全日本女子学生剣道選手権大会 女子個人 2位

剣道部 G5 第51回全日本女子学生剣道選手権大会 女子個人 8位

剣道部 G5 第36回全日本女子学生剣道優勝大会 女子団体 2位

剣道部 G5 第65回全日本学生剣道優勝大会 男子団体 2位
自転車競技部 G1 2017トラック世界選手権大会 4kmチームパーシュート 11位
自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第2戦 女子チームパーシュート 3位
自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第3戦 女子マディソン 5位
自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第3戦 女子チームパーシュート 4位
自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第4戦 女子マディソン 4位
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大会名 種目 成績

自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第4戦 女子チームパーシュート 3位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子1㎞タイムトライアル 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子3㎞個人パーシュート 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子4㎞個人パーシュート 4位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子エリートチームスプリント 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子エリートチームスプリント 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートチームスプリント 5位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートチームスプリント 5位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートチームスプリント 5位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子エリートケイリン 4位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子エリートスクラッチ 6位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートスクラッチ 4位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子エリートポイントレース 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子エリートポイントレース 7位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートポイントレース 5位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートチームパーシュート 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートチームパーシュート 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートチームパーシュート 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートチームパーシュート 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子マディソン 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子マディソン 2位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子マディソン 6位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子マディソン 6位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子エリートスプリント 6位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートチームパーシュート 8位
自転車競技部 G4 第86回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子エリートチームパーシュート 8位
自転車競技部 G5 全日本学生選手権クリテリウム大会 男子 2位
自転車競技部 G5 全日本学生選手権クリテリウム大会 男子 4位
自転車競技部 G5 全日本学生選手権クリテリウム大会 男子 5位
自転車競技部 G5 第56回全日本学生選手権チーム・ロード・トライアル大会 男子 3位
自転車競技部 G5 第56回全日本学生選手権チーム・ロード・トライアル大会 男子 3位
自転車競技部 G5 第56回全日本学生選手権チーム・ロード・トライアル大会 男子 3位
自転車競技部 G5 第56回全日本学生選手権チーム・ロード・トライアル大会 男子 3位
自転車競技部 G5 全日本学生選手権個人ロードレース大会 男子 6位
自転車競技部 G5 全日本学生選手権個人ロードレース大会 女子 6位
自転車競技部 G5 第29回全日本学生個人ロードタイムトライアル自転車競技大会 男子　31.2㎞ 1位
自転車競技部 G5 第29回全日本学生個人ロードタイムトライアル自転車競技大会 男子　31.2㎞ 4位
自転車競技部 G5 第29回全日本学生個人ロードタイムトライアル自転車競技大会 女子　25.2㎞ 3位
自転車競技部 G5 第29回全日本学生個人ロードタイムトライアル自転車競技大会 女子　25.2㎞ 4位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 女子500ｍＴＴ 7位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 女子ポイントレース 5位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 女子ポイントレース 2位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 女子スプリント 3位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 女子インディヴィデュアルパーシュート 2位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 男子スプリント 2位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 男子インディヴィデュアル・パーシュート 1位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 男子マディソン 5位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 男子マディソン 5位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 男子マディソン 6位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 男子マディソン 6位
自転車競技部 G5 第58回全日本学生選手権トラック自転車競技大会2017 男子ポイントレース 5位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 4㎞インディヴィデュアル・パーシュート 3位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 スプリント 3位
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自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 スプリント 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 1㎞タイムトライアル 3位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 ポイントレース 5位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 スクラッチ 7位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 チームスプリント 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 チームスプリント 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 チームスプリント 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 500ｍタイムトライアル 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 スプリント 2位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 スプリント 7位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 ポイントレース 2位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 ポイントレース 5位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 ポイントレース 8位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 3㎞インディヴィデュアル・パーシュート 2位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 3㎞インディヴィデュアル・パーシュート 3位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 チームスプリント 3位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 チームスプリント 3位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 個人ロードレース 2位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 個人ロードレース 2位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 個人ロードレース 3位

柔道部 G4 平成29年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会 女子70kg級 8位

柔道部 G5 全日本学生柔道体重別選手権大会 女子78㎏級 4位

柔道部 G5 全日本学生柔道体重別選手権大会 女子52㎏級 8位

柔道部 G5 全日本学生柔道体重別選手権大会 女子48㎏級 8位

柔道部 G5 全日本学生柔道体重別選手権大会 男子100㎏級 4位

柔道部 G5 全日本学生柔道体重別選手権大会 男子60㎏級 8位

柔道部 G5 全日本学生柔道体重別選手権大会 男子60㎏級 8位
女子バスケットボール部 G5 第69回全日本大学バスケットボール選手権大会 女子 4位
女子バレーボール部 G4 第72回国民体育大会 成年女子 7位
女子バレーボール部 G5 第64回秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会 女子 4位

水泳部 G2 FINAスイミングワールドカップ2017東京大会 男子1500m自由形 16位

水泳部 G4 ジャパンオープン2017 男子1500ｍ　自由形 8位

水泳部 G4 第93回日本選手権水泳競技大会 男子1500m自由形 6位

水泳部 G5 第93回日本学生選手権水泳競技大会 男子1500ｍ自由形 4位

水泳部 G5 第93回日本学生選手権水泳競技大会 女子200ｍ背泳ぎ 7位

漕艇部 G3 2017年アジアジュニア選手権 女子ダブルスカル 2位
体操競技部 G2 第7回アジア体操競技選手権大会 男子個人総合 9位
体操競技部 G2 第7回アジア体操競技選手権大会 男子　跳馬 3位
体操競技部 G2 第7回アジア体操競技選手権大会 団体 3位
体操競技部 G2 ＦＩＧチャレンジカップハンガリー大会 種目別　ゆか 1位
体操競技部 G2 ＦＩＧチャレンジカップハンガリー大会 種目別　あん馬 2位
体操競技部 G2 ＦＩＧチャレンジカップハンガリー大会 種目別　鉄棒 2位
体操競技部 G2 ＦＩＧチャレンジカップフランス大会 種目別あん馬 1位
体操競技部 G2 ＦＩＧチャレンジカップフランス大会 種目別鉄棒 5位
体操競技部 G2 2017チャレンジカップコトブス大会 床 7位
体操競技部 G2 2018FIG種目別ワールドカップ・バクー大会（AGF杯） あん馬 3位
体操競技部 G2 2018FIG種目別ワールドカップ・バクー大会（AGF杯） 吊り輪 6位
体操競技部 G2 2018FIG種目別ワールドカップ・バクー大会（AGF杯） 平行棒 ４位
体操競技部 G4 第56回NHK杯体操 男子あん馬 5位
体操競技部 G4 第71回全日本体操種目別選手権 個人あん馬 6位
体操競技部 G4 第71回全日本体操種目別選手権 個人跳馬 3位
体操競技部 G4 第71回全日本体操種目別選手権 個人平行棒 5位
体操競技部 G4 第71回全日本体操団体選手権大会 団体 4位
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体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 個人総合 6位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 個人総合 8位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 ゆか 6位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 ゆか 8位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 あん馬 2位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 あん馬 4位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 あん馬 7位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 つり輪 8位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 跳馬 1位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 跳馬 7位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 鉄棒 2位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 鉄棒 3位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 鉄棒 4位
体操競技部 G5 第71回全日本学生体操競技選手権大会 男子団体総合 3位
男子バレーボール部 G5 第29回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会 4位
男子バレーボール部 G5 第29回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会 4位
陸上競技部 G4 第101回日本陸上競技選手権大会 男子三段跳び 3位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第86回日本学生陸上競技対抗選手権大会 男子砲丸投げ 7位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第86回日本学生陸上競技対抗選手権大会 女子棒高跳び 5位
陸上競技部 G5 2017日本学生陸上競技個人選手権 男子三段跳び 2位
陸上競技部 G5 2017日本学生陸上競技個人選手権 男子800ｍ 1位

※は外部団体選手との出場を示す。
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陸上競技部 G4 第102回日本陸上競技選手権大会 男子　800m 4位
陸上競技部 G4 第102回日本陸上競技選手権大会 男子　三段跳　 7位
陸上競技部 G5 2018日本学生陸上競技個人選手権大会 女子　1500m 2位
陸上競技部 G5 2018日本学生陸上競技個人選手権大会 女子　1500m 6位
陸上競技部 G5 2018日本学生陸上競技個人選手権大会 男子　800m 2位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第87回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子　1500m 3位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第87回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子　1500m 7位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第87回日本学生陸上競技対校選手権大会 男子　1500m 5位
テニス部 G5 H30年度全日本大学対抗テニス王座決定試合 女子　団体 8位
テニス部 G5 H30年度全日本大学対抗テニス王座決定試合 男子　団体 8位
テニス部 G5 平成30年度　全日本学生室内テニス選手権大会（55回） 女子　シングルス 3位
サッカー部 G5 2018年度第42回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント 8位
体操競技部 G2 2018FIG種目別チャレンジカップスロベニア大会 男子　あん馬 5位
体操競技部 G2 2018FIG種目別チャレンジカップスロベニア大会 男子　鉄棒 1位
体操競技部 G2 第18回アジア競技大会 男子　団体 2位
体操競技部 G4 第72回全日本体操種目別選手権 男子　あん馬 5位
体操競技部 G4 第72回全日本体操種目別選手権 男子　つり輪 5位
体操競技部 G4 第72回全日本体操種目別選手権 男子　跳馬 2位
体操競技部 G4 第72回全日本体操種目別選手権 男子　跳馬 7位
体操競技部 G4 第72回全日本体操団体選手権　 団体 8位
体操競技部 G4 第73回国民体育大会 成年男子 4位
体操競技部 G5 第72回全日本学生体操競技選手権大会 男子種目別　跳馬 2位
体操競技部 G5 第72回全日本学生体操競技選手権大会 男子種目別　鉄棒 3位
体操競技部 G5 第72回全日本学生体操競技選手権大会 男子種目別　鉄棒 6位
体操競技部 G5 第72回全日本学生体操競技選手権大会 男子種目別　平行棒 6位
体操競技部 G5 第72回全日本学生体操競技選手権大会 男子種目別　あん馬 1位
体操競技部 G5 第72回全日本学生体操競技選手権大会 男子種目別　つり輪 2位
体操競技部 G5 第72回全日本学生体操競技選手権大会 男子個人総合 5位
体操競技部 G5 第72回全日本学生体操競技選手権大会 男子個人総合 7位
体操競技部 G5 第72回全日本学生体操競技選手権大会 男子団体　 3位
水泳部 G2 FINAスイミングワールドカップ2018東京大会 女子　800m自由形 20位
水泳部 G2 FINAスイミングワールドカップ2018東京大会 男子　1500m自由形 10位
水泳部 G2 FINAスイミングワールドカップ2018東京大会 男子　1500m自由形 7位
水泳部 G2 FINAスイミングワールドカップ2018東京大会 男子　400m個人メドレー 18位
水泳部 G2 FINAスイミングワールドカップ2018東京大会 男子　400m個人メドレー 25位
水泳部 G4 ジャパンオープン2018（50ｍ） 男子　1500m自由形 7位
水泳部 G4 ジャパンオープン2018（50ｍ） 男子　800m自由形 8位
水泳部 G4 第94回〔2018年度〕日本選手権水泳競技大会 男子　1500ｍ自由形　 7位
水泳部 G5 第94回日本学生選手権水泳競技大会 女子　200m背泳ぎ 8位
水泳部 G5 第94回日本学生選手権水泳競技大会 男子　400ｍ個人メドレー 5位
水泳部 G5 第94回日本学生選手権水泳競技大会 男子　1500m自由形 4位
水泳部 G5 第94回日本学生選手権水泳競技大会 男子　1500m自由形 5位
水泳部 G5 第94回日本学生選手権水泳競技大会 男子　400m自由形 3位
柔道部 G4 平成30年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会 女子　63㎏級 5位
柔道部 G4 平成30年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会 男子　60㎏級 5位
柔道部 G4 平成30年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会 男子　73㎏級 7位
柔道部 G5 平成30年度全日本学生柔道体重別選手権大会 女子　70㎏級 5位
柔道部 G5 平成30年度全日本学生柔道体重別選手権大会 男子　100㎏級 5位
柔道部 G5 平成30年度全日本学生柔道体重別選手権大会 男子　60㎏級 3位
柔道部 G5 平成30年度全日本学生柔道体重別選手権大会 男子　73㎏級 5位
剣道部 G1 第17回世界剣道選手権大会 女子　団体 1位
剣道部 G4 第57回全日本女子剣道選手権大会 女子　個人 3位
剣道部 G5 第37回全日本女子学生剣道優勝大会 女子　団体 1位
剣道部 G5 第52回全日本女子学生剣道選手権大会 女子　個人 8位
剣道部 G5 第66回全日本学生剣道選手権大会 男子　個人 8位
ヨット部 G5 第27回全日本学生女子ヨット選手権大会 470級 3位
ヨット部 G5 第27回全日本学生女子ヨット選手権大会 470級 3位
漕艇部 G4 第40回全日本軽量級選手権大会 女子　シングルスカル 4位
漕艇部 G4 第40回全日本軽量級選手権大会 男子　ダブルスカル 8位

平成30年度競技成績一覧（全国大会入賞8位以上）
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漕艇部 G4 第40回全日本軽量級選手権大会 男子　ダブルスカル 8位
漕艇部 G4 第96回全日本選手権大会 女子　ダブルススカル 2位
漕艇部 G4 第96回全日本選手権大会 女子　ダブルススカル 2位
漕艇部 G5 第45回全日本大学選手権大会 女子　シングルスカル 4位
自転車競技部 G2 2018世界大学自転車競技選手権 女子　ロードレース 13位
自転車競技部 G2 2018世界大学自転車競技選手権 男子　ロードレース 12位
自転車競技部 G2 2018世界大学自転車競技選手権 男子　ロードレース 31位
自転車競技部 G2 2018世界大学自転車競技選手権 男子　ロードレース 出場
自転車競技部 G2 2019トラックアジア選手権大会 女子　ポイントレース 出場
自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第2戦 女子　チームパーシュート 7位
自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第3戦 女子　チームパーシュート 15位
自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第3戦 女子　マディソン 14位
自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第5戦 女子　チームパーシュート 6位
自転車競技部 G2 UCI　TRACK CYCLING WORLD CUP　第6戦 女子　チームパーシュート 14位
自転車競技部 G2 第18回アジア競技大会 女子　チームパーシュート 3位
自転車競技部 G2 第18回アジア競技大会 女子　マディソン 4位
自転車競技部 G3 2018年UCIジュニアトラック世界選手権大会 男子　1kmタイムトライアル 18位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子　チームスプリント 3位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 女子　マディソン 1位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　エリート１㎞タイムトライアル　 6位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　エリート4㎞個人パーシュート 8位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　エリートチーム・スプリント 4位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　エリートチーム・スプリント 4位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　エリートチーム・スプリント 4位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　エリートチームパーシュート 5位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　エリートチームパーシュート 5位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　エリートチームパーシュート 5位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　エリートチームパーシュート 5位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　マディソン 8位
自転車競技部 G4 第87回全日本自転車競技選手権大会トラックレース 男子　マディソン 8位
自転車競技部 G5 全日本学生選手権　第30回全日本学生個人ロードタイムトライアル 女子　個人タイムロードトライアル 3位
自転車競技部 G5 全日本学生選手権　第30回全日本学生個人ロードタイムトライアル 女子　個人タイムロードトライアル 4位
自転車競技部 G5 全日本学生選手権　第30回全日本学生個人ロードタイムトライアル 男子　個人タイムロードトライアル 6位
自転車競技部 G5 第20回全日本学生選手権クリテリウム大会 女子　24km 3位
自転車競技部 G5 第20回全日本学生選手権クリテリウム大会 男子　40km 4位
自転車競技部 G5 第34回全日本学生選手権個人ロードレース大会 男子　個人ロードレース 1位
自転車競技部 G5 第57回全日本学生選手権チーム・ロードタイムトライアル大会 男子　チームロードタイムトライアル 6位
自転車競技部 G5 第57回全日本学生選手権チーム・ロードタイムトライアル大会 男子　チームロードタイムトライアル 6位
自転車競技部 G5 第57回全日本学生選手権チーム・ロードタイムトライアル大会 男子　チームロードタイムトライアル 6位
自転車競技部 G5 第57回全日本学生選手権チーム・ロードタイムトライアル大会 男子　チームロードタイムトライアル 6位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　500mタイムトライアル 3位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　スプリント 2位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　スプリント 3位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　ポイントレース 6位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　4㎞インディヴィデュアル・パーシュート 4位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　4㎞インディヴィデュアル・パーシュート 5位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　ケイリン 3位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　スプリント 5位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　スプリント 7位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　タンデム・スプリント 8位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　タンデム・スプリント 8位
自転車競技部 G5 第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　ポイントレース 1位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　3ｋｍインディヴィデュアルパーシュート 1位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　3ｋｍインディヴィデュアルパーシュート 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　500ｍタイムトライアル 5位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　オムニアム 1位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　スプリント 1位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　スプリント 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　チームスプリント 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　チームスプリント 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　マディソン 2位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　マディソン 2位

11/17



団体名
大会
ﾗﾝｸ

大会名 種目 成績

自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　マディソン 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　マディソン 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 女子　個人ロードレース 1位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　1ｋｍタイムトライアル 3位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　4ｋｍインディヴィデュアルパーシュート 5位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　オムニアム 3位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　ケイリン 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　スプリント 3位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　タンデムスプリント 8位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　タンデムスプリント 8位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　チームスプリント 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　チームスプリント 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　チームスプリント 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　チームパーシュート 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　チームパーシュート 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　チームパーシュート 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯　第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 男子　チームパーシュート 6位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-2　1000ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-2　1000ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-2　200ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-2　200ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-2　500ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-2　500ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　1000ｍ 6位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　1000ｍ 6位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　1000ｍ 6位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　1000ｍ 6位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　200ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　200ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　200ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　200ｍ 5位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　500ｍ 6位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　500ｍ 6位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　500ｍ 6位
カヌー部 G3 2018　FISU世界大学カヌースプリント選手権大会 C-4　500ｍ 6位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 WK-1　500ｍ 8位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 C-1　500ｍ 7位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 C-2　1000ｍ 2位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 C-2　500ｍ 2位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 C-2　500ｍ 2位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 C-2　500ｍ 7位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 C-2　500ｍ 7位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 K-2　1000ｍ 3位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 K-2　1000ｍ 3位
カヌー部 G4 平成30年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 K-2　500ｍ 3位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1　200m 1位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-1　500m 5位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-2　200m 4位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-2　200m 4位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-2　500m 6位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 WK-2　500m 6位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1　1000m 1位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1　1000m 6位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1　200m 3位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1　200m 5位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 Relay4×500m 1位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 Relay4×500m 1位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 Relay4×500m 1位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-1 Relay4×500m 1位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　1000m 2位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　1000m 2位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　1000m 7位
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カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　1000m 7位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　200m 1位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　200m 1位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　200m 4位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　200m 4位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　200m 6位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-2　200m 6位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-4　1000m 2位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-4　1000m 2位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-4　1000m 2位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 C-4　1000m 2位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-1　200m 3位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 Ｋ-1 Relay4×500m 3位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 Ｋ-1 Relay4×500m 3位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 Ｋ-1 Relay4×500m 3位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 Ｋ-1 Relay4×500m 3位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-2　200m 3位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-2　200m 3位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-2　200m 5位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-2　200m 5位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-4　1000m 4位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-4　1000m 4位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-4　1000m 4位
カヌー部 G5 第54回全日本学生カヌースプリント選手権大会 K-4　1000m 4位
なぎなた部 G5 第57回全日本学生なぎなた選手権大会 演技競技 8位
なぎなた部 G5 第57回全日本学生なぎなた選手権大会 演技競技 8位
なぎなた部 G5 第57回全日本学生なぎなた選手権大会 試合競技（個人の部） 1位
なぎなた部 G5 第57回全日本学生なぎなた選手権大会 試合競技（団体の部） 2位
男子バレーボール部 G5 ビーチバレージャパンカレッジ　2018 男子 4位
男子バレーボール部 G5 ビーチバレージャパンカレッジ　2018 男子 4位

※は外部団体選手との出場を示す。
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団体名
大会
ﾗﾝｸ

大会名 種目 成績

陸上競技部 G5 2019日本学生陸上競技個人選手権大会 女子　やり投 6位
陸上競技部 G5 2019日本学生陸上競技個人選手権大会 男子　800ｍ 2位
陸上競技部 G5 2019日本学生陸上競技個人選手権大会 男子　砲丸投 7位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第88回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子　1500m 5位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第88回日本学生陸上競技対校選手権大会 女子　走幅跳 7位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第88回日本学生陸上競技対校選手権大会 男子　1500m 2位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第88回日本学生陸上競技対校選手権大会 男子　800ｍ 5位
陸上競技部 G5 天皇賜盃第88回日本学生陸上競技対校選手権大会 男子　砲丸投 4位
テニス部 G5 2019年度全日本学生室内テニス選手権大会 女子　シングルス 2位
テニス部 G5 2019年度全日本学生室内テニス選手権大会 女子　ダブルス 8位
テニス部 G5 2019年度全日本学生室内テニス選手権大会 女子　ダブルス 8位
テニス部 G5 2019年度全日本大学対抗テニス王座決定試合 女子　団体 8位
テニス部 G5 2019年度全日本大学対抗テニス王座決定試合 男子　団体 8位
女子バスケットボール部 G5 第71回全日本大学バスケットボール選手権大会 女子 5位
体操競技部 G2 2019FIG種目別チャレンジカップ・ギマランイス大会 男子　あん馬 1位
体操競技部 G2 2019FIG種目別チャレンジカップ・ギマランイス大会 男子　ゆか 1位
体操競技部 G2 2019FIG種目別チャレンジカップ・ギマランイス大会 男子　鉄棒 8位
体操競技部 G4 第73回全日本体操種目別選手権 男子　あん馬 1位
体操競技部 G4 第73回全日本体操種目別選手権 男子　跳馬　 8位
体操競技部 G4 第73回全日本体操種目別選手権 男子　鉄棒 5位
体操競技部 G4 第74回国民体育大会 男子　団体 7位
体操競技部 G5 第73回全日本学生体操競技選手権大会 男子　個人総合 7位
体操競技部 G5 第73回全日本学生体操競技選手権大会 男子　種目別　あん馬 1位
体操競技部 G5 第73回全日本学生体操競技選手権大会 男子　種目別　あん馬 7位
体操競技部 G5 第73回全日本学生体操競技選手権大会 男子　種目別　跳馬 6位
体操競技部 G5 第73回全日本学生体操競技選手権大会 男子　種目別　鉄棒 7位
体操競技部 G5 第73回全日本学生体操競技選手権大会 男子　種目別　平行棒 8位
体操競技部 G5 第73回全日本学生体操競技選手権大会 男子　団体総合 5位
水泳部 G4 ジャパンオープン2019 女子200m　背泳ぎ 6位
水泳部 G5 第95回日本学生選手権水泳競技大会 女子200ｍ　背泳ぎ 6位
ウインドサーフィン部 G5 2019年度　全日本学生ボードセーリング選手権 テクノ293クラス　(レディースクラス) 8位
柔道部 G4 2019年度講道館杯全日本体重別選手権大会 男子　60㎏級 3位
柔道部 G5 2019年度全日本学生柔道体重別選手権大会 女子　70㎏級 3位
柔道部 G5 2019年度全日本学生柔道体重別選手権大会 男子　60㎏級 5位
剣道部 G5 第38回全日本女子学生剣道優勝大会 女子　団体 3位
剣道部 G5 第53回全日本女子学生剣道選手権大会 女子　個人 8位
剣道部 G5 第53回全日本女子学生剣道選手権大会 女子　個人 8位
漕艇部 G3 2019年　U23　世界選手権 女子軽量級シングルスカル 13位
漕艇部 G4 第97回全日本選手権大会 女子軽量級ダブルスカル 1位
漕艇部 G4 第97回全日本選手権大会 女子軽量級ダブルスカル 1位
漕艇部 G5 第46回全日本大学選手権大会 女子シングルスカル 8位
漕艇部 G5 第46回全日本大学選手権大会 女子ダブルスカル 7位
漕艇部 G5 第46回全日本大学選手権大会 女子ダブルスカル 7位
自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリート1㎞タイムトライアル 6位
自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリート1㎞タイムトライアル 8位
自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリートチームスプリント 3位
自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリートチームスプリント 3位

令和元年度　競技成績一覧（全国大会入賞8位以上）
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自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリートチームスプリント 3位
自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリートチームスプリント 3位
自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリートチームパーシュート 4位
自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリートチームパーシュート 4位
自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリートチームパーシュート 4位
自転車競技部 G4 第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 男子　エリートチームパーシュート 4位
自転車競技部 G5 第21回全日本学生選手権クリテリウム大会 女子　クリテリウム 4位
自転車競技部 G5 第35回全日本学生選手権個人ロードレース大会 女子　個人ロードレース 5位
自転車競技部 G5 第35回全日本学生選手権個人ロードレース大会 男子　個人ロードレース 4位
自転車競技部 G5 第5回全日本学生選手権個人ロードタイムトライアル自転車競技大会 女子　個人ロードタイムトライアル 3位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　3㎞インディヴィデュアル・パーシュート 1位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　3㎞インディヴィデュアル・パーシュート 5位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　500mタイムトライアル 5位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　500mタイムトライアル 7位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　ポイントレース 1位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　ポイントレース 8位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　マディソン 1位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　マディソン 1位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　マディソン 6位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 女子　マディソン 6位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　1kmタイムトライアル 5位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　ケイリン 7位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　スクラッチ 5位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　スプリント 6位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　スプリント 7位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　タンデム・スプリント 3位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　タンデム・スプリント 3位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　タンデム・スプリント 6位
自転車競技部 G5 第60回全日本学生選手権トラック自転車競技大会 男子　タンデム・スプリント 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　3㎞インディヴィデュアル・パーシュート 1位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　3㎞インディヴィデュアル・パーシュート 5位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　500mタイムトライアル 7位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　500mタイムトライアル 8位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　オムニアム 1位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　オムニアム 2位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　スプリント 4位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　スプリント 7位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　チームスプリント 2位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　チームスプリント 2位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　マディソン 1位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　マディソン 1位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　マディソン 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 女子　マディソン 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　ケイリン 7位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　スプリント 8位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　タンデムスプリント 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　タンデムスプリント 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　チームスプリント 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　チームスプリント 6位
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自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　チームスプリント 6位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　チームパーシュート 8位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　チームパーシュート 8位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　チームパーシュート 8位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　チームパーシュート 8位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　マディソン 5位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック） 男子　マディソン 5位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（ロード） 女子　個人ロードレース 5位
自転車競技部 G5 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（ロード） 男子　個人ロードレース 8位
カヌー部 G3 カヌースプリントジュニア世界選手権大会 男子　ジュニア　C-2　1000ｍ 17位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 女子　WK-1　200ｍ 5位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 女子　WK-2　200ｍ 1位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 女子　WK-2　200ｍ 5位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 女子　WK-2　200ｍ 5位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 女子　WK-2　500ｍ 1位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 女子　WK-2　500ｍ 1位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-1　200ｍ 8位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-1　500ｍ 6位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　1000ｍ 4位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　1000ｍ 4位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 2位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 3位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 4位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 4位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 6位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 6位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　500ｍ 2位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　500ｍ 2位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　500ｍ 3位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　500ｍ 3位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　500ｍ 6位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　500ｍ 6位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　C-4　500ｍ 1位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-1　200ｍ 6位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　1000ｍ 6位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　1000ｍ 6位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　200ｍ 1位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　200ｍ 1位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　500ｍ 2位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　500ｍ 2位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-4　500ｍ 1位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-4　500ｍ 1位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-4　500ｍ 1位
カヌー部 G4 2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会 男子　K-4　500ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 女子　WK-1　200ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 女子　WK-1　500ｍ 3位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 女子　WK-1　500ｍ 5位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 女子　WK-2　200ｍ 3位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 女子　WK-2　200ｍ 3位
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団体名
大会
ﾗﾝｸ

大会名 種目 成績

カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 女子　WK-2　500ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 女子　WK-2　500ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-1　1000ｍ 2位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-1　1000ｍ 8位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-1　200ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-1　200ｍ 5位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　1000ｍ 2位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　1000ｍ 2位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　1000ｍ 7位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　1000ｍ 7位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 7位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 7位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 8位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-2　200ｍ 8位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-4　1000ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-4　1000ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-4　1000ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　C-4　1000ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-1　1000ｍ 4位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-1　200ｍ 2位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-1　200ｍ 7位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-1　Relay　4×500m 2位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-1　Relay　4×500m 2位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-1　Relay　4×500m 2位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-1　Relay　4×500m 2位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　200ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　200ｍ 1位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　200ｍ 5位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-2　200ｍ 5位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-4　1000ｍ 5位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-4　1000ｍ 5位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-4　1000ｍ 5位
カヌー部 G5 第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会 男子　K-4　1000ｍ 5位
なぎなた部 G5 第58回全日本学生なぎなた選手権大会 演技競技 8位
なぎなた部 G5 第58回全日本学生なぎなた選手権大会 演技競技 8位
なぎなた部 G5 第58回全日本学生なぎなた選手権大会 試合競技（個人の部） 1位
なぎなた部 G5 第58回全日本学生なぎなた選手権大会 試合競技（団体の部） 2位
セパタクロー部 G5 第19回全日本セパタクロージュニア選手権大会 男子団体 8位

※は外部団体選手との出場を示す。
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一般入試の志願倍率の推移

1
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〇平成31年度入試の志願倍率は、前年度と比較して、スポーツ総合
課程は低下、武道課程は上昇した。
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３年次編入学試験の志願倍率の推移

○3年次編入学試験の平成31年度入試の志願倍率は、前年度からやや上昇した。
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一般入試地区別志願数推移

○例年、九州・沖縄地区の志願者が130名前後の高い数値で推移している。
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一般入試実技競技種目における志願者の割合の推移
（スポーツ総合課程）

4

競技種目 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３1年度

陸上競技 17.70% 12.90% 7.70% 11.20% 9.60% 12.10% 11.80% 18.00% 16.80% 18.10%

器械運動 0.50% 0.80% 1.60% 1.50% 1.10% 0.80% 2.30% 1.40% 1.20% 0.00%

水泳（競泳） 4.30% 4.00% 6.50% 4.90% 6.60% 5.30% 2.30% 6.10% 7.60% 5.17%

バスケットボール 13.40% 12.50% 10.10% 9.40% 7.70% 11.70% 9.10% 8.10% 8.80% 7.33%

サッカー 15.30% 14.20% 17.70% 19.50% 24.00% 18.00% 22.00% 18.00% 18.00% 14.66%

テニス 3.80% 4.00% 4.80% 3.70% 1.80% 4.20% 5.70% 3.40% 2.80% 2.59%

バレーボール 4.30% 3.60% 4.40% 3.70% 4.10% 2.30% 3.80% 2.70% 3.60% 3.88%

ヨット 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.40% 0.43%

ボードセーリング 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

ボート 1.00% 0.00% 1.20% 1.90% 0.40% 0.40% 0.80% 0.30% 0.00% 0.86%

カヌー 0.50% 0.00% 1.20% 0.40% 0.40% 1.10% 0.00% 0.70% 1.60% 0.00%

運動能力検査 39.20% 48.00% 44.80% 43.80% 44.30% 44.10% 42.20% 41.30% 39.20% 46.98%

計 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

○運動能力検査を選択する志願者が前年度より増加し、約半数となっている。

6/16

yoshihara
四角形



一般入試実技競技種目における志願者の割合の推移
（武道課程）

5

競技種目 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

柔道 27.30% 30.50% 35.10% 18.20% 28.00% 25.00% 31.70% 33.30% 25.00% 25.00%

剣道 72.70% 69.50% 64.90% 81.80% 72.00% 75.00% 68.30% 66.70% 75.00% 75.00%

計 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

○平成31年度は、昨年度同様、柔道25％、剣道75％であった。
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入学者の高校評定平均値の推移

6

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

AO入試 3.8 3.9 3.8 4.1 4.2 4.0 3.7 3.8 4.0 4.4 

推薦入試 4.1 4.0 4.0 4.1 4.1 4.0 4.0 4.0 4.1 4.1 

一般入試 3.7 3.8 3.7 3.8 3.7 3.8 3.9 3.9 4.0 3.9 

○AO入試の評定平均値が例年より高かった。推薦入試、一般入試は例年並みの数値であった。
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一般入試合格者のセンター試験平均点推移
満点：６００点

7

〇平成31年度は、スポーツ総合課程、武道課程とも前年度から上昇した。

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

スポーツ
総合

420.0 430.6 452.0 418.9 437.1 435.9 433.6 448.6 437.1 451.9 

武道 373.3 389.4 405.0 369.0 383.2 378.9 379.9 385.7 358.1 388.0 

全体 407.3 418.5 431.9 406.1 421.2 419.2 418.1 430.2 413.5 433.2 

9/16

yoshihara
四角形



大学入試センター試験点数分布状況（スポーツ総合課程入学者）

8
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３４９点以下
３５０点～３９９点
４００点～４４９点
４５０点～４９９点
５００点～５４９点
５５０点以上

〇31年度は450～499点の層が増加し、全体の半分近くとなっている。
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大学入試センター試験点数分布状況（武道課程入学者）

9
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３４９点以下
３５０点～３９９点
４００点～４４９点
４５０点～４９９点
５００点～５４９点
５５０点以上

〇31年度は前年度と比較して、400～449点の層が大幅に増加した。
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11

○AO入試、推薦入試合格者の入学後の学長表彰受賞者数は、昨年度よりやや増加した。
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学業成績（修得科目数に対するＡ評価の割合）の比較
平成30年度末時点
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14

入試区分別退学率（平成20年度以降）

区 分 入学者数 退学者 退学率 区 分 入学者数 退学者 退学率

AO入試

20年度 13 0.00%

一般入試

20年度 96 4 4.17%

21年度 10 0.00% 21年度 94 5 5.32%

22年度 13 1 7.69% 22年度 102 6 5.88%

23年度 15 1 6.67% 23年度 90 5 5.56%

24年度 13 0.00% 24年度 93 2 2.15%

25年度 14 0.00% 25年度 95 2 2.11%

26年度 12 1 8.33% 26年度 88 0.00%

27年度 15 0.00% 27年度 94 4 4.26%

28年度 14 1 7.14% 28年度 92 2 2.17%

29年度 15 0.00% 29年度 91 2 2.20%

30年度 15 0.00% 30年度 91 0.00%

小 計 149 4 2.68% 小 計 1026 32 3.12%

推薦入試

20年度 70 4 5.71%

編入学

20年度 21 0.00%

21年度 74 9 12.16% 21年度 22 0.00%

22年度 71 3 4.23% 22年度 20 0.00%

23年度 71 2 2.82% 23年度 20 2 10.00%

24年度 72 2 2.78% 24年度 20 0.00%

25年度 72 1 1.39% 25年度 20 0.00%

26年度 73 2 2.74% 26年度 19 0.00%

27年度 70 2 2.86% 27年度 20 2 10.00%

28年度 71 1 1.41% 28年度 20 0.00%

29年度 70 0.00% 29年度 19 0.00%

30年度 70 0.00% 30年度 19 0.00%

小 計 784 26 3.32% 小 計 220 4 1.82%

※除籍者は除く 合 計 2,179 66 3.03%

〇ここ数年においては、AO、推薦入学者は退学が少ない状況である。
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４年次における卒業不可率（平成19年度以降入学者）

15

選抜区分 課程
入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可

者

卒業

不可率

スポーツ
総合

10 0 0 8 0 0 7 0 0 10 1 0 10 0 2

武道 6 0 0 5 0 0 3 0 0 3 0 0 4 0 0

スポーツ
総合

49 0 8 50 2 3 52 2 5 50 1 0 50 2 0

武道 20 0 0 20 0 2 22 2 0 21 1 3 21 0 2

スポーツ
総合

65 3 7 66 3 3 66 2 4 74 3 3 62 3 2

武道 28 1 2 30 1 2 28 2 1 28 1 2 27 0 3

スポーツ
総合

124 3 15 124 5 6 125 4 9 134 5 3 122 5 4

武道 54 1 2 55 1 4 53 4 1 52 2 5 52 0 5

選抜区分 課程
入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可

者

卒業

不可率

スポーツ
総合

10 0 0 11 0 0 9 1 0 11 0 0 86 2 2

武道 3 0 0 3 0 0 3 0 0 4 0 0 34 0 0

スポーツ
総合

51 1 2 50 1 0 51 2 3 50 2 1 453 13 19

武道 21 1 0 22 0 2 22 0 1 20 1 0 189 5 9

スポーツ
総合

65 2 2 70 2 3 60 0 2 66 3 3 594 21 27

武道 28 0 2 28 0 1 28 0 2 28 0 1 253 5 14

スポーツ
総合

126 5 4 126 3 4 131 3 3 120 3 5 1132 36 53

武道 52 1 2 52 1 2 53 0 3 53 0 3 476 10 27

選抜区分 課程
入学

者数

中途
退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途
退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途
退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途
退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途
退学者

等

卒業
不可

者

卒業

不可率

スポーツ総
合

21 0 2 19 0 0 20 1 1 20 0 1 19 0 0

武道 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

選抜区分 課程
入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可者

卒業

不可率

入学

者数

中途

退学者

等

卒業

不可

者

卒業

不可率

スポーツ総
合

20 0 3 20 0 4 20 0 1 20 0 4 179 1 16

武道 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0

9.1% 0.0% 10.0%

15.0% 20.0%

0.0%

12.2%

9.6%

0.0%

5.6%

6.5%

0.0%

4.2%

6.1%

0.0%

11.6%

14.0%

0.0%

10.0%

9.4%

２１年度 ２２年度 ２３年度

２６年度 ２７年度

8.0%

8.3%

8.2%

4.5%

入学年度

11.8%

１９年度 ２０年度

8.9%

7.7%

7.0%

8.8%

8.1%

推薦

一般

計

AO

3.3%

7.2%

7.9%

入学年度 ２４年度

AO

推薦

２１年度

10.1%

２６年度

２２年度

計

２３年度

14.3%

5.6%

9.0%

２５年度

7.8%5.6%

5.0%

6.4%

２４年度

計

編入

一般

計 6.7% 4.9%

入学年度

編入

入学年度

0.0%

２５年度

9.4%20.0%

２８年度

5.0%

２９年度

２７年度

0.0%

5.7%

7.4%
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鹿屋体育大学アドミッション・ポリシーの全部改正について

 鹿屋体育大学アドミッション・ポリシーの全部改正について、教育研究評議会の判断を

求めるものである。

【概要】 

平成２８年３月３１日に公布された「学校教育法施行規則の一部を改正する省令」

が平成２９年４月１日から施行されることに伴い、全ての大学等において、「卒業の

認定に関する方針」「教育課程の編成及び実施に関する方針」及び「入学者の受入れ

に関する方針」を策定し、公表することが求められた。 

【変更点】 

「三つの方針」を一貫性のあるものにするために、今回、「入学者の受入れに関す

る方針」（アドミッション・ポリシー）を全面的に見直し、新たに策定した。 

なお、アドミッション・ポリシーを新たに策定する際に、各項目について、高大接

続システム改革の大学入学者選抜改革に基づく、「学力の３要素」を割り振った。 
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鹿屋体育大学の使命・教育理念

1981 年に開学した国立大学唯一の体育系単科大学である鹿屋体育大学は、スポーツ・武
道及び体育・健康づくりの分野において実践的かつ創造的で市民性、国際性を備えたリーダ

ー（指導者）を養成することを使命とし、本学の教育課程の中で、社会人としての豊かな教

養の涵養や将来を展望し、勤労観・職業観を醸成しつつも、体育学に関してあらゆる専門性

の深化と充実を目指します。

アドミッション・ポリシー（AP）求める学生像
① 体育学を学ぶための基礎的な力を身に付けている学生（知識・技能）

  文系・理系に偏ることのない基礎学力とともに、自分の得意分野の実技能力をも身に付

けている学生

② 自己表現ができる学生（思考力・判断力・表現力）

  自分が身に付けた学力や実技で得た経験値を総合的に活用・応用し、スポーツ・武道お

よび体育・健康づくりに関する新たな課題やその解決策を考察し、他者に伝えることが

できる学生

③ 新たな課題に挑む意欲のある学生（主体性・多様性・協働性）

  礼節とスポーツマンシップを身に付けた、新たな課題に進んで挑戦しようとする、感性

豊かで協調性のある学生

入学試験の基本方針

 本学のアドミッション・ポリシーに基づき、以下の入試区分において入学試験の基本方針

を示します。

AO（SS）入試
 スポーツ・武道の分野で極めて優れた競技能力を有し、近い将来国際大会等で活躍しう

る資質について競技実績により判断します。（知識・技能）

 本学への明確な志望動機や入学後の競技や学生生活に関するビジョンのほか、リーダー

シップやマナー、コミュニケーション能力などについて自己推薦文や面接により判断し

ます。（思考力・判断力・表現力）（主体性・多様性・協働性）

推薦入試

 スポーツ・武道の分野で高い競技能力を有し、将来トップレベルの競技者になりうる資

質について、課程別に指定した実技検査により判断します。（知識・技能）

 スポーツ・武道及び体育・健康づくりを指導・普及させるための基礎的な知識、また指

導・普及における課題に対する思考・判断・表現力について小論文により判断します。

（知識・技能）（思考力・判断力・表現力）
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 スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケー

ション能力などについて面接により判断します。（思考力・判断力・表現力）（主体性・

多様性・協働性）

一般入試

 入学後の教育に十分に対応し自らの趣向性にあうように、文系・理系に特に偏ることな

く、さらにこれからのグローバル化した社会に対応するために外国語（英語）の基礎学

力を備えているかを判断するために、大学入学者選抜大学入試センター試験において本

学が指定する教科・科目の成績により判断します。（知識・技能）

 スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケー

ション能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などについて面接により判

断します。（思考力・判断力・表現力）（主体性・多様性・協働性）

 スポーツ・武道に関する基礎的な実技力またはあらゆるスポーツに関する基礎的な身体

資質の特性を課程別に指定した実技検査により判断します。（知識・技能）

第 3年次編入学入試
 スポーツ・武道及び体育・健康づくりの分野に関心を持ち、それらを指導し、普及させ

るための基礎的な知識について小論文により判断します。（知識・技能）（思考力・判

断力・表現力）

 スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケー

ション能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などについて面接により判

断します。（思考力・判断力・表現力）（主体性・多様性・協働性）

 スポーツ・武道に関する基礎的な身体資質の特性を運動能力検査により判断します。（知

識・技能）
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 参考資料

鹿屋体育大学のアドミッション・ポリシー（案）・ディプロマ・ポリシーと「学力の３ 要素」との関係 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 備   考

DP 

(教育目標) 

・国民各層のスポーツ・武道及び体

育・健康づくりを指導し、普及させる

ための基礎的な知識及び豊かな教

養を身につけている 

・スポーツ・武道及び体育・健康づくり

に関する実技力、科学的支援力及び

表現力を身につけている 

・スポーツ・武道及び体育・健康づくり

に関して、年齢、目的等に応じた体系

的な実技指導力や事業運営力を身

につけている 

スポーツ・武道及び体育・健康づくり

に関する課題について、体育学の知

識を総合的に活用・応用し、説明する

ことができる 

・スポーツ・武道及び体育・健康づくりに関

心をもち、主体的かつ計画的に、課題解

決に向かって取り組む意志をもっている

・スポーツ・武道及び体育・健康づくりにお

けるリーダーシップとコミュニケーション能

力をもつとともに、社会の一員として適切

に振る舞う態度を身につけている 

アドミッションポリシー

（求める学生像） 

体育学を学ぶための基礎的な力を身

に付けている学生 

文系・理系に偏ることのない基礎 

学力とともに、自分の得意分野 

の実技能力をも身に付けている 

学生

自己表現ができる学生 

  自分が身に付けた学力や実技 

で得た経験値を総合的に活用・ 

応用し、スポーツ・武道および体 

育・健康づくりに関する新たな課 

題やその解決策を考察し、他者 

に伝えることができる学生

新たな課題に挑む意欲のある学生 

礼節とスポーツマンシップを身に付け

た、新たな課題に進んで挑戦しようとす

る、感性豊かで協調性のある学生

入

学

試

験

の

基

本

方

針

AO入試 スポーツ・武道の分野で極めて優れ

た競技能力を有し、近い将来国際大

会等で活躍しうる資質について競技

実績により判断します。 

本学への明確な志望動機や入学後の競技や学生生活に関するビジョンのほか、

リーダーシップやマナー、コミュニケーション能力などについて自己推薦文や面接

により判断します。 

推薦入試 ・スポーツ・武道の分野で高い競技能

力を有し、将来トップレベルの競技者

になりうる資質について、課程別に

指定した実技検査により判断します。

・スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケ

ーション能力などについて面接により判断します。 

・スポーツ・武道及び体育・健康づくりを指導・普及させるための基礎的な知

識、また指導・普及における課題に対する思考・判断・表現力について小論文

により判断します。 

一般入試 ・入学後の教育に十分に対応し自ら

の趣向性にあうように、文系・理系に

特に偏ることなく、さらにこれからの

グローバル化した社会に対応するた

めに外国語（英語）の基礎学力を備

えているかを判断するために、大学

入学者選抜大学入試センター試験に

おいて本学が指定する教科・科目の

成績により判断します。 

・スポーツ・武道に関する基礎的な実

技力またはあらゆるスポーツに関す

る基礎的な身体資質の特性を課程別

に指定した実技検査により判断しま

す。 

・スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケ

ーション能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などについて面接に

より判断します。 

3年次編入 ・スポーツ・武道及び体育・健康づくりの分野に関心を持ち、それらを指導し、

普及させるための基礎的な知識について小論文により判断します。 

・スポーツ・武道に関する基礎的な身

体資質の特性を運動能力検査により

判断します。 

・スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケ

ーション能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などについて面接に

より判断します。 
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鹿屋体育大学におけるDP,CP,APの策定及び運用に関するガイドラインへの対応状況

【全体について】 ◎：高い，○：普通，△：もう少し，×：未整備
点検項目 学部 大学院 備考・状況 引用頁

Q：課程毎にDP，CP，APを立案するか？ ○ ○ ｐ4-5

Q：DP,CP,APの（再）設定に際して，学部・課程，大学院等
との一貫性・整合性があるか？

○ △ ｐ5

Q：DP,CP,AP（の再設定）は分かりやすいか？ ◎ △ ｐ6

Q：DP,CP,AP（の再設定）は積極的に発信，広報している
か？

△ △ ｐ6

0 学部 大学院 備考・状況 出典

Q：学生が身につけるべき資質・能力の目標（教育目標）を
明確にしているか？

◎ △ ｐ5

Q：「何ができるようになる」と卒業認定されるといった学修
成果（DP)を明確にしているか？

◎ △ ｐ6

Q：大学の理念に沿った学授与方針を（DP）をより具体的
（※）に設定しているか？

◎ △ ｐ3,Ｌ2

Q：大学の個性・特色．魅力を反映したDPともなっている
か？

◎ △ ｐ2

Q：そのDPは，学士課程答申，分野別の参照基準を参考と
して作成されているか？

◎ △ ｐ6

Q：そのDPは，学生の進路先等社会における顕在・潜在的
ニーズを踏まえて作成されているか？

◎ △ ｐ6

※　知識・技能，思考力・判断力・表現等，主体性を持って多様な人々と協働してして学ぶ態度

点検項目 学部 大学院 備考・状況 出典

Q：DPを踏まえ，実現するプログラム（教育課程）編成方針
（CP)があるか？

◎ △ ｐ6

Q：大学の個性・特色/魅力を反映したCPとなっているか？ ◎ △ ｐ2

Q：DP等にある育成能力と個々の授業科目との関係が明
確になっているか（体系的・整合性があるか）？

○ △ ｐ7

Q：プログラム（教育課程）は，学修方法，学習過程，学修
成果の評価のあり方等も示しているか？

○ △ ｐ7

Q：DP等にある育成能力を適切に評価しているか？ ○ △

Q：DP等にある育成能力を適切に評価する考え方や尺度
を用意しているか？

○ △ ｐ8

Q：プログラム（教育課程）において，能動的学修（アクティ
ブ・ラーニング）の充実に配慮しているか？

◎ △ ｐ8

Q：体系的な教育課程の構築にむけ，初年次教育，教養教
育，専門教育，キャリア教育等について点検・評価・改善が
図られているか？

○ △ ｐ6

Q：初年次教育については，多様な入学者（AO,推薦，編
入学生，社会人，外国人入学者への対応）が自ら学修計
画を立案できるようにしていいるか？

○ △ ｐ6

※　知識・技能，思考力・判断力・表現等，主体性を持って多様な人々と協働してして学ぶ態度

【DP（ディプロマポリシー）について】〔第115回教育研究評議会（H26.1.30）にて了承〕

【CP（カリキュラムポリシー）について】〔第115回教育研究評議会（H26.1.30）にて了承〕
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【AP（アドミッションポリシー）について】
点検項目 学部 大学院 備考・状況 出典

Q：大学の理念，DP,CPに沿ったアドミッションポリシー（AP)
で，DP等に対応し，求める人材の具体的な能力（※）を示
しているか？

△ △ ｐ6-7

Q：DP,CP,APの（再）設定に際して，一貫性を持つものの，
APに柔軟性を持たせるようになっているか？

△ △ ｐ6-7

Q：入学前に学習しておくことが期待される内容を示してい
るか？

△ △ ｐ6-7

Q：APを具現化するどのような評価方法を用いるべきかを
具体的に，根拠を持って示しているか？

△ △ ｐ6-7

※　知識・技能，思考力・判断力・表現等，主体性を持って多様な人々と協働してして学ぶ態度

【運用方針について】･･･アセスメントポリシーが必要
点検項目 学部 大学院 備考・状況 出典

Q：DP，CP，APの運用が適切に行われているかを評価・改
善する仕組み（組織等）を有しているか？

○ △ ｐ7-8

Q：DP等にある育成能力を適切に評価し，それを基にプロ
グラムを改善しているか？

○ △ ｐ7-8

Q：各授業担当教員がDP，CPを意識した授業改善を行う
FD等を行ってるか？

○ △ ｐ7-8

Q：DP,CP,APの（再）設定に際して，学部・課程，大学院等
との一貫性・整合性があるか？

△
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高大接続入試改革に伴う本学の 2021 年度入試（2020 年度実施）について 

【一般入試】 

 

1. 選抜の名称：一般選抜 

 

2. 入試方法 

以下の通り、2021 年度入試(2020 年度実施)より、本学一般選抜を行います。 

 

 

3. 主な変更点 

3-1. 合格者の決定方法 

(1)上記 3 種類の入試方法得点の合計得点で合否を決定します。 

 

3-2. 大学入学共通テスト 

本学が課す2021年度(令和3年度)大学入学共通テストの教科・科目 

(1)2020年度(令和2年度)以前の大学入試センター試験成績の利用は行いません。 

(2)国語又は数学から１教科・１科目（200点）、地理歴史若しくは公民又は理科から１教

科・１科目（200点）、外国語から１科目（200点）の合計３教科・３科目（600点満

点）を受験していることが条件です。                                                                            
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なお、本学が指定する教科・科目数を超えて受験した場合は、高得点となる３教科・３科

目を合否判定に用います。ただし、地理歴史及び公民並びに理科の試験時間において２科

目を受験する場合には、第１解答科目の得点を用います。 

 

 

3-3. 実技検査 

(1)武道課程の実技検査配点を現行の 100 点から 300 点に変更します。 

   (武道課程受験者の実技検査評価が 90 点未満となった場合には不合格とします) 

(2)実技検査における競技種目については変更はありません。 

 

3-4. 「プレゼンテーション＋口頭試問」 

(1)「プレゼンテーション＋口頭試問」の試験時間は、「プレゼンテーション」：3 分、「口頭

教 科 グループ 科   目 教科科目の選択の方法 

国 語  『国語』 

 左記の２教科・７科目のうちから１教

科・１科目を受験していること。 
数 学 

① 
「数学Ⅰ」 

『数学Ⅰ・数学Ａ』 

② 

「数学Ⅱ」 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』 

『簿記・会計』 

『情報関係基礎』 

地理歴史 

 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本

史Ｂ」「地理Ａ」「地理Ｂ」 

「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理，政治・経済』 

 左記の３教科・18科目のうちから１教

科・１科目を受験していること。 

 ただし、「基礎を付した科目」について

は、２科目を受験していること。 

公 民 

理 科 

① 

「物理基礎」 

「化学基礎」 

「生物基礎」 

「地学基礎」 

② 
「物理」「化学」 

「生物」「地学」 

外 国 語  
『英語』『ドイツ語』『フランス語』 

『中国語』『韓国語』 

 左記の１教科・５科目のうちから１教

科・１科目を受験していること。 

なお、『英語』を選択する者は、リーディ

ングとリスニングの双方を受験すること。 
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試問」：7 分の合計 10 分とします。 

(2)「プレゼンテーション」のテーマは、スポーツ総合課程・武道課程共通とし、出題は本

学のアドミッションポリシーに即して、高等学校保健体育の学習成果を応用したものを

一題出題します。なお、このテーマは、大学入学共通テスト後に、本学ホームページ及び

受験者心得で事前に告知します。 

(3)「口頭試問」は、主として「プレゼンテーション」の内容について質問します。 

(4)「口頭試問」の際に、調査書を参考資料として使用します。 

(5)「プレゼンテーション＋口頭試問」(試験時)において、態度が著しく悪く本学の教育を

受けるのにふさわしくないと認められた場合は不合格とします。 

 

4. 募集定員 

 スポーツ総合課程：60 人 

 武道課程    ：25 人 

 ※本学の一般選抜における募集定員は、現行の一般入試から変更はありません。 
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